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　古いにしえより、世界の中心に屹きつ立りつする一つの大樹があった。

　世界の全てを支え、歴史の全てを見守り続ける大いなる世せ界かい樹じゆ──。ある者達たちは畏い敬けいの念を込こめてそれを〝レーラズ〟と呼び、またある者達たちはそれを〝ユグドラシル〟と呼び、崇すう敬けいした。

　遥はるか雲うん表ぴようにまでそびえる無二の巨きよ木ぼく。その枝し条じようには、抱いだかれるようにして浮うかぶ広大な平原が存在する。

　黄金の風が吹ふき、霊れい妙みような気配が宿るその地の名は『アースガルド』。

　かつては『イーダフェルト』と呼ばれた神聖なる大地は今や、アースを名乗る神々が住まう神の世界として、栄光と安あん寧ねいが息づいていた。

「……果たしていつまで続く栄光か……」

　その地の地下深く。そこに広がる仄ほの暗ぐらい鍾しよう乳にゆう洞どうに、しわがれた老人の嘆なげきが響ひびいた。アース神族を束ねる最高神・オーディンである。

　彼かれが住まう銀ぎん宮きゆう殿でん『ヴァーラスキャルヴ』には、地下洞どう窟くつへと続く秘密の通路が隠かくされている。そこに流れる〝イヴィング川〟、その川に沿って伸のびる世せ界かい樹じゆレーラズの根を伝っていけば、神々の敵対者である〝霜ヨのト巨ウ人ン〟が住まう世界、『ヨトゥンヘイム』へと辿たどり着つけるのだ。

　しかし、今のオーディンの目的地は『ヨトゥンヘイム』ではない。その途と中ちゆうにある『ミーミルの泉』だ。

「ここだな」

　オーディンは立ち止まり、虹にじ色いろにぬめる壁かべに手を添そえる。その掌てのひらから魔ま力りよくを流ながし込こんだ瞬しゆん間かん、〝門スリサズ〟のルーン文字が浮うかび上あがって壁かべは音も無く消え去った。

　その先に広がっていたのは、それまでとは違ちがった幻げん想そう的な光景だった。奥おくの湖面から照らす薄うす緑みどりの光が、壁かべと天てん井じように反射して作られた神秘の空間。オーディンは感かん慨がいもなく歩ほを進めると、巨きよ大だいな湖面に向かって語り掛かけた。

「ミーミルよ。済まぬがまた話を聞かせて欲ほしい」

　主神の呼よび掛かけに応じて波打つ湖面。待つ事数秒──そこに浮ふ上じようしてきたのはなんと、一つの生首だった。オーディンと良く似通った顔立ちをしたその生首・ミーミルは、相対する相談者を一いち瞥べつすると重々しい口調で呟つぶやく。

「……オーディン。お前がここを訪ねる事、我われには分かっていたぞ」

「そうか。我わが伯父おじながら恐おそろしいな、流石さすがは予言神の先見よ。では単刀直入に聞こう。先日起こった〝世せ界かい樹じゆ倒とう壊かい未み遂すい事件〟、あれは……『神ラ々グのナ黄ロ昏ク』だったのか？」

「その問いに答えよう。あれは──かつて我われが予言した世界の終末、『ラグナロク』とは違ちがう。全く別のものだ」

「っ！　……そ……そうか……」

　ミーミルの解を聞き、落らく胆たんを隠かくし切れないオーディン。彼かれは更さらに問う。

「では……ワシに待つ運命も、未いまだ変わらぬという事か？」

　その問とい掛かけに、ミーミルは僅わずかに言葉を詰つまらせた。しかし告げなければならない。それが、首だけになった彼かれを生き長らえさせたオーディンへの義理であり、伯父おじとしての責務だからだ。

「……運命は変わらぬ。我わが甥おい、そしてアースの主神オーディンよ。お前はやがて来きたる『ラグナロク』の最中さなかに……、……戦死する」

　無情に突つき付つけられた死の宣告が、オーディンの胸に突つき刺ささる。

『魔ま狼ろう』〝フェンリル〟、『世せ界かい蛇じや』〝ヨルムンガンド〟、『隠かくり女め神がみ』〝ヘル〟。いずれ害を為なすと予言された三つの存在は、それぞれに相応ふさわしい処しよ遇ぐうを以もつて既すでに全て排はい除じよした。巨きよ人じんの進しん撃げきに備えた手て駒ごまも揃そろいつつある。それでも断たち切きれない運命という名の呪のろいに、オーディンは歯を切せつした。

「……受け入れる訳にはいかぬ。我わが栄光は決して揺ゆるがぬ、未来永えい劫ごう限りなきものだ！　変えてみせよう。躱かわしてみせよう。死の運命など……『ラグナロク』など──」

　オーディンは手にした神槍グングニルを構えて力を込こめる。天地が平ひれ伏ふす神の力が波動となって世界を震ふるわせ、神しん罰ばつを宿した投とう擲てきが洞どう窟くつもろとも天空を貫つらぬいた！

「──この手で滅めつしてくれる」
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「料理長！　カナッペの盛り付け終わりました！」

「よっしゃ助かった！　えーっとオードブルはこれでオッケー、スープももうすぐ出来るから……よしセイ君！　そろそろメーンディッシュに取とり掛かかろうか！」

「はいっ！」

　世界一美味おいしい料理を提供する、世界一大きなキッチン、『ヴァルハラキッチン』のディナータイムは今日も今日とて大おお忙いそがし。

『ヴァルハラ』という宮きゆう殿でんに併へい設せつされたキッチンだから、ここを利用する人たちはいつも同じ。やがて来るという世界の終末『ラグナロク』に向けて鍛たん錬れんに明け暮れる、〝エインヘリヤル〟と呼ばれる人間の英えい霊れいたちだ。その数なんと、二十万人以上！

　あくまで施し設せつ内で振ふる舞まわれるサービスということもあって売り上げとかは全然関係ないんだけど、だからって従業員に報ほう酬しゆうがないわけじゃないからね、ボクらも二十万を超こえる大量のお客さんを相手に日々奮ふん闘とうしてるんだ。

　毎日が激げき闘とう……そう、ボクらだって戦ってる。そういう意味じゃ、こっちだってエインヘリヤルとなんら変わらない。だけど──。

「さぁ、鍋なべの湯加減はバッチリさ！　今夜もどーんと見せてくれよ、〝イノシシのエインヘリヤル〟セーフリームニル君！」

　料理長の声を受け、待ってましたと言わんばかりにキッチン・フロア両スタッフの注目がボクに集まる。

　そう……何を隠かくそうこのボク、煤すすけイノシシことセーフリームニルは名実ともにエインヘリヤル。人間だけしか選せん抜ばつされないと思われていた中でたった一頭、世界初のイノシシ・エインヘリヤルとしてオーディンさまに任命されたんだ。

「よぉ～し見てて下さいみなさん！　今夜のメーンディッシュが完成する瞬しゆん間かんを！」

　威い勢せいよく見み得えを切り、ボクはまな板という名の飛とび込こみ台だいを踏ふみ切きる。

「あっ……」

　そうして踏ふみ切きってから、思う。もう少し瞑めい想そうというか、タイミングみたいなのを計ってみても良かったんじゃなかろうか……と。

　ドボンッ！

「っぎゃああぁっっぢぃぃいいぃぃいぃぃぃぃーーーーッッ!!」

　ブタもおだてりゃ木に登り、イノシシもおだてりゃ鍋なべに落ちる。

『ヴァルハラキッチン』のメーンを飾かざるこのボクはエインヘリヤルになったけど、やっぱりどう足搔あがいても……〝食材〟だった。

　……………………。

　…………。

「──でも復活！　セーフリームニル、ただ今生き返りました！」

「うん、お帰り＆お疲つかれさん！　今日も頑がん張ばったな、セイ君！」

　こうして鍋なべの横に突とつ然ぜん生き返ったボクを見ても、さすがにもう誰だれも驚おどろかない。当然のように繰くり広ひろげられるボクの死と再生は、ここ『ヴァルハラキッチン』ではすっかりお馴な染じみの光景になっているからだ。

　しかし侮あなどるなかれ。夜間に限り中身が一いつ切さい減らなくなる魔ま法ほうの鍋なべ、〝エルドフリームニル〟の功績も忘れちゃいけないことだけど、何よりこのボクの蘇そ生せい体質があるからこそ、ボクは毎晩食材として煮にえ死ぬことができるんだから。

〝グルヴェイグ〟と名付けたボクの蘇そ生せい体質は、〝たとえ死んでも日にち没ぼつを迎むかえるたびに新しい体になって生き返る〟というオーディンさまもびっくりな特とく殊しゆ能力だ。だけどそれは、ボクだけに備わる力ではなかったことを最近知った。『ヴァルハラ』で日々腕うでを磨みがくエインヘリヤルたちもまた、この蘇そ生せいの力を有していたんだ。

　それ以降、〝グルヴェイグ〟はエインヘリヤルに備わる基本技能という見方に変わる。それじゃあ誰だれに任命されずとも、ボクは自動的にエインヘリヤルじゃないかって？　うん、確かにそうかもしれないね。

　でもオーディンさまが仰おつしやられるには、ボクは他とは『別格』のエインヘリヤルであるらしい。そんな風には到とう底てい思えないんだけど……ボクなんかがそこまで大きく取り上げられるようになったのは、先日起こったとある事件がきっかけだったんだ。

　──世せ界かい樹じゆ倒とう壊かい未み遂すい事件。

　その犯人は死者の国『ヘルヘイム』に巣食う邪じや悪あくなドラゴンだったんだけど、そいつを倒たおして改心させたのがこのボク。もちろん自分一人の力で倒たおしたわけじゃないよ？　それでも、あわや世界滅めつ亡ぼうという未み曽ぞ有うの危機からみんなを救った英えい雄ゆうとして、今やボクは誰だれからも認められる有名人になったのさ。

　……まぁ食材っていうポジションは、相変わらず据すえ置おきだけど。

　でも、それならそれで一向に構わない。夜になるとエインヘリヤルの酌しやくをするため『ヴァルハラ』にやって来る、ヴァルキューレ九姉妹しまいと接点が持てるなら。

　ほら、言ってるそばから今夜もヴァルキューレさまがたがやって来たよ。

「ブリュンヒルデさまっ！　お疲つかれさまです！」

「セイさん！　お疲つかれ様さまです。もうお料理の方には？」

「はい！　今さっきなったところです。なので今日のボクの仕事は実質おしまいなので、その……これからちょっとだけ、ブリュンヒルデさまがたのお仕事を見学させて頂いてもよろしいでしょうか？　お邪じや魔まは決していたしませんので！」

「ふふっ、もちろん構いませんよ？　それにしてもセイさんの仕事熱心な姿勢には頭が下がります。自分の事だけでなく私わたし達たちの仕事振ぶりまで毎日のようにメモを取って……流石さすがです！」

「あ、あぁいえその……まぁ何事も勉強ですから！」

　ハハ……それって実はメモじゃなくて、『ブリュンヒルデさま観察日記』なんだけどね……。仕事中に見せたブリュンヒルデさまの可愛かわいい仕草や表情を書き留めるという、ご本人には決してお見せできない代しろ物ものだったりするのです。……ちょっとストーカーっぽい？

「何ですの？　セイったらワタクシ達たちの勤務態度をメモしてましたの？　何か余計な事を書いていないか、ちょっとチェックさせて下さいな」

「ひえぇっ!?　や、やめて下さいゲルヒさまっ！　やめっ、そんな乱暴に広げないでっ！」

「何よ何よ？　あからさまに狼狽うろたえちゃって怪あやしさ満点じゃない。ゲルヒ姉さん、そのメモ帳あたしにも見せて下さいよ」

　うぎゃ～！　ジークルーネさままで！　単体でも無理なのに、姉妹しまいの次女と七女がタッグを組んだらもうダメだ、おしまいだぁ……さよならボクの青春時代……。

「こらっ、お姉ちゃんたち！　セイくん本気で嫌いやがってるよっ！　可哀相かわいそうだよっ！」

　と、その時横合いから救いの手が差さし伸のべられる。純白の鎧よろい兜かぶとに真っ赤なツーサイドアップの髪かみがよく映はえる、姉妹しまいの九女・ロスヴァイセさまだ。
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「そうよゲルヒルデ。ジークルーネも調子に乗り過ぎです。長女として恥はずかしいです。少しはロスヴァイセの優やさしさを見習いなさい」

「うっ……申し訳ありませんわ、セイ。ワタクシ、ちょっと浮うかれておりましたの……」

「ぐぬぬ……わ、悪かったわよ。て、ていうかあたしは別に冗じよう談だんのつもりだったし？　本気で困らせようとか思ってなかったし。き……嫌きらいになったりとか……し、した？」

「安心して下さい、慕したってますよ。こんなことでお二人を嫌きらいになるなんて有り得ません」

「そっそう……や、別にアンタにどう思われようとカンケーないけどね！　じゃ！」

　ぷんすかニヤけながら去っていくジークルーネさまは、器用なのやら不器用なのやら。お二人とも、以前にちょっと絡からむ機会があったからボクとの距きよ離りはわりと近くなったけど、この距きよ離り感かんは困りもするけど悪くない。これからも大事にしていきたいな。

「ありがとうございましたブリュンヒルデさま。それとロスヴァイセさま」

「ううん全然っ！　わたしが見過ごせなかっただけだから！　じゃあねセイくん、なにか困った時はいつでもわたしに相談してねっ！」

　ぴょこんとその場で跳はねて敬礼し、元気に走り去っていくロスヴァイセさま。

「……言っちゃなんですけど……子犬みたいですねぇ……」

「そうなんですよ～。我わが妹ながらもう可愛かわいくて可愛かわいくて……」

　ほっこり気分に浸ひたって、ボクとブリュンヒルデさまは限界まで相そう好ごうを崩くずす。う～ん、逆にあの子が困ってる時は、たとえ嫌いやだと言われても相談に乗ってあげたいね。

「……あっ、いけない！　ごめんなさいヘイズちゃん！　自分でミード運ばせちゃって！」

　トリップしていたブリュンヒルデさまは突とつ然ぜん正気を取とり戻もどして叫さけび、配はい膳ぜん室の方に向かって大おお慌あわてで駆かけていく。見ると、そこには桶おけが載のった台車を牽ひくヘイズの姿があった。

　ボクの同期であるヘイズルーン、通つう称しようヘイズはお酒担当の小さな桃もも色いろ子ヤギ。力仕事なんて任せちゃいけないのは、誰だれが見ても明白だ。……見み掛かけだけは。

「ぜんっぜん重そうにしてないんだよなぁ……」

　あの体格に騙だまされがちだけど、彼かの女じよは何故なぜだか異様にパワフルだ。意外と知られていないその事実は、主に料理長を苦しめていたりする。

「ヘイズちゃんご苦労様。搾さく乳にゆう室からここまで運ぶのは大変だったでしょう？」

　彼かの女じよのもとへ駆かけ寄よったブリュンヒルデさまは、その小さな頭を優やさしく撫なでて労ねぎらいの言葉をかける。ヘイズはいつもの無表情だったけど、ちょっとだけ得意そうな声で答えた。

「ヘイズ、がんばった」

「そうですね～。じゃあアンド料理長にいっぱい褒ほめてもらいましょうか」

「！　……ほめる……いっぱい……？」

　ブリュンヒルデさまの何気ない一言を受け、ヘイズはそれまで眠ねむそうにしていた目をカッと見開いて料理長の方を見る。対する料理長は肩かたをビクリと震ふるわせ、素す早ばやく視線を逸そらした。

　あっ！　ダ、ダメですブリュンヒルデさま！　それはヘイズには禁句なんです！

「ダーリン……！　ヘイズがんばったよ、ほめる……？」

　目の中にハートを浮うかべて豹ひよう変へんしたヘイズは、普ふ段だん見せない獣けものじみた俊しゆん敏びんさで料理長に詰つめ寄よる。いや、彼かの女じよは元々獣けものだけどね？　肉にく食しよく獣じゆう的な意味でさ。

　逃にげるタイミングを完全に逃のがしてしまった料理長。こうなってしまったからにはもう、大人しく彼かの女じよに話を合わせるしかない。背中を見せれば最後、謎なぞの超ちようパワーによる熱ねつ烈れつホールドで色々と大変なことになるからだ。

「うっ……え、えぇっとぉ……え、偉えらいな～ヘイズ君は。うんうん偉えらいぞぉ」

「じゃあなでなでして」

「っ、こ……こうかい？　あはは、はは……」

「……うれしい。それじゃあ……」

　その時、ヘイズはおもむろに〝変化マンナズ〟のルーンを使って人じん化かする。ピンクの髪かみの巨きよ乳にゆう幼女に姿を変えたヘイズは、殊こと更さらに妖よう艶えんな笑えみを浮うかべて言った。

「あとでヘイズも〝なでなで〟しにいくね……？」

　ほら見ろ、料理長の作り笑いが見るからに凍こおり付ついた。

　ヘイズは料理長にメロメロだけど、料理長の方は色んな理由で彼かの女じよのアタックを拒こばんでいる。別にヘイズを嫌きらってるわけじゃないんだけど、ほら……何ていうかあるでしょ？　そういう社会通念的なやつ。

　だって人じん化かしたヘイズは見ての通りのロリっ子で、しかも巨きよ乳にゆう。犯はん罪ざい臭しゆうの塊かたまりみたいな女の子だ。そんな子に料理長みたいなオッサンが手を出そうものなら即そく、ボロン。世せ間けん体ていという名の首が音を立てて転がり落ちることになる。

　シチュエーションだけ見たらちょっと羨うらやましくもあるけど、やれやれ……紳しん士しを貫つらぬくってのも実際大変そうだよ。

「そ、そうだセイ君！」

「!?　ちょ……」

　他人事のように肩かたを竦すくめていたボクは、いきなり料理長にグイッと抱だき上あげられた。いやっ！　やめてっ！　ボクを巻まき込こんで話題転てん換かんのダシにしないでっ！

「まぁまぁセイ君落ち着いて。……ゴホンッ！　突とつ然ぜんだけど君にこれを進しん呈ていしよう」

「え？　な、何ですか、ホントに突とつ然ぜん」

　料理長は調理台の上にボクを降ろすと、その台の下に隠かくしていた謎なぞの箱を引っ張り出す。

「なぁに、ちょっとしたプレゼントさ。開けてごらん？」

「？　はい。…………こっ、これはっ！　……なに？」

　……分からない。箱から出てきたのは、また箱だった。丁度ボク一頭が収まりそうなサイズの白いそれは、蓋ふたの中心に小さな石が埋うめ込こまれていた。……ん!?　あれ、この石って……！

「気付いたかい？　セイ君。そこに埋うめ込こまれている石にはね、またまたオーディン様直筆の〝氷イサ〟のルーン文字が刻んであるんだ」

「やっぱりイサでしたか。このルーンが刻まれてるってことは、どんな効果が？」

「保存効果、かな。要するに持ち運びできる小型冷れい凍とう庫こさ。使用例を具体的に言うと、日にち没ぼつ前……それも一日の早い段階で君が死んでしまった時に、君の遺体をそこに入れておけば夜まで新しん鮮せんな状態のまま保存する事ができるんだ。そうすればその体をその日の宴うたげに使えるから、日にち没ぼつ後に生き返った君が改めて食材になる必要もなくなる」

「えっ、それってつまり……〝死の悪あく循じゆん環かん〟にサヨナラできるってことですか!?」

「あぁそうだとも」

　死の悪あく循じゆん環かん──それは一日一回生き返れるボクが抱かかえる、最さい恐きよう最大のネック。

　蘇そ生せいのタイミングは日にち没ぼつ。そんな条件付きとはいえ、一日一回生き返れるからこそボクはこうしてみんなの晩ご飯になれる。でもそれは裏を返せば、一日一回は〝晩ご飯として〟死ななければならないということ。

　つまり、もしボクが〝それ以外の理由〟で、〝日にち没ぼつ直前以外のタイミング〟で死んでしまったとしたら……？

　そう。日にち没ぼつ直前に料理になり、日にち没ぼつ直後に生き返るボクの生活サイクルは、そこで終わる。誰だれかに晩ご飯を代わってもらわない限り、ボクは〝蘇そ生せい直後に料理される〟だけの存在になってしまう──それが、死の悪あく循じゆん環かんだ。

　まぁ、そうは言っても死んでしまったボクの体は基本的にはその場に残る。その体をいつでもどこでも手軽に保存・再利用できるようになるアイテムが、このプレゼントってわけだね。

「ありがとうございます料理長！　これは最高のプレゼントです！」

「気に入ってもらえて何よりだよ。でもあまり過信しないでくれよ？　当然の事だけど、そのアイテムを活用するためには死んでしまった君を箱はこ詰づめしてくれる誰だれかが傍そばにいる事が前提になる。それに例外もあるから注意も必要だ。ちょっと限定的な例になるけど……たとえば蘇そ生せい直後に〝食事にならなければならない事態〟に陥おちいる事があったとしたら、それは流石さすがにどうにもならない。食べられてしまったら、そもそも保存するものが残らないからね。……色々不完全で申し訳ない」

「いえそんな、謝あやまらないで下さい料理長！　充じゆう分ぶんに助かることですから！」

　一日一回生き返れる代わりに、一日一回必ず死ななければならないボクの食材生活にとって、これは最高の保険だ。ボクは料理長の計らいに心から感謝した。

「……で、料理長。このタイミングでこのプレゼントを渡わたしてくれた意味をそろそろ聞かせてもらいましょうか」

　ボクに合わせて腰を屈かがめていた料理長のスカーフを咥くわえて引っ張り、耳元で囁ささやく。料理長はこくりと一つ頷うなずくと、小声で要求を口にした。

「今夜、ヘイズ君が僕ぼくを〝なでなで〟しに来るのを阻そ止ししてほしい。やってくれるね？」

「……過度な期待はしないで下さいよ？」

　水面下で秘密の契けい約やくを結ぶボクと料理長。

　やれやれ……場合によっては今夜早さつ速そく〝小型冷凍庫こいつ〟の出番がくるかも、ね。







　──翌朝。無事に朝日を迎むかえることができたボクは、自分の強運に心から感謝した。

　恋こいする乙女おとめモードになって本気を出したヘイズを、三十秒も押おし止とどめることができたなんて新記録だよ。もともと有能だった上に冷れい凍とう庫こという保険までできたことで、ボクの捨て身にますます磨みがきが掛かかってしまったのかもしれないね。

　まぁ……たった三十秒の時じ間かん稼かせぎに何の意味があったかは知らないけど。

　だっていくら小型冷れい凍とう庫こをもらったからってそう簡単に死ねるわけないし。命が危なくなる寸前までは頑がん張ばったんだから、あとは料理長自身が頑がん張ばってくれたことに期待するしかないね。

　でも、ヘイズの言う〝なでなで〟が何なのか……実はちょっと気になってるんだよね。その辺りの報告も、一いつ緒しよに期待しておこうかな。

「よし！　じゃあ今日も肉体と精神を磨みがきに行きますか！」

　太陽の女め神がみソールさまがお運びになる朝日を浴びながらの早朝ジョギング。この日課を欠かしたことは、あんまりない。

　ジョギングコースとなっている『ヴァルハラ』本館を自分のペースでぐるりと一周、いつものようにラストスパート。

　その時──ボクは突とつ然ぜんデジャヴに襲おそわれる。いや、正確にはちょっと違ちがうか。ボクはこの光景を、以前確かに見ているんだから。

「エインヘリヤルに任命されて少しはマシになったかと期待していたが……相変わらずなっていないな！　セーフリームニル！」

　目にも留まらぬ超ちようスピードでボクを追おい越こし急制動、自分で上げた土つち煙けむりをまとって姿を現したのは全身金ピカの大イノシシ。いけ好かないけどどこか憎にくめない、ボクの友だ……ゴホン！　まぁ悪友、かな？　向こうは何故なぜだか一方的にライバル視してくるんだけどね。

「またなの？　グリンブルスティ。ボクに速さが足りないのはもう充じゆう分ぶんに分かってるからほっといてよ」

「む、つれない事を言ってくれるなセーフリームニル。たかがエインヘリヤルに任命された程度で我わが輩はいを邪じや険けんにするとは。誉ほまれあるドヴェルグ六大傑けつ作さくの一つにして世界最速である我わが輩はいと肩かたを並べるには、まだまだ甘あまいと知るべきだ」

「くっ……確かに肩かた書がきだけは凄すごいよ。でもさ……お前はドラゴンにもなれず、英えい雄ゆうにもなりきれない、キザでダテで、思いのほか可哀相かわいそうなオツムだ。お前に世界を救えるか!?」

「ちょ、可哀相かわいそうなオツムって……」

　あれ？　いつも芝しば居い掛がかった口調のグリンブルスティを真似まねして言っただけなのに、想像以上のダメージを与あたえてしまったみたいだ。ひょっとして知力が低いの気にしてたのかな……。

「ごめん、冗じよう談だんだよ。半分くらい」

「そ、そうか、冗じよう談だんなのだな？」

「半分くらいね」

「あぁ、冗じよう談だんであるならば良いのだ」

　っていいのかよ！　半分は本気だって何度も言ってあげてるのに通じてないよ！　あぁ、ホントに可哀相かわいそうなオツムで何だかこっちが泣けてくる……。

「うむ。確かに我わが輩はいは貴様のように竜化する事などできんし、英えい雄ゆうにもなれはしないだろう。世界を救うなど以もつての外ほかだ。だからこそ、我わが輩はいは既すでに貴様を認めているのだ。そろそろニックネームで呼ばせてやるのもやぶさかではない」

「あぁ、今日わざわざここに来たのって、それが言いたくて？」

「ちちちちち違ちがうッ!!　我わが輩はいの用件はこれだ！」

　慌あわてて人間の姿に変へん化げしたグリンブルスティは遮しや光こう眼鏡の位置をいじりつつ、ポケットから一通の封ふう筒とうを取り出してボクの鼻先に突つき付つける。

「何これ？　ボク、男からのファンレターは受け付けないよ。ラブレターなら尚なおのこと」

「いいから黙だまって受け取れ！　そして読め！」

　何だよせっかちだなぁ。ボクはマンナズのルーンを使って人間に変へん化げ、封ふう筒とうを受け取る。その場で封ふうを切り中身を見ると、一枚の紙きれが。えーっとなになに……。

「……『招待状』？　今日のランチパーティーの……差出人は……ト、トールさまっ!?」

　トールさまって、あのトールさまか!?　オーディンさまのご子息で、ロキと並んで神界のナンバー２、〝巨人殺しの赤あか獅じ子し〟の異名で恐おそれられる、あの雷らい神じんトールさまなのかっ!?

「驚おどろきのあまり声も出んか、無理もない。だがそれはドッキリではないぞ。今の貴様はあのトール様にさえ認められたのだ。戦士として最高の誉ほまれだ、光栄に思うがいい」

　いや……いやいや……この前はアイドル神フレイヤさまのランチパーティーにお呼ばれして、今度はトールさまのパーティーだって？

　本当に信じられない……ロキを皮切りに色んな方に認められるようになりつつあるボクだけど、何だかボクの人生凄すごいことになっちゃってるよ。

「一つ忠告しておくが、欠席は認められん。ある意味貴様の為ためのレセプションなのだから出席は絶対だ。なお、一名に限り同どう伴はん者しやを許可する」

「え、そうなの？　良かったぁ、あのトールさまが主しゆ催さいするパーティーだもん、一人で行くとなるとさすがに萎い縮しゆくしちゃうからね」

　とはいえ一名か……ここは当然女性にお願いしたいところだけど、『アースガルド』の女性は美人ぞろいだから正直迷っちゃうな。

「……でもボクは、ブリュンヒルデさま！」

「ほぅ、貴様はそうなのか。わ、我わが輩はいなら断然……ゲフンゲフン！」

「ロスヴァイセさまだよね？」

「ゲブゥッ!?　なっ、何故なぜそれをっ!?」

　知ってるさ。ロキと親友になったボクの情報網もう、舐なめないでもらいたいね。

「ねぇねぇ、一体ロスヴァイセさまのどういうところが好きなのさ？」

「なっ、なな、何故なぜ貴様などに答えねばならんのだ！　そんな義理はないっ！」

「なら答えなくていいや、どうせ分かるし。そうだなぁ、まずは純真無む垢くなところ。そして素す直なおで優やさしいところ。あとは元気で可愛かわいいところとか。そうでしょ？」

「それだけではないっ！　実は芯しんが強いところ、健気けなげで家庭的なところもだっ！」

「結局丸々答えてるじゃん！」

　別に誘ゆう導どうする気なんてなかったのに、どんだけ単純なんだよこのイノシシ。

「まぁいいや。招待状、届けてくれてありがとうグリンブルスティ！　時間がない、早さつ速そくブリュンヒルデさまにお願いしに行かなくちゃ！」

「ま、待てセーフリームニル、我わが輩はいはまだ聞いていないぞ！　何故なぜ貴様が我わが輩はいの想おもいを知っている！　何故なぜ知っているのだぁぁぁぁーーッ!!」

　朝の『ヴァルハラ』に、グリンブルスティの悲痛な叫さけびが木こ霊だまする。

　残念だけど、詳くわしい出所はボクも知らないから教えられない。ただ一つ教えられるのは……人脈と友情は人生の宝物ってこと。はい、今日の授業はここまで！







　ブリュンヒルデさまにランチパーティーの同どう伴はんをお願いするため、イノシシの姿に戻もどったボクはヴァルキューレさまがたがお住まいになっている寮りようを目指す。そのためにまず向かうのは、いつもの如ごとく〝虹にじの虚うろ〟。世せ界かい樹じゆレーラズの幹にぽっかり開いたソレに飛とび込こめば、『アースガルド』のどこへだってひとっ飛びだ、これほど便利でお手軽な移動手段は他にないよ。

　とその時、走るボクの視界に、今まさに虚うろの縁ふちに手を掛かける先客の姿が映り込こんだ。あの後ろ姿は……ロキじゃないか！

「ロキ！　どこか出で掛かけるの？」

「おうセイじゃねーか。ま、ちょい野や暮ぼ用でな。お前もか？」

「うん。実はね、トールさまのお屋や敷しきにお呼ばれされちゃったんだ」

「トールの野や郎ろうがお前を？　へぇ～そいつは凄すげぇや、言っとくが中々ない事だぜ？」

「だよねぇ。でね、一人だけなら同どう伴はん可っていうからブリュンヒルデさまを探してるんだけど……もし良かったらロキも来る？　ロキだったら例外的に飛び入りオッケーだと思うよ」

「あ～……だろうけどな。でもまぁ、俺おれは遠えん慮りよしとくわ。トールは頭以外はいい奴やつだけどよ、あいつの屋や敷しきにゃちょいとばかり苦手意識があってな……」

　トールさまのお屋や敷しきに苦手意識……ってどういうこと？　ボクは気になってロキに尋たずねる。するとロキは昔を思い出すように顎あごを上げ、ガシガシと頭を搔かきながら答えた。

「つまんねぇ話さ。昔……どうにも虫の居所が悪かった時によ、あいつの屋や敷しきに忍しのび込こんだ事があったんだ。そん時ちょっとしたイタズラ心でシヴの──トールの嫁よめさんの髪かみをバッサリ刈かり上あげちまったのさ」

「ううんちょっとじゃないよね、大したイタズラ心だよねそれ」

「いやだから今は反省してるんだって。それにコイツは結果論だが、その事件をきっかけにして兄貴達たちはドヴェルグ六大傑けつ作さくを手にする事になったんだ、むしろ礼が欲ほしいぐらいだぜ」

　何だって？　……え、それってつまりオーディンさまがあのグングニルを手にしたきっかけをロキが作ったってこと？

「またまた。いくら何でも話が突とつ飛ぴすぎるよロキ。どうしてシヴさまを丸まる坊ぼう主ずにすると六大傑けつ作さくが手に入るのさ」

「噓うそのようだがマジな話さ。セイ、お前六大傑けつ作さくが何なのかは知ってるか？」

「もちろん知ってるよ。まずオーディンさまの神しん槍そう『グングニル』と魔ま法ほうの指輪『ドラウプニル』、トールさまの戦せん槌つい『ミョルニル』に、フレイさまの魔ま法ほうの船『スキーズブラズニル』と世界最速のイノシシ『グリンブルスティ』。そして世にも美しい黄金の『シヴの髪かみ』──ってちょっと待って、え、いやまさか……」

「くっくっく！　シヴに会ったらよぉく見とけよ。永遠の美しさを持つ頭の至宝をな」

　ひ、ひぇぇ！　何だかまたとんでもない情報を仕入れちゃったぞ？　そうか……ドヴェルグ六大傑けつ作さくっていうのは、シヴさまのカツラを作るところから始まったんだな……。

「ま、とにかくそういう訳だから俺おれはシヴに合わせる顔がねーのよ。だから俺おれの事は気にすんな。お前はお前で目め一いつ杯ぱい楽しんでこい」

「うん……分かったよ」

　ちょっと痛いくらいに力強く、ボクの背中を撫なでて笑うロキ。それは何も気にしていない風に見えたけど……女め神がみの髪かみを切るだなんて、いくらロキでもそんなイタズラをするだろうか？

　その時居所が悪かったっていう虫は、一体どれほどの大きさだったんだろう。もし機会があったらそのパーティーで、何か話を聞けないかな……。

「おうそうだセイ。ブリュンヒルデを探してるっつったな。あいつだったら今さっき、グラーネに乗ってビフレストに向かってくのが見えたぜ」

「えっ、そうなの？　ありがとうロキ、危あやうく行いき違ちがいになるところだったよ。じゃあ向かうなら『ヴィーンゴールヴ』じゃなくてビフレストだね」

「だな。追いつきたいなら急いだ方がいい。先に使えよ」

「あ、助かるよ。なにからなにまでありがとう、ロキ」

「いいって事よ相棒。じゃあな！」

　ピッと手を挙げて別れを告げるロキ。そんなロキに大きく前足を振ふり返しつつ、ボクは虹にじの虚うろへと飛とび込こんだ。

　そして一いつ瞬しゆんの浮ふ遊ゆう感かんの後に辿たどり着つく、目的地のビフレスト。

　神界『アースガルド』と人間界『ミッドガルド』を繫つなぐ虹にじの橋は、今日も相変わらず七色だ。

　でも、その色しき彩さいの前には二色の影かげが立っていた。青せい藍らん色しよくの鎧よろい兜かぶとを身に着けた戦いくさ乙女おとめと、灰色の毛並みの馬。間ま違ちがいない、ブリュンヒルデさまとその愛馬、グラーネくんだ。

　ビフレストの番人をしているヘイムダルさまのお姿が見えないけど……前みたいにどこかに隠かくれて見張ってるんだろうか。まぁいないならいないでいいや、どうせ今日も平和だし。

「ブリュンヒルデさま！　グラーネくん！」

「？　あ、セイさん！　どうしてこちらに？」

「いやぁ、実はちょっとお頼たのみしたいことが……、あったんですけど……」

　言いつつ、ボクは語ご尾びを濁にごらせる。駆かけ寄よる途と中ちゆうでもう分かった。ブリュンヒルデさまたちが身に纏まとう雰ふん囲い気きは明らかに仕事モードだ。これを目にしてしまったら、軽々しくパーティーへお誘さそいするだなんてできるわけがないよ。

「何だセイさんよ、急用なんじゃないのか？」

「グラーネくん……。急用と言えば急用だけど、別に重要なことじゃないんだ。実はトールさまが催もよおされるランチパーティーがあるんだけど、ブリュンヒルデさまにご同どう伴はんして頂けたらなって、そう思っただけだから。用事というより単なる思い付き？　みたいな。ハハ……」

　乾かわいた笑えみを浮うかべるボクを見て、グラーネくんとブリュンヒルデさまは困ったように顔を見合わせた。あちゃ～、思った通り困らせちゃったか。ボクにもっと上手うまく誤ご魔ま化かすテクニックがあったら良かったんだけど……。

　何とも言えない空気が形成される中、沈ちん黙もくだけが時間をむしゃむしゃ食べていく。どうにかして状じよう況きようを打開したい──そう思った時だ。

「ただ～いまっ！　と……あれ？　どうかしたの？　ヒルデお姉ちゃん、セイくん」

　ビフレストが一いつ瞬しゆん強い光を放ったかと思うと、ボクらの目の前に姉妹しまいの九女・ロスヴァイセさまが現れた。どうやら人間界での任務が終わって、今日は朝帰りだったみたいだ。

「ロスヴァイセ！　丁度いいところに！」

　首を傾かしげるロスヴァイセさまに、ブリュンヒルデさまは事情を一から説明する。今ボクらが置かれている状じよう況きようを把は握あくなさったロスヴァイセさまは、少しも迷うことなく手を挙げた。

「はいっ！　だったらわたしが一いつ緒しよに行ってあげるよっ！」

「い、いいんですか!?　でも今任務から帰ったばかりでお疲つかれなんじゃ……」

「全然平気だよっ、まだまだ元気いっぱいだもん。それにお昼からのパーティーだったらこれからちょっとは休めるし。それともヒルデお姉ちゃんの代役がわたしじゃ、だめかな……？」

「ととととんでもございませんことですっ！　光栄の至りが至れり尽つくせりですっ！」

「す、凄すごいテンションだね。でもよかったぁ。それじゃあお昼に〝虹にじの虚うろ〟で待ち合わせっ！　またねセイくん、お姉ちゃんとグラーネもお仕事頑がん張ばってねっ！」

　ビシッと可愛かわいい敬礼を決めて、女め神がみの館『ヴィーンゴールヴ』に向かって飛び去って行くロスヴァイセさま。うん、見るからに元気いっぱいだ。若いって素す晴ばらしい……ってなに言ってんだ、ボクも充じゆう分ぶん若いじゃないか。

　いや、これはあれだよ。ヒトの若さってさ、言動から滲にじみ出でるものじゃない？　実じつ年ねん齢れいは関係なく。そもそも神界の方々は黄金の林りん檎ごを食べて若さを保持してるせいで、見た目と実じつ年ねん齢れいがちぐはぐだしねぇ。

「セイさん、今回はご同どう伴はんできずすみません。もし次回があれば必ず繰くり合あわせますので」

「いえいえそんなお気になさらず。ブリュンヒルデさまのお仕事の邪じや魔まにはボクもなりたくありませんから。でもお気持ちはとっても嬉うれしいです！　次があることを楽しみにしてますね！」

「はいっ！　それじゃあ……ブリュンヒルデ、いってきます！」

「お気を付けて！」

「もうっ、セイさんそこは『いってらっしゃい』、ですよ？」

「え？　あ……は、はいっ、その……いってらっしゃい……ませ」

「ふふっ、いってきます、セイさん」

　聖母と見み紛まがうほどの笑えみを湛たたえて出勤していくブリュンヒルデさまを、ボクはふわふわとした気持ちで見送る。あぁ……守りたい、あの笑え顔がお。ボクの中に渦うず巻まくゲスな感情から。

　ボクは調理中と同じくらいに火ほ照てった体をふらつかせながら、『ヴァルハラ』への帰路につく。

「あれ、そう言えば……ここから徒歩で帰るのって、結構しんどいぞ？」

　お手軽便利なワープ機能〝虹にじの虚うろ〟は、片道切きつ符ぷ。用意がなければ帰りは当然徒歩になるということを忘れてはならない（忘れてないとは言ってない）。

　えぇっと、『ヴァルハラ』本館を一周するのに走って二時間くらいかかるから……大体四時間くらいでしょうかね？　……休まず走り続ければ、だけど。

　ま……間に合うかな？　ランチパーティー。間に合う……よね？　はは、は……。







　そんなこんなでお昼時。再会を約束した〝虹にじの虚うろ〟の前に、ロスヴァイセさまは遅おくれることなくやってきた。

「セイくんこんにちはっ！　……あれ？　どうしたのセイくん、何だか息が荒あらいけど」

「はぁ、はぁ……いえその、ちょっと……お腹なかを空かせておこうかと思いまして、ね」

「そっかぁその手があったよ！　わたしも休んでないでもっと運動しておけばよかったなぁ」

　いえ、見み栄え張はってすみませんロスヴァイセさま。正直言うとボク、ただ単にビフレストからたった今帰ってきたところなんです……。

「ふぅ……。じゃあ行きましょうかロスヴァイセさま。トールさまのお屋や敷しきというと、確か『ビルスキルニル』でしたよね？」

「うんっ！　実はわたし、一度も行った事ないんだぁ。だから楽しみだよっ！」

「ボクもです！　さぁ、飛とび込こみますよ！」

　掛かけ声ごえをつけて飛とび込こんだ光の先──そこに広がっていたのは、実に広大な山々。

「……じゃない!?　えぇっ、これが『ビルスキルニル』なの!?」

　デカい、デカすぎる！　本気で山かと思ったこれが、どうやらトールさまが住まうお屋や敷しき『ビルスキルニル』らしい。

『アースガルド』の首都とも言える黄おう金ごん宮きゆう『グラズヘイム』にはさすがに及およばないとはいえ、『グラズヘイム』の中にあるどの宮きゆう殿でんよりも遥はるかに大きい。主神であるオーディンさまの宮きゆう殿でん『ヴァーラスキャルヴ』よりも大きいなんて思わなかったよ。

「あら？　煤すすけ色のイノシシ……という事は貴方あなたがセーフリームニルかしら？」

「？　はい、ボクがセーフリームニルで……ハッ!?」

　声がした方に振ふり向むいた瞬しゆん間かん、ボクは思わず息を吞のんだ。

　屋や敷しきの中から現れて声を掛かけてきたのは、見み目め麗うるわしい一人のご婦人。その背に流れる金きん縷るの髪かみは、度を越こして美しすぎた。あのグリンブルスティの黄金の毛並みにさえ匹ひつ敵てきするほどに。

　間ま違ちがいない。あれはドヴェルグ六大傑けつ作さくの一つ、『シヴの髪かみ』！　何てこった、到とう着ちやくしたボクらへ真っ先に声を掛かけてきたのが、こともあろうにトールさまのご夫人・シヴさまだなんて！

「えとっ、あのっ……き、綺き麗れいな髪かみですね！」

「はわっ!?　セ、セイくんその話題はだめっ……！」

　緊きん張ちように負けて口にしたボクの言葉に、ロスヴァイセさまは大おお慌あわてでＮＧを出す。

　し、しまった、ボクはどうしてわざわざ虎こ穴けつに踏ふみ込こんだんだ!?　今は得る物なんて一つもないのに！

「あら、ありがとう。この髪かみはね、わたくしの自じ慢まんなの。元々美しかったのだけど、ある日を境にトリートメントも要いらなくなってお手入れに手間も掛かからないのよ？　どういう訳か全然伸のびなくもなったしね」

「そ、それはそうでしょうね……じゃなくてっ、それは素す晴ばらしいですねっ！」

　というか何だろうこの口くち振ぶり……シヴさまはご自分の髪かみがカツラだってこと、ひょっとしてご存じないのか？

「何故なぜだかわたくしの髪かみが刈かり上あげられるという悪夢にうなされる事もあったのだけど、所しよ詮せん悪夢は悪夢。目覚めてみれば髪かみは以前よりも美しさを増して、皆みな様さまからはドヴェルグの傑けつ作さくと並べられるほどの評価まで頂いているのよ」

　あ……なるほど、シヴさまの中ではそういう解かい釈しやくになってるのね……現実逃とう避ひが上手うまくいったみたいで何より。ボクとロスヴァイセさまは顔を見合わせ、ホッと胸を撫なで下おろした。

「ところでセーフリームニル、招待状はお持ちになって？」

「あっ、はい！　こちらに」

　ボクは慌あわてて人間に変へん化げすると、ポケットから招待状を取り出して跪ひざまずく。

「うふふっ、そんなに畏かしこまらなくてもいいのよ？　今日の主役は貴方あなたなんだから」

「すみません、条件反射でつい……。本日はボク如ごとき雑ざつ輩ぱいをお招き頂き、誠まことにありがたく」

「だから畏かしこまらんでいいっつってるだろーがっ！」

「「!?」」

　雷かみなり声ごえのような怒ど号ごうが大気を震ふるわせ、ボクとロスヴァイセさまはそれ以上に震ふるえ上あがる。いや待て、ツッコミたくない。ツッコミたくないけど……なに？　今の？

「……ハッ!?　ご、御ご免めんあそばせ、わたくしったらいつもの調子でつい……。いつもはこうじゃないのよ？」

「いや今いつもの調子って」

「何か言ったかクソガキ」

「や、やだなぁボクは本来イノシシですよ？　喋しやべるわけないじゃないですかアハハハハッ」

　さ……最近の女め神がみさま、キツいや……。

　お淑しとやかそうな見み掛かけに反して凶きよう暴ぼう──もといお茶目なお方らしいシヴさまに案内され、ボクとロスヴァイセさまは屋や敷しきの中へ。中にはいくつもの扉とびらがあり、たくさんの人間が行ゆき交かうところも含ふくめて雰ふん囲い気きは『ヴァルハラ』とそっくりだった。

　シヴさまのお話によれば、屋や敷しき内の人間は全て人間界『ミッドガルド』の農民であったらしい。特に働き者だった農民達たちが死後にここを訪おとずれ、幸せな報むくいを受けるのだとか。

　何だかトールさまのお屋や敷しきに似つかわしくないなと思ったボクに、シヴさまは言った。

「戦いくさには、兵ひよう糧ろう攻ぜめっていうのがあるわよね？　兵の食しよく糧りようを断たつ戦法よ。どんなに優すぐれた戦士でも、空腹には勝てない。そういう意味では作物や家か畜ちくを育てる農民こそが、この世で最も強き者である……らしいわ。あの人の言い分だとね」

　そう言って薄うすく笑ったシヴさまの横顔は、どこか誇ほこらしげだ。きっとそんなところも含ふくめて、シヴさまはトールさまを愛していらっしゃるんだろう。

　妙みような安心感を抱いだきながら廊ろう下かを進んだ先、辿たどり着ついた大広間。

　その中心にいたのは筋肉ムキムキ、真っ赤なライオンヘアーの大男。『アースガルド』きっての戦せん神じん、巨人殺しのトールさまが──お酒を片手にすっかり出来上がっていた。

「ガァッハッハッハ!!　おらおらドンドン持ってこいやぁ！　酒が足りねぇぞぉ！」

「こ、こんのバカ亭てい主しゆっ！　何で数分の『待て』もできないのさ、そこらの犬以下じゃないの！　ったくも～……さっきちょっと褒ほめてやったらこれよ」

「ま、まぁまぁシヴ様。ある意味これがあってのトール様ではありませんか」

　おぉ!?　激げき怒どするシヴさまを必死に宥なだめているあのお方はフレイヤさまの兄上・フレイさまじゃないか！　元ヴァン神族の軍神だもん、そりゃ～声が掛かからないわけないよね。

「う～ん……それにしてもさすがはフレイさま。何というイケメン……」

　フレイさまは超ちようアイドル神フレイヤさまの兄上だけあって、そのイケメンっぷりは凄すさまじいものがある。長身でスタイルもよくて眉び目もく秀しゆう麗れい、フレイヤさまと同じライトブラウンの髪かみのしなやかさは、一見して女性のソレだ。

　アース神族の光の神・バルドルさまと女性人気を二分するスーパー美男子なんだけど……強く優やさしく美しい最強の三さん拍びよう子しが揃そろってるなんて、世の中不公平だと思わない？

「はっはっは！　フレイ殿どのの仰おつしやる通りですぞシヴ殿どの！　このように何事にも豪ごう胆たんでなければ、あの巨きよ人じん共とは渡わたり合あえますまい！　どれ、小生も見習って一いつ杯ぱい」

　と、場の混乱に乗じて悪ノリを始めたあのお方はアースの軍神・テュールさまだ。

「うわ……テュールさま、本当に隻せき腕わんなんだな……」

　実家の歴史書で見た通り、テュールさまの右みぎ腕うでには手首から先がない。

　本人曰いわく、『魔ま狼ろう』〝フェンリル〟によって負わされた名めい誉よの負傷らしいけど……正直凄すごいと思う。何でもその時とった行動は、腕うでを失なくす前提で行われたものだったんだとか。

　テュールさまは一体どうしてそんなことをなさったんだろう。ボクたちエインヘリヤルなら一度生き返り直せば腕うでくらい元通りになるけど、テュールさまはそういうわけにもいかない。そんな無茶をしたら最後、その強さを支えていた利きき腕うでは、永遠に戻もどらないっていうのに。

　……うん。真相はともあれ、アース神族一勇ゆう敢かんな神と言われるのは伊達だてじゃないよ。

　そうしてグルリと会場を見回していると、このパーティーの主しゆ催さい者しやであるトールさまが主しゆ賓ひんのボクにようやく気が付いた。トールさまはズカズカと大おお股またでこちらにやって来ると、ボクの背中をビシバシ叩たたいて言った。

「何でぇセーフリームニエル！　イノシシじゃねぇのか今日は？　あぁ？」

「あ、そう言えばお屋や敷しきに着いてから人間のままでした。あとボクはセーフリームニルです」

「あん？　いいじゃねぇかどっちだってよぉ、美味うまい事にゃあ変わりねぇんだから」

　ええぇ、ボクを食材としか見てないかのような発言がこのお方の口から出てくるとは予想外だったなぁ。ボクってホントに歓かん迎げいされてるんだろうか？

「それよかムニエルよぉ、お前スッゲェ技わざ持ってんだってな。ドラゴンになれんだって？」

「あ、はい一応」

　ロキに注意されて以来ずっと隠かくしてきたけど、ボクの特技〝竜化〟は今や多くの神さまたちに知しれ渡わたっていた。ニーズヘッグとの戦いは〝連続日にち没ぼつ〟なんていう世界規模の現象まで引き起こしてしまった激げき闘とうだ。その様子をオーディンさまにご報告する以上、隠かくしごとなんてできるわけがない。

「オレ様さま達たちの間でも噂うわさになってるぜ。何でもよ、首が百本、翼つばさが千枚もある超ちよう絶ぜつ級の化け物ドラゴンらしいじゃねぇか」

「いくら何でも盛りすぎでしょっ！　一体誰だれからそんな与よ太た話ばなしを!?」

「誰だれって、ラタトスク」

　あいつかぁぁぁぁっ！　だと思ったよあのチビリス！　世せ界かい樹じゆ倒とう壊かい未み遂すい事件の時もやらかしてくれたけど、あいつは神界のマスコットなんかじゃなくてただのトラブルメーカーだよ。

「なぁなぁ、今ここで見せてくれよ、ドラゴン」

「う～ん……分かりました。でもボクのは普ふ通つうのドラゴンですからね？」

　トールさまに頼たのまれたからには断れない。疲つかれるからあんまり気が進まないけど、早いうちに過度な期待を裏切っておいた方があとあと楽そうだし、まぁ丁度いいかな。

「……《ユミルの頭ず蓋がいに敬拝を。その軀むくろには接せつ吻ぷんを。我ここに、全知を暴き神かむさびせし事の許きよを請こい願う。千せん変ぺん万ばん化かに色を変え、邂かい逅こう、離り別べつ、調和と孤こ独どくを象かたどり示せ、フサルク第二十のルーン──マンナズ》。強ごう欲よくなる者、我わが名は……〝ファフニール〟！」

　目を閉じ、肩かた幅はばに足を広げ、厳おごそかに詠えい唱しよう。神秘の呪じゆ文もんが完成したその瞬しゆん間かん、ボクは大広間を埋うめ尽つくさんばかりの巨きよ大だいな竜に姿を変えた。

「っ！　おぉぉ……こいつはカッコイイなぁ!!」

「ちょ、あのっトールさま!?　なんでミョルニルを構えてるんですか!?」

「あっと悪わりぃ、つい血が滾たぎっちまってな。その、何だ、一発ヤらせてくれねぇか？」

「いやそんな黒光りするモノをチラつかせながら言われても！」

「あぁん？　これか？　見みせ掛かけで超ちようビビってるな？　だらしねぇな、一いつ般ぱん的てきなのに比べりゃオレ様のはそうデカくもねぇはずだぜ？」

「サイズの問題じゃありません！　だってそれミョルニルですよ!?　あの六大傑けつ作さくの！　その雷らい槌ついを一発でもブチ込こまれたら、ボクは一いつ瞬しゆんで全身に電流が走っちゃいますよ！」

「だったらしょうがねぇ、こっちも丸まる腰ごしでいこうじゃねぇか！」

「アッーー!!　ダメダメダメ！　レスリングでもダメに決まってるでしょっ！」

「ちっ、そうかいそうかい。ならオレ様の不戦勝だな！」

　豪ごう快かいに高笑いして、投げ捨てたミョルニルを腰こしに戻もどすトールさま。やれやれ、危ないところだった。今は冷れい凍とう庫こを持ってきてないから迂う闊かつに死ねないし。

　と、生き延びた奇き跡せきを嚙かみしめているボクのところへ、今度はフレイさまとテュールさまがやって来る。

「すみません、私わたし達たちにも良く見させてくれますか？　ほぅ……なるほど驚おどろきました。これであのニーズヘッグと戦ったのですね。聞きしに勝まさる力強さを感じます」

「ふぅむ……肌はだに伝わるこの闘とう気き、セイ殿どののマンナズは凄すさまじい精度をお持ちのようですな。いやぁ御お見み逸それしました、片かた腕うでを失なくした今の小生では太刀たち打うちできぬやもしれませんなぁ」

「い、いや～そんなことは……えへへ」

　お二人は軍神、つまり神々の中でも特に戦いに長たけた神さまたちだ。そんなお二人にこうまでお褒ほめ頂けるなんて嬉うれしいな。

　でも、それよりも先に照れるというか、正直言うと気き後おくれする。これは贅ぜい沢たくな考えかもしれないけど……何だか居い心地ごこちが悪くなってきちゃったよ。

　だってボクは、結局のところ食材だから。どんなに褒ほめ称たたえられるような偉い業ぎようを成なし遂とげたんだとしても、その本質は変わらない。

　もちろんみんなから英えい雄ゆう扱あつかいしてもらえることに不満や文句は一いつ切さいないし、見下されるのはボクだって好きじゃない。それでもしっくり来ないんだよね。徐じよ々じよに成り上がるならまだ受け入れられたのかもしれないけど、こういきなりだと何だか心がついて来なくて……申し訳ない以上に罪悪感すら覚えるような、そんなイメージ。

「セイくん」

　ボクが思わず溜ため息いきをつきそうになった時、ずっと隣となりに控ひかえて下さっていたロスヴァイセさまが不意にお声を掛かけてきた。

「あとはわたしがお付き合いするから、セイくんはちょっと休んでていいよ。ずっと偉えらい方たちのお相手をするのは気き疲づかれすると思うし。それにほら、前のフレイヤ様のランチパーティーでセイくん言ってたでしょ？　ドラゴン化には大量の魔ま力りよくを消費するって。それってすっごく疲つかれるはずだもん、我が慢まんしないで休んで休んで」

　そう言って優やさしい笑え顔がおを浮うかべ、最後にパチリとウインク。はぅあっ！　これにはさすがのボクも胸のトキメキを隠かくし切れないっ！

「ロ……ロスヴァイセさま……っ！」

　ボクは竜化を解いてイノシシの姿に戻もどると、感激に打ち震ふるえながらロスヴァイセさまを見上げる。天使だ……ボクの心情を瞬しゆん時じに察して救いの手を差さし伸のべて下さる彼かの女じよはまさに天使。それどころか前に言った何気ない一言さえ、しっかり覚えて気を遣つかって下さるだなんて！

　本当にいい子すぎてもう……あぁ、ボクは今誓ちかおう。彼かの女じよのためならば、どんな痛みや苦しみもいとわない。何百何千の命を賭としてでも、彼かの女じよに一身を捧ささげると。

　誓ちかいを立てたボクはロスヴァイセさまに何度も何度もお礼を言って、こっそり大広間の隅すみっこに移動する。うんうん、やっぱりここが落ち着くんです。

　と、隅すみっこの素す晴ばらしさを満まん喫きつしていたのも束つかの間ま、ボクのところへ早くも誰だれかがやってきた。全くもう、誰だれだよボクなんかにわざわざ係わろうとする物好きは……。

「セーフリームニル、改めてこんにちは。それが貴方あなたのイノシシ状態なのですね？」

「なっ、フ、フレイさま……!?　どどどどうしてこちらに!?」

　近付いてきた物好きサマはなんと、あのフレイさまだった。適当にあしらうつもりでいたボクは大おお慌あわてで居住まいを正す。まぁ〝お座すわり〟をしてるようにしか見えないだろうけど。

「ふふっ、そんなに畏かしこまらずとも良よいですよ。実はですね、我わが妹フレイヤが貴方あなたに大分惚ほれ込こんでいるようでしたので、いつかこうして静かに話してみたいと思っていたのです」

「惚ほれ込こむなんてそんな！　ボクはただ、ランチパーティーにご招待頂いただけにすぎず……フレイヤさまには本当にお世話になりっぱなしで、恐きよう縮しゆくです」

「ふむ、なるほど。噂うわさ通り腰こしが低いようですね」

「気に障さわりましたでしょうか!?」

「いえいえ逆です。慢まん心しんばかりの我わがグリンブルスティにも少しは見習ってほしいくらいですよ。……力や名のある者はみな、おごり高ぶる。御ご覧らんなさいアレを。いい気になって振ふる舞まう者ほど見苦しいものはないでしょう？」

　言って、フレイさまはテーブル席の方を指さす。そこには得意げに何かを話すテュールさまと、それに笑え顔がおで耳を傾かたむけるロスヴァイセさまの姿があった。なるほど、あれは確かに見苦しいかも……。

　でもそうやって憎にくまれ口ぐちを叩たたきつつも、その様子を見つめるフレイさまの目はとても優やさしい。うんうん、同じ軍神であるお二人の厚い信しん頼らい関係が窺うかがえるよ。

「んん～？　どうかなされましたかなぁフレイ殿どのぉ。何やら小生の名が……ヒック、出たようですが」

　と、ここで乱入者登場。ご自分の名前を耳ざとく聞きつけ真まっ直すぐこちらにやって来たのは、既すでに酔よっ払ぱらい気味のテュールさまだ。

「うわっ、お酒さけ臭くさいですね！　来なくていいですよテュール。酔よった貴方あなたの自分語りは、いい加減聞き飽あきましたからね」

「はっはっは！　つれない事を申しますなフレイ殿どの。小生の武勇は世界の終末まで語っても語り尽つくせぬ大武勇ですぞぉ？」

「へぇ～。あの、ボク気になります！　例えばあの『魔ま狼ろう』フェンリルを退治した話とか！」

「あっ、ちょ、駄だ目めですよセーフリームニル！　彼かれの話に耳を貸しては！」

　フレイさまが大おお慌あわてでボクを止めようとなさったけど、もう遅おそい。テュールさまの金の両目がギラリと光り、ターゲット（ボク）の耳を音速で捕ほ捉そくする。

「フェンリル退治！　なんと、セイ殿どのはそこからして分かっていない！　あれは退治などではなく契けい約やくだったのです、誰だれもが傷付かないための！　ん？　小生が傷付いているじゃないかって？　いやいや小生にとってこんなものは掠かすり傷にも数えられませぬな！　フェンリルへの仕打ちを思えば小生の右みぎ腕うでなど、何本でもくれてやりましょう！　って、右みぎ腕うでは一本しかないだろって？　こりゃ一本取られましたな！　ありゃ、これで左右の腕うでがなくなった事にっ！」

「あ、あはは、それは大変……」

　ウッッザ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]イッ!!　想像以上ッ!!

　フレイさまっ、止めるならもっと全力で止めて下さいよ！　まだこの話が続くならボクが『ラグナロク』を起こして世界を終わらせてしまいそうですよ！

「って……フェンリルへの仕打ち、ですか？　それって……まるで神さまたちの方が悪かったみたいな口くち振ぶりですね？」

「あっ……！　いや、その、フェンリルへの仕打ち、しぅ、血、そう血！　あの邪じや悪あくな魔ま狼ろうの血が流れれば、『アースガルド』の地が穢けがれてしまう。小生は神々の安あん寧ねいのため、清せい浄じようなる世界のために、自ら右みぎ腕うでを差し出して奴やつを油断させたのです！　労せずして奴やつを召めし取る事に成功した背景には、小生の尽じん力りよくがあったという事をお忘れなきように。では、これにて御ご免めん！」

　やけに芝しば居いがかった口調で捲まくし立たて、足早に会場の中心へと戻もどっていくテュールさま。あれ……ボク、何かマズイことでも言っちゃったのかな？

「ふむ……テュールの奴やつ、まだ気にしているのか」

「気にしている……ってどういうことですか？　フレイさま。あっ、答えにくいことでしたら別に構わないんですけど！」

「いえ、大した事ではありませんよ。実を言うとテュールは、フェンリルが幼かった頃ころの親代わりでしてね。なので少しばかり……情が移ってしまっているのですよ」

「親代わり……」

　その単語を聞いた瞬しゆん間かん、ボクの胸むねの奥おくがズキリと痛んだ。

　親の代わりがいるってことは、本当の親はどうしたんだろう。色々想像できるけど、少なくとも……そこには特別な事情があるのは明白だ。

　ボクはしばらく会っていない両親の顔をぼんやりと思おもい浮うかべながら、まだ見ぬ魔ま狼ろうフェンリルにちょこっとだけ親近感を抱いだいた。

「おっと。トール様のイビキが聞こえてきましたね」

　フレイさまの呟つぶやく声を受け、ボクはハッと意識を現実に引ひき戻もどす。言われてみれば、会場中に響ひびき渡わたる謎なぞの地鳴り……ってこれイビキなの!?　豪ごう快かいすぎるでしょトールさま！

「今日は随ずい分ぶんと酔よい潰つぶれるのが早いですね。余よ程ほどこのパーティーを満まん喫きつされたのでしょう。さて……それではセーフリームニル、名残なごり惜おしいですが私はこれで。急いでトール様を自室にお連れしないと、シヴ様の怒ど鳴なり声とデュエットになってしまいますからね」

　ひぇっ、絶対聞きたくないよそんなハーモニー。

「フレイさま。本日はボクなんかのお相手をして下さり、ありがとうございました！」

「お礼を言われる事ではありませんよ。また近いうちに顔を出します。今度はもっとゆっくりお話できるといいですね。では」

　ニコッと柔やわらかな笑えみを浮うかべて立ち去るフレイさま。その後ろ姿はまさに白馬の王子さま。いや、むしろ〝白馬と王子さま〟だ。あれは人馬一体の美しさだよ。

「う、美しい……ハッ！」

　いかん！　危ない危ない危ない。ボクとしたことがうっかり男性の笑え顔がおに見み惚ほれてしまいそうになっちゃった。あのフレイさま凄すごいよ、さすがはアイドル神フレイヤさまのお兄さん。

　さぁて、そろそろ宴うたげもたけなわな頃ころ合あいだろう。お腹なかを空かせるだけ空かせといて実は全然食べてないし、ここから一気に挽ばん回かいしていこうじゃないか！

「ロスヴァイセさま、ありがとうございました！　主しゆ催さい者しやであるトールさまもご退場なさったことですし、ここから先は何にも気き兼がねなく、一いつ緒しよに料理を楽しみましょう！」

「え～っと、一応わたしもお手伝いしにいくべき、なのかなぁ……？」

「いやぁ、多分平気でしょう。仮にそうじゃなくてもボクが許します！　何たってこれはボクが主しゆ賓ひんのパーティーですから！」

「あははっ！　うん、そうだよねっ！　じゃあ一いつ緒しよに楽しもっ、セイくんっ！」

　こうしてボクとロスヴァイセさまは、仲なか睦むつまじく絶品料理の数々を堪たん能のうした。

　そう──モノを食べる時はね、誰だれにも邪じや魔まされず自由でなんというか……救われてなきゃダメなんだ。二人で静かに「あーん」ってしたりとか……もうね、なんかね……最高じゃった。

　ただ……そんな幸せ絶頂の中で、気になっていたことが一つある。それはパーティーに出席していたグリンブルスティだ。フレイさまが所有する六大傑けつ作さくだし、大方フレイさまの同どう伴はんとして会場に来ていたんだろう。

　ブリュンヒルデさまを同どう伴はん者しやにすると宣言していたボクだけど、実際にはロスヴァイセさまと連れ立って現れた。その光景を目にした瞬しゆん間かんから彼かれは岩のように固まって、終始ピクリとも動かなかったんだ。

　気持ちは分かるけど……その…………すまんな。







　トールさま主しゆ催さいのランチパーティーは滞とどこおりなく終しゆう了りようし、ボクとロスヴァイセさまは『ビルスキルニル』の外へ出る。ソールさまがお運びになる太陽は既すでに、西の空へ向けてラストスパートをかけていた。

「今日は本当にありがとうございましたロスヴァイセさま！　お陰かげでとっても楽しい時間を過ごすことができました」

「い、いえっ、こちらこそっ！　お料理美味おいしかったし、楽しかったですっ！　セイくんが満足して下さってわたしも嬉うれしい限りでありますっ！」

「は、はぁ……」

　ん～？　何だろう、何だかロスヴァイセさまの様子がちょっとおかしいような。妙みように口調が丁てい寧ねいだし、そわそわしてるというか。

「ロスヴァイセさま。ひょっとして、なにかボクに言いたいことがあるのでは？」

「ギクッ!?　ど、どうしてそれをっ!?」

　やっぱりか。隠かくし事ごとができない性格みたいだね、初めてお会いした時から感じてたけど。

「言って下さいロスヴァイセさま。あなたの頼たのみとあらば何だってお引き受けいたします！」

　少しでも親しみ易やすくするため、ボクは愛あい嬌きようたっぷりに言っておどけて見せる。ロスヴァイセさまはそれでも散々渋しぶっていたけど、引き下がる気配のないボクに根負けしたのか最後には思いを明かしてくれた。

「実はそのぉ……セイくんに一つだけお願いがあってね？　今回同どう伴はんを引き受けたのって……そのお願いを聞いてもらいたかったからっていう思いも……あったりなかったり」

「なるほど。ロスヴァイセさま、ボクはあなたを見み損そこないました」

「ふえぇっ!?　ごめんなさいごめんなさいっ！　どうか見み損そこなわないで下さいぃっ!!」

　ペタンと正座になり、胸の前で手を組んで必死に謝あやまるロスヴァイセさま。うわっ、しまった、何だか変な誤解を与あたえちゃったみたいだ。

「い、いえ違ちがいますロスヴァイセさま！　見み損そこなったっていうのは、ボクなんかに気を遣つかいすぎだっていう意味です！　こんなボクで良かったら、瞬まばたきするより簡単に何でもご命令して下さればいいんです！」

「そ、それじゃあ……わたしのお願い聞いてくれるの？」

「もちろんです！」

　瞬しゆん間かん、それまで涙なみだ目めだったロスヴァイセさまは表情を輝かがやかせると飛び上がって喜びを表現した。そしてそのままズザッとボクの目線に合わせて屈かがんだかと思うと、ボクをおもむろに抱だき上あげる。

「ありがとうセイくんっ！　でも今日はもう夜のお仕事の時間が近いから、お願いはまた明日聞いてもらえるかな？」

「それもそうですね、了りよう解かいしました。では、お願いは明日改めて」

「うんっ、約束だよっ！　じゃあ帰ろっか、わたし達たちの『ヴァルハラ』に！」

　夕暮れが近付く『アースガルド』の赤い空を、白き戦いくさ乙女おとめとともに飛ひ翔しようする。

　次女のゲルヒさまに比べると、その飛ひ翔しようは大分ゆっくりペース。でも、ロスヴァイセさまはこれでいい。姉妹しまいそれぞれに個性があり、性格があり、いいところも、悪いところもある。

　スリル満点の強い風がゲルヒさまなら、撫なでるような優やさしい風がロスヴァイセさま。

　ほどほどに育ったお胸がゲルヒさまなら、それよりちょびっとだけ控ひかえめなのがロスヴァイセさまなんだ。背中に押おし当あてられたこの感かん触しよく、鎧よろい越ごしでもはっきり分かんだね！

「あのぉセイくん、今なにか失礼な事考えてない……？」

「滅めつ相そうもありませんっ！」

　そう、失礼も滅めつ相そうもあるわけない。だってボクはどっちも大好きですから。

　ねぇ知ってる？　イノシシの食性って、草食に近い雑食なんだって。
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　翌日。いつものように早朝ジョギングと朝食を済ませたボクは、いつものように二度寝ねをするため自室に戻もどる。

　……な～んて自じ堕だ落らくな真似まね、今日はしないよ？　なんたって今日のボクにはとびきりの使命があるんだ。鎧よろいも身も心も、全てが清く真っ白な戦いくさ乙女おとめ・ロスヴァイセさまのお願いを聞くという重大な使命がね。

「あぁ～、一体どんなお願いごとだろう？　ひょっとするとあれかな、ブリュンヒルデさまみたいに〝匂においを嗅かがせて下さい〟とか？」

　ブリュンヒルデさま曰いわく、ボクの体からはフルーツのような甘あまい匂においがするんだとか。自分じゃ気付かなかったけど、料理長やヘイズに聞いてもそうだって言うからには間ま違ちがいない。

　でも、昨日『ビルスキルニル』から帰ってくるまでにボクの匂においを嗅かぐチャンスなんていくらでもあったはずだよね……だとすると、ロスヴァイセさまのお願いは別のもの？

「ま、まさか……〝お付き合いして下さい〟、とか？　なっははははっ！　いやぁそんな照れちゃうなぁ！　お気持ちは嬉うれしいです、でもっ！　申し訳ありませんボクにはブリュンヒルデさまという心に、いや魂たましいに決めた女性がっ」

「……随ずい分ぶんと楽しそうじゃねぇの、セーフリームニル」

「いるぅーーーーっ!?」

　アバーッ!?　ウカツ！　人がいたよ、それも真正面に！　そっかここは自室じゃない、今のボクは『ヴィーンゴールヴ』に向かうために〝虹にじの虚うろ〟を目指してたんだった！

「いやいいんだぜ？　別に。妄もう想そうってなぁいっちゃん都合のいい自分を夢見る事だ、なんも恥はじる事こたぁねぇよ。寧むしろその欲望が人を強くする。この俺おれだって妄もう想そう妄もう想そうの毎日よ。武ぶ勲くん立てたらモテモテになんのかなぁとか、オッパイってどんくらい柔やわらけぇのかなぁとかな」

　な、なんておっさんだ、ボクのキモチワルイ独り言を自然にフォローしただけでなく、自らの恥はじまで惜おしげもなくさらしていくとは。えっと、この脳ミソまで筋肉モリモリ、マッチョマンの変態は……。

「誰だれでしたっけ？」

「っておいッ！　マジかよ信じられねぇ、〝ベルゼ〟だよベルゼ！　エインヘリヤル第六班班長、『百人斬ぎり』のベルゼ様だっ！」

「あー……えっと……？」

「まだ思い当たらねぇのか!?　ほら、前に〝ヴィズガ〟の爺じいさんと一ひと悶もん着ちやくやらかした野や郎ろうがいたろ？　演習場で爺じいさんの葬そう式しきまでやったじゃねぇか！」

「あぁ！　思い出しました！」

　ヴィズガさんの名前を聞いた瞬しゆん間かん、ボクの記き憶おく力りよくがようやく息を吹ふき返かえす。ヴァルキューレ姉妹しまいの次女・ゲルヒさまと一いつ緒しよに『ミッドガルド』まで選定しに行った最強のエインヘリヤル、『黒き剣けん聖せい』ヴィズガを忘れるほど、ボクの記き憶おく力りよくは落ちぶれちゃいない。

　そんなヴィズガさんと今目の前にいるベルゼさんがある日ケンカをしたお陰かげで、エインヘリヤルにもボクと同じ〝グルヴェイグ〟の力が備わっていることに気付けたんだよね。

　まぁ……ヴィズガさんがひどいギックリ腰ごし持ちで、想像以上に役立たずだということにもついでに気付けちゃったんだけど……。

「やれやれ、や～っと思い出してくれたかよ。エインヘリヤルが不死身の軍勢だって事を文字通り命いのち懸がけで証明した立役者、このベルゼ様を二度と忘れんじゃねぇぞ？」

「は～い」

　あはは……なんかやけに説明口調だけど、ボクに忘れられてたのがそんなにショックだったのかな？　……いや、裏を返せばそれって、ボクの功績を知った上で認めてくれてるのか。そういえばボクの名前もフルネームで覚えてくれてたし……そっか、それは素す直なおに嬉うれしいな。

「ところでセーフリームニルよ、お前昼間はいつも何してんだ？」

「基本的にはゴロゴロしてますよ。でも今日はロスヴァイセさまに会いに行くんです」

「ほ～、そりゃ羨うらやましいな。俺おれなんか女ひでりで日焼けが酷ひどいのなんのって」

「な、何だか申し訳ないですね。エインヘリヤルにも〝グルヴェイグ〟が使えるって判明した時点で、一日一回の死を命じられてるのはボクだけじゃなくなったのに」

「そりゃ違ちがうぜセーフリームニル。俺おれたちゃ別に死ぬのに文句はねぇのさ。まぁ……不満がねぇ訳じゃあ、ねぇけどな」

　俯うつむき加減にそう言って、語ご尾びを濁にごらせるベルゼさん。一体どうしたんだろう？　普ふ段だんは豪ごう気きなベルゼさんが、こんなに暗い表情を見せるなんて……。

「今の日常に、満足いきませんか？」

「……まぁな。ただ死に続けてるだけじゃ一向に武ぶ勲くんが立てられねぇ。俺おれはよ、手て柄がらが欲ほしいんだ。お前みてぇに武ぶ勲くんさえ立てられりゃあ、俺おれ達たちだって日の目が見れるはずなんだからよ」

「武ぶ勲くんですか……。とはいえこの前の世せ界かい樹じゆ倒とう壊かいの時はともかく、今の『アースガルド』は平和そのものですからねぇ。武ぶ勲くんを立てるには、ちょっと難しい時期かも……」

「あぁ。だからこそ、もし次のチャンスが来たなら絶対に逃にがさねぇ。そのために今は必死に自分を磨みがいてんのさ。さっさとドラゴンを殺やれるぐらいになっとかねぇと、そもそもお前を羨うらやむ権利もねぇしな」

　権利だなんてとんでもない。確かにボクはニーズヘッグを倒たおして世界を救ったのかもしれないけど、そういう結果になったのはロキやブリュンヒルデさまの知ち恵えとお力があったからだ。ボクはただ、自分にできることを精せい一いつ杯ぱいやっただけ。

「頑がん張ばって下さいベルゼさん！　もっともっと腕うでを磨みがいて……たとえば神さまたちを脅おびやかすくらいに強くなったなら、オーディンさまだって絶対認めて下さいますよ！」

「おうよ！　つーかまさに目標はそこなんだ。ヴィズガの爺じいさんに師事してよ、俺おれもメキメキ腕うでが上がってるんだぜ？　すぐに追おい抜ぬいてやっから待ってろよ、セーフリームニル！」

　グッと拳こぶしを突つき出だして、自分の行く末に気合いとエールを送るベルゼさん。及およばずながら、不ふ肖しようこのボクからもできる限りのエールを送らせてもらおう。

『別格の一人』でいるより、『格別のみんな』がいる方が、世界はきっと幸せになれる。世界中の不幸を飽あきるほど見届けてきたボクだから、これから先は幸せだけが見たいんだ。

　って……あれ？　ボク、そんな言うほど不幸なんて見てきたっけ？　毎晩死に続ける自分自身が不幸だっていうなら、確かに散々見てきたけども。

　な～んか変な感じがするけど…………ま、いっか！







　ベルゼさんと別れてすぐに、ボクは〝虹にじの虚うろ〟を使って瞬しゆん間かん移動。女め神がみの館『ヴィーンゴールヴ』の入り口へとやって来た。

　前に来た時はここでグラーネくんに会って、ヴァルキューレさまがたの住まう寮りようまで案内してもらったっけ。今日はグラーネくんはいないみたいだけど……まぁ、一度案内は受けてるから迷子にはならないはずだ。

　ボクはおぼろげに霞かすんだ記き憶おくの地図を頼たよりに、『ヴィーンゴールヴ』内を歩き回る。遠くに見覚えのある宮きゆう殿でんが見えたのでそれに向かって進んでいくと、ユリの花が咲さき乱みだれる庭園へと迷まよい込こんでしまった。

「あれ、ここどこだろう？　なんかヴァルキューレさまの寮りようとは違ちがうような……」

　自分の記き憶おくを不ふ審しんに思ったその時──不意に背後から女の子の悲鳴が上がる。

「きゃああっ!?　ちっちゃいイノシシが歩いてるーーーーっ!!」

　……おや？　世界中に澄すみ渡わたるようなこの悲鳴って……ひょっとしてフレイヤさま!?

「あわわっ、おっ、お待ち下さいフレイヤさま！　ボクです！　セーフリームニルです！」

　フレイヤさまは制止するボクの声には耳を貸さず、一目散に逃にげていく。まさか衛兵を連れてきちゃうんじゃ……？

　こ、これはマズイですぞ。ボクはフレイヤさまとは顔かお馴な染じみだから、フレイヤさまご本人が相手であれば身分を証明できただろうけど……名前も知らない衛兵を相手にしたらボクなんてそこらのイノシシ同然。ボクは下げ賤せんな不法侵しん入にゆう者の一人として、有う無むを言わさずお縄なわを頂ちよう戴だいする羽目になってしまう！

「ってあれ？」

　ボンレスハムになった未来の自分を思おもい浮うかべて青くなっていると、逃にげていったはずのフレイヤさまは衛兵を呼びつけるでもなく単身で戻もどってくる。

　その華きや奢しやな手に、巨きよ大だいな虫取り網あみを携たずさえて。

「ぃよっしゃあ[image: ～][image: ～]ッ!!　きゃわいいウリ坊ぼうちゃん、ゲ[image: ～][image: ～]ッツ!!」

　抵てい抗こうする暇ひまもなく、ボクはあっさりと捕つかまってしまった。

　いや、そもそも抵てい抗こうなんてできるわけがない。だって相手はあのフレイヤさまだよ？　九界の全てをあまねく魅み了りようする麗うるわしのスーパーアイドル、誰だれもが憧あこがれる女め神がみオブ女め神がみさま。そんな彼かの女じよが見た目の淑しとやかさをかなぐり捨てて、自ら大捕とり物を演じてみせるだなんて……。

「フ、フレイヤさま……その……ご無ぶ沙さ汰たしております……」

「えっ、喋しやべった！　って……あ、え、もしかして……セイちゃん!?」

「イエス。あの……気のせいかもしれないんですが、今『ぃよっしゃあ[image: ～][image: ～]ッ!!』とか、随ずい分ぶん男らしい雄叫おたけびを上げられていたような……声は可愛かわいらしかったんですけど」

「あ、あぁのっ、それはその……てへっ！」

　ズキューンッ！　こっ、これは選ばれしアイドルの女め神がみにしか使いこなせないという伝説のスーパースマイル、〝ゴッデスマイル〟!!

　たとえ同性であってもイチコロの必殺奥おう義ぎが直ちよく撃げきしたからには、ボクは今さっき目にしてしまったフレイヤさまのあられもないおてんばモードを超ちよう法規的措そ置ちしなければならない！

「……見なかったことにします」

「ありがとっ、セイちゃん！」

　フレイヤさまはボクの頭を一ひと撫なですると、上品に立ち上がって乱れてしまったドレスの裾すそを素す早ばやく直す。この切きり替かえの早さ、まさにプロだね。

「フレイヤさまがいらっしゃるということは……ここってもしかして『フォールクヴァング』ですか？」

「そうだね、わたしのお屋や敷しきだね。セイちゃんはわたしに何かご用かな？　それとも迷子になっちゃった？」

「えっと、失礼な上に恥はずかしながら、後者です」

「迷子かぁ。うん、仕方ない仕方ない！　だってこんなに広いもん。あ、いや、別に自分のお屋や敷しきの広さを自じ慢まんしてるわけじゃないからね？　『ヴィーンゴールヴ』の事だからね？」

「もちろん分かってますよ。あの、フレイヤさま。ボク、ヴァルキューレさまがたの寮りように行きたいのですが、ここからだとどちらの方角へ行けばいいでしょうか？」

「方角……？　えぇっとぉ……てへっ！」

　って二度目かよっ！　え……フレイヤさま、まさか……。

「仕方ない仕方ない！　だってこんなに広いもん！　ね？　ね!?」

「はいはい、もちろん分かっておりますとも」

　なんかこう……フレイヤさまって色んな意味でファンとの距きよ離りが近いアイドルなんだな。

「待っててセイちゃん。寮りようまでルディちゃんに案内させるから。ルディーちゃ[image: ～][image: ～]んっ!!」

　可か憐れんな見た目からは想像もつかないほどの大音量で従者のイノシシ・ヒルディスヴィーニを呼び寄せるフレイヤさま。おぉう、さすがの声量だ。あの広大な『イーダフェルト大神殿』でライブをするからには、やっぱりこれくらいじゃないといけないのかな。

「ただ今参りました、フレイヤ様。……げっ!?　セイ！　……さん」

　げっ、とはご挨あい拶さつだなヒルディの姉あね御ご。何ならキミが目元まで被かぶってるその心の猫ねこを、ご主人さまの目の前で剝はぎ取とっちゃってもいいんですぜ？

　そうやってボクが強気な目を向けると、ヒルディはブンブンと首を横に振ふった。いや、ボクは紳しん士しだからさ、本気でそんなことするつもりはないから安心してほしい。

「ルディちゃん、悪いんだけどセイちゃんをヴァルキューレの寮りようまで案内してあげて？」

「かしこまりました。では参りましょうか、セイさん」

「ありがとう、よろしくね。フレイヤさま、お騒さわがせして申し訳ありませんでした」

　ボクはフレイヤさまに深々とお辞じ儀ぎをして、ヒルディと一いつ緒しよに『フォールクヴァング』を後にする。笑え顔がおで手を振ふるフレイヤさまの姿が見えなくなった時……ヒルディは突とつ然ぜんマンナズのルーンを使って人じん化か。ボクに合わせて地面に膝ひざを突ついたかと思うと、勢いよく壁かべドンしてきた。いや、ボクの後ろにあるのは壁かべじゃなくて木だから、この場合は木ドンって言うべき？

「ちょっとちょっとちょっとぉ！　何でセイがお屋や敷しきにいたのさ！　あたいオッタマゲちゃったよ、思わず素すが出ちゃったし！」

「た、ただの迷子だよ。それより前から気になってるんだけど、なんでヒルディってフレイヤさまの前では素すの自分を隠かくしてるの？　確か初めて会った時もさ、ふざけてグリンブルスティの遮しや光こう眼鏡をかけてたら、フレイヤさまが来た途と端たんにパッと外したりしてたよね？」

「だってそれ、冷静に見たら馬ば鹿かみたいじゃん」

「え、もともとそうでしょ？」

「あたいは馬ば鹿かじゃな[image: ～][image: ～]いッッ!!」

「ホンゲェ～ッ!?　ようらんれふおめんらはいぃ（冗じよう談だんですごめんなさいぃ）！」

　あいたたた……ちょっとからかっただけなのにヒドイなぁ、口が伸のびちゃうじゃないか。

「あたいはあのフレイヤ様の従者だかんね。一いつ緒しよの時くらいはそれっぽく振ふる舞まわないとダメっしょ？　アイドル活動中はマネージャーも兼かねてるし、ビシッとデキる女を演じなきゃ！」

「なるほど……でも言っちゃなんだけどさ、そもそもフレイヤさまご自身が言うほどビシッとしてなくない？　何となく隙すきが多いというか」

「まぁ根っこは天てん真しん爛らん漫まんなお方だからねぇ。でも見た目は上品でしょ？　そういうイメージで売ってる部分もあるし、咄とつ嗟さの切きり替かえの見本としてもあたいが一役買ってるわけよ」

「ふ～ん、そういうもんかねぇ。けどさ、それって疲つかれない？」

「めっちゃ疲つかれる！　でも仕事って疲つかれるものじゃん？　疲つかれるからこそ仕事じゃん！　あたいは疲つかれる仕事をして、仕事に誇ほこりを持ちたいわけ。そんでそんな自分にも誇ほこりを持ちたいの」

　意外にも一本筋が通った理り屈くつで、ボクはちょっとビックリ。

　なるほど、そういう考え方もあるんだな……。そう言えば、ボクは自分の仕事にちゃんと誇ほこりを持っていただろうか？　うん……後でゆっくり考えてみよう。

　思いも寄らない形で自分を見つめ直すきっかけをくれたヒルディに、ボクは胸の中でこっそりと感謝した。







「さぁ着いたよん！　ここがヴァルキューレ様の寮りようね、覚えられた？」

　しばらく歩いた先、というか『フォールクヴァング』から既すでに見えていたお屋や敷しきがヴァルキューレさまがたの寮りようだった。これなら「あそこに見えてるよ」で済ませてくれても良かったのに。

「道覚えるもなにも一直線だしなぁ。でもお屋や敷しきの外観は覚えたよ。ほら、前来た時って夜遅おそい時間だったから、こうして明るい時間に見るのとは印象が違ちがったし」

「にゃふふ、ぶっちゃけ『ヴィーンゴールヴ』の入り口からでも見えてるんだけどね。じゃあもう一人でこれるっしょ。今後はあたいの手を煩わずらわせるでないぞよ？」

「了りよう解かい。ホントにありがとね、ヒルディ。それじゃ！」

「バイビーねー！」

　さっぱりとした挨あい拶さつを残して、来た道を戻もどっていくヒルディ。その姿がある程度離はなれていくまで前足を振ふって、ボクはいよいよヴァルキューレさまがたの寮りよう内に踏ふみ込こんだ。

　……のはいいんだけど……ロスヴァイセさまのお部屋ってどこだろう？　住人はたった九人しかいないのに、ヴァルキューレさまがたの寮りようは言っちゃなんだけど無む駄だに広すぎる。片かたっ端ぱしからノックをして回っても、空き部屋ばかりで返事がない。ただの屍しかばねとやり取りしているような気分になった。

　結局一階は全て空き部屋で、ボクはちょっとゲンナリしながら二階へ上がる──その時だ。

「あっ、セイさん！　おはようございます」

「え、ブリュンヒルデさま!?　お、おはようございます！」

　階段を上り切った先の廊ろう下かで、ブリュンヒルデさまとバッタリ遭そう遇ぐう。おいおい今日の運勢最高じゃないか！　まさかネグリジェ姿のブリュンヒルデさまが拝めるなんて！

　ボクの舐なめるような視線を感知してか、ブリュンヒルデさまは自身の体に目を落とす。すると火が付いたようにお顔を真っ赤に染めて、近くの部屋に半身を隠かくしてしまった。

「こここここれは違ちがうんですセイさん！　私いつもこんな時間までぐーたらしてる訳じゃないんですよ!?　今日は非番で、たまたまなんです、たまたま！」

「ということはレアショットなわけですね？　ありがとうございます！　この記き憶おくはしっかりと脳のう裏りに刻んで末代までの家宝にします！」

「うぅぅ～、は、恥はずかしいです、どうか忘れて下さい……」

「ハハハ、冗じよう談だんですよブリュンヒルデさま。薄～い生き地じの透すけ具合やクッキリ浮うかんだ体のラインとか、もう隅すみ々ずみまでバッチリ忘れましたのでご安心を」

「な、何だか色々具体的ですけど、ほんとに忘れてくれたんですよね……？」

「もちろんです、紳しん士しですから」

　いいえ、死んでも絶対に忘れません。たとえ愛いとしのブリュンヒルデさまからの頼たのみであってもこれだけは譲ゆずれないんです。

「ところでセイさん、今日はどうしてこんな朝早くからこちらに？」

　部屋から顔だけを覗のぞかせる格好のまま、ブリュンヒルデさまがやんわりと尋たずねてくる。

　ブリュンヒルデさまと違ちがってこっちは隠かくすことなんて何もない。ボクは正直に来訪の目的を明かした。

「実は昨日、ロスヴァイセさまからあるお願いごとをされまして。どうせお聞きするなら早い方がいいかと思ってやって来たんです」

「お願い事ですか？　あの、ちなみに……それってどんな内容でしょう？」

「いえ、内容はこれからお聞きするところです。まぁロスヴァイセさまからの頼たのみとあらば、どんなお願いだろうとお受けするんですけどね」

「え……ど、どんなお願いでも……？」

　ボクのセリフからその部分だけを抜ぬき取とり、ゴクリと喉のどを鳴らすブリュンヒルデさま。き、気のせいかな、何だかブリュンヒルデさまから鬼き気き迫せまるオーラを感じるんだけど……。

「セ、セイさん。それってやっぱり、ロスヴァイセが昨日のパーティーに同どう伴はんしたからそうなった訳ですよね？」

「はい、そのお礼も兼かねてます。トールさまのパーティーは盛せい大だいすぎて正直気き後おくれしちゃって……でもロスヴァイセさまのお陰かげでとっても楽しめましたから」

「はうっ……！　つまり私がちゃんと同どう伴はんできていれば、今いま頃ごろは……」

　ボクの返答を聞いた瞬しゆん間かん、ブリュンヒルデさまはガックリと項垂うなだれてブツブツと何かを漏もらす。ありゃ、何だかえらく残念そう……。そっか、ブリュンヒルデさまがそれほどパーティー好きな方だったなんて知らなかったよ。

「あ、じゃあその、もしよろしければなんですけど、今度二人でパーティーしませんか？」

「えっ！　本当ですか！」

　思い付きでそう口にした途と端たん、ブリュンヒルデさまはそれまでとは対照的な明るい表情を見せた。お、これは好感かん触しよく？　出すぎた真似まねをしたかと思ったけど、何でも言ってみるもんだ。

「じゃあ日取りは頃ころ合あいを見て決めましょう。今から楽しみです！」

「私も楽しみです！　絶対に忘れないで下さいね？　セイさん！」

　えぇ、絶対に忘れませんとも。そういうブリュンヒルデさまは隠かくれることをすっかり忘れて、またネグリジェ姿をボクに晒さらしてしまっているわけですが。

「そうだセイさん、ロスヴァイセのお部屋を探していたんですよね？　だったら私がご案内します！　ちょっとだけ待って頂けますか？」

　断りを入れたブリュンヒルデさまは一いつ旦たん自室に消えると、前にも見たドレス風の私服に着き替がえて現れた。

　うんうん、ちょっぴりエッチなネグリジェ姿もヨダレが出るほど良かったけど、ずっとあの格好だと目のやり場が固定されちゃうからね。ボクはブリュンヒルデさまのお顔もちゃんと見たいから、これはこれで良し。……噓うそじゃないよ？

　こうしてブリュンヒルデさまの案内を受けることになったボクは、二人でロスヴァイセさまのお部屋に向かうことに。いや～、さっきから嬉うれしいことのオンパレードで顔が緩ゆるみっぱなしだよ。今ボクを料理したら、きっといい感じに解ほぐれたホホ肉が楽しめるんじゃないかな？

　頭の中で美味おいしいレシピを思おもい描えがきながら歩く寮りようの二階。どうやらその階の一番奥おくにある部屋が、ロスヴァイセさまのお部屋のようだ。

「おはようロスヴァイセ、もう起きてますか？」

「あっ、ヒルデお姉ちゃん？　起きてるよっ、どうぞ～」

　入室許可を受け、ブリュンヒルデさまは部屋の中へ。続いてボクも部屋に入ると、ロスヴァイセさまはちょっと驚おどろいた様子でボクを見た。

「わあっ!?　セ、セイくんも来てたのっ？　あぅぅ、お姉ちゃんヒドイよっ、先に教えてくれれば着き替がえたのにっ！　でもまぁ……セイくんだったら別にいっか！」

　なんと、今日はロスヴァイセさままでもがネグリジェ姿ではありませんか！　しかも改めて着き替がえるおつもりはない模様。何で？　ボクがイノシシだから？　フフン、そっか、これが役得ってやつなんだな。あ、言っておくけどこの席は譲ゆずらないよ？

「ロスヴァイセさま、昨日のお願いごとの件で伺うかがったのですが……ちょっと早かったですか？」

「ううん、そんな事ないよっ！　むしろそんなに気に掛かけてくれてただなんて感激だよっ！　じゃあ早さつ速そく言っちゃうけど……あのね？　実はわたしの〝神しん技ぎ〟の事でね、セイくんに相談に乗って欲ほしかったんだ」

「え、神しん技ぎについてですか？」

　神しん技ぎ──それは読んで字の如ごとく神の技わざ。神族だけが扱あつかえるという特別な奥おう義ぎのことだ。ただのイノシシであるボクなんかには到とう底てい力になれそうもない相談内容だけど……。

「わたしの神しん技ぎはね、〝コルンムーメ〟っていうおっきい狼おおかみに変身する技わざなんだ。でもね、その技わざを使うとわたしはわたしでいられなくなる……心まで獣けものになっちゃうの」

「心まで獣けものに……ってどういうことでしょうか？」

　いまいち伝わらなかったので、ボクはもっと直接的な表現を求める。言い辛づらそうに口を噤つぐむロスヴァイセさまの肩かたに手を置いて、ブリュンヒルデさまが代わりに説明してくれた。

「コルンムーメに変へん化げしたロスヴァイセは理性を失い、敵味方の区別なく暴れ回る狂戦士ベルセルクになってしまうんです。姉妹しまいの中でも特に強力な神しん技ぎなので、威い力りよくの代だい償しようなのではないかと私わたし達たちは考えているんですけど……」

「それはお姉ちゃん達たちがわたしを納なつ得とくさせるために言った事だもんっ！　わたしにだけ力の代だい償しようがあるなんてやっぱり納なつ得とくいかないっ、きっとわたしが使いこなせてないだけだもんっ！」

「ロスヴァイセ……」

　厳しい表情で吠ほえる妹の剣けん幕まくに気け圧おされて、困り果てた目を向けてくるブリュンヒルデさま。ボクは宥なだめる意味も含ふくめて、ロスヴァイセさまに質問した。

「ロスヴァイセさまはどうしてその相談をボクに？」

「ちょっと前にさ、セイくんフレイヤ様のランチパーティーでおっきいドラゴンに変身したでしょ？　あと昨日のトール様のパーティーでも。その時のセイくん、あんなに怖こわいドラゴンになったのに理性を保ってた。全然凶きよう暴ぼうになんかなってなかった。何かコツがあるんじゃないかって、ずっと気になってたんだよ」

　なるほど、ようやく分かったぞ。フレイヤさまのパーティーの時、ボクに色々尋たずねてきたのはそういう悩なやみがあったからなんだな。

　でも……コツと言われても、ボクはそんなもの知らないから答えようがない。気付いたらできるようになっていて、初めから制せい御ぎよできていた技わざだから。

　それにコルンムーメが神しん技ぎとして発動している以上、マンナズのルーンで変へん化げしているだけのボクのファフニールとは根本から違ちがうもののような気もするし……。

「あの、参考までにお聞きしたいのですが……ヴァルキューレ姉妹しまいの神しん技ぎの系統というか、姉妹しまいごとの差……みたいなものをもう少し詳くわしく教えて頂けませんか？」

「姉妹しまいの差、ですか？　そうですね……やはり〝特性の違ちがい〟が大きいでしょうか。私わたし達たちは同じ血を引く姉妹しまいですが、その特性は様々です。例えば私は防ぼう御ぎよ重視のバランス型で、『リーベ・シュトラーフェ』という片手剣けんを武器に、本来であれば『エアレーズング・シュルト』と呼ばれる沢たく山さんの盾たてを持っています。今はその……全部壊こわれてしまっているのですが。神しん技ぎは前にセイさんもご覧になったと思います。ニーズヘッグ戦の時に使ったアレです」

　あぁ、あの剣けんから光線が出てたやつか。確か広域殲せん滅めつ型がたとかロキが言ってたっけ。

「次女のゲルヒルデはスピード特化の槍やり使い、三女のオルトリンデは気配を絶つのが得意な暗殺者……という風に、姉妹しまいにはそれぞれ得意とする分野があるんです」

「ちなみにわたしは近接格かく闘とう術が得意なファイターだよっ！　武器は『ツヴィンガー・シュリュッセル』っていう鉤かぎ爪づめ。リーチは短いけどその分小回りが利きくから、手数の多さじゃゲルヒお姉ちゃんにだって引けは取らないよっ！」

　ベッドの上で華か麗れいな〝型かた〟を披ひ露ろうするロスヴァイセさま。一見無む邪じや気きで可愛かわいいらしい仕草だけど、その体のキレはまさしく玄人くろうとのソレだ。キレはクロ、そしてお召めし物ものは中身までシロとは……鎧よろいともども一いつ貫かん性せいがあってよろしい！

「お二人とも、お話を聞かせて下さってありがとうございました。ですが……話だけではやっぱりよく分かりませんね。もし良かったら、実際に神しん技ぎを見せて頂けないでしょうか？」

「え……」

　ボクの注文に、ロスヴァイセさまは途と端たんに表情を曇くもらせてしまう。ブリュンヒルデさまも険しい表情を浮うかべ、どうすべきか思おもい悩なやんでいるみたいだ。

「安心して下さい、ボクもファフニールに変へん化げしますから！　もしロスヴァイセさまが大暴れしてしまっても、ボクが絶対に押おさえ込こんでみせます！」

　そう、狼おおかみくらいドーンと来いだ。変へん化げ魔ま術じゆつとはいえボクは最上級架か空くう種しゆに、ドラゴンになれる。その力をもってすればたとえ神しん技ぎが相手だろうと何とかなるはずだ。

「そう……ですね。セイさんのファフニールは凄すさまじい力を持っていますし、私も協力します。百聞は一見にしかずとも言いますから、一度試ためしてみる価値はあるかもしれません」

「で、でもっ、危ないよっ。……もし二人を傷つけちゃったら……わたし……」

「大だい丈じよう夫ぶ、信じて下さい、自分自身を。そして……ボクとお姉さんのことを」

　説得するボクの声に、ロスヴァイセさまは目を閉じる。長いような、短いような沈ちん黙もくを経て、意を決したロスヴァイセさまの目がボクとブリュンヒルデさまを交こう互ごに見み据すえた。

「分かったよ。わたし……やってみるっ！」







　そうしてボク、ブリュンヒルデさま、ロスヴァイセさまは場所を移動。『ヴァルハラ』が誇ほこる大演習場の一角へとやって来た。

　二人は神しん技ぎ実じつ践せんに備えていつもの鎧よろい兜かぶとを装着。ボクはボクで、自室から例の小型冷れい凍とう庫こを持ってきた。最悪の事態を想定しての保険だ。

「マンナズ──『欲よく堕だ竜りゆう』ファフニール!!」

「閃ひらめけっ、『リーベ・シュトラーフェ』!!」

　ボクは精神を集中させ、毒々しいオーラを纏まとうドラゴンに変へん化げする。隣となりで剣けんを構えるブリュンヒルデさまも臨戦態勢、既すでに準備は万ばん全ぜんだ。

「っ……」

　見上げるほどの巨きよ体たいになったボクを見て、ロスヴァイセさまは心細そうな面おも持もちで後あと退ずさる。この姿になったボクをお見せするのは、そう言えばまだ二回……いや、三回目だっけ。

「怖こわがらなくても平気ですよロスヴァイセさま。今回は神しん技ぎを見せてもらうのが目的であって、実戦じゃありません。こちらからは一いつ切さい手出ししませんので」

　怖こわがるのは無理もないけど、このまま硬こう直ちよくされていたらボクの魔ま力りよくが切れてしまう。ここは無理にでも覚かく悟ごを決めてもらわなければならない。

　ロスヴァイセさまは肩かたの力を抜ぬいて深呼吸。それでリラックスできたかどうかはともかく、観念したように両手を地面に着いて四よつん這ばいの姿勢を取った。

「よ、よぉし……じゃあ行くよ二人ともっ！　神しん技ぎ──〝コルンムーメ・ツェアライセン〟!!」

　神しん技ぎの解放を告げたその刹せつ那な、吹ふき付つける風がつむじとなって視界を覆おおう。遠とお吠ぼえのように猛たける奔ほん流りゆう。大地を捲めくり、大気をひしゃぎ、吸い寄せられた雲が巨きよ大だいな輪りん郭かくを作り出し──、

　ここに──『白き風ふう狼ろう』が牙きばを剝むいた。

「オオオオォォオオォォォォーーーーンッッ!!」

　六つ足の魔ま狼ろうコルンムーメが雄叫おたけびを上げ、その強きよう靭じんな前足が地を抉えぐる。鮮せん血けつのように赤い眼光がこちらを睨にらみ付つけたかと思ったその瞬しゆん間かん、ボクの右みぎ腕うでに凄すさまじい激痛が走った！

「ッ!?」

　右みぎ腕うでが……無い！　切り落とされた！　一いつ瞬しゆんで！　そんな……ロスヴァイセさまはもう、声を掛かける間もなく暴走してしまったのか！

「セイさんッ!!」

　痛みに気を取られた隙すきをついて、コルンムーメの二に撃げき目めがボクを襲おそう。首を搔かき切るべく振ふるわれた鉤かぎ爪づめの一いち撃げきをブリュンヒルデさまが受け止め、ボクはどうにか死なずに済んだ。

「ロスヴァイセッ！　気をしっかり持ちなさい！　自分の神技に吞のまれないで！」

「グルァアッ!!」

「きゃあっ!?　ッ……やっぱり無む謀ぼうだったの……？　何とか取とり押おさえないと！」

　ブリュンヒルデさまの呼よび掛かけにも耳を貸さず、さらに凶きよう暴ぼう性を増していくコルンムーメ。このままだと姉妹しまいゲンカじゃ済まされないレベルの大だい惨さん事じにまで発展してしまうだろう。

　くそ……甘あまく見みてた。完全に慢まん心しんしてた。これがヴァルキューレ九姉妹しまい最強の神しん技ぎなのか。どうする？　手加減は無理、それこそ殺す気で挑いどまなければ押おさえ切れる相手じゃない。

　だとしたら……ボクにできるのは一つだけだ！

　ボクは残された左ひだり腕うでをマタドールのマントのようにチラつかせ、コルンムーメを挑ちよう発はつする。ブリュンヒルデさまと打ち合っていたコルンムーメは軽かろやかに身を翻ひるがえして標的を変へん更こう、ヨダレを撒まき散ちらしながら文字通り左ひだり腕うでに食い付いてきた。

　よし、囮おとり作戦成功！　ボクは嚙かみつかれたままコルンムーメの体に素す早ばやく尻尾しつぽを巻き付けて身動きを封ふうじると、そのまま覆おおい被かぶさるようにして地に倒たおれ込こんだ。

「！　セイさんっ、それは無茶ですっ！　死んでしまいますっ！」

「いいんです！　これで……っ！」

　怒いかり狂くるったコルンムーメが力任せにボクの体を搔かきむしる。地上の何よりも硬かたいはずの竜りゆう鱗りんは幾いくばくも無いうちに引ひき裂さかれ、噴ふき出だした大量の血がコルンムーメの体毛を染め上げた。

　歯を食いしばって激痛に耐たえ続け、元は純白だった狼おおかみの毛並みが完全な赤に染まる頃ころ。神しん技ぎの持続時間が終わったのか、ロスヴァイセさまは光を散らしながら元の姿を取とり戻もどした。

「ッ、よ……かっ、た…………」

　ボクも続いてイノシシの姿に戻もどると、途と端たんに全身から力と熱が抜ぬけていく。あぁ……ここまで派手にやられたのは初めてかも。これはもう、長くは持ちそうにないや。

「セイ……くん……？　あれ、セイくん？　え、うそだ、なんで……なんでこんな……っ！」

　震ふるえる声が耳に触ふれ、震ふるえる指先が傷口に触ふれる。変わり果てたボクの姿を見て、ロスヴァイセさまは酷ひどく衝しよう撃げきを受けたみたいだ。

「気に、しな、で……、……ボクが……軽々し、く……言った、から……」

「違ちがう……違ちがうっ！　セイくんのせいじゃないっ！　やれると思ったのはわたしだもんっ！　今回こそ制せい御ぎよできるって……何の根こん拠きよもないのに！　だからこんなっ、こんな、ヒドい……！」

　血だまりに泣なき崩くずれるロスヴァイセさま。ちくしょう、なんてこった……ボクが浅はかだったばっかりにロスヴァイセさまを無む闇やみに悲しませてしまった……。でも、ああなってしまった以上こうするしかなかった。殺す気で挑いどまなければ押おさえ切れない相手なら、殺される気で挑いどまなければ止められない。そして幸いにも、ボクにならそれが可能だった。

　だけど……。
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「セイくん……？　セイくんっ！　やだよ、やだ……っ、うああぁぁああッッ!!」

　悲しみとも、憤いきどおりともつかないロスヴァイセさまの泣き声が、最さい期ごの記き憶おくに刻まれる。最低最悪のバッドエンドだ。『ヴァルハラ』に来たあの日から、ボクは何一つ変わっちゃいなかった。

　ああ……やっぱりこんなやり方じゃ……誰だれも救えないんだ、な…………。

　……………………。

　…………。







「そして〝グルヴェイグ〟発動ッ！　……で、ここはどこかな？」

　その日の日にち没ぼつ後。平常通り生き返ったボクは、まず蘇そ生せい地点を確かく認にんすべく周囲を見回す。

「ふむ。今回の蘇そ生せい地点はカマドの横か」

　つまるところ、ボクの昼間の死体はこの鍋なべの中で美味おいしく煮に立たてられているってことになる。

　というのも、〝グルヴェイグ〟発動の際の蘇そ生せい地点は〝死体に最も近い安全地帯〟。それは前にロキと、ヴァルキューレ姉妹しまいの七女・ジークルーネさまを交えて既すでに調査済みだ。ボクがカマドの傍そばに生き返ったからには、ボクの死体はやっぱりカマドの傍そばにあるわけで。

　とりわけ今は調理中。この美味おいしそうな匂においを辿たどればボクの在あり処かは丸分かりなんだけどね。

「お、やっぱりそこに出てきたかセイ君。よしよし、今日も無事に生き返ったみたいだね」

「あ、料理長！　もちろん生き返りますとも！　そういう能力ですから！」

「ははっ、今日はやけに元気がいいな。ならその姿をブリュンヒルデ様に見せてくるといい。何だか酷ひどく心配していたみたいだったからね」

「えっ、そうなんですか？　ならこうしちゃいられない、いってきます！」

　ボクは料理長に断りを入れると、配はい膳ぜん室へと猛もうダッシュ……ができるほどの体力はないか。ボクは空元気がバレない程度に元気良く、配はい膳ぜん室の扉とびらを押おし開あけた。

「あっ、セイさん！　あぁ良かったです、元気に生き返れたんですね。一応ご遺体の方は冷れい凍とう庫こを試ためしてみたのでお料理されている筈はずですけど、その……今回はその、かなりの苦痛を伴ともなう亡なくなり方だったので……精神的にダメージが大きいんじゃないかって心配していたんです」

「ブリュンヒルデさま、ご心配をお掛かけして申し訳ありませんでした。でも安心して下さい。前に料理長にミンチにされたこともありますし、あれくらいはへっちゃらですので！」

「ミンチって……うぷっ……セ、セイさん、そういう事平然と言わないで下さいぃ……」

　ミンチにされた画えを想像してしまったのか、ブリュンヒルデさまをはじめヴァルキューレ姉妹しまいは涙なみだ目めになって耳を塞ふさぐ。おっとっと、ボクの武勇伝は女の子にはちょっと刺し激げきが強すぎたかな？　これからは気を付けなきゃ。

「……ところで気になったんですけど、ロスヴァイセさまは今どちらに？」

　生き返ったら真っ先にお話ししたかった人物が、どこにも見当たらない。誰だれにともなく尋たずねたボクに、事情を知るブリュンヒルデさまが真っ先に答えてくれた。

「その事なんですが……。セイさん、実はあの後ですね……ロスヴァイセは部屋に閉とじ籠こもってしまったんです。自分の手でセイさんを死なせてしまったのが、余よ程ほどショックだったようで」

「そ……そんな……。だったらボク、今すぐ謝罪してきます！」

　渋しぶる二人を押おし切きってまで神しん技ぎの使用をお願いしたのはボクだ、ロスヴァイセさまが気に病やむことなんて一つも無い。居ても立っても居られなくなったボクは、すぐさまロスヴァイセさまのもとへ向かった。

　蘇そ生せいしたてで消しよう耗もうしている体に鞭むち打うって辿たどり着つく、ロスヴァイセさまのお部屋前。掛かける言葉を吟ぎん味みしている時間は無む駄だだ。今は一刻も早くこの気持ちをお伝えしなくちゃ！

「ロスヴァイセさま、セイです。今日は本当に申し訳ありませんでした！　ボクが軽はずみなことを言い出したせいでロスヴァイセさまに辛つらい思いをさせてしまい……悪いのはボクの方です！　全ての責任はボクにあります！　だからどうか……お顔を見せて下さい！」

　思おもいの丈たけは伝えた。伝わったはずだ。毎晩死ぬのが日課のボクが、今日はたまたま昼に死んだだけ。ただそれだけなんだ。いつも通りのことがあっただけ……だから……いつも通りの笑え顔がおを見せて下さい、ロスヴァイセさま。

　だけど……部屋の向こうからは待っても待っても返事がない。ボクの立場上催さい促そくはできないから待つしかないと思ってたけど、ひょっとしてお部屋にいらっしゃらないのか？　それとも……まさか中で何かあったんじゃ!?

「ロスヴァイセさま!?　いるんですよね!?　無事なんですよね!?　返事をして下さい！」

　ボクは蹄ひづめでドンドンと扉とびらを叩たたく。すると、ボクの聴ちよう覚かくが部屋からの物音を聞きつけた。良かった、ちゃんと中にいるし、無事みたいだ。

　軽い足音がゆっくりと扉とびらに近付いてくる。もうすぐ扉とびらが開かれるはずだ。そうすれば、きっと笑え顔がおが見れる。

　ひょっとしたら泣き疲つかれた笑え顔がおかもしれない。ちょっぴり拗すねた笑え顔がおかもしれない。どっちでも構わない、ロスヴァイセさまがそうお望みになるなら、ボクはまた死ぬまでだって殴なぐられ続ける所存だ。なのに──。

「…………帰って」

「え……」

　扉とびら越ごしに……はっきりと聞こえたソレは、これ以上ない拒きよ絶ぜつの声だった。

「ど、どうしてですかロスヴァイセさま！　ボクが許せないなら許して下さらなくてもいいんです！　ただ、もしボクの死を気にしているならそのお気持ちは不要です！　ボクは死んだって生き返れるんですから！　死ぬのは確かに痛いし怖こわいけど、今はそれがボクの仕事です。ボクは使命を果たしただけ、だからロスヴァイセさまはなにも悪くは」

「生き返れる事は殺していい許可証じゃないっ!!」

　バンッ、と、扉とびらを叩たたきつける音。あまりにも悲痛な想おもいがボクの胸に突つき刺ささり、ボクは言葉の続きを飲のみ込こんだ。

「死んでも生き返れるから平気？　なにそれ、それでいいだなんて絶対におかしいよっ！　ずっと黙だまってたけどねっ、わたしは初めから反対だった！　何度でも生き返れるって事はさ、何度でも死ねちゃうって事なんだよ!?　そんなのって辛つらすぎるよ、生き返れるんなら、なおの事死んじゃだめなんだよっ！」

「ロ、ロスヴァイセさま……」

　涙なみだながらに紡つむがれる想おもい。激情を孕はらんだその悲しみが、ボクの胸に傷を作って染しみ込こんでくる。心の一番奥おくまで打ち寄せてきたこの痛みこそが……今の彼かの女じよが抱かかえる痛みなのか。

「きっと……わたしだけじゃない。きみが死んじゃうたびに傷付く人がいるって事…………忘れないで。わたしはきみみたいに……エインヘリヤルみたいには……強くないんだよ」

　そこまで想おもいを吐はき出だすと、扉とびらの向こうの気配が遠ざかっていく。待ってと懇こん願がんする資格は、ボクにはなかった。

「……正しよう真しん正しよう銘めいのバカだな、ボクってやつは……」

　そっと呟つぶやき、扉とびらにもたれて息を吐はく。

　ボクは……一体何を思い上がってたんだろう。

　ボクはただの食材だったはずだ。人間たちに食べられるために『ヴァルハラ』に来た。なのにロキと友達になって、フレイヤさまとお近付きになって、何でかドラゴン退治までする羽目になって、オーディンさまに『別格』のエインヘリヤルだなんてお褒ほめ頂いて。その上トールさまにまで認められて……いつの間にか舞まい上あがってた。

　表面上は謙けん遜そんみたいなことをしておいて結局、ボクはいい気になってたんだ。ボクならできる、何でもやれる。だって世界を救ったんだ、ボクは英えい雄ゆうなんだって。ロスヴァイセさまが抱かかえる問題もきっと簡単に解決できるって……そう思おもい込こんでた。

「そんなわけが……あるはずないのにな……」

　何で気付けなかったんだろう。ロスヴァイセさまはバカなボクが許せなかったわけでもないし、罪の意識を抱いだいていたわけでもない。ただ純じゆん粋すいに──傷付いていたんだ。

　こうしてボクが生き返っても、ボクが死んだ事実が消えてなくなるわけじゃない。その証しよう拠こだと言わんばかりに、ボクの遺体は消えずに残って残ざん酷こくさを見せつける。

　後は捨てるか料理するしかないだけのその肉が、優やさしい誰だれかを傷付ける刃やいばになっていたことを、ボクは今日……初めて知った。







[image: 三　～気まぐれ色の外海王～]




　ロスヴァイセさまがお部屋に引ひき籠こもるようになってから、早くも数日の時が過ぎた。

　あれからも何度かお話に行ったけど、ボクとはもう口も利きいてくれない。お姉さんたちともろくに話していないらしい。ご飯だけはいっぱい食べてくれるのが唯ゆい一いつの救いだと、ブリュンヒルデさまは悲しそうな笑え顔がおで仰おつしやっていたっけ。

「はぁ……もう溜ため息いきしか出ないよ」

　この世に『溜ため息いき王決定戦』があったなら、ボクは二位と圧あつ倒とう的てき大差をつけて優勝する自信がある。誰だれか開かい催さいしてくれないかな……優勝賞品は、ロスヴァイセさまの笑え顔がおで。

「って他力本願だなぁ……。自分で何とかしろよ、セーフリームニル」

　自分で自分に悪態をつきつつ、今日も仕事の時間がやってくる。

　ボクはドンヨリと重たい気分を引ひき摺ずったままキッチンへ。事情を知っている料理長の苦い笑え顔がおの挨あい拶さつに生返事で答えつつ、コック帽ぼうを取りに隣となりのロッカールームに足を運んだ。

「おい。セーフリームニル」

　はいはいボクはセーフリームニル、自分じゃ何もできない他力本願なセーフリームニルですよ、どうせ。

「おい！　聞いているのかセーフリームニル！」

「あぁなにもうさっきから……ってあれっ!?　グリンブルスティ!?」

　ついつい聞きき逃のがしていた呼よび掛かけに振ふり向むくと、そこにはなんと人間状態になったグリンブルスティが立っていた。おかしいな、料理長からは何も聞いてなかったけど……ひょっとして裏口からこっそり入って来たのか？

「ここで会うなんて思わなかったよ。どうしてこんなところに？」

「どうしてだと？　フン、自分の胸に手を当ててよく考えてみるんだな」

「えぇ～、自分の胸なんか触さわったって面おも白しろくもなんともないよ」

「面おも白しろい面おも白しろくないの問題ではないっ！　いいから触さわれ！　そして考えろ！　貴様が犯おかした罪と、その重さをな！」

　ちぇ……胸なんか触さわらなくたって分かってるよ。ロスヴァイセさまのことでしょ。

「どうだ。貴様が取るべき行動が分かったか？」

「分かったか、って……」

　そんなこと……今改めて言われなくたって分かってる。

　グリンブルスティはロスヴァイセさまのことが好きだ。自分が惚ほれた相手を誰だれかに傷付けられたら、黙だまっていられるわけがない。もし逆の立場ならボクだって怒おこるよ。

　けどさ……ボクにはもう、どうにもならないんだ。だからボクから言えるのは、一つだけ。

「……ごめん……」

「ごめん？　ごめん、だと……ッ！」

　ボクの謝罪の言葉を聞いたその瞬しゆん間かん、グリンブルスティは見る間に怒いかりを剝むき出だしにする。

　分かってた。〝ごめん〟だなんて、諦あきらめたことを認めるようなその発言は、ＮＧワードだ。すんでのところで踏ふみとどまっていたグリンブルスティの感情は堰せきを切って溢あふれ出だし、彼かれは足元のボクを片手で宙ちゆう吊づりにして叫さけんだ。

「ふざけるなっ！　この期ごに及およんで言う事はそれだけか？　そんな言葉を聞かされるためにこの我わが輩はいがここに来たとでも思うのか!?」

「お……思わないよ。でもそうするしかないじゃないか。だってロスヴァイセさまはもう、ボクを相手にして下さらないんだから」

「それが何だと言うのだ！　貴様は先日のランチパーティーで彼かの女じよを選んだ！　あの日一日彼かの女じよの笑え顔がおを恣ほしいままにしておいて、今いま更さらその笑え顔がおを奪うばうのか！　他でもない貴様がっ！」

「ほしいままになんかしてないし、奪うばったつもりもないよ。仮にそうだとして、当然返上するつもりでいたさ。でも、ボクなんかにはそんなのできるわけ……ぐッ！」

　ボクの反論が言い終わらないうちに、ボクのお腹なかを摑つかんでいたグリンブルスティの握あく力りよくが一段強まる。遮しや光こう眼鏡を通とおり越こして見えるその瞳ひとみは、激しい怒いかりの色で染まっていた。

「我わが輩はいはな、これでも貴様を信しん頼らいしていたのだ……だからこそ、今日まで猶ゆう予よをやったつもりだ。……なのに貴様は世界を救っておいて、ロスヴァイセ様は救えないと抜ぬかす!!　救う対象を選えり好ごのみして、貴様は神にでもなったつもりか!?　何とか言ってみろ煤すすけイノシシ!!」

「ッ、だったら……っ!!」

　甘あまんじて受けるはずだった叱しつ責せき。なのにボクは気付けばマンナズのルーンで人間に変へん化げし、グリンブルスティに摑つかみかかっていた。

「だったらなんて言えばいいんだよ！　一体どうすれば正解だったんだよ！　ロスヴァイセさまがボクを頼たよってくれて、嬉うれしかったからそれに応えようとしたんだっ、全力で!!　文字通り命まで張ったんだからこれ以上ないって思うだろ!?　でも……結果としてそれは間ま違ちがいだった。間ま違ちがってたら正さなきゃって、そう思って必死に考えたよ。考えたけど……考えれば考えるほどドツボに嵌はまって、どうしようもなくなっていくんだ。ボクにはもう、何もしてあげられないんだって……もうそれしか思いつかないんだよ」

　ボクの逆切れともとれる懺ざん悔げを、グリンブルスティはただ黙だまって聞いてくれた。でも、その顔から怒いかりの色が消えることはない。

　ボクらの中での問題なら、気が済むまで殴なぐってもらえばそれで解決なのかもしれないけど……それじゃあロスヴァイセさまを更さらに傷付けるだけだ。それが分かっているからこそ、ボクらは沈ちん黙もくという平行線の上で震ふるえていることしかできない。

「わお。『ヴァルハラキッチン』がお通つ夜やだって聞いて来たけど、ここが会場？」

　その時──ロッカールームの入り口から声がして、ボクとグリンブルスティは揃そろって視線を向ける。そこにいたのは他でもない。今はボクらと同じように人間に変へん化げした、フレイヤさまのイノシシ・ヒルディだった。

「ヒルディまで。はは、どうしたのさ、『アースガルド』の三大イノシシがまた揃そろい踏ぶみだなんて。……ひょっとしてさ……この件って結構大ごとになってる？」

「あらら、聞かなきゃ分かんない？　ロスヴァイセ様がみんなにどれだけ愛されてるか」

　若じやつ干かん責めるような口調で言うヒルディの言葉に、ボクはやっぱり黙だまるしかない。だって本当にぐうの音も出ないんだ、仕方ないじゃないか。

「セ～イ、それにルスティも。あたいは別に石像ごっこがしたくてここに来た訳じゃあないんだな。ロスヴァイセ様より先にさ、まずは二人に元気になってもらいたかっただ～け！」

「ボクと……」

「我わが輩はいを……元気に？」

　揃そろって尋たずねるボクらに、ヒルディはこの場でただ一つの笑え顔がおを作る。彼かの女じよはこちらに近付きながら話を続けた。

「元気が無いイノシシがなにやったって、誰だれかを元気にできる訳なんかないと思わない？　誰だれかに元気になって欲ほしかったらさ、まず自分が元気になるところから始めなきゃ。元気を作るにはコストが掛かかるの。もし元気を作れないくらいに元気を失なくした人がいたら、その人には誰だれかが元気を分けてあげなきゃいけないのです。因ちなみに今の二人のストックはどんな感じ？」

「今は……」

「エンプティー…………だった」

　ボクとグリンブルスティは答えてハッと息を吞のみ、ヒルディは答えを聞いてニッと笑う。

　そうか……そうなんだ。ボクがこんなんじゃ、始めから……いや……始める前からどうにもならない。

　ようやく気付いた。ボクはロスヴァイセさまのために何もしてあげられないわけじゃない。まだ何一つやれていなかったんだ！

「ありがとうヒルディ！　お陰かげでボク元気が」

「と、ここまでが台本ね。いやぁ、さすがはフレイヤ様からのお言葉、効果テキメン！」

「って受け売りかよっ！　ちょっと見直しちゃったじゃん！」

「にゃっふふ！　勿もつ体たいないからそのまま見直しといていいよん」

　な、何だよ全くもう。でもまぁ、元気とやる気が湧わいてきたのはホントのことだしここは黙だまって感謝しておこう。

「ヒルディ。このタイミングで貴様が現れたという事は、フレイヤ様はこの事態を見み越こしていたというのか？」

「ま、そんなトコね。セイは何だかふぬけちゃってるし、ルスティはロスヴァイセ様の事が大好きだもん。このまま今の状じよう況きようが続いてたら、いつかこうしてセイに突つっかかりに行くんじゃないかってね。それが分かってるならケンカは未然に防がなきゃじゃん？」

「わ、我わが輩はいがセーフリームニルを非難しに行くのはともかく、何故なぜ我わが輩はいの想おもいが悉ことごとく知られているのだ!?　周知の事実なのか!?　そんなにバレバレなのか!?」

「さぁてどうでしょう？　でも安心して、ロスヴァイセ様ご本人は気付いてないっぽいから」

「そ、そうか。それは良かったような、残念なような……」

　複雑そうにごにょごにょと口ごもるグリンブルスティ。いつも偉えらそうな態度をとってるけど、こういうところは純真で、誠実だ。恋れん愛あいごとには真しん摯しでありたいボクとしては、こいつのこういう面にだけはちょっぴり好感が持てるんだよね。

　まぁ、そんなことは口が裂さけても言えないけど。

「何はともあれさ、今回はこれで収めといてよ。ロスヴァイセ様の事が心配なルスティの気持ちは分かるけど、もう少しだけセイに時間をあげて。世界だって救ったイノシシだもん、セイならきっと何とかしてくれる。何よりさ──同じイノシシ同士で争うなんて、やっぱり悲しいじゃないのさ。折角同じ種族なんだし、仲良くやってこーよ。ね？」

　ボクらの間に割って入るようにして、ヒルディはボクとグリンブルスティの肩かたに手を回す。いつもあっけらかんとしている彼かの女じよだけど、実は一番しっかりしてて、色々と気を遣つかってくれてたんだってことに、今気付いた。

　何だかんだでこの二人には気付かされることばっかりだ。きっとまだまだ気付いていないことがたくさんある。これからはもっと、お互たがいに歩み寄っていくべきなのかもしれないね。

　ヒルディの言う通り、イノシシ同士仲良く。他の種族とは結べない、ボクらの間でしか伝わらない想おもいが……きっとあるはずだから。

「……ん？　待てよ……イノシシ同士……仲良く……」

「？　セイ？　どうかしたのん？」

「待てヒルディ。何か思い付いたようだぞ」

　ボクの呟つぶやきにヒルディが反応し、グリンルスティがそれを制する。少なくない期待が込こめられた視線を受けながら、ボクは頭の中のパズルを解答へと導いた。

「これだ……！　この手しかない！　ありがとうヒルディ、あと一応グリンブルスティも！　お陰かげでいい考えが浮うかんだよ！」

「え、なになに？　どんな考えが浮うかんだの？」

　身を乗り出して尋たずねてくるヒルディ。グリンブルスティは平静を装よそおってるみたいだけど、きっと気になってるはずだ。ボクは変に焦じらさずストレートに自分の考えを口にした。

「ロスヴァイセさまは夜な夜な死に続けるボクの在り方に疑問を持ち、傷付いてる。でもボクが仕事として死ぬことは変えられない。なら、せめてロスヴァイセさまご自身が誰だれかを傷付けてしまわないようにお手伝いするんだ。彼かの女じよの元気を取とり戻もどすには、それしかないと思う」

「それは……つまりロスヴァイセ様の神しん技ぎを安定させるという事か？　しかしそれでは……」

「うん。元々そうしようとした結果が今の状じよう況きようなわけだからね、当然アプローチは変えるよ。今度こそ絶対に成功させるために、まずは専門家の意見を聞きに行くんだ」

「専門家って、神しん技ぎの？　でもヴァルキューレ様達たちにも解決できなかったのに、一体誰だれに聞いたら確実なのさ？」

「その答えはキミが言ったよ、ヒルディ。〝同じ種族同士仲良く〟って。神しん技ぎ発動中のロスヴァイセさまは狼おおかみだ。つまり同じ狼おおかみなら、争わずに仲良くなれる方法を知ってるんじゃないかな？　とはいえコルンムーメほど凶きよう暴ぼうな狼おおかみを宥なだめる方法を並みの狼おおかみが知ってるとは思えない。話を聞くなら、コルンムーメを超こえる狼おおかみじゃなきゃダメだと思う」

「コルンムーメを超こえる狼おおかみだと……？　そんな狼おおかみなどそうそういるものでは……、っ！　セ、セーフリームニル、貴様まさか……！」

　グリンブルスティも気付いたみたいだね。そう──そのまさかさ。

　ボクは会いに行く。かつて全ての神々が恐おそれ戦おののき、遥はるか世界の果てへと隔かく離りした破は滅めつの化け身しん。あの軍神テュールの右手をも嚙かみ千切ったという逸いつ話わを残す、最強にして最悪の魔ま狼ろう。

「〝フェンリル〟に──会いに行くよ」







　一大決心を固めたその翌日。ボクは朝から『ヴァルハラ』を飛び出して、今は『グラズヘイム』内の片かた隅すみにある古い図書館にいた。

　何故なぜそんなところに、しかも人間状態でいるのかって？　そりゃあ当然調べ物をするためさ。

　何しろフェンリルが隔かく離りされているという場所の情報は、神々の間でもトップシークレット。実家にあった文ぶん献けんにはもちろん載のってなかったし、グリンブルスティたちも知らなかった。

　もしかしたら知っているかもしれないヴァルキューレさまがたもこぞってお仕事に出ていて、ロキもあれから音おと沙さ汰たナシ。となればもう、こういう場所で地道に調べるしかないわけで。

　まぁこの手の作業自体は嫌きらいじゃない。ちょっと時間はかかるけど、ここにある蔵書にならきっと有益な情報が記されているはずだ。

「と思ったけど……甘あまかったぁ！」

　ボクは机に積み上げた本の塔とうを八つ当たり気味に崩ほう壊かいさせると、体を投げ出して机に突つっ伏ぷす。目に見えない塵じん埃あいがキラキラと舞まう薄うす暗ぐらい書庫の中、暗幕の隙すき間まから差さし込こむオレンジがかった日差しの色が今日のボクの頑がん張ばりを証明してくれていた。

「はぁ……もうそろそろ夕方か。これだけ時間をかけて手ブラだなんて、ちょっとガッカリ」

　ガッカリ感が声になり、思わず呟つぶやく。するとその瞬しゆん間かん、思わぬ人物から声が掛かかった。

「んあぁ？　なんじゃい、誰だれぞおったのか。ふわぁぁ……図書館では静かにするもんじゃぞ」

　大あくびとともに、少し離はなれたところにある革かわ製せいの長なが椅い子すから半身を起こす一人の女の子。誰だれもいないと思って呟つぶやいた独り言に声が返ってきたのにも驚おどろいたけど、それ以上に驚おどろいたのは彼かの女じよが戦いくさ乙女おとめの甲かつ冑ちゆうを身に着けていたことだ。

　姉妹しまいの中で一番大きい兜かぶとと褐かつ色しよくのカラーリング、そしてヘイズ並みの背格好にコテコテの老人口調……。間ま違ちがいない、そこにいらっしゃるのはヴァルキューレ九姉妹しまいの六女──、

「ヘルムヴィーゲさま！　ど、どうしてこんなところで寝ねてるんですか！」

　驚きのあまり椅い子すから立ち上がったボクは、ヘルムヴィーゲさまのもとへ駆け寄る。

「どうしてとな？　そんなの寝ねたいからに決まっておろう。じゃが……寝ねるというのは正直、生きる上では無む駄だな時間じゃ。なにせ寝ねている間はなぁんにも出来ないんじゃからのぅ。故ゆえにわしは考え、そして解を得た。どうせ寝ねるなら静かな所で無む駄だなく寝ねる。いい考えじゃろ？」

　どうだと言わんばかりに白い歯を見せるヘルムヴィーゲさま。なるほど！　確かに図書館はいつも静かだから、寝ねるにはうってつけのスポットだ。

　だけど……解げせんな。彼かの女じよはいつからそこにいた？　ボクは午前中のうちにはこの図書館に入って、それ以降誰だれもここを訪おとずれていない。それってつまり──。

「ヘルムヴィーゲさま、お仕事は？」

「ヴァルキューレの六女をやっておる」

「いや職質じゃないですから！　今日のお仕事はされましたかって聞いたんです！」

「異な事を聞くのぅ。おぬし、わしの話をちゃんと聞いておったか？　人も神も巨きよ人じんも全て、寝ねている間はなぁんにも出来ないのじゃ」

「よく分かりました。つまりなぁんにもしてないんですね」

　はぁ……道理で自分の部屋じゃなくてこんなところで寝ねてるわけだ。仕事をサボってこっそり眠ねむっていたくせに随ずい分ぶん堂々としてるなぁ。

　と、ボクが呆あきれて物も言えなくなった時。図書館の入り口から扉とびらが開く音がしたかと思うと甲かつ冑ちゆう姿の女の子が駆かけ込こんできた。おいおい、あれはブリュンヒルデさまじゃないか！

「ヘルムヴィーゲ!!　どこですかヘルムヴィーゲ!!　どうせここにいるんでしょう!?」

　若じやつ干かん息を切らせてキョロキョロしながら叫さけぶブリュンヒルデさまは、ちょっといつもと様子が違ちがう。どうやら相当お怒いかりのようだ。

「の、のぅおぬし」

　咄とつ嗟さにボクの後ろに隠かくれ、声を潜ひそめて話はなし掛かけてくるヘルムヴィーゲさま。必死に背せ伸のびをして耳元で囁ささやくそのお姿は可愛かわいらしいけど、この後の相談内容が予想できるだけにドキドキはしなかった。

「はい何でしょう？」

「シッ！　わしはここから逃にげたい。ちと手を貸してもらえるかの？」
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「いいですけど、ひょっとしたら手が滑すべるかも」

「なぬ～？　あぁ分かった、自力でどうにかするわい」

　ボクがブリュンヒルデさまの味方であることを瞬しゆん時じに察し、ヘルムヴィーゲさまはさっさと逃とう走そうの構えをとる。でも悲しいかな、寝ね起おきの彼かの女じよの千鳥足では逃にげ切きれるはずもない。

　足元がフラついたヘルムヴィーゲさまはボクが積み上げた本の山にぶつかり、結局自分から存在をアピールしてしまった。

「あ～いたっ！　やっぱりここに隠かくれてたんですね！　全くどうしようもないサボリ魔まなんですからっ！」

「ヒェッ！　そ、そんなに怒おこらんでくれ姉あね君ぎみ。サボるのはいつもの事じゃろ？」

「いつもの事だから怒おこってるんです！　本当にいつもいつもいつもいっつもサボってばっかりで、少しはセイさんの事を見習……ってセイさん!?　いつからそこに!?」

「え？　いやもう、大分前からですが」

「あっ、そ、そうでしたか……。あ、あぅ、その……すみませんでした、お見苦しいところをお見せしてしまって……」

「いえいえお構いなく！　本気で怒おこったブリュンヒルデさまが見られてボクは満足ですので」

「わ、私は見せたくなかったです……」

　怒いかりで真っ赤に染まった顔を、今度は羞しゆう恥ちで真っ赤に染めるブリュンヒルデさま。いやぁ、大好きな人の表情は怒おこった顔でも可愛かわいいものだよ。恥はじらう顔なら尚なおのこと大だい歓かん迎げいだ。

「でもビックリしました。まさかブリュンヒルデさまとこんなところでお会いできるなんて」

「そ、そうですね、私も驚おどろいてます。あの、セイさんは何故なぜこちらに？」

「えへへ……実はフェンリルに会いに行きたくて、居場所を調べていたんです」

「あぁ、そうだったんですね。フェンリルでしたら丁度……ってフェンリルですかっ!?」

　おぉ、驚きよう愕がくの表情を浮うかべてのノリツッコミ。全く、ブリュンヒルデさまは何をやらせても可愛かわいくて辛しん抱ぼうたまらん！　って……ブリュンヒルデさま、今何を言いかけたんだろう？　言葉の続きが気になって、ボクは自分の事情説明を後回しにして尋たずねてみる。

　するとブリュンヒルデさまはこの期ごに及およんで逃にげようとするヘルムヴィーゲさまの首根っこを捕つかまえつつ、質問に答えてくれた。

「実は今日、五女のシュヴェルトライテと六女のヘルムヴィーゲと三人で、フェンリルに食事を届けに行く任務をオーディン様に命じられていたんです。ですが荷物持ちのヘルムヴィーゲがいつの間にかいなくなっていて、『グラズヘイム』中を探し回っていたんですけど……」

「なるほど。そうして心当たりを探していたら、ここに辿たどり着ついたと」

　事情を聞いたボクはヘルムヴィーゲさまを横目で見やる。

「くぁぁ[image: ～][image: ～]……ごくろーな事じゃなぁ……」

　口元を隠かくしもせずに大あくびをかますこの方に、反省の色は微み塵じんもない。どうやらボクという存在がいる以上ブリュンヒルデさまは怒おこれないと知ったものだから、安心しきっている模様。さっきまであんなに怖こわがってたのに現金なお方だよ、ホントに。

　それにしても……今回ブリュンヒルデさまがたに命じられた任務。この話の流れは多分、ボクにとって渡わたりに船だ。

　よし、ここは思い切ってお願いしてみよう！

「ブリュンヒルデさま！　お願いがあります！　フェンリルに食事を届けるというその任務、ボクも同行させて下さい！」

「えぇっ!?　う……申し訳ありませんセイさん、フェンリル絡がらみの件はちょっとデリケートと言いますか、神族以外の者が係わる事は固く禁じられているんです」

「知ってます、でもそこを何とか！　これはロスヴァイセさまのためなんです！」

「「っ！」」

　ロスヴァイセさまのため。その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、彼かの女じよをこよなく愛する姉たちの心が大きく揺ゆらいだのを感じた。

「のぅ姉あね君ぎみ。このセーフ、ニュル……あー……セイはあれじゃろ？　食材じゃろ？」

「いえ、セイさんは食材じゃありません。勇気あるイノシシさんですよ」

「いやいや姉あね君ぎみ……分類として見ればそうかもしれんが、今は役割としての話をしておるのじゃぞ？」

「あっ……は、はいそうですね！　食材としての面も、あると思います……」

　勘かん違ちがいからのマジレスに気が付いて、ブリュンヒルデさまはまたお顔を真っ赤にして俯うつむく。

「いや……でもボク嬉うれしいですブリュンヒルデさま。裏を返せばそれって、ボクに食材として以外の側面を見み出いだして下さってるってことですよね？」

「あ、いえっ、まぁ……そうですね。だってセイさんは食材としてだけでなく、色々な事に頑がん張ばってますから。私はセイさんのそういうところ全部を、きちんと見ていてあげたいんです」

「な、なんとお優やさしいお言葉……！　あぁのっ、ボ、ボク実はあなたのことがっ」

「ほいほい話広げすぎじゃぞ～い、そういうラブコメは後にしてくれんかのぅ」

「あ、スミマセン……」

　そうだった、今はヘルムヴィーゲさまもいらっしゃったんだっけ。

「で、なんの話でしたっけ？」

「はぁ、この扱あつかいじゃよ全く……。おぬしが食材だという話じゃ。ほれ、わしらがフェンリルに届けにいく食事──ソレにイノシシが一品多く混じっているくらいは、よくある事じゃろ？」

「な、なるほど……！　確かにそういう事にすれば、体てい裁さいは取とり繕つくろえます。考えましたねヘルムヴィーゲ、その手でいきましょう！　いいですか？　セイさん」

「はい！　ご一いつ緒しよさせて頂けるのであればボクはそれで構いません！」

　良かった、どうやら任務への同行は許可して頂けるみたいだね。これでロスヴァイセさまのための第一歩がようやく踏ふみ出だせそうだ。

「ん……、ですが今日はもう遅おそくなってしまったので、任務は明日に持もち越こしですね……。それではセイさんは明日のお昼頃ごろにキッチンで待っていて下さい。〝エーギル〟様からフェンリル用の食材を買い付け次し第だい、お迎むかえに上がりますので」

「買い付け？　それでしたらボクもついて行きますよ！　荷物持ちでも何でもしますから、どうぞこき使ってやって下さい！」

「おほぉ！　それは助かるのぅ！　じゃったらわしは明日も非番でオッケイじゃな？」

「オッケイな訳ないでしょ！　もうっ！　す、すみませんセイさん、荷物持ちのこの子が見ての通りこんな調子なので……お言葉に甘あまえてもいいですか？」

「いえいえそれこそ全然オッケイです！　この機会にどんどん甘あまえて下さい！」

「あ、ありがとうございます！　やっぱりセイさんは優やさしいですね。それでは明日、朝食後にお部屋にお伺うかがいしますので一いつ緒しよに行きましょう」

「了りよう解かいです！　お待ちしておりますね！」

　こうして、ボクは幸運にもフェンリルに会うための手段を手に入れた。しかもブリュンヒルデさま含ふくめ三人のヴァルキューレ姉妹しまいとのお出かけとくれば、これはもうご褒ほう美びでしかないよ。

　いや……気を抜ぬくな。あまり浮うかれちゃロスヴァイセさまに申し訳が立たない。それに今回の件は無理を言ってねじ込こんでもらった席でもある。その席をただ温めて終わるつもりはない。

　よぉし！　明日はガンガンお役に立てるように全力で頑がん張ばるぞっ！







　と、張り切って迎むかえた翌朝。いつもより気持ち早めに朝食を済ませて自室に戻もどったボクは、どう言い繕つくろったって抑おさえられないウキウキ気分を胸の内に押おし込こんで迎むかえを待つ。

　そして──待ちに待った時がやってきた。

「おはようございます！　そしてお待たせしました、セイさん」

　従業員寮りようの最上階に位置するボクの部屋に、予定通りブリュンヒルデさまがたが迎むかえにやってきた。ニコニコしているブリュンヒルデさまの後ろには、昨日も見た大あくびをかますヘルムヴィーゲさま。そして白銀に煌きらめく鎧よろい兜かぶとが眩まぶしい、五女のシュヴェルトライテさまがいる。

「ふわわ……おぉセイ、昨日振ぶりじゃな。荷物持ち、期待しておるぞぃ」

「いやあなたも荷物持ちですよね？　お互たがい頑がん張ばりましょうよ」

「すまんのぅ。わしは頑がん張ばる事に頑がん張ばるから、それ以外には頑がん張ばれんのじゃ」

　何じゃそりゃ。全く、とことん面めん倒どう臭くさがりだなぁこの方は。

「……セーフリームニル殿どの。『極光の剣けん姫き』ことシュヴェルトライテです。この度たびは我らの任務に荷物持ちとしてご同行頂くと伺うかがっております。日々の職場で面識はあれど、こうして面と向かっての会話はこれが初かと存じます。どうぞ改めて、よしなに」

「あ、はいよろしくお願いします。言われてみれば確かに、こうしてお話するのはこれが初めてですね。ですがボクなどを相手にそう畏かしこまる必要なんてありません、もっと崩くずして気楽にして下さい。それと名前もセイで構いません、長いですから」

「は。了りよう解かいしたセイ殿どの。ではお言葉に甘あまえ、今後は気楽に応対させて頂くとしよう」

　うん……あんまり柔やわらかくなってないな。まぁ、彼かの女じよが生き真面目まじめなのは知ってたし、これが彼かの女じよにとっての自然体なのかもね。

「さて、それでは挨あい拶さつも済みましたし早さつ速そく任務に出発しましょうか」

「はいっ！」

　ブリュンヒルデさまの号令に元気よく答え、ボクは部屋を出ようと歩き出す。しかし次の瞬しゆん間かん、ボクの体はシュヴェルトライテさまにひょいと抱かかえ上あげられた。

「待てセイ殿どの。一体どこへ行くつもりだ」

「え、どこへって……〝虹にじの虚うろ〟を使うんじゃないんですか？」

「それだと『アースガルド』から先へは飛べないではないか。エーギル王が御座おわすのは人間界『ミッドガルド』より更さらに先の世界なのだぞ？　故ゆえに今回は別だ。姉あね様さまが〝ラド〟のルーンを使えるのでな、〝虹にじの虚うろ〟は使わずにそれで飛ぶ」

　ラドのルーンというと……移送の力を秘めたルーンだったっけ。要するに遠くの場所に瞬しゆん間かん移動ができる便利系ルーン魔ま術じゆつだ。

　でも確か、そのルーンには面めん倒どうな制限があったはず。何だったかな……前に一度訪おとずれてルーン文字を刻んだ場所にしか飛べない、だっけ。しかも飛べるのは最後に刻んだ一か所のみ。

　ラドが使えるというブリュンヒルデさまを見ると、頼たよりがいのある強い頷うなずきを一つ。そしてそのまま目を閉じるとルーン魔ま術じゆつの詠えい唱しように入った。

「《ユミルの頭ず蓋がいに敬拝を。その軀むくろには接せつ吻ぷんを。我ここに、全知を暴き神かむさびせしは不ふ易えき不変の当とう為いなり。有う為い転てん変ぺんの世を崇あがめ、未知、転移、循じゆん環かんと停てい滞たいを象かたどり示せ！　フサルク第五のルーン──ラド！》」

　詠えい唱しようが完成した瞬しゆん間かん、部屋の床ゆか全体が青白い光で満たされる。

　床ゆかから立ち上る光の柱。下から上に向けて流星のように流れる光の粒つぶに目を奪うばわれている間に、ボクらは一いつ瞬しゆんにして別の場所へとワープした。

　ついさっきまで朝だったはずなのに、転移してきたそこはまるで夜のように真っ暗。見み渡わたす限りに広がる荒こう涼りようとした黒い大地には、岩や洞どう窟くつくらいしか見当たらない。

「何だか……寂さびしいところですね」

「そうですね……。ここは九つの世界の一つ、『ニザヴェリール』。人間界『ミッドガルド』を取り囲む国境の山を挟はさんだ西側に位置する、ドヴェルグ達たちが住まう世界です。巨きよ人じんの国『ヨトゥンヘイム』とは正反対に位置する国になりますが、この『ニザヴェリール』も『ヨトゥンヘイム』同様、常とこ夜よの世界。ソール様の光の恩おん恵けいを受けていません」

　説明して下さるブリュンヒルデさまのお顔も、どこか悲しげに見えた。

　常に夜しかない世界……か。逆にフレイヤさまたちヴァン神族が住む『ヴァナヘイム』は、常に光が満みち溢あふれていると聞く。何だか、世界って極きよく端たんだ。それをちょっぴり不公平だと思ってしまうのは、ボクが昼と夜との両方を知っているからなのかもしれないけど。

「ほれほれ、おセンチになっとる暇ひまはないぞ。わしらの目的地はここではない。この海の底なんじゃからな」

「海？　あっ、ホントだ！」

　ずっとシュヴェルトライテさまに抱だっこされてるから見えてなかったけど、ボクらの背後には暗く大きな海が広がっていた。水平線の先にはぼんやりと光って見える、超ちよう巨きよ大だいな山の稜りよう線せん。多分あれが『ミッドガルド』との国境の山なんだろうな。

「では姉あね様さま、ヘルムヴィーゲ、参りましょう」

　シュヴェルトライテさまがそう言うと、ヴァルキューレ姉妹しまいは示し合わせたかのように〝ケナズ〟のルーンを使用、空気の層を体に纏まとって迷わず海にダイブする。

　魔ま力りよくで編まれた白い翼つばさをはためかせ、海の中を空同然に突つき進すすむ一同。数センチ先も見えないような深い闇やみを泳いでいくと、やがて……目的の場所が姿を現した。

　暗い海の底にありながら目映まばゆく輝かがやく、『グラズヘイム』にさえ引けを取らない黄金の大だい宮きゆう殿でん。

　それこそが、神々の敵対者であるヨトゥンでありながら神々と深い交流を持つ外がい海かいの王──エーギルさまが住まうお屋や敷しきだった。







「おうおうおうっ！　遠路遥はる々ばるよぉくお出いでなすったなぁ風の嬢じようちゃん達たち！　儂わしはオメェさんらの来訪を心より歓かん迎げいするぜい、世界で一等ド派手にな！」

　二人の召めし使つかいに案内されてやってきた謁えつ見けんの間には、巨きよ大だいな玉座に深々と座すわる恰かつ幅ぷくのいい大男がいた。泡あわ立だつ波のように白くてフワフワの長い髪かみと髭ひげ。それとは対照的に真っ黒く焼けた肌はだ。そして全ての指に黄金の指輪をはめたこのお方が、あのエーギルさまなんだろうか？

　睨にらんだだけで人を殺しそうな鋭するどい眼光、威い圧あつ感たっぷりな彫ほりの深い顔つきは、前に実家の文ぶん献けんで調べた通り。外海を司つかさどるという無む慈じ悲ひで冷れい酷こくな王さまのイメージそのものだ。

（うひゃ～、これはまさに直視できない恐おそろしさだよ。だけど、何だか……）

　そんな恐おそろしい外見に反して、第一声から感じた印象はどこか優やさしげでもあった。やたらと声は大きいし口も悪いけど、男気溢あふれるというか……不思議と温かみがあるような。

　いくらアース神と友好的とはいえ、エーギルさまは霜ヨのト巨ウ人ン。そんな予備知識があるだけに実は内心で身構えてたんだけど、これなら安心かな……と思ったのに、左ひだり隣どなりで跪ひざまずくシュヴェルトライテさまは何故なぜだか落ち着かない様子で辺りをキョロキョロと窺うかがっていた。

「んん？　確かシュヴェルトライテっつったよなぁ、剣けん姫きの嬢じようちゃん。もし儂わしの娘むすめらを探してるってんなら、そいつぁ杞き憂ゆうってもんよ。野や暮ぼ用でなぁ、今日はド派手に全員出で払はらっちまってんのさ」

「は。そうでありましたか。無礼の段、平ひらにご容よう赦しやを」

　頭を垂れて詫わびるシュヴェルトライテさま。だけどその横顔には微かすかに安あん堵どの色が浮うかんでいた。一体何なんだろうこの反応、エーギルさまは娘むすめらがどうとか仰おつしやっていたけど……。

「ブリュンヒルデさま、エーギルさまにはご息女さまがいらっしゃるので？」

　ボクは右みぎ隣どなりで跪ひざまずくブリュンヒルデさまにこっそりお尋たずねする。ブリュンヒルデさまは跪ひざまずいた格好のまま少し俯うつむき、小声で質問に答えてくれた。

「エーギル様には〝波の乙女おとめ〟と呼ばれるご息女がいらっしゃるんです。シュヴェルトライテは同じく姉妹しまいの五女であるウズさんから熱ねつ烈れつなライバル視をされていまして、会うたび決けつ闘とうを申もうし込こんでくる彼かの女じよの事を警けい戒かいしてるんですよ」

「ははぁ、そういうことですか。……ん？　ブリュンヒルデさま、今〝五女〟って言いました？」

「はい。彼かの女じよ達たち〝波の乙女おとめ〟は、私わたし達たちヴァルキューレと同じ九人姉妹しまいですから」

「えぇっ!?」

　ってしまった！　外がい海かい王おうの御おん前まえだっていうのに驚おどろきのあまり大声で叫さけんじゃったよ！　いやだって九人だよ？　ヴァルキューレ姉妹しまいと同じレベルの美少女（多分）が九人、そりゃ驚おどろくっきゃないでしょ。……でもまぁ、時と場合は考えるべきだったと思うけど。

　ボクが反省するよりも早く、あちゃ～という顔をして首を振ふるブリュンヒルデさま。

　だけどこうなってしまってはもう後の祭りだ。ここは潔いさぎよく腹を括くくって、この日のために磨みがいてきた土下座の腕うで前まえを披ひ露ろうするしかなさそうだな！

「あぁん？　ぅおっと、こいつぁド派手にたまげたぜ！　何かと思えばイノシシかい！　言葉を話すってこたぁルーン魔ま術じゆつの心得があるみてぇだが……ん？　んん？　その煤すすけ色の毛並み、もしや……オメェさん、何てぇ名だい？」

「え？　あ、はいっ、セーフリームニルといいます！」

　あれ、なんか興味を持たれたみたいだぞ？　しかもこの口くち振ぶりはボクのことを知ってる感じだ。ひょっとして世せ界かい樹じゆ倒とう壊かい未み遂すい事件のことがエーギルさまにも伝わってる……？

「だと思ったぜコンチクショイ！　オメェさんの名声はこの海の底までド派手に届いてるぜい。あのニーズヘッグを打うち倒たおし世界を救った英えい雄ゆう──なるほどオメェさんが……、思ってたより小せぇな？」

　うぐっ！　率そつ直ちよくなご意見、ごもっとも。このギャップがあるからみんな驚おどろくんだろうけど、はぁ……ボクもグリンブルスティくらいのサイズが欲ほしいよ。

「へぇぇ～、前々から一目見てぇと思っちゃいたが、図はからずも叶かなっちまったみてぇだな。こいつぁド派手にツイてやがるぜい。……んで、風の嬢じようちゃん達たち。今日の来訪の目的はやっぱりよ、例の如ごとくなんだろ？」

「はい。食しよく糧りようの買い付けに参りました。今回はフェンリルへのものですので、」

「おうおう、みなまで言うんじゃねぇやい！　肉を中心に、だろ？　待ってな、ド派手に準備させてやっからよ。……んで、こっから先は野や暮ぼな話だ。対価の黄金についてだが……」

「はい、それはこちらに」

　ブリュンヒルデさまが目配せすると、ヘルムヴィーゲさまは背負っていた布袋を慎しん重ちように床ゆかへ下ろし、袋ふくろの口を開く。中はぎゅうぎゅうに詰つめ込こまれた黄金でいっぱいだ。

　普ふ通つうの人間なら、これだけあれば一生遊んで暮らせるだろう金の山。しかしそれを見たエーギルさまは、どういうわけか眉み間けんにシワを寄せた。

「ど、どうされましたか？　あ、これで足りないようであれば後日改めて追加分を」

「ぅおっと、いや済まねぇ、そうじゃあねぇんだ。対価としちゃあ申し分ねぇ量だが、今日は黄金の輝かがやきよりも……一時の余興に花を咲さかせてぇ思いの方がド派手に勝っちまってんのよ。折角役者が揃そろってやがる事だし、な？」

　顎あごヒゲをさすりながらそう言うと、エーギルさまは玉座を立ち上がってボクを見下ろす。

「え……あの、役者って、ボクのことですか？」

「察しがいいじゃねぇかべらぼうめ！　なぁ救世のイノシシよ、オメェさんの武勇についちゃあ儂わしの耳にも入ってる。なら逆によ……オメェさんの知力、ちょいとばかしこの儂わしに見せちゃあくれねぇかい？　ドドンとド派手にな！」

　エーギルさまが右手を掲かかげると、召めし使つかいの一人が謁えつ見けんの間を飛び出していく。しばらくして戻もどって来きた彼かれは、大皿一枚くらいが入りそうなサイズの四角い木箱を両手に抱かかえていた。

　召めし使つかいはエーギルさまのもとへは戻もどらずに直接ボクのもとへ駆かけ寄よると、抱かかえていた木箱を開ける。中に収められていたのはなんと、大きな杯さかずきが一枚。しかも眩まぶしいほどに金ピカのめちゃくちゃ高そうなやつだ。

「オメェさん、マンナズは使えるよな？」

「は、はい！」

　ボクは言われるまま、マンナズのルーンで人間に変へん化げする。人間になったボクを見たエーギルさまは満足そうに頷うなずくと、次いで命じた。

「そしたらその杯さかずきを手に取りな。そいつぁ〝ヒュミルの杯さかずき〟っつってな、間ま違ちがって取り落としちまっても必ず手の中に戻もどるってぇド派手な魔ま法ほうが掛かけられたお値打ちモンの宝具よ。そいつをな、割っちゃってくれや」

「えっ、割っちゃっていいんですか？　こんなに豪ごう華かな杯さかずきなのに？」

「おうよ！　遠えん慮りよなくド派手に割ってくれや。そいつが儂わしからの課題だぜい」

　へ、へぇ……知力を見せろだなんて仰おつしやられるからどんな無理難題が飛び出すのかと思ったけど、案外簡単そうだ。

「分かりました。えっとそれじゃあ……落としても割れないんなら……」

「ちょい待ち。ブン殴なぐって割るのはナシだぜい？」

「えぇーーっ!?」

　ボクが拳こぶしを振ふり上あげ、振ふり下ろそうとした瞬しゆん間かんに待ったが入る。焦あせった拍ひよう子しに杯さかずきを取り落としてしまったけど、杯さかずきは床ゆかに触ふれる直前でフッと姿を消し、ボクの掌てのひらの上に現れた。

　ホッ、なるほど。手の中に戻もどるっていうのはこういうことか。

「いいか？　殴なぐって割るのは禁止。折ったり強く握にぎったり、踏ふみ潰つぶしたりも禁止。そんで今後一いつ切さい、魔ま術じゆつや道具による杯さかずきへの接せつ触しよくも禁止だ。それらの条件を厳守した上で割ってみな。この課題がクリアできた暁あかつきにゃあ、今回の食しよく糧りようはド派手にタダで譲ゆずってやらぁ。だがもしできなけりゃあ……対価の黄金は二倍とする。耳を揃そろえて支し払はらえるまで、取引は保留でい」

「えぇっ、それは困りますっ！　ボクは一刻も早く食しよく糧りようを手に入れてフェンリルに会わなきゃいけないんです！　フェンリルだってお腹なかが空いて暴れるかもしれないし、後あと払ばらいでも」

「ええい黙だまらんかいこのボケェがッ!!」

「「「「っ!?」」」」

　恐おそろしいまでの力で床ゆかを踏ふみ鳴ならし、宮きゆう殿でん中に響ひびき渡わたるような大声で吠ほえるエーギルさま。文字通り火を吹ふくようなその激げき昂こうぶりに、その場の全員が思わずビクリと震ふるえ上あがった。

「おい。なぁおいチビスケ。オメェよ、儂わしを舐なめとんのか？　……大たい概がいにしとけや!!　いいか？　オメェみてぇな三下がこの儂わしに口答えするんじゃねぇ、泣き言垂たれるなんざ以もつてのほかだ!!　もしオメェが失敗すりゃあな……今後アースの神々との取引は手切れにしてやるから覚かく悟ごしろや！　さぁ分かったらとっととやらんかい！　やって儂わしを愉たのしませろやッ!!」

　ひ、ひぇぇ！　前言撤てつ回かいだよ、この王さま本ほん性しようは全然優やさしくないよ！　無む慈じ悲ひな王さまどころの話じゃない、この気まぐれはもはや魔ま王おうのレベルだよ！

　何だか気付いたらアース神族の命運がボクの肩かたに掛かかっちゃってるし……一体どうしたらいいんだ!?

「セ、セイさん、とにかく考えましょう。私わたし達たちも協力します！」

「は、はい、ありがとうございますブリュンヒルデさま！」

「くっ……これは面めん倒どうな事になったな。絶対に失敗は許されないぞ、セイ殿どの」

「えぇ分かってます、どうにかしましょうシュヴェルトライテさま！」

「なんたる事じゃっ！　食う寝ねる遊ぶがわしの座ざ右ゆうの銘めい！　食しよく糧りようを絶たれたら、わしは寝ねるか遊ぶかしかできなくなってしまうではないかっ！」

「あんたは黙だまってて下さい！」

　くそ、くそっ！　どうすればいい？　どうすればこれを割れる？　落としても割れない、叩たたいたり踏ふんだりも禁止、ルーン魔ま術じゆつで割ることも、道具を使って割ることも禁止……あぁぁ、制限が多すぎるよ！　そんなめちゃくちゃな条件でどうやって割ればいいんだ!?

「セイ殿どの、掌てのひらを下に向けた状態で落としてみては？」

「な、なるほど！」

　ボクは言われた通りに実じつ践せんしてみる。でもダメだ、杯さかずきは掌てのひらだけでなく、手ての甲こうに乗る形でも戻もどってきてしまうようだ。ついでに手を下げた状態で待ち構える方法も試ためしてみたけど、それだと手元に戻もどっては落ちての無限ループになるだけで、結局割ることはできなかった。

「のぅセイや、こうなったらわしの頭に向かって投げてみぃ」

「頭に？　でもそれだと叩たたき割わることと同じじゃないですか？」

　疑問と共に視線を向けると、エーギルさまは黙だまって肯こう定ていの頷うなずきを示す。つまり、人体に向かって投げつけるのもＮＧということだ。

　う～ん……ダメだ、本気で何も思い付かない……。やれと仰おつしやるからにはちゃんと正解があるんだろうけど、一体どんな方法なのやら……。

「……！　そうだセイさん、床ゆかが駄だ目めなら壁かべです！　杯さかずきを壁かべに向かって投げてみて下さい！　床ゆかに当たらないのがその杯さかずきに掛かけられた魔ま法ほうだとすれば、壁かべになら当てられるはず！」

　それまで黙だまり込こんでいたブリュンヒルデさまが、自信ありげな表情で解答を導き出す。

　おぉ、さすがはブリュンヒルデさまだ！　ボクとしても異論のない完かん璧ぺきなアンサーを受け、ボクは壁かべに向かって杯さかずきを力ちから一いつ杯ぱい投げつけた！

「う……噓うそでしょ……」

　壁かべに当たる直前。ヒュミルの杯さかずきは床ゆかに落とした時と同様に姿を消して手元に戻もどり、その無事な姿をボクらの前でこれみよがしに披ひ露ろうした。そんな……壁かべも床ゆかと同じものとして扱あつかわれるなんてルール、聞いてないよ。これだと同じ理り屈くつで天てん井じようもダメだろうな……。

　勝利を確信した直後に訪おとずれる、鮮せん度どたっぷりの絶望。ちくしょう、八はつ方ぽう塞ふさがりだ。完全に後がなくなったボクらにできることと言ったら、機き嫌げんを損そこねた犬みたいに低く唸うなるだけ。考えても考えても、もう手の打ちようが無かった。

「っ！　いや……、……まだある……！」

　〝手の打ちようが、無い〟。そんな最低最悪な状じよう況きように陥おちいったからこそ、ボクはある一つの光明を見み出いだした。その方法は、恐おそらくボクにしか思い付けないだろう。何故なぜならその方法を軽々しく実行できるのは……ボクだけだからだ。

　ボクなりの。ボクだけの。ボクだからこそできる、そのやり方。実行すれば間ま違ちがいなく杯さかずきは割れるだろう。だけど──その代だい償しようは決して安くない。

「みなさん。杯さかずきを割る方法を思い付きました。ご協力頂けますか？」

「ほほぅ、でかしたぞセイ！　してどんな方法じゃ？　言うてみ言うてみ」

　見た目通りの子供みたいにはしゃぐヘルムヴィーゲさまがいち早く聞き耳を立て、他の二人もボクの言葉を傾けい聴ちようすべく思考を中断。みんなの意識が集まったのを見計らって、ボクは成功へのメソッドを三人にお伝えした。すると……、

「それは駄だ目めです!!　そんなのは絶対に反対です!!」

　案の定、ブリュンヒルデさまが烈れつ火かのごとく猛もう反発。うん……お優やさしい方だから無理もない。もしもこの手段を強行したなら、心の優やさしい方ほど傷付くことになるだろう。もしかするとロスヴァイセさまのように、立ち直れないほどの深手を負うことになるかもしれない。

　それでも……ごめんなさい。今のボクには、これ以上のやり方は思い付かないんです。

「シュヴェルトライテさま。お願いできますか？」

「……。了りよう解かいした。寧むしろその手段に出るからには、私が適任だろう」

「シュヴェルトライテ！　本気で言ってるんですか!?　セイさんもやめて下さいっ！」

「ええぃよさんか姉あね君ぎみ。確かにリスクは大きいが、セイにならば可能な方法じゃろう。覚かく悟ごも決まっとるようじゃし、ここは好きにさせてやるのも一つの優やさしさじゃぞ？」

「だったら優やさしくなくていいです！　やれる事とやっていい事は別物なんですから！」

　ロスヴァイセさまと似たようなことを言うブリュンヒルデさま。分かってる……ここで思おもい止とどまらなかったら前回の二にの舞まいだ。何も学んでないって、みんなが呆あきれる姿が目に浮うかぶよ。

　だけどさ……そうだとしても……ボクは立ち止まるわけにはいかないんだ。

「ブリュンヒルデさま。ボクにできることは、初めからたった一つなんです。それは死ぬことでも傷付くことでもなく──〝頑がん張ばる〟こと。そしてボクは頑がん張ばれる限度が他の人よりちょっと大きいだけ。ただそれだけなんですよ」

「それは……死ぬまで頑がん張ばれる、という事ですか？　下手に生き返れてしまうから」

「そうです。でもそれは、決してボクが死にたがりというわけではありません。命を懸かけてでも守りたいものが、ボクにはたくさんあっただけのこと。要は人一倍欲張りだってことです。それに大だい丈じよう夫ぶですよ。自じ慢まんじゃありませんがボクは誰だれよりも臆おく病びようですからね、やれることとやりたいことの線引きは、しっかり弁わきまえてますので！」

　そうさ、やれるからじゃない。ボクはいつだって、やれる中からやりたいことを選んでる。今回だってそうだ。アース神族とエーギルさまの橋はし渡わたしをするためだけなら、ボクは多分頑がん張ばらない。ロスヴァイセさまの笑え顔がおのために……その笑え顔がおを見たいボク自身のために、ボクは命を懸かけて頑がん張ばるんだ。

「……分かりました。セイさんがそこまで仰おつしやるなら、私はもう止めません」

　ボクの揺ゆるがない信念に触ふれたブリュンヒルデさまは、渋しぶ々しぶながらもボクの気持ちを尊重してくれる。でもそこには一つだけ、付け加えられた言葉があった。

「止めませんけど……そこまで仰おつしやるからにはセイさん、これからは〝もっと頑がん張ばって〟下さい。セイさん自身も傷付かない、最善の方法を見つけるまで頑がん張ばる。そこまで出来なきゃただの妥だ協きようです、本当に頑がん張ばるっていうのは、そういう事だと私は思います。分かりましたか？　不器用な頑がん張ばり屋さん」

「は、はいっ！　精しよう進じんいたしますっ！」

　拗すねたように言うブリュンヒルデさまは、それでようやく笑え顔がおを見せてくれたのだった。

　よし、これで話はまとまった。後はボクの考えた作戦を実行に移すのみ！

「ではシュヴェルトライテさま、準備はいいですか？」

「無論だとも。しかしセイ殿どのの方には若じやつ干かん遺い漏ろうがあるようだ。そのままじっとしていろ……《ユミルの頭ず蓋がいに敬拝を。その軀むくろには接せつ吻ぷんを。我ここに、全知を暴き神かむさびせしは不ふ易えき不変の当とう為いなり。遠えん慮りよ近きん憂ゆうを志し、勇気、戦略、利り導どうと勝利を象かたどり示せ！　フサルク第十七のルーン──テイワズ！》」

　シュヴェルトライテさまがボクの額に指でルーン文字を描えがいたかと思うと、テイワズのルーンを発動させる。突とつ然ぜんのことに戸と惑まどっていると、シュヴェルトライテさまはボクにいきなりデコピンをしてきた。

「わっ、な、何するんですか突とつ然ぜん」

「痛くないだろう？」

　ピシピシとデコピンをし続けるシュヴェルトライテさまに言われ、ボクは確かに痛みを感じていないことに気付く。シュヴェルトライテさまはボクの反応を見て満足そうに頷うなずくと、腰こしに携たずさえていた二振ふりの剣けんを静かに鞘さやから解き放った。

「テイワズのルーンが司つかさどる事こと柄がらの中には、〝無痛〟という意味がある。これでセイ殿どのはごく僅わずかな時間ではあるが、痛みを感じなくなった訳だ。さて、互たがいに準備は整った。これより先は一流を超こえた剣けんの妙みよう──〝零ぜろ流〟の太刀たち筋すじをお見せしよう」

　両手の剣けんの刃やいばをすり合わせ、火花を散らしながら斜しやに構えて腰こしを落とす。剣けん姫きと謳うたわれる白銀の戦いくさ乙女おとめが、ボクの体の一点へと狙ねらいを定めた。

「じゃあ行きます！　いっせーのー、せっ！」

　ボクは掛かけ声ごえをつけ、ヒュミルの杯さかずきを上に向かって全力で放り投げる。そしてそのまま両手を揃そろえ、シュヴェルトライテさまの前に差し出した。

「──斬ざんッ!!」
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　刹せつ那な、閃ひらめく剣けん光こう。左の黒こつ剣けんと右の白びやつ剣けんが対極の色しき彩さいで弧こを描えがき、瞬またたく間まにボクの両手首を……両断した。

「馬ば鹿かなっ!!」

　衝しよう撃げき的なその光景を受け、玉座でふんぞり返っていたエーギルさまは玉座を倒たおしかねない勢いで立ち上がる。そして杯さかずきは放物線の頂点を越こえて落下、そのまま床ゆかに叩たたき付つけられて粉々に砕くだけ散ちった。

　そう、手の中に戻もどるはずがない。だってボクにはもう、両手が無いんだから。

「やりやがった……なんつード派手な奇き策さくだ……オメェさんはそこまですんのか……」

　腰こしを抜ぬかしたように、今度は玉座に身を沈しずめて惚ほうけた声を絞しぼり出だすエーギルさま。ボクはテイワズのルーンで痛みを感じないからこそ、勝かち誇ほこった顔でエーギルさまに詰つめ寄より言った。

「杯さかずき、割れました。これで食しよく糧りようを譲ゆずって頂けますよね？」

「……おうよ。儂わしは満足した。幾いくらでも、好きなだけ持っていきやがれ」

　エーギルさまはそう言うと、再び右手を掲かかげる。すると召めし使つかいの一人は食しよく糧りようの追加分を確保しに、もう一人はすぐさまボクの腕うでの応急処置をしてくれた。

　厳しいながらも優やさしい対応を忘れない、気まぐれな海の王さま。潮の満ち引きのように極きよく端たんな行動には参ったけど……上手うまくいって本当に良かったよ。







「……さぁて、どんなもんでい腕うでの具合は。出だし惜おしみナシ、予言神ミーミルの首にも使われたっつー最高級の治ち癒ゆ薬をド派手に塗ぬり込こませたからよ、痛みと出血は最小限に抑おさえられてるはずだぜい」

「は、はい何とか。格別のお心こころ遣づかい、痛み入ります」

　うん、マジで痛い。テイワズのルーンの無痛効果が切れちゃったみたいで実は死ぬほど痛いけど……それでも死なずに痛みに耐たえられているのはその高級薬のお陰かげなんだろうな。

　出血の方に関しては全くと言っていいほど問題ない。処置される前からそれほど酷ひどくなかったからね。真の達人は斬きった相手に斬きられたことを悟さとらせないと聞いたことがあるけど、シュヴェルトライテさまの剣けんはまさにそれだ。

　今晩〝グルヴェイグ〟を発動させさえすれば切り落とされた手も元に戻もどるとはいえ、今ここで失血死してしまったらフェンリルに会いに行けない。姉妹しまいきっての剣けん士しの絶技に感謝だね。

「それではエーギル様。本日はご拝顔を賜たまわりありがとうございました。今後とも我々アースの者をご贔屓ひいき頂ければ幸いです」

　ブリュンヒルデさまがみんなを代表してお別れの挨あい拶さつをなさると、ボクらは謁えつ見けんの間を後にする。結果として食しよく糧りようの買い付けは大成功。ボクの両手が犠ぎ牲せいになりはしたものの、予定していた見積もりより大分多く、しかもタダで頂けたとなれば犠ぎ牲せいになった甲斐かいがあるよ。

　まぁ……手が無くなっちゃったから荷物持ちはできなくなったけど。それとイノシシ状態に戻もどれないのも地味に辛つらい。なにせ人じん化かを解いたら自力で歩けなくなっちゃうからね。

「よう、ちょいと待ちな」

　いよいよ広間を出ようかという時、エーギルさまからボクらに声がかかる。

「セーフリームニル。イノシシの英えい傑けつよ。儂わしはオメェさんの事がド派手に気に入ったぜ。その知力、その勇気、まさしく驚きよう嘆たんに値あたいするってもんだ」

「あ、ありがとうございます」

「おう。そこでどうでいオメェさん、良けりゃあ儂わしのもとで働く気はねぇかい？　今の地位よりかはド派手な暮らしを保証するぜい。仄そく聞ぶんしたところ、オメェさんは毎晩エインヘリヤルどもの夕ゆう餉げにされてるってぇ話じゃねぇか」

「！」

　突とつ然ぜんの申し出。本来なら願ってもないことのはずだ。何しろここで首を縦に振ふれば、死という代だい償しようなしにいい暮らしができるようになるんだから。

「セ……セイさん……」

　ブリュンヒルデさまの不安そうな目がボクを見る。シュヴェルトライテさまは背中を向けて沈ちん黙もくを守り、ヘルムヴィーゲさまは観念したように小さく息を吐はいた。

　何かを言いたそうな雰ふん囲い気きは感じた。でも、三人がその何かを口にすることはなかった。

〝行かないで〟と引き止める言葉も、〝お好きにどうぞ〟と突つき放はなす言葉も、何も。

　だからというわけじゃないけど──ボクの返事は、最初から決まっていた。

「申し訳ありませんエーギルさま。ボクは『ヴァルハラ』が好きです。『ヴァルハラ』のみんなが大好きなんです。そんなみんなの仲間でいたいから……そのお申し出はお受けできません」

　それこそが、ボクの素す直なおな気持ち。

　ブリュンヒルデさまたちの纏まとう空気は途と端たんに軽くなり、明るい表情がボクを照らした。

　逆にエーギルさまは渋しぶい顔を見せたけど、それも一いつ瞬しゆんのこと。次の瞬しゆん間かんには口元に笑えみを浮うかべて、エーギルさまは言った。

「……そうかい、そいつぁ残念だ。だが、この外がい海かい王おうの申し出すらド派手に拒こばむオメェさんの心意気、儂わしは益ます々ます気に入ったぜい。セーフリームニルよ、今後アースとの取引の際にゃあオメェさんが仲立ちとして立ち会う事を儂わしはド派手に所しよ望もうする。そうすりゃ対価の黄金はこれまでの半額にすると、オーディンの野や郎ろうに伝えといてくれ」

「は、半額ですかっ!?」

　いきなり何という太っ腹！　オール・オア・ナッシングな課題をポンと出してくるところからして極きよく端たんなお方だとは思ってたけど、機き嫌げんがいい時と悪い時の落差がこれほど激しいお方はそうそういないよ。

「やったのぅセイ、浮ういた黄金は二人で山分けじゃ。みんなには内ない緒しよじゃぞ？」

「いやそれ普ふ通つうに横領ですから！」

「こ、この子ってば本当にもう……」

「ふ。らしいではないか。聞き流せ、姉あね様さま」

　ともあれ、そんな破格のオマケまで付いて万ばん々ばん歳ざい。何度も思うことだけど、世の中何がどうなるかなんて本当に分からないや。

　とにかく今は、ただ純じゆん粋すいに喜びたい。『ヴァルハラ』の晩ご飯として以外にもみんなのお役に立てることがある──新しいボクの価値を、祝福して。
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　フェンリル用の食しよく糧りようを無事に……とは言えないか。文字通り手痛い代だい償しようを支し払はらわされはしたものの何とか買い付け、ボクらの任務は残すところあと半分。

　帰き還かん用にあらかじめ刻んでおいたラドのルーンを今度はヘルムヴィーゲさまが発動、ボクらは我らが『ヴァルハラ』へと瞬しゆん時じに舞まい戻もどった。

　折角買ってきた肉をダメにしてしまうわけにはいかない、ボクらは戻もどってきたその足でキッチンに向かう。とりあえず肉を冷れい凍とう庫こに入れて料理長を探しに……と思ったら、キッチンには好都合にも料理長の姿があった。

「おっ？　やぁどうも、お帰りなさいませヴァルキューレ様方、それとセイ君も……ってセイ君どうしたんだいその腕うでは!?　任務は食しよく糧りようの買い出しだった筈はずだよね!?」

　人間状態のボクの、包帯でグルグルにされた両りよう腕うで。その痛々しい有り様を見た料理長は驚おどろきの声を上げる。ボクとブリュンヒルデさまたちは揃そろって苦笑いを浮うかべ、ことの顚てん末まつを話した。

「ふ～む、なるほどねぇ、まさかそんな事があったなんてなぁ……」

「いやぁ、本当に大変でしたよ」

「だろうね。……でも僕ぼくが思うにその課題、実はセイ君がマンナズのルーンを解除するだけで良かったんじゃないのかい？」

「……はい？」

　ん？　一体ナニを言ってるのかな？　この人は。

「いやほら、既すでに発動中のルーンを解除するだけだったら、禁止事じ項こうには引っかからないだろう？　それで変へん化げが解けてイノシシに戻もどったセイ君には、前足はあるけど手は無くなる。そうなれば杯さかずきは好きに割れたんじゃないかと思ってね」

「「「「…………」」」」

　事も無げに告げられた料理長の案を聞き、ボクらは一様に押おし黙だまる。あ……そう。そっかそっか、そういうやり方もアリだったのねフーン……。

「ボクの頑がん張ばりを返してっ!!」

　ボクはありがた迷めい惑わくな謎なぞ解ときをしてくれやがった料理長に摑つかみかかる。あぁダメだ！　手が無いから摑つかめないよ！　何でこんなバカなことしちゃったんだろうボク！

「あ、あはは、何か余計な事言ったかい？　まぁまぁいいじゃないか、君が頑がん張ばった事はここにいるみんなが知ってるんだからさ。それよりホラ、食材をこっちに。フェンリル様に食事を届けに行くんだろう？」

　持ち出されたら黙だまって従うしかない話題転てん換かん術で、ボクの憤いきどおりを上手にあしらう料理長。

　く、そういうところばっかり上手うまいんだから……。どうもヘイズの魔まの手からあの手この手で逃のがれるために、自然と機転が利きくよう訓練されてるみたいだね。

　料理長は以前ボクを投げ入れた時のように、調理場奥おくにある大型破は砕さい機で家か畜ちく肉を骨ごとミンチに変えていく。パン粉や卵なんかをつなぎにして焼いたら美味おいしいハンバーグができそう……なんてことを考えているうちに、フェンリル用の料理はあっと言う間に完成した。

「さぁ完成だ！　名付けて〝ナチュラルパティ・ｆｏｒフェンリル〟。粗あら挽びき胡こ椒しようがピリリと利きいたワイルドな料理さ！」

「いやワイルドにも程ほどがあるでしょこれは!!」

　ナチュラルすぎるしコショウどころか丸々粗あら挽びきだし、ワイルド以外の何物でもないよ！

「せめて焼いてあげるくらいはしてあげた方が良くないですか？」

「おっ、僕ぼくの料理にケチつける気かい？　でもねセイ君。君も料理人なら、料理の文句は料理で言うべきだ。さぁ勝負だよセイ君っ!!」

「突とつ然ぜんの料理対決!?」

　いや待って！　ボクはそもそもコックじゃないし！　コック見習いだし！　『ヴァルハラキッチン』を取り仕切る料理長とボクとじゃ、どう考えたって勝負にならないよ！

「へいお待ちっ！　軟なん骨こつ＆白身魚入りの無む添てん加かビーフジャーキーだ！　もちろんプレーン！」

「はやっ!?」

　いやジャーキーってそんな即そく席せきでできる物じゃないですから！　漬つけ込こんだり乾かん燥そうさせたり色々手間がかかる物ですから！

「次にセイ君は、〝色々工程すっ飛ばしすぎでしょ！〟……と言う！」

「色々工程すっ飛ばしすぎでしょ！　……ハッ!?」

「ふっ……どうやら勝負あったようだね？」

　ま、負けた……完敗、いや、乾かん杯ぱいだ。この人には到とう底てい勝てる気がしないよ……。

　とまぁ、ツッコミどころは多々あるけど、料理はこれで確保完かん了りよう。後はフェンリルに会いに行くだけなんだけど……何だかなぁ。

「ざ、残念でしたねセイさん。これに懲こりずに頑がん張ばりましょう！」

「あはは……フォローありがとうございます、ブリュンヒルデさま」

「いえいえ。では気を取り直してセイさん、私の傍そばに来て下さい。また『ニザヴェリール』まで飛びますので。あ、イノシシの姿に戻もどって頂ければ、私が抱だっこしますよ？」

「あぁえっと、ブリュンヒルデさまの抱だっこはとても魅み力りよく的なんですけど、今は人間のままでいたいと思います。この手の状態でイノシシに戻もどったら折角巻いてもらった包帯がほどけてしまいますし、自分で歩けなくなってしまうので」

「あっ、それもそうですよね。すみません、うっかりしていました。それでは移動の際は肩かたをお貸ししますね。さぁ、まずはこちらへ」

　ブリュンヒルデさまに誘いざなわれ、ボクらはキッチンの真ん中に集合して円えん陣じんを組む。

　発動したラドのルーンによって再び夜の大地へ移動したところで、ボクはようやくフェンリルの居場所を教えて頂くことができた。

「フェンリルはここ『ニザヴェリール』から更さらに西、『スヴァルトアールヴヘイム』と呼ばれる黒くろ妖よう精せいの国の奥おく地ちに拘こう束そくされています。天上の東に位置するここ『アースガルド』から見れば、九つの世界で最も遠い場所になりますね」

「か、隔かく離りの仕方に神々の本気を感じます……」

　どんだけフェンリルを恐おそれてるんですかアースの神さまたち。

「ふむ。セイ殿どのが呆あきれてしまうのも無理はないが……逆に心して頂きたい。あの魔ま狼ろうフェンリルは、ヴァナルガンド──破は壊かいの杖つえとも呼ばれる恐おそるべき怪かい物ぶつだ。厳重に拘こう束そくされているとはいえ、迂う闊かつに近付けば命の保証はないぞ」

「うむうむ。脅おどかすつもりで言うておくとそんなところじゃ。まぁその反面、迂う闊かつに近付きさえせねば安全じゃという意味でもある。つまり気楽にしておれという事じゃな」

　お二人からも忠告とフォローを頂いたところで、ボクらは『スヴァルトアールヴヘイム』を目指していよいよ移動を開始する。

「セイさん、肩かたをどうぞ。シュヴェルトライテは左ひだり肩かたの方をお願いします。ヘルムヴィーゲは荷物持ちです。頼たのみましたよ？」

「承知」

「ま、もうひと踏ふん張ばりするかのぅ」

　魔ま力りよくの翼つばさでふわりと浮うかぶブリュンヒルデさまとシュヴェルトライテさまに肩かたを借り、飛ひ翔しようの準備は万ばん全ぜん。でもその前に、姉妹しまい三人はぴったり息の合ったルーン魔ま術じゆつの詠えい唱しようを披ひ露ろうした。

「「「《ユミルの頭ず蓋がいに敬拝を。その軀むくろには接せつ吻ぷんを。我ここに、全知を暴き神かむさびせしは不ふ易えき不変の当とう為いなり。相そう即そく不ふ離りに契ちぎりを連ね、団結、進歩、自由と不自由を象かたどり示せ！　フサルク第十九のルーン──エワズ！》」」」

　ちなみにエワズとは、馬のルーンのこと。その効果を具体的に言うなら、〝加速〟。しかも複数人で重ね掛がけするほどに効果が高まるという優すぐれもの。エワズが司つかさどる団結の意味を象しよう徴ちようする、協力型のルーン魔ま術じゆつだ。

　今回はスリーマンセルでの使用ということになるけど、それだけでもその加速効果は絶大。あのグリンブルスティよりも速いかもしれない神速の飛ひ翔しようによって、ボクらはごく短時間のうちに『ニザヴェリール』の横断を果たした。

　そして──隣りん国ごく『スヴァルトアールヴヘイム』、その奥おく地ち。

　闇やみに吞のまれた世界の中、まるで自己主張するかのように青く発光する壮そう大だいな湖が見えてくる。

「セイさん、見て下さい。あの湖の中心に浮うかんでいるのが、フェンリルを拘こう束そくしている孤こ島とう──『リングヴィ』です」







『アームスヴァルトニル』という光の湖が照らし出す、地の果ての島『リングヴィ』。

　こうして上空から見下ろすとよく分かる。巨きよ大だいなクレーターを思わせるスリ鉢はち状に抉えぐられた独特の形をしたその島は、まるで大きな破は壊かいの跡あとのように草木一本見当たらない。

「な、何だかおかしな形の島ですね」

　眼下に広がる孤こ島とうのイビツさを受け、ボクは誰だれにともなく感想を漏もらした。すると右みぎ肩かたを支えて下さっているブリュンヒルデさまがすかさず疑問に答えてくれた。

「スリ鉢はち状に抉えぐれている事ですか？　恐おそろしいですよね……実はこれは、フェンリルがやったものなんです」

「こ、これをですか？　でも島全体が抉えぐれてますけど……」

「言っただろう。島ごと変形させてしまうほどの大だい破は壊かい。それをいとも容易たやすくやってのけるのが、彼かの魔ま狼ろうの力という事だ」

　再び脅おどしにかかってきたのは、左ひだり肩かたを支えて下さるシュヴェルトライテさま。それに苦く笑しようを浮うかべて頰ほおを搔かきつつ、荷物持ちのヘルムヴィーゲさまが続けた。

「まぁここまでされるとは想像もせんかったがのぅ。この『リングヴィ』という島はな、元はただの平らな島じゃった。島の中心には大きく深い裂さけ目めがあって、フェンリルは縛しばられた上でその中に投なげ込こまれたのじゃ。じゃが……それがあやつの堪かん忍にん袋ぶくろの緒おを切った。身動きを封ふうじられていたあやつはその雄叫おたけびに全魔ま力りよくを込こめて谷を吹ふき飛とばし、今の島を形作ったという訳じゃよ」

　お、雄叫おたけびだけでこれほどの破は壊かいを？　だとしたら、拘こう束そくされてるからってウカツに近付くのは危険なんじゃないのか？　うぅ……今いま更さらだけど何だか震ふるえてきちゃったよ。

「大だい丈じよう夫ぶですよセイさん。フェンリルはその時の破は壊かいのために力を使い過ぎて、今は著いちじるしく弱体化しています。回復の兆きざしはまだないので、同じ事をされる心配はありません」

「あ、そうなんですね。なら良かったです」

　いけない、ボクの震ふるえがブリュンヒルデさまに伝わっちゃったみたいだ。

　情けないぞセイ、シャキッとしろ。ロスヴァイセさまのために頑がん張ばるって、そう決めてここまでやってきたんじゃないか。

　ボクはみんなにバレないようにこっそり心を奮い立たせ、覚かく悟ごを決めてその地を見下ろす。

　そんな寂さびれた景色の中心に──ソレはいた。

「フェンリル、起きなさい。食事の時間ですよ」

　地上に舞まい降おりるや否いなや、これまでとは違ちがう精せい悍かんさをもってブリュンヒルデさまは目の前のモノと対たい峙じする。

　彼かの者は、銀の体毛を有していた。この前の世せ界かい樹じゆ倒とう壊かい未み遂すい事件で戦った黒こく蛇だ竜りゆうニーズヘッグを彷ほう彿ふつさせる、山のように巨きよ大だいな体たい軀く。しかしその体は華きや奢しやな紐ひも一本で縛しばり上あげられ、全ての自由を封ふうじられている。

　しなやかに伸のびる前足には、一ひと搔かきで世界を引ひき裂さくだろう鋭するどい鉤かぎ爪づめ。山のような巨きよ石せきを抱かかえて眠ねむる銀ぎん狼ろうは、戦いくさ乙女おとめの呼び声に遠えん雷らいめいた唸うなりを上げて目を覚ました。

「……腰こし抜ぬけ共の使い走りか。遅おせぇんだよ、もう少し遅おそけりゃこの島を丸ごと飲のみ込こんでやってたところだ」

　口を全く動かさず、独特の発声法で話すフェンリル。彼かれの不ふ遜そんな物言いに、ブリュンヒルデさまは毅き然ぜんとした態度で返した。

「それであなたのお腹なかが満たされるのなら構いません。ですが、もしそれでお腹なかを壊こわしてしまっても私わたし達たちは知りませんよ？」

　ブリュンヒルデさまの忠告を受け、フェンリルは金色の目に激しい怒いかりを宿して牙きばを剝むく。でも、その口は悔くやしさに歯ぎしりすることさえ許されてはいなかった。

　それもそのはず。フェンリルの口は、大口を開けた形で強制的に固定されている。切っ先が上アゴに、柄つか頭がしらが下アゴにくるように、その口には巨きよ大だいな剣けんがつっかえ棒として押おし込こまれていたんだ。いや……刀身だけで人の背丈ほどもあるソレを、剣と呼んでもいいものか……。

「さて姉あね様さま、問答はその辺りにして任務を済ませましょう。フェンリル、心して食せよ」

「ほいほい、とっとと終わらせて帰るが吉きちじゃて。こんなおっかないトコに長居なんぞできん」

　言って、シュヴェルトライテさまとヘルムヴィーゲさまは持ってきたミンチを団子状に丸めると、フェンリルの口に向かって離はなれた場所から放ほうり込こんでいく。フェンリルはそれをどんどん飲のみ込こんでいった。

　そうか、フェンリル用の料理がミンチなのは、嚙かまずに飲のみ込こみやすいように配はい慮りよしてのことだったんだな。

　だけど……この光景は一体なんだ？　配はい慮りよされた上でこの有り様？　これが……このキャッチボールみたいな異様な光景が、食事だっていうの？

　こんなの絶対おかしいよ。この仕打ちはあまりにも……ヒドすぎるじゃないか。

　ひとしきり肉玉を投げ終えると、みんなはさっさと帰かえり支度じたくを始める。そこで、ボクは思い切ってあるお願いをすることにした。

「あの、みなさん。一つお願いがあるのですが」

「はい、お願いですか？　あ、セイさんはフェンリルに何かお話があるんでしたよね。でしたら私が付つき添そいます」

「いえ。ボクを……フェンリルと二人きりにさせて頂けませんか？」

「は……え、えぇっ!?」

　心の底から驚おどろき、絶句するブリュンヒルデさまたち。気は確かかとでも言いたげな視線をヒシヒシと感じる中、ボクは態度で誠意を示すとともに伝家の宝刀を引ひき抜ぬく。

「お願いします！　ロスヴァイセさまのためなんです！」

「うっ……その、セイさん。どうしてフェンリルなんですか？　会って話したいとは聞いていましたけど、それで本当にロスヴァイセのためになるんでしょうか？」

「なります。だけど、そのためにはまずフェンリルと腹を割って話をする必要があるんです。そうするのに一番いい方法は、初顔合わせの上に神族ではないボクが一人で話すことなんじゃないかと思うんです」

「なるほど……理り屈くつは分かりました。とはいえ、流石さすがに一人では危険すぎます」

「ん～にゃ、良よいではないか姉あね君ぎみ。どうせ今のあやつには何もできはせん、物は試ためしと思って任せてみてはどうじゃろう？」

「ヘルムヴィーゲったら簡単に言って……でも、セイさんをフェンリルと引き合わせる事は最初にお約束しましたからね。分かりました、お任せします。ただし……シュヴェルトライテ」

「は。心得ています。もしもの事があれば、私が」

　シュヴェルトライテさまはブリュンヒルデさまの意図を汲くみ取とり、腰こしの剣けんに手を添そえる。

　うげ、マジですかシュヴェルトライテさま。もしもの時はあのフェンリルとやり合うつもりだって言うの？

　ボクの身を案じてのこととはいえ、身動きできない相手に剣けんを抜ぬかせるわけにはいかない。これは慎しん重ちように会話を進めないと、色んな意味でマズいかも。

「で、では……いってきます」

　ボクはみんなにお辞じ儀ぎをすると、一歩一歩フェンリルに歩み寄る。フェンリルは単独で近付いてきたボクに目をやると、大きく息を吐はいた。

「普ふ通つうの匂においじゃねぇな、小こ僧ぞう。お前人間じゃねぇだろ」

「うわ、一いつ瞬しゆんで見み抜ぬくなんて凄すさまじい嗅きゆう覚かくですね、さすがはフェンリルさま。ボクはセーフリームニルと申します。この姿はマンナズによる変へん化げでして、本ほん性しようはイノシシです」

「フン、イノシシにしちゃ随ずい分ぶんと甘あまい匂においだが……まぁいい。セーフリームニルと言ったか？　まずはその下らねぇおべんちゃらはよしてもらおうか。胡う散さんクセェ丁てい寧ねい口調もだ。オレに嗅かぎ分わけられるのが匂においだけだと思ったら大間ま違ちがいだぜ？」

　むむ……想像以上の慧けい眼がん、下手な建前は通じないか。元々そうするつもりだったけど、フェンリルには偽いつわりなく本心で話さなければ怒いかりを買うだけっぽいな。

「分かったよフェンリル。じゃあ普ふ段だんの調子で話させてもらうけどいいかな？」

「誰だれがいいと言った？　そもそもお前と話をする気はねぇ。失うせろ」

「そんな、ボクのことまで邪じや険けんにしないでよ。ボクは神族じゃない、少なくともボクはキミの味方のつもりだよ？」

「黙だまれ小こ僧ぞう!!　味方だと？　ハッ！　そういうクソみてぇなセリフはこの紐ひもの枷かせから──忌いま々いましい〝グレイプニル〟からオレを解き放ってから吐はきやがれ」

　フェンリルを捕ほ縛ばくする、絶対に切れない魔ま法ほうの紐ひもグレイプニル。その拘こう束そくから解放するよう頼たのまれたボクだけど、ボクにはその頼たのみを引き受けることはできなかった。

「ごめん……悪いけどそれはできないんだ」

「……だろうな。そうだろうよ。ハッ、とんだ味方もいたもんだ、早さつ速そくの裏切り恐おそれ入いったぜ」

「ううん、そうじゃないよ。だってフェンリルの力でも外せないグレイプニルをボクが外すなんて無理じゃないか、常識的に考えて。それに今ここでボクがグレイプニルを外そうとしたら、あっちで見てるヴァルキューレさまがたにキミが攻こう撃げきされちゃうよ。だからボクは、たとえ外せたとしても今は外さない」

「！　……、そうかよ」

「ね？　ボクは味方でしょ？」

　笑え顔がおでボクに同意を求められたフェンリルは、バツが悪そうにそっぽを向いてまた大きく息を吐はいた。

「ねぇフェンリル。キミはどうしてこんなことになっちゃったの？」

「何だ、お前知らねぇのか？」

「知ってるよ、神さまの方の言い分ならね。でも、ボクはキミから話を聞いてみたいんだ」

「物好きな野や郎ろうだな……ったく」

　呆あきれたように言って寝ねそべり直し、面めん倒どう臭くさそうにしつつも彼かれは昔話を聞かせてくれた。

「──オレはな、曲がりなりにも昔は神族で通ってたんだ。この金色の目がその証あかし。一定以上の神格を持つ神族が宿す色だ。だが……オレは混ざりもんだった。お袋ふくろは巨きよ人じん、親父おやじは神と巨きよ人じんのハーフ。高い神格を持ちながら巨きよ人じんの血の影えい響きようが色いろ濃こく表れたオレは……醜みにくい狼おおかみの姿で生まれた。弟はデカイ蛇へびで、妹は美しかったが半分死人……周りからは露ろ骨こつに気味悪がられたな」

　神と巨きよ人じん、両方の血を引いて生まれた怪かい物ぶつ、か。そういえばロキも神と巨きよ人じんのハーフだって前に言ってたけど……まさかね。

「だがある日、予言神ミーミルがくそったれな予言を読みやがったんだ。〝醜みにくき三柱の神、世に破は滅めつをもたらさん〟……ってな。アースの神は日増しに力を付けていくオレ達たち兄弟を恐おそれていた。予言が読まれてこれ幸いとばかりに、奴やつらはオレ達たちを殺そうとしたよ。だがオレの育ての親である軍神テュールがそれを止めさせた。何でも邪じや悪あくな血で『アースガルド』を汚けがす事はできないんだとさ。そこに親父おやじの取り成しも重なって、オレ達たち兄弟は晴れて生いき地じ獄ごくコースまっしぐらって訳だ。オレの場合はほら、こんな具合にな」

　そう吐はき捨すてて目を血走らせるフェンリル。世界の全てを呪のろっているかのようなその目を見て、ボクは居いた堪たまれない気持ちになった。

　だからこそ……ボクはこの言葉を彼かれに贈りたいと思った。

「〝生きてる方がいいに決まってる。たとえ無意味に思えても〟」

「……？　何の言葉だ？」

「前にボクの親友がそう言ってたんだ。今のキミにピッタリの言葉な気がして、ついね」

「…………チ、気き障ざすぎて歯が浮うくぜ」

　ホント素す直なおじゃないなぁ。そんなにブンブン尻尾しつぽ振ふっておいてさ。

　さて……楽しかったけど雑談はここまで。そろそろ本題を切り出していこうかな。

「ねぇフェンリル。実はボク、キミの知ち恵えを貸して欲ほしくてここまで来たんだ。お願いしてもいいかな？」

「知ち恵えだぁ？　オレにゃ学なんざ欠片かけらもねぇぞ」

「学なんかなくても大だい丈じよう夫ぶだよ。ボクはただ、狼おおかみとしてのキミに意見が聞きたいだけだから。フェンリル……もし知ってるなら教えて欲ほしいんだ。見境をなくした狼おおかみを、宥なだめる方法を」

「狼おおかみを宥なだめる方法……知らねぇな。仮に知ってたとして、わざわざ教えてやる旨うまみがねぇ」

「何だよそれ。じゃあどうしたらキミにとって美味おいしいのさ？」

「んなの決まってんだろ。コイツが取れりゃあ美味うまいもんがたらふく食える」

　言って、爪つめの先で口の剣けんを指し示すフェンリル。

「流動食じみたミンチにゃいい加減飽あき飽あきだぜ。コイツを外してくれるんだったら真面目に考えてやってもいいんだがな？」

「うんいいよ、それくらいなら」

「っ！　小こ僧ぞう……お前自分が何言ってるか分かってんのか？　こっちから頼たのんでおいて何だが、この口の剣けんが外れりゃオレの口は自由だ。あんまり嬉うれしくて……うっかりお前を食っちまうかもしれねぇぜ？」

「あっそれいい考えだね！　自由になって最初のご飯はぜひボクにしてよ！　美味おいしいよ～」

「は、はぁ!?　さっきから何なんだよお前！　頭おかしいんじゃねぇのか!?」

　失敬だなぁ、ボクはご飯として当然の意見を述べたまでだよ。まぁボクの能力を知らなければ、そう思うのも無理はないか。

「まぁいいや。じゃあとりあえず剣けんが外せるか試ためして……あ」

　そこでボクは気が付いた。そう言えば、今のボクには両手が無いんだったっけ。これじゃあたとえ竜化したとしても文字通り手が出せない。残念だけど試ためす以前の問題だったよ。

　包帯グルグルの手を見つめて溜ため息いきをついていると、フェンリルはボクの手首から先が無いことに今いま更さらながら気付く。

「お前……それどうしたんだ？」

「見ての通りだよ。切り落としたんだ」

「随ずい分ぶんと簡単に言うじゃねぇか。何故なぜだ？　並みの覚かく悟ごじゃそうはいかねぇ筈はずだぜ」

「だって並みの覚かく悟ごじゃなかったもん。こうするしかないと思ってたし」

「……答えになってねぇな。お前は……何のためにそこまでできたんだ？」

「そんなの決まってるじゃないか、『大切な人のため』だよ」

　憂うれいのない笑え顔がおで答え、ボクは自分の行いを誇ほこってみせる。後こう悔かいなんて、あるわけない。これはボクが望んで選んだ結果なんだから。

　それでも、フェンリルはどういうわけか目を見開いてボクを見た。いや……その目はボクを見ているようでもっと別の……どこか遠い場所を見ているような気がした。

「なぁ……あの日のテュールも……そうだったのか？」

「え？　テュールさま？」

　フェンリルが言うテュールさま絡がらみのあの日といえば、多分あの日のことだろう。フェンリルがグレイプニルで拘こう束そくされ、テュールさまの腕うでを嚙かみ千切ったというあの日だ。

「あの日……グレイプニルから抜ぬけ出だせないと悟さとったオレは、怒いかりに任せて奴やつの腕うでを嚙かみ千切った。当然の報むくいだ、奴やつらはグレイプニルが見た目通りのチンケな紐ひもだと噓うそを吐ついた。噓うそではない事の証明としてオレの口に入れられたテュールの腕うでは、嚙かみ千切られて当然。だが……ずっと気になってたんだ。あの時テュールはさ、笑ってやがったんだよ。嫌いや味みたらしいもんじゃねぇ、さっきお前が浮うかべたみたいな、優やさしくて……あったけぇ、笑え顔がおだったんだ」

　……そっか。そのことをボクに打ち明けた時点で、きっとフェンリルは薄うす々うす感付いてる。

　その時のテュールさまはボクと同じ気持ちだったに違ちがいない。その手はきっと──『大切な人のため』に、差さし伸のべられていたんだ。

「これは憶おく測そくでしかないけど……テュールさまはキミを守ろうとしたんだと思う。その日グレイプニルを試ためすことをキミが拒きよ否ひしたなら、多分オーディンさまはその時点でキミを殺すつもりでいた。そうさせないために、テュールさまは自分の右手を差し出したんじゃないかな。キミが唯ゆい一いつ信しん頼らいを置く自分が証明になれば、きっと噓うそに騙だまされて捕つかまってくれる。それでキミの命が救われるなら……たとえ腕うでを失ってでも……キミに一生、憎にくまれてでも」

「…………」

　フェンリルは無言で過去を顧かえりみる。そこには罪も罰ばつもない。ただ……哀かなしい食くい違ちがいがあっただけ。

　重々しい沈ちん黙もくが、抉えぐられた孤こ島とうの中心地に淀よどんだ空気を作り上げる。でもそんな中、フェンリルは答えとなる言葉でもってその淀よどみを一息に吹ふき晴らした。

「セーフリームニル、一度しか言わねぇからよく聞けよ。狼おおかみとの付き合い方……それはな…………決して『裏切らない』事だ」

「『裏切らない』こと……そっか。ありがとうフェンリル、肝きもに銘めいじておくよ」

　こことは違ちがう、別の未来があるとして。〝裏切り〟を知らなかったフェンリルは、きっと今でもテュールさまと仲良く黄金の野を駆かけ回まわっていたことだろう。

　ボクは誓ちかう。

　かつて叶かなわなかった幸せな結末に、ロスヴァイセさまを必ず導いてみせると──。







　外がい海かい王おうエーギルさま、そして破は滅めつの魔ま狼ろうフェンリルに会うという怒ど濤とうの一日から一夜が明け、自室。ボクはベッドの上で横になり、プルプルと身み悶もだえしていた。

　別におしっこに行きたいのを我が慢まんしてるわけじゃないよ？　昨日切断した腕うでが痛むわけでもない。腕うでなら昨晩〝グルヴェイグ〟を発動させた時点で元に戻もどってるしね。

　ボクが身み悶もだえしてるのは、考えてるからだ。フェンリルから教えてもらった狼おおかみとの付き合い方──『裏切らない』こととは何なのかを。

「はぁ～、考えてみたら、それって一体どうやって証明すればいいんだろう……？」

　具体的なことが何一つ思おもい浮うかばなくて、昨夜は結局ほとんど眠ねむれなかった。これ以上ないアドバイスを得られたはずなのに、何もできない自分が歯がゆいよ。

「あぁダメだ！　ダメなんだよ、こういう時は一人で考えてたってロクなことにならないって相場が決まってるんだ。ここは誰だれかの知ち恵えを貸してもらわなきゃ」

　ただの弱音ともとれる考えのような気もするけど仕方ない。ボクはロスヴァイセさまを一秒でも早く元気にしたいんだ、ここは恥はじも外聞も捨てて他の人の協力を仰あおぐべき。

　方針を固めたボクは早さつ速そく行動開始。行く先はもちろんブリュンヒルデさま。ボクが会いたいだけだろって、言いたいやつは言えばいいさ。だって本当のことだし。

　ボクは心の中で誰だれにともなく言い訳すると、〝虹にじの虚うろ〟を使って女め神がみの館『ヴィーンゴールヴ』までひとっ飛び。この前外観を覚えたばかりのヴァルキューレさまの寮りように向かって猛もう然ぜんとダッシュする。

「おはようございますブリュンヒルデさま！　セイです、いらっしゃいますか？」

「えっ!?　セイさんですか!?　ちょ、ちょっと待って下さい！」

　辿たどり着ついたブリュンヒルデさまのお部屋の前で、ボクはしばし「待て」を命じられた。

　中からは何やらバタバタと物音が。う～ん……アポなしで、しかも早朝に訪おとずれるのはやっぱり非常識だったかな？

　まぁ以前はボクを待たせたりせずバスローブ一枚で招き入れられたこともあったし、それからするとボクへの意識も大分変わってきたってことなのかな……嬉うれしいやら悲しいやら。

「お、お待たせしましたセイさん、どうぞ」

「お邪じや魔まします！　……あれ？　何だ、綺き麗れいに片付いてるじゃないですか」

「それはまぁ、片付けましたからね」

「この短時間で片付くようなら、別に気にするほどの有り様でもなかったのでは？」

「そうかもですけど……少しでも良くしたいって思うじゃないですか。まぁその……訪ねてきた相手にも、よりますけどね……」

　ボソボソと語ご尾びを濁にごしつつ、モジモジなさるブリュンヒルデさま。ん？　今なんて？　イノシシの聴ちよう覚かくをもってしてもよく聞き取れなかったな。

「それよりセイさん、こんな朝早くにどうしたんですか？　昨日の今日でお疲つかれなのでは？」

「いやぁ、実はボクにそれはないんですよ。料理にされて〝グルヴェイグ〟で生き返ったボクはまっさらリフレッシュ状態ですからね。魔ま力りよく消費による疲つかれも朝には取れますし、前日の疲つかれも怪け我がも、全く残らないんです」

　言って、ボクはすっかり元に戻もどった両前足で床ゆかを鳴らしてみせる。

「本当に元通りなんですね。凄すごいです、そんな便利な能力なら私も……あ！　すみません私、つい軽く言ってしまって……」

　ボクの体質を感心しかけ、咄とつ嗟さに言い繕つくろうブリュンヒルデさま。そっか、その便利の代だい償しようにはキッカリ命が支し払はらわれているんだから、羨うらやむのはお門かど違ちがい。そんなところにすぐさま思い当たるなんて、やっぱりブリュンヒルデさまはお優やさしいな。

　とはいえ暗くなりそうな話題を続けたくはない。ボクは早さつ速そくここに来た目的をお話しした。

「ブリュンヒルデさま。実はボク、ちょっと困っていることがありまして……今日は相談に乗って頂きたくてお伺うかがいしたんです」

「困り事ですか？　いいですよ、私で相談に乗れる事でしたら何でもお聞きします」

　二つ返事でオーケーして下さるブリュンヒルデさま。ボクはお言葉に甘あまえ、ある質問を投なげ掛かけた。それは他でもない、ロスヴァイセさまについてだ。

「ボクはロスヴァイセさまの元気を取とり戻もどしたくて色々やっている途と中ちゆうなのですが、よく考えてみたらボクって言うほど彼かの女じよについて詳くわしくなくて……。だから、彼かの女じよについてもっと話を聞かせて欲ほしいんです」

「ロスヴァイセの話ですか……そうですね。例えばあの子は私わたし達たちヴァルキューレ姉妹しまいの末っ子なのですが、そうは言っても私わたし達たち姉妹しまいには実は生まれた時間にそれほど差がないんです。ほぼ同時に、一いつ斉せいに生まれたのが私わたし達たち。だから、上とか下とかの差はあまりないんですよ。でも……ロスヴァイセにだけは、一つ決定的な差がありました」

「決定的な差……それって不安定な神しん技ぎのことですか？」

「今はそれもあります。ですがその上でもう一つ、私わたし達たちヴァルキューレにとって最も大切な風の力、〝リュストゥング・ヴィント〟が……あの子にはほとんど吹ふいていなかったんです」

　リュストゥング・ヴィント──ヴァルキューレさまがたとお話ししていると、たまに出てくる単語だ。次女のゲルヒさま曰いわく、ヴァルキューレのスペック全体に深く係わっているんだとか。ちなみに姉妹しまいの中ではゲルヒさまの風が一番強いらしい。

　その風がほとんど吹ふいていないということは……ロスヴァイセさまのヴァルキューレとしての能力は、全体的に極きわめて低いということになる。

「あの子の風の弱さについては姉妹しまいの誰だれも触ふれたりしませんでしたが……あの子自身はそれを昔から気にしていました。ほとんど風のないあの子の能力は相対的に低く、実戦的な任務では常に姉達たちの足を引っ張ってしまう……そんな強きよう迫はく観念に大分悩なやまされていたと、四女のヴァルトラウテが言っていましたね」

　ってまたヴァルトラウテさま経由の情報なの？　確か前にもこんなことがあったような……。ブリュンヒルデさまが慕したわれてないわけじゃないとは思うけど、何だかなぁ。

「確かにあの子は戦士としては未熟で、優やさしすぎました。ですが、それ以外の部分では他の姉妹しまいの誰だれよりも優すぐれていたんです。明るく気配り上手で、料理もお菓か子し作りも、裁さい縫ほうも、掃そう除じも、家庭的な分野は何でもそつなくこなしていました。ですがその両極きよく端たんな長所と短所によって、あの子はますます戦いを嫌きらうようになったんです。そしてそれが引き金であったかのように、あの子は自分の神しん技ぎを上手うまく操あやつれなくなってしまいました」

　そうか、それで暴走状態に……、……あれ？　ちょっと待った。それってどういうこと？

「すみませんブリュンヒルデさま、ちょっと質問が。ロスヴァイセさまの神しん技ぎが安定しないのは、後天的なものだったんですか？」

「いえ、不安定だったのは昔からですが、昔は暴走せずに使用できる事もあったんです。でもいつからか、使えば必ず暴走するようになってしまって……」

　昔は制せい御ぎよできていた？　なのにいつからか制せい御ぎよが……待った、情報を整理しよう。

　自分の弱さにコンプレックスを抱いだいていたロスヴァイセさまは、戦いが嫌きらいだ。それは優やさしさからくるものでもあるんだろう。彼かの女じよは自分が傷付くことを恐おそれ、誰だれかを傷付けることも恐おそれ、誰だれかが傷付けられることすら恐おそれている。

　それほどに優やさしい、戦いとは縁えん遠どおい存在の彼かの女じよが確実に暴走してしまうようになったのは、本格的に戦いを嫌きらうようになってから。

　じゃあどうしてそれほどまでに戦いが嫌きらいになったのか？　それは恐おそらく、ブリュンヒルデさまが仰おつしやった通りだと思う。自分の長所が家庭的な分野にあったことを根こん拠きよにして、戦いの分野は自分の短所なんだと開き直ってしまったんだ。

　そんなふうに考えてしまうのは、可哀相かわいそうだけど無理もない。何しろヴァルキューレさまたちには、それぞれの特色とも言える能力の個性があるらしいからね。

　例えばゲルヒさまならスピード、ジークルーネさまならルーン魔ま術じゆつという具合に。

「ん……？　ちょっと待った、それこそがヒントになるんじゃないか？」

　ロスヴァイセさまには戦いにおける長所がない……という前提をまず捨てよう。彼かの女じよだって戦いくさ乙女おとめなんだ、戦せん闘とう方面での長所は絶対にあるはず。

　そう考えた時、真っ先に浮うかんでくる彼かの女じよの特色は、〝弱さ〟。言ってしまえば、彼かの女じよは姉妹しまいの誰だれよりも弱さに優すぐれている。

　そしてもう一つ。ロスヴァイセさまの神しん技ぎは姉妹しまいの誰だれよりも強力であること。

　姉妹しまい一弱い彼かの女じよが、実は姉妹しまいで一番強いというこの矛む盾じゆん……。これには多分、彼かの女じよの神しん技ぎに秘密があるんだと思う。

　力も技わざも、全てが最弱のロスヴァイセさまが神しん技ぎ使用時にだけ最強になる、能力の反転。

　それはつまり……弱い彼かの女じよの全ての面を、強さにひっくり返す技わざ──。

「全ての面が強く……そうか……そうか分かったぞ！　そういうことなら全て納なつ得とくがいく！」

「な、何か分かったんですか？　セイさん」

「えぇ！　全部分かりました！　すみませんブリュンヒルデさま、ボクはこれで失礼します！　相談に乗って下さり、ありがとうございました！」

　言うが早いか、ボクは弾はじかれたようにブリュンヒルデさまのお部屋を飛び出していく。浮うき立たつ心と足が向かうのはもちろん、ロスヴァイセさまのお部屋だ。

「ロスヴァイセさま！　ロスヴァイセさま、いますよね!?　セイです！」

　ドンドンと力強く部屋の扉とびらを蹄ひづめで叩たたき、ボクは部屋の主に呼よび掛かける。フフン、ここまで騒さわがしくされたらさすがに黙だまってはいられまい。ボクの読み通り、ロスヴァイセさまは数日ぶりにボクと口を利きいてくれた。

「セ、セイくんうるさいよ……もう起きてるから」

「起きてるかどうかを確かめに来たわけじゃないですよ！　外に出てきて欲ほしくてお呼びしてるんです！」

「それは……や、やだ」

　引ひき籠こもってからもう、結構な日数が経たった。それに引け目を感じているのか、ロスヴァイセさまの返事は既すでに揺ゆらいでいた。ひょっとしたらこのまま放っておくだけでも、彼かの女じよは自分から外に出てくるかもしれない。

　だけど今はそれを待つことすら惜おしい。全てを丸く収める材料はもう手の中に揃そろってるんだから。多少荒あら療りよう治じになるけど、ここは無理やりにでも出てきて頂こう。

「ここまで大ごとになってしまった以上、ボクやみんなと顔を合わせ辛づらいのは分かります。ですがロスヴァイセさま……もしあなたが本気でボクに申し訳ないと思っているのなら……どうか一つだけでもボクのお願いを聞いてくれませんか？」

　内ない罰ばつ的てきになっているロスヴァイセさまの弱みにつけこんだ、これは最低最悪の言葉。でもそれだけに、効果は抜ばつ群ぐんだった。

「……ほら出てきたよ。だってわたし、本気で申し訳ないと思ってるもん」

　否応いやおうなしに部屋を出る羽目になったロスヴァイセさまは、若じやつ干かん不ふ貞て腐くされているご様子。でもそれでいい。逆さか撫なでされて動く感情があるなら、それは心が生きてる証しよう拠こだから。

「出てきて下さってありがとうございます。ではお部屋を出てきたついでに寮りようの外まで行きましょうか」

「えっ、どうして？」

「それはもちろん運動のためですよ。ずっとお部屋に閉とじ籠こもってたら体がなまっているでしょうからね、まぁストレッチ程度に軽く……神しん技ぎでも使ってみて下さい」

「うえぇっ!?」

　まるで世間話でもするように、ボクはサラッと重大な提案を投なげ掛かける。あまりに衝しよう撃げき的なその言葉を受け、ロスヴァイセさまは深刻になることさえ忘れてコミカルに驚おどろいた。

（ど、どういう事ですの姉ねえ様さま！　これでは前回の二にの舞まいになるのではありませんの!?）

（え、で、でもセイさん今回は自信満々で……多分何か考えがあるんだと……）

　と同時に聞こえてきたのは、戸と惑まどいに満ちたヒソヒソ話。廊ろう下かの先、Ｌ字に曲がった壁かべの陰かげにはブリュンヒルデさまが集めてきた他の姉妹しまいが勢ぞろいしているようだ。

　ブリュンヒルデさま、グッジョブです。どうかそのままボクを信じて、みんなでロスヴァイセさまを見守っていてあげて下さい。

「神しん技ぎを使ってって……な、何でそんな事言うのセイくんっ！　わたし神しん技ぎはもう使わないよっ！　そう決めたんだもん！」

「いいえ使って下さい。それがボクのお願いですから」

「えっ、ちょっと待って、セイくんのお願いは部屋から出てきてっていうお願いだったはずだよ？　わたしちゃんと部屋から出たもん、悪いけどこれ以上のお願いは聞いてあげないよ」

　えっ!?　そ、それは困るよ、言う通りにしてくれさえすれば絶対に上手うまくいくはずなのに、これじゃ策もなにもあったもんじゃない。

　ここはどうにかして話を聞いてもらわないと……よし！　この手でいくか！

「え～そんなぁ！　お部屋から出てきて頂いたのはお部屋の外でするお願いの単なる前段階ですよ！　あ～あ、そういう屁へ理り屈くつをこねられると、何だかまるで『頑がん張ばることに頑がん張ばる』っていうヘルムヴィーゲさまみたいですねぇ～」

「え……ヴィーゲお姉ちゃんみたい……？　わたしが……？」

「えぇもう完全に。これを言っちゃうと申し訳ないんですが……ほら、あの方って結構アレですよね？　ダメダメですよね？」

「うんそうなの。お仕事いっつもサボってね、お姉ちゃん達たちに怒おこられてばっかりなんだよ。しかも一いつ緒しよにサボろうって誘さそってくる事もあるんだよ？」

「そ、それは想像以上にヒドい……」

　いやいや、今はそれでいいんだ。あの方がダメであればあるほど、この話術はロスヴァイセさまに効く。

「ロスヴァイセさまいいんですか？　あの方なんかと同列で」

「そ……それは……」

「あれ、そこで悩なやんじゃうんですか？　いいわけないですよね？　だってロスヴァイセさまはあの方とは違ちがいますもん。あんな風にはなりたくないですよね？　ね？」

「う、ぅぅぅ[image: ～][image: ～]……わ、分かったよぉ、使えばいいんでしょ使えば……」

　おっと、もう降参？　思ってたよりすんなり折れてくれたなぁ。

　こういう効果を期待しての発言ではあったけど、ううむ……あれだけ頑かたくなに拒こばんでいた神しん技ぎの使用をこうも簡単に承しよう諾だくさせるとは……どうやらヘルムヴィーゲさまのダメ神族っぷりは、反面教師として妹の教育にしっかり役立ってるみたいだね。廊ろう下かの先でこっそり聞き耳を立てているお姉さんたちも、笑いを堪こらえるのに必死っぽい。

　まぁご本人の先生だけは、ガックリ肩かたを落としてるみたいだけど、ね。







　場所を移して、ヴァルキューレさまの寮りようの外。その裏手にあるちょっとした広場の中心で、ボクとロスヴァイセさまは向かい合って立っていた。

「ほんとにここでやるの？　セイくん。前みたいに演習場には行かないの？」

「はい。ボクの予想が正しければその必要はないはずですから。きちんとした装備も、誰だれかの協力も、今回は必要ありません」

「そ、そうかなぁ……」

　ボクの答えに納なつ得とくがいかないらしく、ロスヴァイセさまは不安そうな表情を崩くずさないままに息を吐はく。吸っては吐はいて、丁てい寧ねいな深呼吸を繰くり返かえしてどうにかリラックスしようと試みるロスヴァイセさま。

　この前の時と違ちがって、今回は催さい促そくする必要はない。ボクは彼かの女じよの気が済むまで気長に待った。

「……覚かく悟ごが決まったみたいですね。ロスヴァイセさま」

　毎晩死という緊きん張ちようを乗のり越こえてきたボクだからこそ分かる、気き迫はくの変化。ロスヴァイセさまは決意を燃やす瞳ひとみで強く頷うなずくと、ボクに言った。

「うんっ、ここまできたらやるっきゃないよ。セイくんも早くドラゴンになって」

「いえ、今回はこのままで平気です」

「だっ、だめだよっ!!　ドラゴンになって！　じゃなきゃわたし部屋に帰るからねっ!!」

「ま、待って下さい分かりましたから！　あ～、でも竜化は疲つかれるので、今回はギリギリまで変へん化げはしません。お互たがい同時にいきましょう」

「同時に？　……うん分かった、絶対だよ？　あ、それから油断もしちゃだめ。たとえセイくんがドラゴンになったからって、安全じゃない事は前に証明されたもん。手加減するのはもってのほかだし、最悪の場合は空に飛んで逃にげるとか、お姉ちゃん達たちを呼ぶとかしなきゃだめだからね？」

「はい、分かってます。大だい丈じよう夫ぶ、今回は何も心配はいりませんから」

「うん……それでもやっぱり、わたしは不安だけどね……。じゃあいくよ？　ほんとにいくよ？　一いつ緒しよにいくんだからね、準備はいい？」

「いつでもどうぞ！」

「じゃあ……い～ちに～のっ、さんっ!!　神しん技ぎ──〝コルンムーメ・ツェアライセン〟!!」

「マンナズ!!」

　ボクとロスヴァイセさまはタイミングを合わせ、二人同時に変へん化げする。荒あらぶる風を巻き起こして現れる、白き風ふう狼ろう。相対するボクの姿は、邪じや悪あくな魔ま竜りゆう──ではなかった。

「!?　ど、どうしてっ！　どうしてドラゴンじゃなくて人間に変へん化げしてるのセイくんっ！」

「あっれぇ？　おかしいなぁ、すみません、間ま違ちがえちゃったみたいです。あははっ」

「わ、笑いごとじゃないよっ！　危ないよっ！　早くドラゴンになって！」

「はぁ、別に構いませんけど。ですが……この状じよう況きようのどこがどう危ないんですかね？」

「えっ……？」

　コルンムーメになったロスヴァイセさまは、その高い視点からボクを見下ろしてきょとんとする。彼かの女じよの自じ我がは獣けものに吞のまれてなんかいない。完全に理性を保っていた。

「えっ、あれっ、おかしいなぁ……？　どうして今回は暴走しないんだろ？」

　不思議そうに首を傾かしげるコルンムーメ。でも、それはボクに言わせれば不思議でもなんでもない。もちろん確証のない賭かけではあったけど、どちらかと言うと分はいい方だったし。

　神しん技ぎを制せい御ぎよできている嬉うれしさから、自分の尻尾しつぽにじゃれつく子犬みたいにその場でグルグル回っているロスヴァイセさま。その微笑ほほえましい光景は、きっと誰だれもが見たかったものだろう。

　さて……陰かげから見てるお姉さんたちも首を傾かしげてるみたいだし、それじゃあそろそろ始めようか。この謎なぞの答え合わせをね。

「前にロスヴァイセさまは、自分の神しん技ぎは〝狼おおかみに変へん化げする技わざ〟だと仰おつしやってましたよね？」

「えっ？　うん、だってそうでしょ？　ほら」

「ただの狼おおかみ変へん化げならボクにだってできます。そんなお手軽なものが神技だなんていくら何でもちゃちすぎますよ。だからロスヴァイセさまの神しん技ぎは、狼おおかみ変へん化げなんかじゃないんです」

「そ、そうなの？　だったらわたしのこの神しん技ぎって、何なのかな？」

「その姿は、恐おそらくロスヴァイセさまの特性を反映させるために取らざるを得なかった形態の一つです。ボクの予想だとロスヴァイセさまの神しん技ぎは……〝オールアップ〟。全ての能力が低いロスヴァイセさまは神しん技ぎを使うことで能力を反転させ、全能力を劇的に跳はね上あげる。力も、速さも、何もかもを姉妹しまいの誰だれよりも強化する、そのための姿に変わる技わざです。ただし……」

「？　ただし？」

「その技わざで強化されているのは多分、能力だけじゃありません。感覚も、感情も、あらゆるものが何倍にも高められてしまう。その感覚の中にはきっと、〝恐きよう怖ふ心しん〟も含ふくまれているはず」

「恐きよう怖ふ心しん……」

　ボクに指し摘てきされたロスヴァイセさまは、「そう言えば」と過去の例を鑑かんがみる。

　彼かの女じよは決して強くない。自分の力量への自信の無さから、彼かの女じよは戦場で常に恐きよう怖ふしている。そしてそんな彼かの女じよが神しん技ぎを使う時とは、使わなければ勝てないほどの強敵が目の前にいる時だ。

　先日の演習場でも、彼かの女じよの前には戦せん闘とう態勢に入った姉と巨きよ大だいなドラゴンがいた。彼かの女じよはこれまでずっと……耐たえられないほどの恐きよう怖ふの中で、神しん技ぎを使っていたんだ。

「コルンムーメの暴走は理性を失って起こるものじゃない。極度の恐きよう怖ふが神しん技ぎによって引き上げられたことで起こる〝錯さく乱らん状態〟。それが暴走の正体です」

　今、この場にはなんの恐きよう怖ふもない。いつでもどこでも穏おだやかな心のままに神しん技ぎを使うことができたなら、ロスヴァイセさまは戦場でも輝かがやけるようになるはずだ。

　そのためにも、彼かの女じよに自信を。それを与あたえられるのは……残念だけどボクじゃない。

「ロスヴァイセ」

　声をかけたブリュンヒルデさまを筆頭に寮りようの陰かげから、あるいは茂しげみの中から、お姉さんたちがひょっこりと姿を現す。

　イノシシの聴ちよう覚かくでボクはずっと前から気付いていたけど、ロスヴァイセさまは今ようやく気付いたみたいだね。お姉さんたち全員が、心配して様子を見守ってくれていたんだってことに。

「お姉ちゃんたち！　みんな揃そろってどうしたの？」

　予期していなかったお姉さんたちの登場を受け、神しん技ぎを解いて首を傾かしげるロスヴァイセさま。

「セイさんがあなたのために一ひと肌はだ脱ぬごうと飛び出して行ったから、みんなを集めて陰かげながら様子を窺うかがっていたんです。それよりやりましたねロスヴァイセ。神しん技ぎの制せい御ぎよ、おめでとう！」

　祝福の言葉を皮切りにして、盛せい大だいな拍はく手しゆが巻き起こる。でも、ロスヴァイセさまは浮うかない顔でそれを制した。

「これって制せい御ぎよできたって言えるのかなぁ……だってわたし、今は平気だったけど実戦だったらきっとこうはいかないよ」

「それはおいおい慣れていけば済む事ですわ。ワタクシだって初めての時は、それはもう怖こわくて震ふるえ上あがっておりましたもの」

「えっ！　ゲルヒお姉ちゃんも？」

「ワ、ワタクシだけではありませんけれども……。とにかく！　姉妹しまい一の風を持つワタクシですらそうだったのですから、戦いくさを恐おそれるのは恥はじではありませんのよ？」

「姉あね様さまの言う通りだぞロスヴァイセ。私を見ろ、風はそれほど強くなくとも私には剣けんがある。そして貴き殿でんにはコルンムーメがあるのだ。その力を飼い馴ならした時、貴き殿でんは我らの誰だれよりも強くなるだろう」

「えへへ……シュヴェルお姉ちゃんがそう言ってくれると、心強いなぁ」

　みんながみんな、代わり合うようにしてロスヴァイセさまに元気と自信を与あたえていく。フレイヤさまが仰おつしやった通りだ。元気っていうのは誰だれかが分わけ与あたえることで、初めて満たされるものなんだ。

　姉妹しまいの絆きずなって、こんなにも美しいものなんだな……。ボクには兄弟がいないから、こういうのって正直ちょっと羨うらやましいよ。

「でもさ……ボクもちょっとは、近付けたかな……？」

　それは、ほんの少しの自己満足。僅わずかばかりの思い上がり。

　いいじゃないか、心の中でそう思うぐらい。だってボクは証あかしを立てられたんだから。

〝コルンムーメと丸まる腰ごしで対たい峙じする〟──それが、ボクが実じつ践せんした決して『裏切らない』証。ボクが寄せた全ぜん幅ぷくの信しん頼らいが正しく届いたからこその結果なんだと、ボクは思いたい。

「ありがとうフェンリル。ボクはちゃんと上手うまくやれたよ」

　ハッピーエンドへのヒントをくれた遠い地の友達に、ボクは密ひそかに感謝の言葉を送る。

　待ってて。ボクはいつか、キミをそこから解き放つよ。

　信しん頼らいする心があれば、想おもいは必ず届く──。

　世界一大切なそのことを……キミが教えてくれたから。

　……と、ボクがちょっとポエムってた間に、ロスヴァイセさまはお姉さんたち全員から祝福と励はげましの言葉を受け取ったみたいだ。いや～お姉さんが七人もいらっしゃると、それだけで結構時間がかかって……って七人？

　あれ、待ったおかしいぞ。なんか一人足りなくない!?

「あ、あのぅ、ちょっといいですかね？　みなさん」

「何よセイ。折角の姉妹しまいの感動話に水を差すなんて、紳しん士しが聞いて呆あきれるわね」

「いやボクも望んで割わり込こんだわけじゃないですよジークルーネさま！　お耳に入れておきたいことがあるんです！」

「ハイハイ、ならとっとと一行で済ませなさい」

「……ヘルムヴィーゲさまがいません……」

「「「「「「「「あっ……」」」」」」」」

　途と端たんに凍こおり付つく一同。

　凍いてついた空気の中、ボクらの耳に届いたもの……それは寮りようのお部屋から漏もれ出てきた、彼かの女じよの嘆なげきの声だった。

「うわーんっ！　なんじゃいなんじゃい！　わしがダメお姉ちゃんなのはいじめていい許可証じゃないわい！　わしはエインヘリヤルみたいには強くないんじゃーいっ！」




　──その日を境に、『劫ごう初しよの鉄てつ籃かご』ヘルムヴィーゲさまは傷心のままお部屋に引ひき籠こもり、本格的に仕事をサボタージュ。そんな彼かの女じよが心の傷を癒いやして出てくるまで、彼かの女じよを責めることはさすがに誰だれもできなかったという。

　その、何ていうか……ダシに使ってしまって、ごめんなさい……。
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　いつもより一段と騒さわがしかった夜が明け、翌朝。ボクは久ひさ方かた振ぶりに迎むかえたなんの憂うれいもない朝に微睡まどろみながら、ベッドの上でモゾモゾと寝ね返がえりを打った。

　うん……そりゃ～騒さわぎたくもなるよね。だってずっとお部屋に引ひき籠こもってたロスヴァイセさまが何日か振ぶりに酌しやくにやってきたんだ、お酒も可愛かわいい女の子も大好きなエインヘリヤルたちが浮うかれちゃうのは無理もない。ボクだってそうだ。

　だから……普ふ段だんクールを気取ってるグリンブルスティが誰だれより浮うかれていたとしても、それは仕方がないことなんだよ。どうか、生暖かい目で見下してやってほしい。

「ホント、みんな嬉うれしそうだったなぁ」

　そんなちょっとしたところからも窺うかがえる、ロスヴァイセさまの人気の高さ。

　彼かの女じよの復帰をお手伝いしたボクはその人気の千分の一くらいは鼻が高い……ような気もしたけど、それは大きな間ま違ちがい。もとを正せばお願いを安やす請うけ合あいしたボクが全面的に悪かったわけで、その日の晩の枕まくらはできる限り低くして寝ねたワタシです。

「ふわぁ～……。よし、ジョギングしに行くか！」

　ここのところはやる気が出なかったり慌あわただしかったりで、つい疎おろそかにしていたボクの日課。折角これまで頑がん張ばって続けてたのに、あんまりサボりすぎては元のモクアミだ。ボクは決意も新たに部屋を飛び出すと、自分で定めたいつものスタート地点に移動する。

「ん……？　あれ、あの人は確か……ベルゼさん？」

　位置につき、いざ走り出そうと思った矢先に、ボクは『ヴァルハラ』に入っていく一人の人物を目もく撃げきした。

　それは百人斬ぎりのベルゼさん。前にちょこっとだけ話をした、脳ミソが腹筋崩ほう壊かい気味のあの人だ。

「外から帰ってきたのか？　つまり朝帰りってこと？　一体こんな時間までどこで何をしてたんだろう……？」

　しかも、見送った後ろ姿はどこか冴さえない様子に見えた。あの人が落らく胆たんするってことは……ひょっとして『ヴィーンゴールヴ』に忍しのび込こみに行ってたんじゃないだろうな？　おのれぇ、そんなのはお天てん道とうさまと神さまが許しても、このボクが絶対に許さない！　絶対にだ！

「でもあの様子じゃ中までは入れなかったっぽいな。それかお目当ての女性にフラれたとか」

　真相は分からない。もしそうならご愁しゆう傷しようさまだけど、正直ボクにとってはどうでもいい。

　何しろ今日のボクにはやっておきたいことがあるんだ。ジョギングが終わって朝食が済んだら、『ヴィーンゴールヴ』に行ってブリュンヒルデさまにお会いするという用事がね。ちなみにボクは忍しのび込こむわけじゃない、正面きっての正当な訪問だよ。

「さてと！　それじゃあ始めますか！」

　気合いもやる気も元気も充じゆう分ぶん。ボクは冴さえ渡わたる青空のもと、ソールさまの太陽を目め一いつ杯ぱいに感じながら朝のジョギングを満まん喫きつした。







　それから予定通りに朝食を食べ終えたところで、ふっと一息。ご迷めい惑わくになる時間帯を避さけるために少しだけ部屋で調整を入れてから、いつものように〝虹にじの虚うろ〟を目指す。

　……はずだったんだけど、その直前でボクの予定は大きく塗ぬり替かえられることになった。

「あ、セイさん！　おはようございます！」

「セイくんっ、おっはよっ！」

「はい？　ってブリュンヒルデさま!?　それにロスヴァイセさままで！　お、おはようございますっ！」

　ボクが従業員寮りようを出たところで、なんと空からお目当てのブリュンヒルデさまが降ってくる。しかも飛び切り元気なロスヴァイセさまもご一いつ緒しよだ。信じられない、今日はなんていい天気なんでしょう！

　でもお二人とも甲かつ冑ちゆう姿ということは、これからお仕事なのかな？　だとしたら何でこんなところまでわざわざ足を……もとい、翼つばさを運んで下さったんだろう？

　湧わき上あがったボクの疑問に、ブリュンヒルデさまはすかさず答えてくれた。

「実はですね、昨日……というより、〝昨日まで〟の事で、セイさんに是ぜ非ひお礼を言いたくて。本当にありがとうございましたセイさん。姉妹しまい一同、感謝の気持ちで一いつ杯ぱいです」

「うんっ、本当にいっぱいありがとねっ！　セイくん！」

「いっ、いえそんなっ、勿もつ体たいないお言葉です！　ボクは自分がしたいと思ったことをしたまでですので！」

「ふふっ、セイさんってば謙けん遜そんばっかりです。もっと胸を張ってもいいと思いますよ」

「いや、これは謙けん遜そんとかじゃなくてホントに大したことはしてませんので……」

「そうですか？　……腕うでまで切り落としたのに？」

「！　ブリュンヒルデさまっ、そのことはっ……！」

　ヒュミルの杯さかずきを割るために取った、ボクの度を越こした自己犠ぎ牲せい。ロスヴァイセさまの耳に入るとまた気になさるかもしれないから、黙だまっておこうと思ってたんだけど……。

「隠かくさなくても平気だよセイくん。わたし、もう全部聞いちゃってるから」

「え……そ、そうなんですか？」

　驚おどろいたことに、ロスヴァイセさまはその事実を知っていた。知った上で、受け入れていた。

「わたしね……気付いたんだ。みんなはわたしの事、優やさしいねって言ってくれるけど……そうじゃなかった。わたしはね、ただ弱いだけだったんだよ。セイくんが傷付いて、そしたらわたしは本人以上に傷付いて……人のせいにしてた。そんなのは優やさしさなんかじゃなくて、ただの身勝手だよ。昨日までのわたしは、ワガママだったの」

「ロスヴァイセさま……」

　そんなことはないって、そう言ってあげたかった。でも、ロスヴァイセさまは変わろうとしている。優やさしいだけじゃない、強い自分に。そう感じたから、ボクはあえて言葉を飲のみ込こんだ。

「セイくん。わたしもっと強くなるよ。これからのセイくんが、何か大切な決断を迫せまられる事があったとして……その時わたしは、セイくんの選せん択たく肢しを狭せばめる存在になりたくない。セイくんが抱かかえる痛みも苦しみも全部一いつ緒しよに背負えるくらい、わたしも強くなりたい！」

　真まっ直すぐに告げられた想おもいには、もう既すでに力があった。ボクの胸むねの奥おくにまで届いたそれは、これからのボクを支える糧かてになる。

　今分かった。元気を分けてもらうって、きっとこういうことなんだな。

「そ、それでね？　セイくん」

「？　はい何でしょうロスヴァイセさま」

「えっと、その……セ、セイくんって、さ……す……好きな人とか、いる……？」

「は？　…………はいぃぃっ!?」

　えっ、なっ……え？　ちょ、いきなりなにを言って……!?　なんか急にモジモジし出したと思ったらコレですよ！　うわっ、うっわどうしよ！

「ロッ、ロロロッロロスヴァイセッ!?　ななななにを言っちゃってるんですかっ!?」

　うおっ、何故なぜかブリュンヒルデさまもめちゃくちゃ動どう揺ようなさってるぞ。

　いやまぁそりゃそうか。ずっと可愛かわいがってた、まだまだ子供だと思ってた妹がいきなり凄すごい感じの方面に踏ふみ出だそうとしてるんだから。
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「だ、だってわたし……セイくんのこと好きかなぁって……だってわたしのためにすっごい頑がん張ばってくれて、心配してくれて、優やさしくしてくれて……考えると何だか胸がモヤモヤするの。これってきっと恋こいだと思いますっ！　ラウテお姉ちゃんもそう言ってたしっ！」

「いやそれは風邪かぜじゃないですかね？　全くヴァルトラウテも無責任な事を、ちょっとおデコ出して下さい、あっホラやっぱり熱がありますっ、お薬もらいに行きましょう！」

「ちょ、あの、ブリュンヒルデさま……？」

　どういうわけか、ボクとロスヴァイセさまの恋こい路じを全力で潰つぶしにかかるブリュンヒルデさま。いや、別にいいんですけどね？　ボクはブリュンヒルデさま一筋だからロスヴァイセさまに告白されても困っちゃうし。

　でもそこまで露ろ骨こつにやられると何だかへこむっていうか……ボクはブリュンヒルデさまにとって、愛いとしい妹にすり寄る害虫扱あつかいってことなのかな……。

「ヒルデお姉ちゃん、わたし風邪かぜなの？　恋こいじゃないの？」

「えっと……その……多分。ど、どちらにしても、もうちょっと時間をかけて考えてみてもいいんじゃないですかね？　なんて……。ですよねセイさん！」

「いや、そこでボクに振ふられても」

「ですよねセイさん!!」

「ですっ！　ブリュンヒルデさまっ!!」

　何だか言い包くるめられた感があるけど、実際恋こい心ごころっていうのは難しい。

　ボクやヘイズみたいな一ひと目め惚ぼれならわりと単純だけど、コツコツ育てた感情ってよく見たら実は憧あこがれとか、尊敬とか、友情だったってオチも無くはない。

　昨日今日好きになったのなら、見み極きわめる時間は確かに必要だ。ロスヴァイセさまの場合、感謝の気持ちを恋こいと勘かん違ちがいしてる可能性は大いにあり得るからね。

「なんだぁ恋こいじゃないのかぁ、ちょっとガッカリだよ。でもでもまだ分かんないよねっ？　これから本物の恋こいに発展するかもしれないし、末永く仲良くしてねっセイくんっ！」

「は、はい！　こちらこそよろしくお願いします！」

「あっ、そうだそれそれ、ねぇセイくん、わたしにはもう敬語は使っちゃだめだよ？　これからは普ふ通つうに話してね？　だってわたしときみの仲だもん！」

「は、え？　あ、うん……分かり……分かった、です」

「それからわたしのことはヴァイセって呼んで欲ほしいなっ！　友情の印だよっ！」

「えぇっ!?　いやっ、さすがにそこまでは、どうなんでしょう……？」

「え～なんでぇ？　だってゲルヒお姉ちゃんの事はゲルヒって、セイくんそう呼んでるよね？　だったらわたしの事もヴァイセって呼んで！　お願いっ！」

「は、はい、あ、うん分かったよ、ヴァイセさま」

「ヴァ・イ・セ！」

「お、オッケー、ヴァイセ」

「やったぁオッケーだよセイくん！　これからはそんな感じでよろしくねっ！」

　あ、あはは……喜んでもらえて何より……。でもこの流れって、ゲルヒさまと仲良くなった時を思い出すなぁ。確かそこからしばらくはブリュンヒルデさまと疎そ遠えんになって……。

　気になり、ボクはチラリとブリュンヒルデさまを盗ぬすみ見みる。
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　ひぇっ!?　ブリュンヒルデさま、クルミを頰ほお張ばったラタトスクみたいに頰ほっぺたを膨ふくらませて何か唸うなっていらっしゃる！　どうか今回ばかりは疎そ遠えんになりませんように～！

　……と、ボクが神かみ頼だのみならぬ女め神がみ頼だのみをした時だった。

「おぅセーフリームニル。戦いくさ乙女おとめを両手に花たぁいいご身分じゃねぇの」

　若じやつ干かんトゲのある声こわ色いろで言って近付いてくる、数人の男たち。集団の先頭に立っていたのは、百人斬ぎりのベルゼ班長だった。

「ベルゼさん、おはようございます。えと、何かすみません、もし気分を悪くさせてしまったのなら謝あやまります」

「！　わ、悪ぃ、そういうつもりで言った訳じゃなかったんだが……そう聞こえちまったんなら謝あやまるのはこっちの方だ。ちょいとばかし気が立っててよ、つい当たっちまった」

「平気です、気にしてませんから。気が立ってるっていうのはひょっとして、今日朝帰りだったことと何か関係が？」

「う……何でぇ、見てやがったのか。その通りだよ」

　図星を突つかれ、ベルゼさんは悔くやしさを思い出したように唇くちびるを嚙かみ締しめる。

「昨日の夜の宴うたげで聞いたのよ、お前また手て柄がらを立てたって話じゃねぇか。海神エーギルに気に入られて、取引の半額券になったんだって？」

「えぇまぁ、どういうわけかそうなりまして……」

「どんな訳でも事実がそうなら関係ねぇさ。とにかくその話を聞いたからにゃあ俺おれも黙だまってられなくてよ、思い切って『ヴァーラスキャルヴ』に行ってオーディン様に直じき訴そしたんだ。俺おれたち人間のエインヘリヤルにも、手て柄がらを立てる機会をくれってな」

「ホ、ホントに思い切りましたね……それで、どうなったんですか？」

　ここから先は、ホントは聞かなくても分かる。朝の、そして今の様子からして、面おも白しろくないことがあったのは明白なんだから。

「……。黙だまって命めいに殉じゆんじろとさ。あの方は……結局俺おれに一いち瞥べつもくれやしなかった。終始ピリピリしててよ、俺おれの言葉を聞いてたかどうかすら怪あやしいもんだ。あの方にとっちゃ俺おれたちエインヘリヤルは、ひょっとしたらそこらの馬フンくらいにしか思われてねぇのかもな」

「そんな……」

　ボクもオーディンさまとは数えるほどしかお話ししたことがない。でも、そこまで冷たいお方だっただろうか？　昨夜はたまたま機き嫌げんを損そこねられていただけなんじゃないのかな？

（だけど……こういうのはちょっと、上手うまくない）

　オーディンさまがどんなお気持ちだったにせよ、ベルゼさんが傷付いたのは確かだ。これをこのまま放っておくと、良くない禍か根こんが残りそうな気がするよ……。

「これベルゼよ、何をしておる、早く演習場に行かねば朝礼が……おや？　これはこれはヴァルキューレ様方、それにセイ殿どのも。お早はようございますですじゃ」

　その時、『ヴァルハラ』の館から出てきたハーフドヴェルグのご老人が立ち話をするボクたちに気付き、挨あい拶さつをしてくれる。それは他でもない、最強のギックリ腰ごしことヴィズガさんだ。

　その両手には寝ねぼけ眼まなこのいかにも出来が悪そうな戦士が二人、ズルズルと引ひき摺ずられていた。察するに、寝ね坊ぼうした二人をヴィズガさんが叩たたき起おこしに行っていた、って構図かな？

　全く……彼かの黒き剣けん聖せいをモーニングコールに使うとはこの二人、肝きもの据すわり方だけは大英えい雄ゆう級だよ。

「何やら話が弾はずんでおったご様子ですが、どうされましたかな？」

「別に弾はずんじゃいねぇよ。ったく、じゃあなセーフリームニル。お前がデキるヤツなのは分かったけどよ、今後は俺おれたちの手て柄がらを残しておいてもらえると助かるぜ」

　嫌いや味みにならないように気を遣つかったのか、おどけた調子で言いつつその場を去っていくベルゼさんとその取り巻きたち。見送るボクが浮うかべる苦笑いに、ヴィズガさんは細い目を開く。

「……あやつめが何か粗そ相そうをしましたかの？」

「いえっ、そんなことはないです。ただ……」

「えぇ……溜たまっている鬱うつ憤ぷんは、どうやら少なくはないようです。確かにあの男の言う通り、ここ最近のオーディン様はあまり機き嫌げんが良くないような気がしますし……」

「わたしが前に見た時は、怒おこってるっていうよりは焦あせってるように見えたよ？」

　ボクが向けた視線に、ブリュンヒルデさまとロスヴァイセさま……じゃない、ヴァイセがそれぞれの見解を示してくれる。

　オーディンさまの不ふ機き嫌げん、それに焦あせり、か。

　まさかとは思うけど……『ラグナロク』が近かったりでもするのかな？　いや、もしそうなら今いま頃ごろはもっと大おお騒さわぎになってるか。

　何にせよ、今ボクらがあれこれ考えても仕方がない。最近見てないけど今度またロキと会うことがあったなら、その時に耳に入れておけばきっと何とかしてくれるだろう。

　だから今はそれよりも、ボクはボクの目的を果たすことを第一に考えよう。

「ブリュンヒルデさま、実はボク、ブリュンヒルデさまにお願いがあるんです」

「私にですか？　はい、どんな内容でしょう？」

「今回お世話になったフェンリルに、お礼を言いに行きたいんです。でもそのためには、またあの『リングヴィ』まで行かなきゃいけないので……」

「移動手段を探している、という訳ですね。分かりました、そういう事であれば私の出番です、またラドのルーンで一気に向かいましょう。ですが……すみませんセイさん、今日はこれからロスヴァイセとエインヘリヤルの選定任務がありまして、行くのはお昼過ぎになってしまうかもしれません」

　申し訳なさそうに言って、胸の前で手を合わせるブリュンヒルデさま。しまった、これからお仕事なのは薄うす々うす分かってたのにこのタイミングでお願いするなんて、ボクってやつは……！

　浅はかだった自分を呪のろいつつ、すぐさま土下座の構えに入るボク。だけどそんなボクの耳に聞こえてきたのはヴァイセによるありがたい提案だった。

「任務ならわたし一人で平気だよっ！　ヒルデお姉ちゃんはセイくんに付き合ってあげて？」

「で、ですが……」

「大だい丈じよう夫ぶだよっ、引ひき籠こもってる間みんなに迷めい惑わくかけっぱなしだったから、わたし沢たく山さん頑がん張ばりたいんだっ！　それにそうすればセイくんへの恩返しにも……なるよね？」

「は、はい！　……じゃなくて、うん、それはもう充じゆう分ぶんすぎるほどに」

「えへへ、じゃあ決まりっ！　ヒルデお姉ちゃん、セイくんをよろしくねっ！」

　逡しゆん巡じゆんするお姉さんを気き遣づかってか、有う無むを言わさぬ勢いでその場を飛び去っていくヴァイセ。あぁ、本当にお姉さん想おもいの健気けなげな子だなぁ、彼かの女じよこそ紛まぎれもない天使だよ。

「ほっほ！　話は決まったようですな。では後は若いお二人に任せて、わしもこれにて」

　ことの成り行きを窺うかがっていたヴィズガさんも、安心したような笑え顔がおを浮うかべて去っていく。

　若いお二人っていうけど……歴史の長い神族であるブリュンヒルデさまは多分、あなたより相当年上だと思いますよ？　ヴィズガさん。

「えと……そ、そういう事みたいですのでセイさん、今日は今からお付き合いできそうです」

「そ、そうみたいですね。で、では、本日はどうぞよろしくお願いいたします……」

　前まえ触ぶれなく唐とう突とつにやってきた、ブリュンヒルデさまと二人きりで過ごせる夢の時間。

　あれ、実はこれって初めてなんじゃないか？　いや、二人でお話するくらいは何度かあったけど、こうして二人でどこかに出で掛かけるみたいなのは確か一度もなかったはず。

（こここここれってっ、デ、デデ、デートみたいじゃないかっ!?）

　そう思ってボクはブリュンヒルデさまを横目で見上げると、なんとブリュンヒルデさまのお顔が真っ赤に火ほ照てっているではないか！

　こ、これはもしや……ブリュンヒルデさまも意識なさってるのか!?　それともヴァイセはホントに風邪かぜで、うつっちゃったとか……？　ここはぜひとも前者だと思いたいけど、実際どうなんだろ？

　注意深く挙動を窺うかがうボクに対して一いつ切さい視線を向けることなく、ブリュンヒルデさまは真まっ直すぐ前を見つめて言う。

「あ、あの、セイさん。フェンリルのところに向かう前に、まずは『ヴァルハラキッチン』に寄ってもよろしいでしょうか？」

「あ、『ヴァルハラキッチン』ですか？　もちろん構いません、というか、ボクもまずはそこに用事があったのでむしろ丁度良かったです！」

「そ、そうなんですか。それでは行きましょうか、セイさん」

　なかなか目を合わせようとしてくれないブリュンヒルデさま。でも、そのぎこちない感じがまた新しん鮮せんで可愛かわいらしい。

　彼かの女じよの新しい一面が見られそうな予感を抱いだきつつ、ボクらはキッチンへと向かうのだった。







　キッチンにつくと、ボクはバックヤードの隅すみに置いておいた小型冷れい凍とう庫こを引っ張り出す。聞いたら驚おどろくだろうけど実はこれ……ボクのスペアが入ってるんだ。

　おっと誤解しないで。スペアと言ってもそれはスペアリブのことだよ、ボクが丸々入ってるわけじゃない。

　実はあれから心に決めていたことがあって、フェンリルにはぜひボクの肉を食べてもらいたいと思ってたんだ。

　エインヘリヤルにも美味おいしいって評判だし、職業柄がら舌の肥えた料理長はもちろんのこと、本来なら草食であるヘイズでさえも舌した鼓つづみを打ってくれた。美味おいしいものに飢うえてるみたいだったから、これを手て土産みやげに持っていけばきっとフェンリルにも喜んでもらえると思うんだよね。

「あ、それ持っていくんですか？　セイさん」

　何やら料理の準備を進めつつ、ブリュンヒルデさまが尋たずねてくる。

「えへへ、これは昨晩のスペアリブの残りです。フェンリルに食べて欲ほしくて」

「なるほど、いいアイデアですね！　セイさんのお肉は本当に美味おいしいですから、フェンリルも喜ぶと思います」

「あれ？　ブリュンヒルデさま、ボクをお食べになられたことがあるんですか？　ボクが『ヴァルハラ』に招かれてすぐの頃ころに聞いた時は、食べる気はないって……」

「あっ」

　ブリュンヒルデさまはボクの指し摘てきを受け、何故なぜか「しまった」という顔をする。どういうことか尋たずねると、そこに返ってきた答えは実に彼かの女じよらしいものだった。

「セイさんは実際食べちゃいたいくらい可愛かわいいですけど……料理になったセイさんを本当に食べてしまうのは何だか残ざん酷こくな気がして。でも、みんなが言う通り凄すごく美味おいしそうで……酔よっ払ぱらったエインヘリヤル達たちにも勧すすめられたので、少しだけ食べてしまったんです。それからはあまりの美味おいしさに病やみつきになってしまって、しょっちゅうつまみ食いを……」

　おいおい、あの清せい廉れん潔白なブリュンヒルデさまがボクをこっそりつまみ食いだって……？　ほら来た、早さつ速そく新しい一面を見つけちゃったよ！

　キョロキョロと辺りを窺うかがい、素す早ばやくボクの肉を頰ほお張ばって恍こう惚こつとした表情を浮うかべるブリュンヒルデさま……想像するまでもなく既すでに可愛かわいい。あぁ、ボクはなんて罪作りなイノシシなんだ。

「い、言っておきますけどねセイさん！　つまみ食いをしていたのは私だけじゃないですからね!?　みんな上手うまくやってると思ってるみたいですけど、私が知る限りでもつまみ食いは横行しています！　恐おそらく妹達たちは全員やった事がある筈はずです！　で、ですからその……私だけ食い意地が張ってるとか、思わないで……って、やだ私、なに言ってるの……ぁぅぅ」

[image: ]

　妹たちの悪行を明るみに出し、相対的に自分の罪を軽くしようとするブリュンヒルデさま可愛かわいい。そしてそんな自分の行いを恥はじて真っ赤になるブリュンヒルデさまもっと可愛かわいい。

　いやぁ、別にそんな言い訳しなくたって罪は無いのに……食べられる身としてはむしろ堂々と、しっかり味わって頂きたいな。

「それより、ブリュンヒルデさまは何をなさってるんですか？」

「あぁ、私はお弁当を作ってます。私のラドのルーンで『ニザヴェリール』までは一いつ瞬しゆんですが、そこからエワズを使うのは前と違ちがって私だけなので、『リングヴィ』まではちょっと時間がかかります。到とう着ちやくは丁度お昼くらいになると思うので、その時のためにと」

「なるほど、そういうことでしたか。……ってブリュンヒルデさま、一人分のエワズじゃ時間がかかるなら、今回はグラーネくんに乗せてもらえばいいのでは…………あっ」

　バ、バカ野や郎ろう！　何でこんな時に限って頭使ってるんだボクってやつは！　折角ブリュンヒルデさまと二人きりでお出で掛かけできるチャンスだったのに！

「あ……え、えっと、実はですねセイさん。グラーネはその……最近ちょっと調子が良くなくて。今はゆっくり休ませてあげているんですよ」

「あっ、あ～そうでしたか！　そういうことなら無理はさせられませんよねっ！」

　よ、良かったぁ……幸か不幸か丁度いいタイミングで不調になってくれてるみたいだね、グラーネくんは。さすがはブリュンヒルデさまの愛馬、飼い主に似て気が利きいてるよ。

「よぅ主あるじ様さま。こんなところにいたんですかい、ホラ、忘れもんですぜ？」

　とその時、キッチンの窓の外から元気な声を掛かけてきては、口に咥くわえたハンカチを揺ゆらす一頭の馬。

　え……あれはグラーネくん？　おかしいな、ブリュンヒルデさまの話によると、今は体調不良でお休み中のはずだけど……。

「……あの……？」

　ボクが目をやると、ブリュンヒルデさまは両手で顔を覆おおってうずくまる。それを見たグラーネくんは一いつ瞬しゆんの間を置くと、何故なぜだか突とつ然ぜん苦しみだした。

「っ！　何だ、えっと……お呼びじゃない、んだよな？　あ、風邪かぜか？　そうか、多分今俺おれは風邪かぜをひいてるんだと思う！　げほっ、げほげほ……あ～、無理したせいで熱が……主あるじ様さま、ハンカチはここに置いとくぜ……」

　ヒドく咳せき込こみながら、ハンカチを窓の桟さんにおいて去っていくグラーネくん。

　クール……ナイスクールだよクラーネくん……。

「あ、あの、セイさん今のはですね」

「凄すごい！　グラーネくんってやっぱり凄すごいです！　不調な体に鞭むち打うってまで主にハンカチを届けにくるその姿勢──まさに従者の鑑かがみですね！」

「あ……そ、そうなんです！　何しろ私の自じ慢まんの愛馬ですから！　……う～ん、セイさんって鋭するどいのか鈍にぶいのかよく分かりませんね……」

　ブリュンヒルデさまは何やら複雑な表情を浮うかべると、お弁当作りを再開する。後半小声で何かを呟つぶやいていたようだけど、それはボクの耳にも聞き取れなかった。

　ちなみに解説すると、ブリュンヒルデさまがお作りになっているのはクロスティーニ。西方に伝わる小さいトーストだ。

　袈け裟さがけに薄うすく切ってトーストしたパンの上に、オリーブオイルとかで和あえた細切れトマトを載のせたり、チーズやアンチョビ、生ハムを載のせたりと、色んなバリエーションが楽しめるお手軽メニュー。

　しかし侮あなどるなかれ、それがブリュンヒルデさまの手作りというだけで、ボクにとってはどんなフルコースよりも嬉うれしいご馳ち走そうとなるのさ。

「出来ました！　さぁ、それでは参りましょうかセイさん」

「はいっ、よろしくお願いします！」

　クロスティーニを詰つめたバスケットと、風ふ呂ろ敷しきで包んだ小型冷れい凍とう庫こ、それとボク……意外と荷物が多くなってブリュンヒルデさまには申し訳ないけど、今は甘あまえるしかない。マンナズによる変へん化げを長時間保つのは、ボクの魔ま力りよく量ではちょっと難しいからね。

　とはいえ移動中のブリュンヒルデさまは終始満足そうだった。それは彼かの女じよが匂においフェチで、抱かかえたボクの匂においをずっと嗅かいでいたからだ。

　その間ボクもブリュンヒルデさまの吐と息いきを背中に感じられて幸せだったけど……お陰かげで道中、互たがいにずっと無言だったのは言うまでもない……。







　片道一いつ切さい無言というムードも何もないフライトを経へて、ボクらはフェンリルが拘こう束そくされている島『リングヴィ』に到とう着ちやく。

　周りを囲む湖が放つ、青い神秘のイルミネーションに彩いろどられた中心地に降り立つと、フェンリルは大岩にもたれていた首を上げてボクらを認める。

「この匂におい……この前の小こ僧ぞうか。なるほど、それがお前の正体なんだな」

　今回はイノシシモードでやってきたボクを瞬しゆん時じに嗅かぎ分わけ、納なつ得とく顔で頷うなずくフェンリル。

　だけど……そのフェンリルの前にはもう一人、思わぬ先客が立っていた。

「うっ!?　マ、マジかよ……こんなトコに何で来た、セイ。それにブリュンヒルデ」

「あれっ、ロキじゃないか！　久ひさし振ぶりだね！」

　先客の正体はロキだった。確か前に会ったのはトールさまのランチパーティーにお呼ばれされた日だったから……うわ、何だかんだで結構経たつんだなぁ。あれから何の音おと沙さ汰たもなかったけど、まさかこんなところで会うなんて思わなかったよ。

「ロキ様、一体ここで何をなさっているんですか？」

「質問は俺おれが先にしたぜ？　ブリュンヒルデ」

「っ、申し訳ありません！　私わたし達たちは、その……」

「ちょっとロキってば、ブリュンヒルデさまをあんまりイジメないでよ。ボクらは前にフェンリルにお世話になったから、そのお礼を言いに来ただけだよ」

　何だかブリュンヒルデさまが責められているように感じて、ボクは咄とつ嗟さに助たすけ舟ぶねを出港させる。それを見たロキは「ふーん」と小さく息を吐はいて顎あごを擦さすりながら、

「……そうなのか？」

　と、背後のフェンリルに尋たずねた。

　フェンリルは身動きが取れないながらも肩かたを竦すくめて、殊こと更さら面めん倒どう臭くさそうに答える。

「世話なんざした覚えはねぇな。暇ひま潰つぶしに雑談くらいはしたけどよ」

「雑談？　……へぇ～、人見知りのお前が雑談ねぇ……くっくっく！」

　何か言いたげにロキが笑い、フェンリルは不ふ貞て腐くされたように溜ため息いきをつく。何だろう、どうも二人からは気の置けない間あいだ柄がらみたいな雰ふん囲い気きを感じるよ。

「もしかして、二人って仲がいいの？」

「悪い」

「おいおいつれねぇ事言うじゃねーか我わが息子むすこよ。パパは寂さびしいぜ」

「パパ……？　って、え？　ロキが？　フェンリルの？」

　ボクの質問を受け、ロキは真顔で首を縦に振ふる。あ、こりゃ信用できないや。そう思ってブリュンヒルデさまにも目を向けると、その首は同じく縦に振ふられた。

「フェンリルってロキの息子むすこだったの!?　そう言えば父親が神と巨きよ人じんのハーフって……何だそういうことかぁ、そんなのがポンポンいるわけないと思ったよ」

「チ……親父おやじと知り合いだったのかよ、お前。それも気安くタメ口を利きけるほどの」

「えっへん、そうだよ。ロキの親友のセーフリームニルさ、改めてよろしくね」

　何故なぜだかちょっと誇ほこらしい気がして、改めて自己紹しよう介かいまでしちゃった。まぁロキも否定しないで笑ってくれてるし、それは本気で嬉うれしいな。

「それで、ロキはどうしてこんなところにいるの？」

「おいおい、この流れでそれを聞くか？　セイ。愛する我わが子に会いに来たに決まってんだろ」

「ハッ、よく言うぜ、口だけ達者な狡こう猾かつ神しん。今までロクに顔も見せなかったじゃねぇかよ」

　ということらしく、フェンリルは折角の父親との再会をあまり嬉うれしく思っていないみたいだ。

　こういうすれ違ちがいは良くないな……だってロキがフェンリルの父親だったなら、前にボクがフェンリルに贈った言葉は初めからそのつもりで生まれたはずの言葉なんだから。

「ねぇフェンリル。前にキミに贈ったポエムだけど、あの作者はロキだからね？」

「ポエム……？　そんなの贈られたっけか？」

「ほらあれだよ、〝生きてる方がいいに決まってる〟……ってやつ」

「っ！　……そ、そうなのかよ……あぁ、そうなんだな……」

　突とつ然ぜんの種明かしを受け、フェンリルはまた尻尾しつぽをブンブン。どうやらお父さんの愛情をきちんと感じ取ってくれたみたいだね、良かった良かった。

「おい、俺おれが作者のポエムってどういう事だ？　ポエムなんざ詠よんだ覚えはねーぞ俺おれは」

「珠しゆ玉ぎよくの名言はいつだって瓦が礫れきの中にあるものだよ、ロキ。本人が忘れてる言葉でも、それが誰だれかに感かん銘めいを与あたえる場合もあるってことさ」

　得意げに答えるボクを見下ろし、腑ふに落ちない表情で肩かたを竦すくめてみせるロキ。ブリュンヒルデさまも笑え顔がおで首を傾かしげているけど、これは分かる人だけ分かればそれでいいんだ。

「そんな事よりセーフリームニル。何やら礼を言いに来たって話だが、生憎あいにくオレにはトンと心当たりがねぇ。身に覚えのねぇ礼なんざ受け取っても気味が悪わりぃだけだ、用事がそれだけだってんなら早々にお引き取り願おうか」

「いや、そっちに覚えがなくてもこっちにはちゃんとあるんだよね。お礼ができなきゃこっちの気がおさまらないから、ここは無理やりにでも押おし売うりさせてもらうよ」

「くっくっく！　諦あきらめろフェンリル、こいつはこういう奴やつだぜ」

「チ……親父おやじが気に入りそうな頑がん固こ野や郎ろうかよ……コイツの肉は硬かたそうだぜ」

「失敬なっ！　ボクは柔やわらかくて食べやすいって、みんなにも評判なんだよ!?」

「はぁ？　あぁそうなのかよ、そりゃ悪かったな……」

　呆あきれて物も言えなくなったフェンリルを見て、ボクはここぞとばかりに小型冷れい凍とう庫この包みを解く。中から取り出したるはこのボクのスペアリブ。ロキにお願いしてケナズのルーンでお肉を解かい凍とうしてもらうと、ボクは自信の笑えみを引ひっ提さげて料理の皿をズズイと押おし出だした。

「じゃじゃ～ん！　これがそのお礼の品、今流行はやりの『ヴァルハラ』三ツ星料理さ！　さぁ、お上がりよっ！」

「ほぉ……焼き肉か。一応聞くが、何の肉だ？」

「ふふん、ボクの肉だよ」

「ポークか、普ふ通つうだな」

「いや〝ボク〟だから！　ポークじゃないから！　ボアですからっ！」

「あぁん？　何言ってやがんだお前は。お前が料理されたんなら、ここにいるお前は一体誰だれなんだよ？」

「ボクはボク、これもボクだよ。ボクは日にち没ぼつごとに何度でも生き返れる無限の食材──『ヴァルハラ』の晩ご飯なのさ」

　ボクの秘密を知ったフェンリルはご多分に洩もれず、開いた口が塞ふさがらないくらいに驚おどろいた様子。いや、口に押おし込こまれた剣けんのせいで元々塞ふさがらないんだけどね。

「そっか、この剣けん…………このままだと邪じや魔まだなぁ」

　折角のボクの料理が、これじゃあ存分に味わえない。それは何ていうか……料理に対しての冒ぼう瀆とくだ。ボクたち食材はタダで料理になってるわけじゃない、美味おいしく食べられてこそ意味があるんだ。食材の代表として、ボクはこの状じよう況きようを許すわけにはいかないよ！

「あのさ。ボク……フェンリルを自由にしてあげたいんだけど、ダメかな？」

「「「ッ！」」」

　ボクの何気ない一言を受け、ロキだけでなくブリュンヒルデさまも、そしてフェンリル自身までもが息を吞のむ。

　そうなるのは分かってた。だってその一言は……この世界にとって最大の禁句なんだから。

「セイさん、流石さすがにそれは容よう認にんできません！　実父であるロキ様には申し訳ありませんが……この者を拘こう束そくするのに神々は少なくない代だい償しようを支し払はらわされています。ドヴェルグ製のありとあらゆる拘こう束そく具ぐを破は壊かいし尽つくし、挙句の果てにはあのテュール様の右みぎ腕うでをも嚙かみ千切ったこの魔ま狼ろうを解き放てば、世界はどうなってしまうのか……それはセイさんにも分かる筈はずです！」

　必死に危険性を訴うつたえようとするブリュンヒルデさま。でも……すみません。ボクにはその危険性、さっぱり理解できないんです。

「神々は……代だい償しようを支し払はらう前に彼かれと対話をしましたか？」

「え……？」

「逆に考えてみて下さい。ミーミルさまの予言──ただそれだけによって拘こう束そくされようとしている〝無実〟の狼おおかみが、逃のがれようと大暴れをすることに何の不思議があるのでしょう？」

「そ……それは……」

　そう……答えられるわけがない。だってそれは、ごく当たり前の防衛本能。誰だれの心にだって生じる、理り不ふ尽じんへの抵てい抗こうなんだから。

「ブリュンヒルデさま。あなたは今朝ボクにお礼を言って下さいましたよね？　その言葉は本来ならボクではなく、フェンリルに言うべき言葉です。何故なぜならロスヴァイセさまの……ヴァイセの暴走の謎なぞを解く鍵かぎをくれたのは他でもない、彼かれだからです」

「！　フェンリルが……？」

　彼かれが助言をしてくれたから、ヴァイセは自身の神しん技ぎを制せい御ぎよできた。元気を取とり戻もどすことができたし、弱さを受け入れ強くなろうと決意もした。

　その全てが、ボクだけでなくフェンリルのお陰かげでもあるとしたら……？

「お尋たずねしますブリュンヒルデさま。ここにいるフェンリルは……悪なのでしょうか？」

　ブリュンヒルデさまはボクの訴うつたえに目を閉じ、俯うつむいて押おし黙だまる。美しい眉み間けんにシワを寄せ、柔やわらかそうな唇くちびるを引き結んで思おもい悩なやむのは、彼かの女じよの中でもう答えが決まっているからだ。

　アースの長おさ、オーディンの意向に背そむく……その答えが。

「……私には……賛成も協力もできません。ですが……聞かなかった事にはできます」

　ブリュンヒルデさまが選んだ答えは、黙もく認にん。でも今はそれで充じゆう分ぶんだよ、だってそれは事実上の賛成ということなんだから。

「聞き入れて頂けて……あれ、逆か、聞かないで頂けて良かったです……？　何だかややこしいけど、結局フェンリルは解放してあげる方向でいいんだよね？　ねぇロキ。あれ、ロキ？」

　黙もく認にんという形をとっている以上ブリュンヒルデさまには協力を仰あおげない。だったらロキに手伝ってもらおうと思ったボクだけど、肝かん心じんのロキは放心したようにボクを見て、その場で固まっていた。な、何だよ、一体どうしたっていうのさ？

「あっ、いや、すまねぇ。まさかお前の方からそう提案されるなんて思ってなかったからよ」

「提案って、フェンリルを自由にしようってこと？　それってそんなに驚おどろくようなことかな？　フェンリルのことを思えば至って普ふ通つうのことだと思うけど」

「ちげーよ、そもそもフェンリルの事を思う奴やつがいるかって話だ。絶対的な的中率を誇ほこるミーミルの大予言──そいつを聞いて定められたオーディンの意向もまた、絶対だ。『アースガルド』の不文律に則のつとって世界の終末まで封ふうじておかなきゃならねー怪かい物ぶつを解き放とうだなんて……そんな大それた考えが普ふ通つうと思えちまうんなら、お前は俺おれの見み込こみ以上にぶっ飛んだ野や郎ろうなのかもな……。ったく、恐おそろしくて震ふるえがくるぜ」

「？　ごちゃごちゃ言われてもボクには良く分からないけど……それって褒ほめ言葉？」

「当然だろ、このロキ様が言ってんだから」

　答えてロキは不敵に笑い、フェンリルの前でドカッと腰こしを下ろして胡坐あぐらを搔かく。正面に向き合うボクを見み据すえたその目が強くギラついたかと思うと、ロキは胸の内に秘めた想おもいを真まっ直すぐに打ち明けた。

「セイ。お前がそう言ってくれたから、俺おれはお前に真実を明かすぜ。今日俺おれがここに来たのはな、別に息子むすこの顔を拝みたくなったからって訳じゃねぇ。いや、そうじゃねぇとは言わねーが、本当はこのフェンリルを解放する算段がついたって事を、こいつに直じかに伝えるためなのさ」

「えぇっ！　そ、そうだったの!?」

「オ、オレも初耳だぜ。親父おやじ、前置きはいいからそういう事は最初に言えよ」

　非難するフェンリルに悪い悪いと手て振ぶりで応え、ロキは話を続ける。

「ブリュンヒルデなら知ってると思うが、俺おれは前々からちょくちょく『アースガルド』を抜ぬけ出だしては世界を巡めぐってたんだ。別に観光旅行って訳じゃねーぞ？　俺おれはな……フェンリルを拘こう束そくするこのグレイプニルを断たち切きるための剣けんをずっと探していたのさ。いや、正確には……その剣けんを打てる鍛冶かじ師しを、だな」

「そ、そんな凄すごい剣けんを打てる鍛冶かじ師しがいるの？」

「そもそもグレイプニルを作ったのがドヴェルグなんだから、同じドヴェルグの鍛冶かじ師しを当たりゃ必然見つかるさ。だがヤツらは元々警けい戒かい心しんが強い種族な上に、神族の事を恐おそれてやがるから隠かくれちまって中々見つからねーんだ」

「それはそうですが、彼かれらが神族を恐おそれるようになった原因って、主にロキ様ですよね……？」

「ぐはっ!?　い、いやそれはな？　確かに六大傑けつ作さく誕生の時は色々やったがそりゃ俺おれの首が無くなる瀬せ戸と際ぎわだったからで、アンドヴァリの時は寧むしろ兄貴がやれっつーからやったまでで」

　唐とう突とつにブリュンヒルデさまが放った一言が、ロキの胸をズドンと打うち抜ぬく。風通しが良くなった胸からしどろもどろに言い訳が飛び出したけど、残念かな……自分の行いを正当化するにはいかんせん好感度が足りない。

「ま、まぁそれはもういいじゃねーか。それよりも鍛冶かじ師しの話だ。俺おれが欲ほしいのはグレイプニルを断たち切きれるような規格外の代しろ物ものだからよ、当然ながら探し出すドヴェルグは誰だれでもいいって訳じゃねぇ。フレイの勝利の剣けんを打ったヴェルンド辺りに頼たのめりゃ話は早いが、奴やつは兄貴のお抱かかえだ。頼たのみたい仕事の内容を考えたら、迂う闊かつには話せねーのさ。そこで俺おれが目を付けたのが、かの有名な〝イーヴァルディ〟って訳よ。『ニザヴェリール』の片かた隅すみで隠いん棲せいしてやがったその伝説を、俺おれはこの前ようやく取っ捕つかまえたんだ」

　ドヴェルグの鍛冶かじ師しイーヴァルディ──偉い大だいすぎるその名前は、ボクも聞いたことがある。確かドヴェルグ六大傑けつ作さくのうち、『シヴの髪かみ』、『スキーズブラズニル』、そして『グングニル』の三つを作り出したのが、イーヴァルディの息子むすこたちだったはずだ。でも彼かれらが作った三宝具は、別の兄弟が作った三宝具より総合点で僅わずかに劣おとっていたんだけど……。

「老いぼれたイーヴァルディはとっくの昔に鍛冶かじ師しを引退してたんだけどよ、死ぬ前に息子むすこ達たちの屈くつ辱じよくを晴らしてやれと発破を掛かけたら二つ返事でオーケーされてな。早さつ速そく鍛たん刀とう作業に取とり掛かかってくれるそうだ。だが……残念ながら今はそこで足あし踏ぶみ状態だけどな」

「え、どうして？」

「素材がねぇ。とんでもねー剣けんを打つからにゃあとんでもねー素材が要いる、当然だろ？　でもってそいつはどれもおいそれとは手に入らねー代しろ物ものでな、ちょいとばかり難航しそうなのさ。気になる素材についてだが……悪いがここじゃ伏ふせとくぜ。お前を信じられねぇ訳じゃねーが、何しろお前はただのイノシシだ、蘇そ生せい体質を抜ぬきにすりゃな。つまり俺おれ達たち神族に比べてルーン魔ま術じゆつへの耐たい性せいが格段に低い。万が一誰だれかに魅了イングズでも掛かけられたら目論見もくろみが一発で丸まる裸はだかだ、そうなっちゃ目も当てられねーだろ？」

「た、確かにそれはちょっと怖こわいかも」

　まぁボクみたいな小物から情報を探さぐろうとする人がいるかどうかは別として……どんな時でも用心するのがロキのやり方だってことは前にも聞いたし、ボクとしても異論はないかな。

「でもさロキ。いつかは……ボクにも教えてくれるよね？」

「へっ、当たり前だろ。いざって時は遠えん慮りよなく頼たよりにさせてもらうから覚かく悟ごしとけよ？　相棒」

　手を伸のばし、ボクの目の前にグッと拳こぶしを突つき出だしてくるロキ。ボクはそれに蹄ひづめを合わせ、信しん頼らいと友情をしっかりと確かめたのだった。

「ところで差し当たってなんだけどよ、こいつの口の剣けんだけでもどうにかならねーかな？」

「っていきなりなのっ!?」

　親指で肩かた越ごしにフェンリルを指さし、早くもボクの知ち恵えを頼たよってくるロキ。おいおい、いくらなんでもそんなに早く覚かく悟ごできるわけないじゃないか！

　全くもう……まぁ考えるけどさ。前にフェンリル本人からもお願いされてるしね。

「え～っと……みんなで慎しん重ちように引っ張れば、結構簡単に外せるんじゃないかな？　見た感じ器具とかで固定されてるわけでもないし」

「外すだけならそれでいいかもな。だが問題はその後だ。剣けんが外されてるのが他の奴やつに知れたら事だぜ？　当然兄貴は犯人を血ち眼まなこになって探すだろうし、フェンリルは拷ごう問もん確定だ。だからやるからにゃあ剣けんを外された事も、外れている事もバレねーように事実を隠いん蔽ぺいする。そこまでできりゃあそれが理想だな」

「う～ん……確かに理想的ではあるけど、それは理想論どころか空論じゃない？　具体的にはどうすれば成立するのさ、そんなトリック」

「そうだな、例えば……偽ぎ装そう、とかな」

「偽ぎ装そう？」

　オウム返しに呟つぶやいて首を捻ひねるボクに、ロキは続けた。

「あぁそうだ。口の剣けんが外された事を知られないためには、口に剣けんが入ったままじゃなきゃならねぇ。だが俺おれ達たちは剣けんを外したい。そのどちらをも満たすのには、剣けんを別物に差さし替かえた上で偽ぎ装そうするのが一番だ。具体的に言うとだな……口から常時外すんじゃなくて、必要な時に簡単に外せて、すぐに自力で口に戻もどせるような……そんな剣けんが欲ほしい訳よ」

「簡単に外せる剣けんねぇ……それってフニャフニャの剣けんがあればいいってこと？　ゼリーみたいなさ」

「ん～、悪かねぇが流石さすがに柔やわらかすぎだな。それだと口から外した時に形状が崩くずれちまうだろ？　もうちょい硬かたさというかさ、弾だん力りよくのある奴やつで他に何かねーか？　別に剣けんそのものにこだわらなくてもいいぜ。形状さえ似てりゃあ俺おれの幻惑ウインのルーンで剣けんに見みせ掛かける事もできるからな」

「でも、大きさは？　フェンリルの口に収まる特大サイズの剣けんなんて、中々ないよ」

「あぁ、その辺も気にしなくていい。サイズなら成長ベルカナのルーンでちょちょいと修正できる」

「う～ん……そう言われてもなぁ……」

　ロキの要望を統合すると、つまりこうなる。この剣けんに似た長細いフォルムで、かつ適度な柔じゆう軟なん性せいと弾だん性せいを併あわせ持もつ何か──。

　うわ、なにその無い物ばっかりねだりまくった条件。そんな物がドンピシャリで身近にあったらむしろ驚おどろきだよ……。

「あっ……！　あっ、いえ、その……」

　？　何だろう、絶賛黙もく認にん中だったブリュンヒルデさまが、今何か閃ひらめいた的な声をお上げになったような……。

　それを見たロキは案の定、ニヤリと悪い笑え顔がおを浮うかべてブリュンヒルデさまに詰つめ寄よる。

「よぉブリュンヒルデ。俺おれ達たちは耳塞ふさいどくからよ、ここで一曲歌ってくれねーか？」

「一曲……ワンフレーズで、よろしければ……」

　何やら回りくどい表現で会話をするロキとブリュンヒルデさま。これって要するに、「今思いついたことを言え」、「ヒントで良ければ……」的なやり取りだよね？　ちぇ、何だか二人が深いところで繫つながってるみたいで、ちょっと妬やけちゃうな……。

「ロキ様が仰おつしやられた条件に見合う物は、あります。簡単に入手する事も可能でしょう。そうですね……アンド料理長に尋たずねれば何か分かるような、そうでもないような……」

　あえて歯切れ悪く仰おつしやってるようだけど、これはヒントとしてはかなり分わかり易やすい部類だ。

　こんなところにまで優やさしさが滲にじみ出でるなんて、ブリュンヒルデさまは根っからの聖母体質だね。

「分かりました！　帰ったらボクが料理長に相談してみます。今はそれでいいかな？　ロキ、フェンリル」

「おう！　何か分かりゃ言ってくれ。いつでも付き合うぜ」

「……ま、期待はしてねぇけどな」

　明暗両極きよく端たんな言葉が返ってくるけど、フェンリルは尻尾しつぽの動きで内心がバレバレだってこと、いい加減教えるべきだろうか……。

　とにかくこれで話は決まったよ。あとは帰ってブリュンヒルデさまから頂いたヒントを活いかすだけ……なんだけど、その前に大事なことがバスケットいっぱいに残ってる。

「帰る前にお弁当、食べましょうか」

「あっ、そうですね、そうしましょうか」

　待ちに待ったランチタイム。待ちきれなくて首が長くなり、お腹なかと背中がくっ付いた今のボクはきっとフェンリル以上の怪かい物ぶつになっているに違ちがいない。いつもの愛くるしい姿を取とり戻もどすため、ボクらはロキも交えて極ごく上じようのお弁当を堪たん能のうした。

　フェンリルの方もボクのスペアリブを食べ、美味おいしかったと珍めずらしく素す直なおに言ってくれたけど……ただ丸飲みにしただけのそれは、本当の美味おいしさなんかじゃない。

（待ってて。きっともうすぐだから）

　そう──ボクがきっと、キミの食事に彩いろどりを添そえてみせるからさ。







　そしてその夜。いつものように料理になった後で、ボクは料理長に剣けんのことを早さつ速そく相談……しようと思ったんだけど、そうすることができずにいた。

「困った……よくよく考えたら、これってそんな気軽に相談できる内容じゃなかったなぁ……」

　何しろこの問題はフェンリル絡がらみ。つまりトップシークレットの情報を取とり扱あつかっているわけだ。不用意に話して「何に使うの？」と尋たずねられでもしたら、当然正直に答えるわけにはいかない。

　あぁ、一体どんなふうに言えば自然に誤ご魔ま化かせるんだろう？　ボクは正直バカだから……じゃなくて！　バカ正直だから、簡単にボロが出そうで怖こわいよ。

　と、厨ちゆう房ぼうの隅すみでウンウン唸うなっているボクのところへ、ヤギのヘイズがトコトコやってきた。

「セーたん、どうしたの？　トイレはあっちだよ」

「ううん違ちがうよそうじゃない」

「ウンチ？　もれそう？」

「そういうことを平然と言わないでくれる!?　今はヤギモードだからまだいいけど！」

　いや、今のはボクの返事も悪かった。お詫わびにヘイズにはちょっとだけ正直に話そう。

「実はさ……ボク、料理長に大事な話があるんだけど、切り出せずに困ってるんだ」

「それはだめ。プロポーズするのはヘイズがさき」

「しませんからそんなことっ！　もう安心して言ってきなよ！」

「そうする」

　ヘイズは短く答えると、流し台でまな板を洗う料理長のもとへ向かう。

　変化マンナズのルーン魔ま術じゆつで歩きながら人間モードになるあたり、ヘイズも色いろ仕じ掛かけというものを弁わきまえてきたみたいだね……。

「ダーリンは〝まないた〟がすきなの？」

「うおっ!?　ヘ、ヘイズ君か。いや、まな板が好きだから洗ってるわけじゃないけどね」

「じゃあ、おおきいほうがすきなんだ。ヘイズじしんあるよ」

「ってそっちの話かい！　まぁ否定はしないけど……いや待った！　大きいのが好きって方じゃないよ？　ヘイズ君は自信を持っていいって方だからね？」

　いやいや、そこ自信持たせちゃっていいんですか？　料理長。

「あのねダーリン。きょうはヘイズのだいじなおはなしをきいてほしい」

「あ、いや、今ちょっと手が離はなせないから」

「じゃあまってる」

　そう言うと、ヘイズは料理長の隣となりで待ちの体勢に入ってしまった。むむ、これだとボクも待たないといけないことになっちゃうよ。

　仕方ないな。そんなに待ってられないし、やっぱりここはいつもの通り、〝なるようになれ作戦〟でいこう。初めからそうすれば良かったんだ。

「料理長。実はボクからも大事なお話がありまして……」

「やめてくれよセイ君、僕ぼくにその気はないって前にも言ったじゃないか」

「いやボクはプロポーズじゃないですから！　どうしてみんな真っ先にそっちを連想するんですか!?」

「あぁ、スマンスマン、流れでついね。で、どんな話だい？」

「え～っと……。剣けんみたいに真まっ直すぐ長くて、柔じゆう軟なん性せいと弾だん性せいを併あわせ持もつ物ってな～んだ？」

「な、何だいそりゃ？　ナゾナゾかい？」

　そうです、ナゾナゾです。ボクにもロキにもさっぱり分からなかった、ブリュンヒルデさまからの挑ちよう戦せん状。ブリュンヒルデさま曰いわく、料理長になら解けるらしいけど……。

「う～ん、分からないなぁ。ヒントはないのかい？」

「ヒントですか？　ヒント、ヒント……ん～、多分ですけど……食べ物？　料理？　もしくは食材とか……ですかね？」

　当てずっぽうで言ってみたけど、料理長に解ける問題って言ったら、つまりそういうことだよね？　あれ、それとも『ミッドガルド』出身って部分にかかってるのかな？

「真まっ直すぐで柔やわらかい……肉……骨……魚……野菜……あ、大根か？　でも柔やわらかくはないよなぁ。煮に込こめば大体柔やわらかくはなるけど……なぁセイ君、柔やわらかいって一口に言うけど、どれくらい柔やわらかければいいんだい？」

「口に入れて、嚙かみ締しめても痛くないくらいが理想ですね」

「あ、ちょっと待った！　分かったぞ、自分で言って気付いたよ」

「え!?　ほ、ホントですか!?」

　凄すごい、今の会話のどこにそんなヒントが？　ボクは未いまだに分からないよ。

　料理長は期待が込こめられたボクの視線を受け、自信ありげな笑えみで答えてみせた。

「こう、剣けんみたいに真まっ直すぐ細長くて柔やわらかくて、おまけにちょっとした弾だん性せいも備わってる物と言ったら──それはズバリ〝ヘチマ〟の事だ！　なっ、そうだろ？」

「ヘチマ？　確かに真まっ直すぐ伸のびてるのが多い印象ですけど、あれってでっかいキュウリみたいなものじゃないですか。あれのどこが柔やわらかいんです？」

「何だセイ君知らないのかい？　あれを煮に詰つめて皮を剝むいて、乾かん燥そうさせればアラ不思議、フニフニ柔やわらかいヘチマたわしが出来上がるのさ！　何なら今度二人で作ってみるかい？」

「ぜひともっ!!　明日にでもお願いします!!」

　身を乗り出して答えるボクに、少々気け圧おされ気味の料理長。いや、だってしょうがないじゃないか！　今のボクが欲ほつしているものにピッタリなアイテムが早くも見つかったんだ、興奮しないわけがない！

「確かレーラズの裏にある農園にもヘチマって生なってましたよね？　収しゆう穫かくはボクがしてくるので、明日の朝一番に作りましょう！」

「あ、あぁ、僕ぼくはそれで構わないけど……セイ君は何で突とつ然ぜんそんな物が欲ほしくなったんだい？」

「うっ！」

　あちゃ～、やっぱりきちゃったか、その質問。

「え～っと、え～っとぉ……実はその……あ！　あれです！　ちょっと最近寝ねつきが悪くて、抱だき枕まくら代わりになる物が欲ほしかったんです！」

「普ふ通つうに売ってるのを買えばいいじゃないか」

「て、手作りの方が愛着が湧わいて癒いやされるんじゃないかなぁと！」

「なるほど、一理あるね。ハハ、なら折角だし枕まくらカバーにもこだわってみるかい？　ブリュンヒルデ様のイラスト付きカバーなら、更さらなる安あん眠みん間ま違ちがいなしだ！」

「や、やだなぁ料理長。そんなカバー付けたら興奮しちゃってむしろ眠ねむれませんよ」

　そのアイデアいただき！　今度ヴィズガさんに描かいてもらおう！　彼かれはエインヘリヤルであると同時に優すぐれた絵師だからね！

「ん……？　うわっ!?」

　幸福な未来に胸を熱くしたその時──ボクは見てしまった。それまで大人しく聞き手に回っていたヘイズに起きた、ある異変に。

（いつも眠ねむそうなヘイズの目がカッと見開かれた！　これはヘイズのインスピレーションが働いた印だっ！　さぁ始まるぞ、ヘイズの世にも恐おそろしい計画が……！）

「カバーにえをかくより、カバーにほんにんをいれれば……ふふ」

　予想以上に発想が恐おそろしいよヘイズ！　もうそれカバーいらないよね？

　とまぁ、そんな恐おそろしい計画は聞かなかったことにしておくとして……とりあえず料理長の了りよう解かいは得られた。

　ボクは早さつ速そくブリュンヒルデさまに謎なぞを解いたことを伝えると、ヘチマたわし作成に立ち会ってもらえるようお願いした。何だかんだで頼たよりきってしまっている上に馬車代わりにしてるみたいで心苦しいけど、これで『ニザヴェリール』までの足は無事確保。

　あとはロキに連れん絡らくしないとなんだけど……そう言えばロキって普ふ段だんどこにいるんだろう？

　全く、住所不定な無職の神さまはこれだから……と溜ため息いきをついていると、ボクの視界の隅すみで何かが動いた。あれはネズミ……？　いや違ちがう、あれはリスだ！　モフモフの毛並みが愛らしい淡あわい栗くり色いろのリス。

　間ま違ちがいない、あれこそ世せ界かい樹じゆ倒とう壊かい未み遂すい事件を引き起こした、ある意味での張本人──。

「ラタトスク！」

　ボクの呼よび掛かけに耳を立て、クリッとリスは小首を傾かしげつつ反転。

「へぇ？　あぁ坊ぼっちゃん！　いや、この呼び方はもう相応ふさわしくありやせんねぇ、これからは親しみを込こめて、セイの旦だん那なと呼ばせて下せぇ。で、旦だん那な。あっしに何かご用事で？」

「うん、丁度良かったよ、実はロキを探しててさ……悪いんだけど、伝言をお願いしてもいいかな？」

「へぇ、お安い御ご用ようでさぁ！　どんな内容で？」

「〝明日の早朝、『ヴァルハラ』に来て〟って感じで」

「ふむふむ、念のため復唱しやす。〝明日の早朝、『ヴァルハラ』で決着をつけるぞゴルァ！〟でやんちゅね？」

「いやそれ後半かなりおかしいよね!?　勝手に尾おヒレつけないでよ！」

「そうでやんちゅか？　あっしはただ、普ふ段だんは言い辛づらい本心を汲くみ取とったつもりで……」

「ありもしない行間を読まないでお願いだから！」

　このリス、ナチュラルに煽あおりやがって……こんなのをメッセンジャーに使ってたからニーズヘッグは世せ界かい樹じゆをヤケ食いする羽目になったんじゃないのか？

「分かりやした、普ふ通つうにお伝えいたしやす」

「ぜひそうして」

　では！　と元気良く敬礼したラタトスクは、その場でピョンと飛とび跳はねると同時に七色の光を残してその場から姿を消した。自由自在の世界間転移か……ボクも人のことは言えないけど、凄すさまじい能力だよね。

「よし、後は今のうちにヘチマを収しゆう穫かくして、朝を待つだけっと。ヘチマたわしかぁ、フェンリルのためでもあるけど、何だか純じゆん粋すいに楽しみかも！」

『ヴァルハラ』の農園で一番立派なヘチマを採ってきたボクは、まだ柔やわらかくないそれを抱だき枕まくらにしてワクワクしながら寝ね床どこにつくのだった。







　あっと言う間に夜が明けて、次の日。枕まくらカバーを手にしたヘイズから徹てつ夜やで逃にげ回まわっていたという料理長を引っ張って、ボクは従業員寮りようの前でロキたちの登場を待った。

「あ、おはようロキ！　こっちこっち！」

　良かった、ロキはちゃんと来たね。ラタトスクは抜ぬかりなく使命を果たしてくれたみたい。

「よぉセイ。ラタトスクから聞いたぜ？　何でも俺おれを追い落として下げ剋こく上じようを狙ねらってるそうじゃねーか。あぁ？」

「よりヒドく伝わってるーーーーっ!?」

　いや、実はこのオチは読めてたよ。ボクは寝ねる前に考えておいた言葉で冷静に対処し、ロキと和解する頃ころには丁度良くブリュンヒルデさまもやって来た。

　ボクらはそのままキッチンへ移動、料理長を中心にしてヘチマの繊せん維い質を抽ちゆう出しゆつすることに成功する。乾かん燥そう作業は移動中にということで、ボクは料理長にお礼を言うとロキとブリュンヒルデさまに連れられてフェンリルのもとへ。もちろん、お弁当は欠かさないよ？

「……昨日の今日とは仕事が早ぇな。物は見つかったのかよ？」

　あれほど悩なやんだ問題の解決を一晩でやってのけたボクらの行動力に、フェンリルは目を丸くして驚おどろいた。

「ふっふっふ、じゃなきゃ来ないよ、頻ひん繁ぱんに来これる距きよ離りでもないし」

　ボクは自じ慢まんげに鼻を鳴らして隣となりに立つロキを見上げると、ロキは頷うなずきとともに歩み出る。片かた膝ひざを突つき、地面に置かれたスカスカのヘチマたわしに両手をかざすロキ。その手に魔ま力りよくの波動を感じた瞬しゆん間かん、ロキは秘術の詠えい唱しように入った。

「《ユミルの頭ず蓋がいに敬拝を。その軀むくろには接せつ吻ぷんを。我ここに、全知を暴き神かむさびせしは不ふ易えき不変の当とう為いなり。生しよう々じよう流る転てんを世に詠うたい、夢む幻げん泡ほう影ようの花と散り、母性、成長、誕生と幸運を象かたどりて、喜き悦えつ、充じゆう足そく、暗示と迷めい妄もうを徴しるして示せ！　フサルク第十八並びに八のルーン、ベルカナ、ウィン！》欺あざむけ……口くち枷かせとなりし罪科の剣つるぎ!!」

　ロキが詠えい唱しようを終えると同時に二つのルーン文字が浮うかび上あがり、残光を散らしてヘチマの中に溶とけていく。するとヘチマは眩まばゆい光を放ちながらドンドン巨きよ大だい化し、やがてフェンリルの口に押おし込こまれた剣けんとそっくり同じものに姿を変えた。

「こ、これが幻惑ウインのルーンの力……？」

「持ってみろよ、セイ。こんだけデカくても軽いぜ、剣けんに見えちゃいるがヘチマだからな」

　言われてボクは剣けんの柄つかの部分を咥くわえてみる。ホントだ、軽い、そしてフニッと柔やわらかい！

　グイッと曲げてもすぐに元の真まっ直すぐな形状に戻もどるし、これなら自由の利きかないフェンリル独りでも簡単に口から出し入れできるよ！

　替かえ玉だまとなる剣けんを用意できたボクたちは、協力してフェンリルの口の剣けんを慎しん重ちように引っ張り出す。竜化したボクが剣けんを支え、ロキとブリュンヒルデさまで剣けんの柄つかを少しずつずらしていき……剣けんは無事にフェンリルの口から取り除かれた。

「ふぃ～、取れたぁ。ねぇロキ、この剣けんはどうすればいい？」

　つっかえ棒になっていた巨きよ大だいな剣けんを指さしてロキに問う。

「島の周りは湖だぜ？　適当に沈しずめとけばバレやしねーさ。竜化したついでだ、悪いがそれはお前に任せるぜ」

　滅めつ多たに頼たのまれない力仕事を任されたボクは揚よう々ようと剣けんを引ひき摺ずっていき、尻尾しつぽを使って湖に投げ入れる。よし、これで証しよう拠こ隠いん滅めつ完かん了りようだ。

「ごくろーさん。んじゃあミッション達成を祝して、いっちょう乾かん杯ぱいといこうぜ！　フェンリルも一いつ緒しよにな！」

「うんっ！」

　ボクが剣けんを捨てに行っていた間に、ロキとブリュンヒルデさまはランチの準備をしてくれていた。ボクは竜化を解いて人間の姿になると、既すでに解かい凍とうされていたボクの料理を持ってフェンリルに歩み寄る。

「はい、昨日料理になったボクの丸焼きだよ。足の部分しか持ってこれなかったけど……今度こそ、良く嚙かんで食べてみて」

　ボクには想像もできないような長い年月、ずっと口を開けっ放しでいたフェンリルはまだ慣れないのか口をモゴモゴさせている。

「そ……それじゃあ……」

　ニヤニヤと嬉うれしそうなロキと、ハラハラと心配そうに見守るブリュンヒルデさま。そんな二人とボクとを交こう互ごに見つめ、フェンリルはボクが持つお皿からペロリと料理を舐なめ取った。

　フェンリルほどの巨きよ体たいには、ボクの肉は正直言って小さすぎる。それでもフェンリルは何度も何度も良く嚙かんで、ようやく料理を飲のみ込こんだ。

「……どうだった？」

　ボクは尋たずねる。でも……それはちょっぴりイジワルな問とい掛かけだったかもしれない。

　何故なぜなら、ボクは聞くまでもなく分かっていた。言葉よりも何よりも雄ゆう弁べんな雫しずくが、彼かれの両目から止めどなく零こぼれ落おちていたのだから。

「うめぇ……あぁ、うめぇ……！　こんなだったよな……これがそうだったよな……！」

　長い長い時を経て、彼かれがようやく嚙かみ締しめたもの。

　それは絶品料理でも何でもない。

　ごくありふれているはずの──ほんの小さな、幸せだった。







　──その日の夜よる遅おそく。

　宴うたげの喧けん噪そうも収まり、草木も寝ね静しずまった頃ころ……どうにも寝ね付つけずにいたボクは部屋の窓辺から夜空を眺ながめていた。

「いい笑え顔がおだったなぁ……フェンリル」

　あっちは狼おおかみで、こっちはイノシシ。お互たがい種族が違ちがうから表情の変化なんてそんなによくは分からなかったはずなのに、ボクにはハッキリとそう感じられた。

　ボクが命いのち懸がけで料理になることで、あんなにも喜んでくれるヒトがいる。美味おいしいと言ってくれるヒトがいる──。うん……これほど食材冥みよう利りに尽つきることは他にないよ。

「明日からも、頑がん張ばらなきゃね」

　前にヒルディが言ってた、仕事に誇ほこりを持ちたいって気持ち……ボクにもようやく理解できたような気がする。

　なぁんて、こんな殊しゆ勝しようなことが言えるのは今だけかもしれないけどね。どんなに言い繕つくろったってさ、死ぬのはやっぱり怖こわいし嫌いやだもん。

「まぁそれはそれとして……一体何なんだろう。この感覚……」

　何故なぜだか寝ね付つけずにいたもう一つの理由。それは、この体の奥おくで燻くすぶる妙みような高ぶり。

　ボクは自分の両前足を静かに見つめる。そこには何も変わらない蹄ひづめがあるだけだけど、ボクは確かに感じていた。ボクの中に芽生えた、新しい力を。

「この感覚は──そうだ。ボクがドラゴンに……〝ファフニール〟に変へん化げできることを自覚した時の感覚と、似てる気がする……」

　でも、どうして今なんだ？　今日このタイミングでこの感覚に襲おそわれたってことは……恐おそらく、ボクは……。

「……あれ？」

　その時、ボクはふと蹄ひづめから窓の外に視線を移す。

　どこからか帰ってきたところなのか、『ヴァルハラ』本館に向かって歩く一つの人ひと影かげ……あれはそう、百人斬ぎりのマッチョマン、ベルゼさんだ。

「こんな時間にまた外から……？」

　前にも朝帰りをしたことがあったけど、今回も同じ理由なのかな？　だとすると、ベルゼさんはオーディンさまに直じき訴そしに行っていたことになる。

（表情が暗い。また軽くあしらわれちゃったのかな……）

　お節せつ介かいなのは、自分でも分かってる。

　それでも結果が気になったボクは、自然と部屋を飛び出していた。







「ベルゼさん」

『ヴァルハラ』本館内、エインヘリヤルたちの宿舎。俯うつむきながら自室に戻もどろうとするベルゼさんに追いついたボクは、静かにそっと呼び止めた。

「……セーフリームニルか。お前もヒマな野や郎ろうだな、まだ起きてやがったのか」

　答えるベルゼさんの声には、覇は気きがない。やっぱり良くないことがあったのか……。

「あの……オーディンさまにお会いしてきたんですよね？」

「オーディン様に？　別に会ってねぇよ」

「え？　あ、そうなんですか。何だ、今外から帰ってきたみたいだからそうだとばっかり」

「会って下さらなかった」

「……え？」

　ボクの言葉を遮さえぎるように声が重なり、ボクは思わず聞き返す。ベルゼさんは暗い光を宿した目でこちらを射い貫ぬくと、低い声で告げた。

「分からねぇか？　門もん前ぜん払ばらいだよ。俺おれごときの言葉なんざ……いや……俺おれという存在なんざ、あの方にとっちゃそこらを漂ただよう塵ちり以下ってこった。気に留とめる価値すらねぇ。正直言ってガッカリだぜ……まさかこうまで相手にされねぇなんてな」

「そんな……何かの間ま違ちがいじゃ……」

「ククッ、その言葉……『ヴァーラスキャルヴ』の門前で俺おれが何度呟つぶやいたかお前に分かるか？　気にすんなよ、お前は主神のお気に入り、俺おれは有う象ぞう無む象ぞうのゴミクズだ。端はなから同列だなんて思っちゃいねぇさ」

　何もかもを諦あきらめたような、何もかもをかなぐり捨てたような、その笑え顔がお。それに一いち抹まつの憐れん憫びんを抱いだいた瞬しゆん間かん──ボクの全身を冷たい震ふるえが駆かけ巡めぐった。

「……この下らねぇ価値観を取とり払はらわねぇ限りは……な」
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　身も凍こおるほどの殺意を振ふり撒まきながら、部屋に消えていくベルゼさん。

　この負の感情は、一時のもの？　それとも……。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ、だよね……？　だってベルゼさんには、相談に乗ってくれる仲間がたくさんいる。親身になってくれる人だって……」

　ボクは祈いのりを込こめるように、夜空の星に想おもいを託たくす。だけど……。

　わざとらしく声に出した独り言は、まるで不協和音のように……暗い世界に取り残されたような気がした。







[image: 六　～咎色のベルセルク～]




「ふわわ～……いい天気だぁ。今日も『アースガルド』は異常ナシ、と」

　部屋の窓辺から空を見上げ、しみじみと。ボクは大きなあくびを嚙かみしめながら一人呟つぶやく。

　うんうん、やっぱり平和が何よりだよ。ここのところ立て続けに起こった色んな問題がようやく全部片付いたところなのに、心の中だけ曇くもり空ぞらだなんて嫌いやだもんね。

「全くもう……ベルゼさんが変な空気出すもんだから、ムダに警けい戒かいしちゃったよ」

　そう──ちょっと尋じん常じようじゃないくらいに落おち込こんでいたベルゼさんと話をしたあの日から、もうかれこれ一週間くらいの時が経たとうとしていた。

　あれから心配していたようなことは何もなく、『アースガルド』は本日も平常運転。思わずあくびが出るほどに平和そのものだ。

　実は昨日久ひさし振ぶりにすれ違ちがった時にもちょっと話をしたんだけど、ベルゼさんはいつもの前向きさを取とり戻もどしていたようだった。

　過度な心配は杞き憂ゆうに終わって一安心。ボクは穏おだやかな日差しが降り注ぐ昼下がりの中で、すっかり暇ひまを持て余していた。

「暇ひまというか、退たい屈くつ……って、これはもう言っちゃダメな言葉かもなぁ」

　呟つぶやきかけたセリフを自分で拾い、ボクは心のゴミ箱に投げ入れる。だってさ、こんなに暇ひまでいられるのはきっと今だけだと思うから。

　ボクは十日くらい前、外がい海かい王おうエーギルさまに気に入られた。これからは定期的に食しよく糧りようの買い付け任務にお付き合いすることになるだろうし、これまでとは一味違ちがった生活が待ってるはずだ。

　しかもそれだけじゃない。魔ま法ほうの紐ひもグレイプニルの拘こう束そくからフェンリルを解き放つため、イーヴァルディの剣けんの材料集めをロキが鋭えい意い画策中。面おも白しろそうなことはこれから先もまだまだ続きそうで、退たい屈くつだなんて言ってたらきっとバチが当たっちゃうよ。

「……ってあれ？　何だろう、下が急に騒そう々ぞうしいような……」

　ひょっとして何か事件でも……？　お、おかしいな、ボク、退たい屈くつだなんてまだハッキリとは言ってないよ？

　面めん倒どうなことにならなければいいなと祈いのりつつ、ボクはちゃっかり部屋の外へ。だってホラ、やっぱり暇ひまで退たい屈くつですから……ってハッキリ言っちゃったよ今！

「うわっ、結構な人数が集まってるなぁ。あの、何かあったんですか？」

　従業員寮りようを出て、やってきたのは『ヴァルハラ』本館入り口前。形成されていた黒山の人だかりに向かって、ボクはのほほんと問とい掛かける。でも、そこに返ってきたのはボクとはまるで正反対の、切せつ羽ぱ詰つまった男の声だった。

「邪じや魔まだ退どけチビ助すけ！　ジイさんが……ヴィズガのジイさんが斬きられたんだよっ!!」

「…………えっ!?」

　ここに来て、ボクにもようやくことの重大さが伝わる。

　目の前に広がる人の壁かべ──その隙すき間まから覗のぞいて見えた、担たん架かで運ばれていく人ひと影かげ。通り過ぎた地面に真っ赤な線を引いていくそれは、紛まぎれもなく……『黒き剣けん聖せい』ヴィズガさんだった。







　──それから数時間後。

　夜も深まって日が変わり、そろりそろりと夜明けの足音が聞こえ始めた頃ころ──。

「うっはぁ！　もうつっかれたぁ～！」

　とっくに清せい掃そうも済んで静まり返っていた『ヴァルハラ大食堂』に、ヴァルキューレ姉妹しまいの七女・ジークルーネさまの疲ひ弊へいした声が響ひびき渡わたる。

　そのままフラフラと進み、壁かべ際ぎわのソファーに体を投げ出すジークルーネさま。遅おくれて大食堂にやってきた四女のヴァルトラウテさまは、そんな彼かの女じよを見て緩ゆるく窘たしなめた。

「こ～らルーネちゃん。女の子なんだから、そんなハシタナイ声出しちゃメッ、よ？」

「う～、でもラウテ姉さん、ほぼ夜通し治癒ベルカナのルーン使いっぱなしだったのよ？　あたしもうクタクタで……」

「もうルーネちゃんたら、夜はこれからが本番なのにぃ」

「あ、あのっ、お疲つかれ様さまでした！　ジークルーネさま、ヴァルトラウテさま！」

　そんなお二人に、大食堂で待っていたボクはすぐさま労ねぎらいの言葉をかける。

　それに手て振ぶりだけでぞんざいに答えるジークルーネさまに対し、ヴァルトラウテさまはこちらに向き直ると同時にしゃがみ込こみ、微笑ほほえみながらボクの頭を撫なでてくれた。

「ありがと～ボクちゃ～ん。ヴィズガお爺じいちゃんが心配で起きてたのねぇ？　大だい丈じよう夫ぶよ～、お爺じいちゃんもう峠とうげは越こえたからぁ」

「ホ、ホントですか!?　良かったぁ……。あの、本当にありがとうございました！」

「いえいえどういたしまして～。……よっこらしょっと」

　ほわっとした温かい笑え顔がおで答えつつ、ジークルーネさまの隣となりに座すわるヴァルトラウテさま。やけに年寄り臭くさい掛かけ声ごえが飛び出した辺り、ヴァルトラウテさまもちょっとお疲つかれみたいだ。

　そりゃそうだよね。何せお二人は泣きつくボクのお願いを聞いて、昼から今までずっとヴィズガさんの治ち癒ゆにあたって下さっていたんだから──。

　ヴィズガさんの容体は一刻を争うものだったため、普ふ段だんはヘイズの搾さく乳にゆう室として使われている離はなれの部屋は急きゆう遽きよ、治ち療りよう室として使われることになった。

　ヴァルキューレ姉妹しまいの中でも特に治ち癒ゆ能力に長たけたお二人。そのお二人の力をもってしても持ち直すのにこんなに時間がかかるなんて……いや、持ち直しただけでも充じゆう分ぶんに奇き跡せきだよね。

　とはいえヴァルトラウテさま曰いわく、ヴィズガさんが受けた傷はあまりにも深く、意識を取とり戻もどすにはもうしばらく時間がかかる見み込こみらしい。

　手っ取り早く元気になってほしければ、むしろ日にち没ぼつ前にトドメを刺さすべきだった。ボクたちエインヘリヤルなら、それで全てが解決できた。

　でも……そんな方法はダメだ。たとえ生き返れるとしても、その命の重さは決して軽くはないんだから。

「無む闇やみに死んでいいわけない。〝生きてる方が何とやら〟、だよ」

　ボクはすっかり気に入ってしまったロキのフレーズを呟つぶやき、そっと胸に仕し舞まい込こむ。

　だけど──この時のボクは知らなかった。

　彼かの剣けん聖せいに刻まれたその傷が、この神界『アースガルド』に未み曽ぞ有うの危機をもたらす前兆だったということを……。







「よぉ、お疲つかれさんジークルーネ。それにヴァルトラウテもな」

　頑がん張ばって下さったお二人にボクが台車で飲み物を運んできたところで、『ヴァルハラ大食堂』にロキがやってきた。

　夕方に一度様子を見にきて、「また来るわ」と出ていったロキだったけど……。

「あ、ロキ様。……とオーディン様っ!?　ど、どうしてこちらに……それにトール様方まで！」

　ロキが引き連れてきた面々に気付いた瞬しゆん間かん、それまでソファーに寝ね転ころがっていたジークルーネさまは勢いよく飛び起きる。

　ボクだってビックリだよ。何しろ今の大食堂には、オーディンさまをはじめとする神界のお歴々が勢せい揃ぞろい。巨人殺しのトールさまに、軍神のフレイさまとテュールさま、そして光の神バルドルさま。おまけにヴァルキューレ姉妹しまい全員を従えたフレイヤさままで……。

　何これ、以前の世せ界かい樹じゆ倒とう壊かい未み遂すい事件の時と全く同じ顔かお触ぶれじゃないか！

「ま、念には念をと思ってよ、とりあえず一ひと揃そろえ連れてきた。こいつは俺おれの勘かんだがこの一件……ちょいとキナ臭くさい感じがするもんでな」

「……」

　とその時──恐おそろしく不ふ機き嫌げんそうな視線が向けられていることにボクは気付いた。視線を投げていたのは、こともあろうにオーディンさまだ。

「？　え、えっと……」

　な、何だろう？　とりあえず目を逸そらしてみたものの、睨にらまれる理由が分からない。そんな押おし潰つぶされそうな沈ちん黙もくを破ったのは、やっぱりというかロキだった。

「ジークルーネ、悪わりぃがちょいと話を聞かせてくれ。爺じいさんの傷は刃は物ものによる切せつ創そう……って事で間ま違ちがいねーか？」

「はい。それも正面から袈け裟さ懸がけに、バッサリと」

「へぇ、正面から、ね。ならついでにもう一つ……それは不意打ちだったと思うか？」

「不意打ちですか？　んー……今回お爺じいさんの腰こしの方は問題なくて、その上で彼かれの傍そばには抜ぬき身の愛あい剣けんが落ちてたって話なので……不意打ちの線は低いと思いますね」

　ジークルーネさまの返答を聞いた途と端たん、ロキの吐と息いきには暗い落らく胆たんの色が混ざり込こむ。

「チ……やっぱそうかよ。となるとこいつは中々にマズい状じよう況きようだぜ……」

　呟つぶやき、ガシガシと頭を搔かきむしるロキ。ロキだけでなく、その場に集まった神さまたちは全員が重苦しい沈ちん黙もくを守っていた。

　そう──アースを束ねる最高神・オーディンさまでさえも。

「あ……あの……何がそんなにマズいのかな？」

　ボクは緊きん張ちように体を強こわ張ばらせつつ、前足を上げて隣となりのロキに質問する。

　今まで散々命の尊さを説いておいてアレだけどさ、ヴィズガさんはエインヘリヤル、つまり毎晩死ぬまで訓練するのがそもそも日課だったわけで……。

　そんなヴィズガさんが大ケガをしたのって、ここまで大ごとにするほどのことなのかな？

「何がマズいかって？　そりゃ違ちがうぜセイ。何がじゃねぇ、何もかもがマズいのさ」

　ボクの質問に答えつつ、懐ふところから二本の小枝を取り出すロキ。その小枝をぶつけ合いながら、ロキは言った。

「セイ。爺じいさんの実力はお前も知ってるよな？」

「う、うん。ヴィズガさんの選定任務にはボクも同行してたからね。あの時はゲルヒさまを相手にしながら、物もの凄すごい立ち回りだったよ」

「そうだな。だが……あの時のアレは、互たがいに本気じゃなかった。そしてもし互たがいが本気を出していたのなら──」

　ロキはそこで言葉にタメを作ったかと思うと、右手に持っていた方の小枝をボキリとへし折る。折れた小枝がパラパラと床ゆかに落ちる中……ヒドく冷れい淡たんな声が言葉の先を継ついだ。

「勝ったのは十中八九、爺じいさんの方だ」

「えっ!?」

　それを聞いたボクは驚おどろいてゲルヒさまを見る。するとゲルヒさまはちょっぴり悔くやしそうに唇くちびるを嚙かみながらも、ロキの言葉を肯こう定ていした。

「ロキ様の仰おつしやる通りですわ。武芸の腕うでにおいてはワタクシの方がまだ上うわ手てでも、彼かれとワタクシとでは武器の性能が違ちがい過ぎる。もしもあの時、例の愛剣ミームングを出し惜おしみせず抜ぬかれていたのなら……間ま違ちがいなくヴィズガの勝ちだったでしょう」

「武器の性能の差……ですか？」

「そうですわ。ワタクシの槍やり〝アルダ・ツヴァイク〟も伊達だてではありませんが、ヴィズガの持つミームングは更さらにその上をいく代しろ物もの。何しろアレは、彼かれのお父上にして伝説の鍛冶かじ師しヴェルンドの最高傑けつ作さく──〝勝利の剣けん〟の姉妹しまい剣けんなのですから」

「!!」

　ミームングが……勝利の剣けんの姉妹しまい剣けん……!?

　う……噓うそでしょ？　前にグリンブルスティが言ってた。勝利の剣けんは、世界の終末『ラグナロク』を制する鍵かぎとなる剣けんだって。ヴィズガさんのミームングはそこまで凄すごい剣けんだったのか！

「ヴィズガは重度のギックリ腰ごし持ちですが、本領さえ発揮できれば肩かた書がき通りの実力を今でも有していますわ。それは即すなわち、竜さえ討うち取とったという人間の大英えい雄ゆうに匹ひつ敵てきする力。そんな彼かれが不意打ちではなく真正面から向き合い、ミームングを抜ぬいてまで重傷を負わされたという事は……相手は間ま違ちがいなく相当な使い手でしてよ。それこそ我々神族を、脅おびやかすほどの」

「竜殺しの大英えい雄ゆうを、超こえる力……」

　竜殺しの大英えい雄ゆうの話は、ヴィズガさんを選定する時にボクも聞いた。そしてドラゴンという最上級架か空くう種しゆがどれほどの化け物だったかは、実際に戦ったボクが誰だれよりもよく知っている。

　万ばん全ぜんであれば単身でニーズヘッグを討うつことも可能なはずのヴィズガさんが、真正面から相あい対たいして敗れた。それほどの使い手が、この『アースガルド』のどこかに潜ひそんでいる。

　なるほど、よく分かったよ。今ボクたちが置かれている状じよう況きようが、どれだけマズいのかってことが。

「ヴィズガさんをやったのは……誰だれなのかな？」

　ボクが誰だれにともなく尋たずねた──その時だった。それまでずっと押おし黙だまっていたオーディンさまが、腕うで組ぐみを解きながらゆっくりと口を開いた。

「聞き出すチャンスはあったであろう。ヴィズガとやらはエインヘリヤル、死ねば日にち没ぼつと共に新しい体になって生き返る存在だ。ならば初めから日にち没ぼつ前にトドメを刺さしておけば、今いま頃ごろは五体満足に蘇そ生せいしておったはず。それを見す見す見み逃のがす羽目になったのは……一体誰だれのせいだ？　煤すすけイノシシ」

「誰だれのせい、って……お、お待ち下さいオーディンさま、ボクはただ……！」

　どこからともなく現れた神しん槍そうグングニルがボクの眉み間けんに狙ねらいを定め、今まで生きていたことを後こう悔かいしたくなるほどの殺気がボクを射い貫ぬく。

　そんな……ヴィズガさんを助けて欲ほしいとジークルーネさまたちに懇こん願がんしたのは確かにボクだ。でも……ボクがしたことは、主神の怒いかりを買うほどの罪だったっていうの？

　恐きよう怖ふ以上のやるせなさがボクを襲おそおうとした瞬しゆん間かん、ボクの頭に触ふれる温かな掌てのひら。見上げたそこに浮うかんでいたのは、ロキの優やさしい笑え顔がおだった。

「それをほじくり返すなよ兄貴。確かに兄貴の言う通りにしておけば、元気に生き返った爺じいさん本人からとっくに犯人を聞き出せただろうがよ……それをしちまったらアンタのどこに神の威い厳げんが残る？　ちったぁ頭冷やしちゃどうだ『戦死者の父ヴアルフアズル』さんよ。死せる英雄エインヘリヤルを迎むかえる気高き者は、いつから悪あく魔まに成り下がったんだ？」

「っ……人の世に広まった我わが呼び名ケニング、か。そうであったな……このワシとした事が、少々冷静さを欠いていたようだ。ワシはそれほどまでに、焦あせっているという事か……」

　ロキの指し摘てきを受け、オーディンさまは頭を押おさえて首を振ふる。どうやら義ぎ弟ていの言葉を聞き入れられるくらいの素す直なおさは、まだ残っていたみたい。ここで二人の兄弟ゲンカまで始まっちゃったらますます状じよう況きようがマズくなるところだっただけに、一安心だよ。

　それにしても、オーディンさまご自身の口からついに〝焦あせり〟という単語が出てきたか……。この前ロスヴァイセさま……もとい、ヴァイセがチラリと言ってたけど、ここ最近のオーディンさまの不ふ機き嫌げんは、どうやら焦あせりからくるもので間ま違ちがいなさそうだ。

「……ワシはな……先日の世せ界かい樹じゆ倒とう壊かいの一件こそが『ラグナロク』だと思っていた。だがミーミルは、ワシの考えをあっさりと否定したのだ。世界の終末『ラグナロク』は、未いまだ起こってはいなかった。あれほどの規模の事件でさえ違ちがうというのなら……『ラグナロク』とは一体どれほどのものなのか。ワシは正直……恐おそれている」

　主神のプライドを捨て、弱気な本音を白状なさるオーディンさま。それはこれまでの八つ当たりじみた行こう為いを詫わびるために、あえて告げられたことかもしれない。

　でもボクは思う。恐おそれることは決して恥はじなんかじゃないんだって。大だい丈じよう夫ぶ、オーディンさまには何よりも頼たよれるご子息さまが大勢いらっしゃるんだから。みんなで協力すれば、『ラグナロク』がどんなものであろうときっと乗のり越こえられるはずだよ。

「ケッ……このオレ様もまだまだヒヨッコって事かねぇ。親父おやじにそんな情けねぇセリフを吐はかせちまうたぁな。おう親父おやじ、顔上げろや！　竜だろうが竜殺しだろうが、それこそ巨きよ人じんだろうが関係ねぇ！　オレ様さま達たちアース神族に盾たて突つく奴やつぁ、この雷らい神じんトール様が全部まとめてぶっ潰つぶしてやるからよ！」

　ぶ厚い胸むな板いたをドカンと叩たたき、真っ先に啖たん呵かを切ってみせるトールさま。トールさまだけじゃない、この場にいる全員がきっと同じ気持ちだ。

「……よし！　主神オーディンの名において命ずる。まずは此こ度たびの事件の犯人を洗い出せ！　そしてもし犯人が巨きよ人じんであったなら……これを『ラグナロク』と断定する！　全軍をこの地に集め、〝ギャラルホルン〟の角笛を吹ふき鳴ならすのだ!!」

　弱い心を振ふり払はらったオーディンさまの命めいが下り、まさに天を衝つくような意気を発するアースの神さまたち＆ボク。

　ヴィズガさんが目を覚ましてくれさえすれば、犯人はすぐにでも分かるかもしれない。だけどそれを待ってるだけじゃいられない。神々の敵は、もう既すでに動き始めてるんだから。

　何が目的なのかは知らないけど、好きにはさせない。絶対に正体を摑つかんでやる！







「うおっ、まぶしっ！　っと……そっか、もう朝なのか」

　勢い込んで『ヴァルハラ』を出たボクは、真っ赤な朝焼けを演出する西の空を見て目を細めた。あ～あ、結局徹てつ夜やになっちゃったなぁ。

　模も範はん的いい子なボクは徹てつ夜やなんてあんまりやらないことだから、正直言うとちょっぴり体がダルい。昨夜の〝グルヴェイグ〟発動による魔ま力りよく消費だけはそこそこ回復してるはずだけど、できればあんまり無茶はしたくない……そういう事態にならなきゃ一番なんだけど。

「よぉセイ、お前ならこの後どうするよ？」

　何故なぜだか当然のように後をついてきたロキが、ボクに問う。ボクは全身の気だるさを押おし殺ころしつつ、差し当たってやりたいことを答えた。

「まずはやっぱりラタトスクを探すところからかな。あのリスだったらきっといい情報を持ってる気がするんだよね。もしかしたら、前の時みたいにもう犯人を知ってるかも」

「流石さすがだな。実は俺おれも全く同意見だが……どうにもさっきから野や郎ろうの気配が見当たらねぇんだ。探せばどっかしらに隠かくれてやがる筈はずなんだがな……。おっ、ブリュンヒルデ！　ちょいとばかり手を貸してくれ。お前が裸はだか踊おどりの一つも披ひ露ろうしてくれりゃあ、野や郎ろうも一発で釣つれる筈はずだぜ」

　ボクらより少し遅おくれて『ヴァルハラ』から出てきたブリュンヒルデさまを捕つかまえたその途と端たん、とんでもない提案を持もち掛かけるロキ。

　い……言ったッ!!　さすがロキ！　ボクには言えないことを平然と言ってのけるッ！　そこにシビれる！　あこがれるゥ！

「ロ……ロキ様……そんな……まさか……！」

　あ、あれ？　ブリュンヒルデさまってば、まるでこの世の終わりみたいな顔でロキのことを見てるぞ？　あ～らら、こりゃ本気で嫌きらわれたねロキ。やっぱり前言撤てつ回かい、ボクはロキのどこにも憧あこがれないようにしなくちゃ。

「お、おいブリュンヒルデ？　待ってくれよ、今のはもちろんジョークだぜ？　分かるよな？」

「違ちがいますロキ様！　そんな事よりあれを見て下さい！」

　ロキの言い訳をズバッと切り捨て、震ふるえる指先で西の空を指し示すブリュンヒルデさま。

「……？　ただの朝日じゃねーか。あれがどうかしたのかよ？」

　うん。ボクもロキが言う以上のことは感じない。ブリュンヒルデさまは一体何をそんなに狼狽うろたえてらっしゃるんだ？

「もしあれが朝日なら……どうして西の空にあるんです？」

　揃そろって首を捻ひねるボクらに告げられた、その答え。衝しよう撃げきの事実を耳にした瞬しゆん間かん、ボクとロキは矢よりも速いスピードで太陽に振ふり向むいた。

「……噓うそでしょ？　ブリュンヒルデさまが仰おつしやる通り、あっちは西だよ！　おかしいよね!?　だって朝日っていったら普ふ通つうは東の空から昇のぼるものじゃないか！　あれじゃまるで夕日だよ！」

「っ……たまげたぜ。何故なぜこうなってやがるかは知らねーが……こいつぁ本ほん腰ごし入れて掛かからなきゃならねぇ大事件かもしれねーぜ？」

　ロキの頰ほおを伝う冷ひや汗あせが、この事件の重大さを雄ゆう弁べんに物語る。ひょっとしたらこの『アースガルド』で……いや。〝九つの世界〟全てを震しん撼かんさせるような何かが既すでに起こっているのかもしれない。

　ここは一度、世界中を見み渡わたせるというオーディンさまの玉座で状じよう況きようを把は握あくすべき。そうロキに提案しようとした時──その声は響ひびいた。

「大変ですわ！　エインヘリヤル達たちが……エインヘリヤル達たちが宿舎におりませんのっ！」

『ヴァルハラ』本館入り口前。犯人探しに出ていこうとするみんなを呼び止める形で、血相を変えたゲルヒさまが飛とび込こんでくる。

　エインヘリヤルたちが宿舎にいない？　どういうことだろう、早朝ジョギングをしてるいつものボクならこの時間には起きてるけど、エインヘリヤルたちはまだ宿舎で眠ねむっているはずだ。

「一いつ斉せいに連れション……ってこたぁねーよな。だとすると……おいゲルヒルデ、悪わりぃがちょいと演習場の方を覗のぞいてきてくれねーか？」

「……いえ……ロキ様。どうやらその必要はなさそうでしてよ……」

　震ふるえる声でロキの頼たのみを拒こばむゲルヒさま。

　そしてその声が言い終わらないうちに、ロキの顔つきも険しいものへと変わる。

　その鋭するどい視線が投げられたのは、ボクの背後。振ふり返かえりたくないと思いつつ、振ふり返かえらずにはいられなかった。

「これはこれはアースの神様がた。おはようございます」

　聞こえた声を合図に振ふり返かえったその先。『ヴァルハラ』本館入り口前の広場は、いつの間にか大勢のエインヘリヤルたちによって埋うめ尽つくされていた。

　朝の夕日を背に浴びて立つ軍勢。彼かれらはそれぞれが本格的に武装し、剝むき出だしの戦意を辺りに撒まき散ちらしている。演習中の彼かれらはいつもこんな感じだ、別に変わったことなんてない。

　その戦意が……こちらに向けられてさえいなければ。

「よぉお前ら。俺おれの勘かん違ちがいかもしれねーから一応聞いとくぜ。こいつは一体なんの真似まねだ？」

　不ふ穏おんな空気を引ひき裂さいて、軍勢にロキが問う。

　そこに返ってきたのは、不ふ遜そんな感情をありありと浮うかべた男の声だった。

「なんの真似まねかって……いやいや、仰おつしやる意味が分かりやせんねぇ。俺おれたちゃこれからいつもの演習ですよ。お偉えらい神サマがたのご命令で、ね」

『ヴァルハラ』を包囲する軍勢の中心、派手な戦闘用馬車チヤリオツトの上から響ひびいてきたのは、恐おそらくこの騒そう動どうの扇せん動どう者しやの声。

　……あれ……え、ちょっと待った。噓うそでしょ？　この声って……まさか……！

「そんな……ベルゼ、さん……？」

　扇せん動どう者しやの姿を見て、ボクは絶句した。

　いや……この可能性を全く考えていなかったわけじゃない。だけど本当にこうなってしまうなんて、ボクは考えたくなかった。

「ところでそこにオーディン様はおりやすかい？　演習前にちょいとばかり相談があったんですが……どうも『ヴァーラスキャルヴ』にはおられなかったようで。ひょっとしたらここなのかと思いやしてね」

「ワシならここにおる。が……ただの相談にしては随ずい分ぶんと物々しいではないか、人間」

　ベルゼさんの呼び声に応じて、『ヴァルハラ』の中からオーディンさまがお姿を現す。まだ何の問答も始まってないのに、早くも一いつ触しよく即そく発はつなこの空気……嫌いやな予感しかしないよ。

「物々しいのはご勘かん弁べんを。何せこれから実戦形式の演習があるもので。ただ……今日のソレが〝演習〟になるか〝実戦〟になるか、それはあなた様次し第だいですがね？」

「……回りくどい話は好かぬ。さっさと要求を述べよ」

「こいつは話が早くて助かりまさぁ。では単刀直入に申し上げて……〝我々エインヘリヤルは、待たい遇ぐうの改善を要求します〟」

「待たい遇ぐうの改善？　それは妙みような言いい種ぐさだな。貴様らエインヘリヤルには既すでに格別の待たい遇ぐうを以もつて応えている筈はずだが？　死に続ける毎日に嫌いや気けでも差したか？」

「チ……あんたやっぱり俺おれ達たちをナメてるな。そういう事じゃねぇんだよ、死に続ける事自体に不満はねぇ。だがよ、俺おれ達たちには死に続けたその先に何も見えねぇんだ。イノシシのエインヘリヤル・セーフリームニルはドラゴンを討うって武ぶ勲くんを立てたんだろ？　なら俺おれ達たちにも……人間のエインヘリヤルにもそのチャンスをくれ！　何しろ俺おれはもう──竜を殺やれるんだからよ」

　ベルゼさんが、竜を殺せる……？　それってつまり、竜殺しの大英えい雄ゆうやヴィズガさんと同じだけの力を、今のベルゼさんも持ってるってこと？

「貴様……何を根こん拠きよにそれを嘯うそぶく」

「まだ分からねぇのか？　オーディン。ヴィズガの爺じいさんを斬きったのはな……この俺おれだよ」

　っ、そんな……バカな！　ヴィズガさんを襲おそった犯人はベルゼさんだったっていうのか!?　信じられない、一体どうしてそんなことを……！

「オーディンよ。あんたは俺おれの話に全く耳を貸さなかったから覚えがねぇかもしれねぇがな、俺おれはもう何度も何度もあんたにこっちの要求を訴うつたえてきた。だがその都度惨みじめに追い返されて、挙句の果てには門もん前ぜん払ばらいだ！　武ぶ勲くん一つ立てる機会も与あたえられずに飼い殺しなんざ、俺おれぁ真っ平だぜ！　そして今ここに集まってる連中全員が俺おれと同じ思いだ！」

　馬車の上で大きく両りよう腕うでを広げてみせるベルゼさん。

　まさか全てのエインヘリヤルがこの場にいるとは思えないけど、彼かれを取り巻く男たちは無限とも思えるような軍勢だ。

　ヴィズガさんが斬きられた時のエインヘリヤルたちの慌あわてぶりからして、恐おそらく決起の時にはここまで大規模じゃなかったはず。でも……この一晩のうちに、これだけの男たちがベルゼさんの思いに賛同を示したんだ。

　前に何度か、このままじゃ良くないと考えたことがあったけど……あれは後回しにしていい問題じゃなかった。エインヘリヤルたちが抱かかえていた不満は、すぐにでも手を打たなければいけないほどに大きいものだったんだ……！

「さぁ、選べよオーディン。要求を吞のんで俺おれ達たちに栄えい誉よを与あたえるか、要求を拒こばんで俺おれ達たちに栄光を奪うばわれるか……二つに一つだ」

「……その答えは初めから一つであろう。嚙かみ付ついてきた飼い犬の頭をこのワシが、撫なでて許すとでも思うのか？」

「やっぱそうなるか。分かっちゃいたが、我らが主君様はつくづく傲ごう慢まんでいらっしゃる。だが……こっちも飼い主に似ちまったのか、負けず劣おとらず傲ごう慢まんだ。さて、交こう渉しようが決けつ裂れつしたからにゃあ、アンタにゃさっさと玉座を下りてもらうぜ。……神殺しの始まりだ」

　ベルゼさんは背負っていた大たい剣けんを手にすると、まるで何かに合図を送るかのように切っ先でグルグルと天を搔かき回まわす。その瞬しゆん間かん……この期ごに及およんでボクらは信じられない光景を目にした。

「そ、そんな……ロキ！　あれって……！」

「っ……有り得ねぇ事が起こり得てる……前に自分で考案しといて何だが、まさかこの目で拝める日が来るとはな。掟おきて破りの〝連続日にち没ぼつ〟ってやつを……！」

　地平線の表と裏とを素す早ばやく交こう互ごに行き来する太陽。あの動きが意味することは一つ、太陽の女め神がみソールさまが、既すでにエインヘリヤルたちの手に落ちているということ。

　そしてこの状じよう況きよう下において、日にち没ぼつごとに蘇そ生せいするボクたちエインヘリヤルは事実上の不死ということだ。

「おっと、言い忘れてたがオーディンよ。ヴィズガの爺じいさんを斬きったのは確かに俺おれだが……その実力を持ってるのが俺おれだけだと思うなよ？　アンタが命じた殺し合いの毎日で技わざを磨みがかれたのは──俺おれ達たち二十万人全員だ。ククククク……ハァーーッハッハッハッハ!!」

　狂きよう気きに満ちた高笑いを残して、ベルゼさんは馬車を反転。取り巻き部隊を率いて最前線から離り脱だつしていく。それと同時にその場に残った軍勢は一いつ斉せいに散開、ボクらのいる『ヴァルハラ』は瞬またたく間まに包囲されてしまった。

「野や郎ろうッ!!　全員挽ひき肉にくにしてやるぜっ!!」

「待てトール！　奴やつらの出方、何かおかしい！」

　血気に逸はやるトールさまをオーディンさまが引き止める。その場をフレイさまとテュールさまの軍神コンビに任せると、何故なぜかオーディンさまは他のみんなを館の広間に集めて籠ろう城じようの構えを取った。

「オイ親父おやじどういうこったよ！　殺やっちまえば済む話だろうが!!」

「頭を使えトール。あの場にいる者共を皆みな殺ごろしにしたとして、それでどうなるというのだ？　今の奴やつらは何度でも蘇よみがえる。目に見えている数だけが敵ではないのだ」

「そうかよ！　なら何度でもぶち殺すまでだ!!」

「一人一人が竜すら屠ほふる軍勢を相手にか？　いくらそなたでも少々敵を甘あまく見み過ぎだ。もっともそなたの魔ま力りよくと体力が、奴やつらと同じ無限であるというのなら話は別だがな」

「っ……、ちったぁ歯応えがありそうかもな……」

　オーディンさまの冷静な分ぶん析せきが、熱くなっていたトールさまの頭を冷やす。だけどその分、ボクの心は絶望感に凍こおり付ついてしまった。だってそんなとんでもない人たちを相手に、一体これからどうすればいいのか……。

「まぁ案ずるな。奴やつらが物量に任せて雪崩なだれ込こんでこぬという事は、奴やつらもこちらを恐おそれているという事だ。いくら生き返れるといっても、死が苦痛でなくなる訳ではないのだからな」

　言って、オーディンさまの隻せき眼がんがボクを見下ろす。同意を求められたような気がして、ボクは小さく頷うなずいて答えた。

「だが、奴やつらとて考えがない訳ではあるまい。何しろここまでの事をやってのけたのだからな……わざわざ攻こう勢せいに出ずとも勝てる、そんな極ごく上じようの切り札が用意されているはずだ」

　エインヘリヤルたちの切り札……それってつまり、今以上に厄やつ介かいなことがまだ残されているってこと？

　二十万の竜殺し、おまけに不死身。そこまでの戦力とお膳ぜん立だてを用意しておいてなお、攻こう勢せいに出ることなく勝利する方法……それって……。

「彼かれらが望んでいるのは……こっちの自じ滅めつ？」

「ほぅ？　そこに思い至るとはな。先の非礼は詫わびさせてもらおうセーフリームニル。流石さすがはロキが一目置くイノシシなだけはあるという事か」

　うわ、あのオーディンさまから直接お褒ほめ頂けるなんてニーズヘッグと戦ったあの日以来だよ。嬉うれしくて思わずニヤけちゃうけど、こういう特とく別べつ扱あつかいがエインヘリヤルへの格差を生んだのかと思うと、ちょっと複雑でもあったり……。

「セーフリームニルが言うように、恐おそらく奴やつらの狙ねらいは神々の自じ滅めつ。何しろ奴やつらが如何いかなる力を有していようと所しよ詮せんは人間。無限に生き返る力など、我ら神々の前では無限に死に続ける力でしかないのだからな」

　確かに、それはオーディンさまの言う通りだ。あの日のボクがニーズヘッグに勝てたのは、死にながらでも攻こう撃げきを続けてさえいれば勝てる未来があったから。どんなに攻こう撃げきしても勝てないような敵を相手にしたら、無限蘇そ生せい戦術なんてただの無限拷ごう問もん術でしかない。

「だが……こちらが奴やつらを圧あつ倒とうできるのは万ばん全ぜんである内だけだ。もしも我らの本領を封ふうじられるような事態になれば、竜殺しの軍勢は神々すら脅おびやかす存在となるだろう。そしてそんな事態を引き起こすであろう我らの弱点は──若さの果実〝黄金の林りん檎ご〟に他ならぬ」

「チ……そういう事かよ。無限蘇そ生せい戦術で長期戦に入られたら、半不老の俺おれはともかくこっちはいずれ〝老い〟が始まる。そうなりゃ後はお好きにどうぞって寸法か」

「そうだロキ。外にいる者共はさしずめ、我らをこの場に釘くぎ付づけにする陽動部隊といったところか。なればこそ、我らが何より優先すべきは林りん檎ごの確保だ。しかし……それは簡単にはいかぬであろうな。外を見てみよ」

　そこまで言ったオーディンさまは、窓を指さしながら外の様子に目をやった。つられてみんなが視線を投げたそこには、連続日にち没ぼつが織り成す不気味な光景がなおも続いている。

「太陽の女め神がみソールが既すでに敵の手に落ちているのは言うまでもないが、そこに都合良く連続日にち没ぼつが始まった事を考えると、奴やつらは既すでにワシの玉座『フリズスキャルヴ』を押おさえて戦せん況きようを隅すみ々ずみまで把は握あくしている筈はず。その上ラタトスクの姿が見えぬところを見ると、中ちゆう継けい役としてこき使われている可能性が高い。ここまで周しゆう到とうな者共が林りん檎ごの管理者〝イズーナ〟を野放しにしているなど、まず有り得ぬだろう。当然ながら、激しい抵てい抗こうが予想される」

「ケッ……だったらどうするってんだよ、親父おやじ」

　全てが後手に回ったこの状じよう況きよう。覆くつがえすのは至難の業わざだ。誰だれもが固唾かたずを吞のんで見守る中、オーディンさまは威い風ふう堂どう々どうと言い放つ。

「無論、打って出る。しかし悠ゆう長ちように構えている時間はないぞ。林りん檎ごの不老効果は約一週間……以前の配給から既すでに数日が経過している故ゆえ、早い者は明日にでも老化が始まるやもしれん」

　ええっ、そんな早くに老化が!?　待って、ということはこのままだとブリュンヒルデさまがお婆ばあちゃんになっちゃうかもしれないの!?　いや、むしろお婆ばあちゃんなブリュンヒルデさまが見れちゃうってことなの!?

　いいよ、カモン！　だってボクは誓ちかったんだ。良き時も悪き時も、富める時も貧しき時も、病やめる時も健すこやかなる時も、これを愛し、これを敬い、これを慰なぐさめ、これを助け、死が二人を分かつまで真心を尽つくすことを神聖なる婚こん姻いんの契けい約やくのもとに誓ちかったんだから！（予定）

　……っといかんいかん、ボクとしたことがついエキサイトしちゃったよ。

　とまぁこの通りボクは全然いいんだけど、ブリュンヒルデさまはそんなお姿を人目に晒さらしたくはないはずだ。ボクにできることがあるなら全力でサポートしなくちゃ！

　ボクはブンブンと首を振ふって邪じや心しんを振ふり払はらうと、オーディンさまの指令に改めて意識を集中させた。

「作戦の重要度から言って……イズーナの救出はトール、そなたに任せよう。だがこちらが敵の思おも惑わくに勘かん付づいた事は直すぐに伝わるだろう。そうなれば外の者共が黙だまっておるまい。『ヴァルハラ』の防衛はフレイ、テュール両名に引き続き任せる。そして奴やつらの戦術の要である連続日にち没ぼつを止めるために、並へい行こうしてソールの奪だつ還かんも行いたい。それはバルドルに任せるとして……問題はバルドルやトールに敵の戦力が集中せぬよう、こちらも敵の本ほん陣じんに切きり込こみ誘さそいに乗せねばならぬ事だが……」

　そこでオーティンさまは言葉を区切り、チラリとロキを見る。サラリとその視線を受け流すロキはもうダメだ、完全にやる気がないよ。

「ロキ……そなたしか居おらぬ」

「いや居るだろ!?　兄貴が自分で行きゃいいじゃねーか！」

「ワシはほれ、フレイヤちゃんを護まもる最後の砦とりでだ。故ゆえにここを動く訳にはいかぬ」

「へぇ左様で。何ならお代わりいたしますが？」

「それは間に合っておる、気き遣づかいは無用だ」

「いや別に気き遣づかってねーし！　ったくテコでも動かねーなこの馬ば鹿か兄貴は！」

　突とつ如じよ繰くり広ひろげられる、他愛のないやり取り。でもそんなちょっとした一幕が、緊きん迫ぱくしたこの状じよう況きように小さな笑え顔がおを生んだ。それがオーディンさまの思おも惑わくだったかどうかは分からないけど、こんな時だからこそこういう和なごやかさが必要なんだって思えるよ。

「ったく……このまま続けてムードメーカーに鞍くら替がえさせられちゃ敵かなわねぇや。分かったやってやるよ。だが今回も当然用心棒は付けさせてもらうぜ？」

「良かろう。これより各援えん護ごにつくヴァルキューレ隊の編制を練るから、しばし待て」

　用心棒という言葉を聞いて一いつ瞬しゆんギクリとしたボクだけど、今回はロキから何のお達しも掛かからなかった。

　前の事件の時には遠えん慮りよなく指名されちゃったからなぁ……理由があってのことだったとはいえ、あんなのは正直言って柄がらじゃない。英えい雄ゆう譚たんの主人公なんてもうコリゴリだよ。

「とはいえ何もしないわけにも……ねぇロキ、ボクにも何かできることってないかな？」

「おっ、何だ、暇ひまなら一いつ緒しよに来るか？」

「いやいやいや！　もっと別の方向でお願いします！」

「くっくっく！　冗じよう談だんだ冗じよう談だん。何しろ今回の相手はドラゴンスレイヤーだからな、ドラゴンになったお前がしゃしゃり出てっても、イノシシどころかただのカモだぜ」

「ボ、ボクってなんにでもなれるんだね……」

　自分の変へん化げの多た彩さいさに改めてビックリ。いや、マンナズのルーンを使えば実際カモにもネギにもなれるけどさ。

「まっ、そんな訳だからお前は大人しく留守番してろ。手て持もち無ぶ沙さ汰たで困るってんなら、そうだな……同どう僚りようの奴やつらを安心させて回るも良し、爺じいさんの看護をして待つも良しだ」

　言って、ボクの頭を軽く叩たたいてオーディンさまの作戦会議に加わるロキ。

　そっか……そうだよね。考えてみれば、ここに残ってもボクにできることは山ほどある。

　適材適所は望むところ。ボクはロキの提案通りヴィズガさんの看護をするため、『ヴァルハラキッチン』奥おくの離はなれに設けられた治ち療りよう室へと向かうのだった。







「お邪じや魔ましま～す……ってあれ!?　ヴィズガさん、もう目が覚めたんですか！」

　きっとまだ眠ねむっているだろうと思い、必死に気配を殺して入室したボクは早々に驚おどろきの声を上げていた。だって仕方がないじゃないか。まだ絶対安静のはずのヴィズガさんが、もう既すでに意識を取とり戻もどしていたんだから。

　さすがは伝説の『黒き剣けん聖せい』、普ふ通つうの人とは鍛きたえ方が違ちがうってことなのかな。

「あぁ……これはこれは、セイ殿どの。これはどうした事でしょう、わしは……なにゆえこんなところで寝ねているのでしょうか……？」

　目が覚めたとはいえ、ヴィズガさんの受けた傷は浅くない。朦もう朧ろうとする意識のままに紡つむがれたその声の弱々しさに、ボクは思わず人間の姿に変へん化げして手を握にぎった。

「まだ動かない方がいいです。ヴィズガさんはヒドい怪け我がを負わされて、一晩中眠ねむり続けていたんですから」

「わしが怪け我が……？　っ、なるほど……この手傷、こうして死なずにいられる事の方が奇き跡せき。よほど手厚く介かい抱ほうして頂いたのでしょう。してセイ殿どの、この手傷は一体何者が……む？　そうじゃ……この手傷っ、あやつめが……！　セイ殿どの教えて下されっ！　あやつは……ベルゼは今何処どこに!?」

「そ、それは……」

　ボクはその質問を受け、言いよどむ。簡単に答えられるわけがない。だって、ヴィズガさんを斬きったのは、よりにもよってあのベルゼさんなんだ。

　以前のギックリ腰ごしの一件以来、二人が本当の親子のように親しく接していた姿をボクは横目に何度も見てる。それなのにこんなことになるなんて……この耳で聞いた今でも、ボクには信じられないよ。

「お頼たのみ申します、知っているならば教えて下され！　あやつは、あやつはとんでもない事を仕し出でかそうとしております！　わしはあやつを止めねばならぬのですじゃ！」

「それって……神々への反乱のこと、ですか？」

「っ!!　何たる……セイ殿どのがそれを知っているという事は、既すでに……」

　ボクの返答に目を見開き、ガックリとうなだれるヴィズガさん。その姿の痛々しさから、ボクもいよいよ察した。ベルゼさんが言ったことは全て……真実だったということを。

「わしが一晩中眠ねむっていたというならば、あれはまだ昨日の出来事ですな。昨日の昼頃……わしはベルゼから、ある企くわだてへの参加の誘さそいを受けたのですじゃ。それは、主神オーディン様への反はん抗こう。みなの間に少なからず不満が募つのっていたのは承知しておりましたが……そう決意させるほどの恨うらみ辛つらみにまで発展しているとは、このわしも思っておりませんでした」

「……知っていて軽視していたのはボクも同じです。彼かれらの手て際ぎわの良さからして計画は相当前から練られていたはずなのに、ボクは全然気付きませんでした」

「ほっほ、我が慢まん強づよいのがあやつらの持ち味でしたからの。此こ度たびは結果的にそれが仇あだとなりましたが……とにかくその話を聞いたからにはわしも黙だまってはいられなかった。必死に説得を試みてはみたもののその甲斐かいもなく、最後は互たがいに剣けんを向け合っていたのですじゃ」

　その勝敗の行方ゆくえは、ご覧の通り。そう呟つぶやいたヴィズガさんの目からは、涙なみだが零こぼれ落おちていた。

　もちろん、その涙なみだは敗北による悔くやし涙なみだなんかじゃない。ベルゼさんは前々からヴィズガさんに師事してヴォルスング流の剣けん技ぎを学んでいた愛まな弟子でしだ。そんなベルゼさんがついに師し匠しよう超ごえを果たしたというのなら、その成長はむしろ何よりも喜ばしいことなんだから。

　でもその剣けんの極ごく意いが、今は神に仇あだなす力になってしまっている。いや……愛をもって教えたはずのその技わざが、神にも反はん抗こうできると思い上がらせる元げん凶きようになってしまった。きっとそれが、何よりも悔くやしいんだ。

「わしを斬きり捨すてるだけならまだしも……神々に反旗を翻ひるがえした時点で、あやつはのっぴきならないところまで足を踏ふみ入いれてしまった。それに、わしには分かるのですじゃ。あやつの放つ剣けん気きは既すでに、禍まが々まがしき闇やみに染まっていたと」

　その時、ヴィズガさんはベッドの上で膝ひざを折り、三つ指を突ついて頭を垂れた。

「セイ殿どの、無理を承知でお頼たのみ申し上げます！　取り返しがつかなくなる前に……どうかあやつを止めてやって下され！　せめてあやつの剣けんが、これ以上の血を啜すする前に……何卒なにとぞッ!!」

　動けるはずの体じゃない。ヴィズガさんは文字通り血を吐はいてまで、ボクにその想おもいを託たくしてくれた。

「ヴィズガさん……顔を上げて下さい」

　こんな姿を見せられてさ、応えない男がいる？　もしそんな奴やつがいたのなら……そいつはきっと、家か畜ちく以下だ。

「ボクはこう思うんです。ベルゼさんにはまだ、善の意思が残ってるって。だってベルゼさんは……敗れたヴィズガさんにトドメを刺ささなかったんだから」

　神への憎にくしみから歪ゆがんでしまったベルゼさんの心。でも、情状酌しやく量りようの余地はある。その心の奥おく底そこに眠ねむる光が、完全な闇やみに染まってしまう前に──。

「任せて下さいヴィズガさん。彼かれは……ボクが必ず連れ戻もどします！」







　真しん摯しに想おもいを受け止め走るボクの右手には、一ひと振ふりの剣けんが握にぎりしめられていた。想おもいと一いつ緒しよに託たくされた慈じ愛あい剣けんミームングを手に広間へと舞まい戻もどったボクは、今まさに飛び立とうとしていたロキたちに向かって叫さけぶ。

「待ってロキ！　敵の本ほん陣じんに切きり込こむ作戦ってさ……敵の大将とぶつかるってことだよね？」

「ん？　あぁ、その通りだがそれがどうした？」

「つまり、ベルゼさんに会えるのかな？」

「当然だろ、奴やつが反乱軍の大将なんだからよ」

「そう。だったらさ……ボクも連れてってよ」

　ボクの突とつ然ぜんの頼たのみを受け、ロキだけじゃなくその場にいた全員が息を吞のむ。驚おどろかれるのは無理もない。普ふ段だんはとびきり意気地いくじがなくて臆おく病びようで、ニーズヘッグとの戦いに赴おもむく時も散々渋しぶっていたこのボクが、自分から参戦を表明したんだから。しかもボクの手に携たずさえられているのがあのミームングとくれば、覚かく悟ごの強さはわざわざ語るまでもない。

「……さっきも言ったが、今回の相手は竜化したお前でもおいそれと太刀たち打うちできる相手じゃねーぜ？　剣けん士しとしてなら尚なお更さらだ」

「ううん、違ちがうよロキ。ボクはベルゼさんと戦いに行くわけじゃない。戦いを始めさせないために行くんだ。そのために、反乱の扇せん動どう者しやである彼かれを説得する」

「はぁ？　おいおい冗じよう談だんだろセイ、あの男の目を見たか？　そんな甘あまい考えが通じる相手だとお前は本気で思ってるのかよ？」

　驚おどろき、というよりは呆あきれに近いロキのリアクションに、ボクは真顔で頷うなずきを返す。そんなボクの様子を見たロキは、同じく真顔になってボクを見み据すえた。

「……そうかよ。ま、したけりゃすればいいさ、そいつはお前の自由だ。だが一つ聞きてぇ。もし奴やつが説得に応じなかった時……お前はどうするつもりだ？」

「その時は……ボクが責任を持って彼かれを倒たおすよ」

「随ずい分ぶん簡単に言ってくれるじゃねーか。自信の根こん拠きよはお手元のその剣けんか？」

　言って、ボクの右手のミームングを指さすロキ。

「前にも言ったかもしれねーが、爺じいさんのその剣けんは使い手を選ぶ。いかにミームングが凄すげぇ剣けんで、経けい緯いはどうあれ使い手本人から直接託たくされたんだとしても……そいつが奇き跡せき的なご都合主義を運んできてくれる事はねぇ。それでもお前は行くってんだな？」

「うん、行くよ。もう決めたことだから。それにね……いざという時の勝算も、実はちゃんとあるんだ」

「ほぉ？　ビビリのお前がそこまで豪ごう語ごするたぁよっぽどだな。おぅ兄貴よ、編制変へん更こうだ。俺おれはこの足手まといのアシストに回りたいんでな、悪わりぃがもう一人だけ追加の応おう援えん頼たのめるか？」

「無茶を言うな。……と言いたいところだが……ワシも焼きが回ったかな、その者の意い気き込ごみは買いたい。トールよ、代わりにそなたが無茶を引き受けてくれるな？」

「ケッ！　オレ様は燃える男に水は差さねぇ主義だ。何ならこっちにゃ援えん護ごはいらねぇ、全部まとめて持って行きやがれ!!」

　トールさまは戦せん槌ついミョルニルを掲かかげ、力強いセリフで懐ふところの深さを見せつける。さすがに単独行動はさせられないということで、オーディンさまには窘たしなめられたけど。

　そんなこんなで決まったボクらのパーティーは、ボク、ロキ、ブリュンヒルデさまにシュヴェルトライテさま、そして追加のヴァイセの計五人。

　特にヴァイセは世話になったボクに恩返しがしたいということで、こっちのパーティーに移ることを自ら志願してくれた。

　色んな弱さを克こく服ふくした白き戦いくさ乙女おとめ・ロスヴァイセの雄ゆう姿しはボクも一度見てみたい、けど……今回はその機会がやって来ないことを祈いのるよ。

「さぁて、敵は二十万の竜殺し、おまけに実質不死身ときてる。対して俺おれ達たち神族は一度死んだらそこで終わりだ。セイの説得が上手うまくいけばそれまでだが、失敗すりゃあ久ひさ方かた振ぶりの大戦争が始まる……人間相手だからって抜ぬかるなよっ!!」

「「「「おーーっ!!」」」」

　ロキの呼よび掛かけに揃そろって答え、ボクらはいよいよ『ヴァルハラ』を飛び出す。それが開戦の狼煙のろし代わりであったかのように、眼下では防衛班であるフレイさまたちとエインヘリヤルとのぶつかり合いが始まってしまった。

（あぁ……くそ、早さつ速そく始まっちゃったか）

　本当なら誰だれにも争わせたくない。生き返れるからって軽々しく死んじゃいけないってことを、ボクは改めて学んだんだ。それをみんなに、ベルゼさんに一刻も早く伝えなきゃ！

　先に斥せつ候こうに出ていたゲルヒさまの情報によれば、ベルゼさん率いる反乱軍本隊が陣じんを構えているのはここ『アースガルド』の中心地、『ヴィグリード』。目立った物は何もないただの平野だけど、それだけに決戦の舞ぶ台たいには相応ふさわしい場所だ。

「あの、セイさん。今いま更さらなのですが……本当に良かったんですか？」

　道すがらならぬ、空すがら。一いつ旦たんイノシシに戻もどって腕うでの中に収まっていたボクに、ずっと何かを言いたそうにしていたブリュンヒルデさまが問とい掛かけてきた。それはヴァイセも気にしていたことらしく、あからさまに距きよ離りを詰つめてきて聞き耳を立てている。

「えっと……そう仰おつしやられるからにはやっぱり、ブリュンヒルデさまは反対でしたか？　ボクが戦いに加わること」

「反対という事もないのですが……いえ、そうですね、どちらかと言えば反対です。セイさんは勇気ある方ですが、それ以上にお優やさしい方ですから……戦いは似合わないと思います」

　ボクに勇気や優やさしさがあるかどうかはともかく、それがブリュンヒルデさまのご意見なら否定はできない。横でヴァイセもコクコク頷うなずいてるし。

　だけどボクにそんな優やさしさがあるんだとしたら、今回はその優やさしさこそが戦う理由になるんだと思う。だってボクは背負ってしまったんだ。切っても切れない強い想おもいを。

「ボクは確かに戦いが嫌きらいです。でも、それ以上に争いが嫌きらいです。争わせないために戦う必要があるのなら──ボクは逃にげずに戦います」

「争わせないための戦い……なるほど、素す敵てきですね！　その考え方」

「うんうんっ！　セイくんやっぱりカッコイイよぉっ！　ヒルデお姉ちゃんっ、わたしいつになったら風邪かぜ治るのっ!?」

「風邪かぜ？　横から申し訳ないが、ロスヴァイセのソレは風邪かぜなどではなく恋こい」

「あぁあわぁぁーーっ!?　シ、シュヴェルトライテッ、今は任務中ですよっ!?」

「む、そうでありました。今後は任務に集中いたします」

「やれやれ……しばらく見ねぇうちに色んな意味でカラフルになったな、お前の周り」

「ボクも気付かないうちにこうなってたんだよ……。そうだロキ、『ヴィグリード』に着く前に一つお願いしたいことがあるんだけど」

「？　何だよ改まって」

　真顔になって首を傾かしげるロキ。ボクはブリュンヒルデさまに言ってミームングを一いつ旦たんロキに渡わたしてもらい、あることを依い頼らいする。

「ヴィズガさんから預かったそのミームングにさ、あの……何だっけ？　例の〝ヘチマ剣けん〟を巨きよ大だい化させたルーン」

「あぁ、〝ベルカナ〟の事か？　成長のルーンの」

「そうそれ！　そのベルカナのルーンをさ、ミームングに刻んでおいて欲ほしいんだ。後でボクが魔ま力りよくを流しただけで魔ま術じゆつが発動できるように」

「そりゃ別に構わねぇが……一体何するつもりだ？」

「ふふん、それはまだ内ない緒しよかな。ボクらしい作戦、とだけ言っておくよ。加えて言うならこのボクは神界のトリックスター・ロキの親友。披ひ露ろうする奇き跡せきには常に、種も仕し掛かけもあることをお忘れなく！」

「そりゃどっかで聞いたセリフだな……ったく。何を考えてるか知らねーが、お前も充じゆう分ぶん油断ならねー野や郎ろうだよ、ホント」

　いつにも増して挑ちよう発はつ的なボクに対し、肩かたを竦すくめるロキは呆あきれ半分、期待も半分の複雑な笑えみを浮うかべた。







　そして──ボクらは辿たどり着つく。

　際限なく日にち没ぼつを繰くり返かえす、狂くるった空の終着点。決戦の地──『ヴィグリード』に。

「誰だれかしらが来るたぁ思ってたが……ここに来る連中の中にてめぇが混じってやがるとは思わなかったぜ。なぁ……セーフリームニル」

　戦せん闘とう馬車の御ぎよ者しや台で胡坐あぐらを搔かき、大たい儀ぎそうに呟つぶやいたのは反乱軍の扇せん動どう者しやベルゼさん。

　ここに差し向けられた神があのロキであるという栄えい誉よより先に、ボクについてのコメントをするなんてちょっと意外だ。ベルゼさんはボクが思っている以上に、エインヘリヤルの格差を重く見ているのかもしれない。

「もうやめましょうベルゼさん。オーディンさまはご自身の焦あせりから他者にキツく当たっていたことを既すでに認めています。今すぐみんなを投降させれば今回のことはきっとお許し下さると思うし、これからはちゃんと意見にも耳を傾かたむけて下さるはずです！」

　ボクは必死に訴うつたえる。反乱はもう起こってしまったし、神への忠誠も失われたのかもしれない。でも、まだやり直すことはきっとできる。

　だってオーディンさまが欲ほつしていたのは元々そういう人材だ。エインヘリヤルが対巨きよ人じんの尖せん兵ぺいだっていうのなら、むしろ神に仇あだなすくらいの力量がなきゃ価値が無い。いよいよ充じゆう分ぶんに育ったんだと喜ぶべき──この反乱はそういう意味で嬉うれしい誤算なんだよ。

　だけど……ベルゼさんの考えは、そうじゃなかった。

「今いま更さらオーディンが反省したから何だってんだ？　端はなからヤツは俺おれらが仕えるべき王の器うつわじゃなかった、ただそれだけの話だろうよ。今回その事に気付けたのはむしろ幸運だったぜ」

「オイオイ、黙だまって聞いてりゃ言ってくれるぜ……つまりあれか。神に選定された人間が、今度は神を選定しようってのか？」

「……選定？　ハッ！　バカかてめぇは。この際だからはっきり言っとくぜロキ、それにセーフリームニル！　コイツはもう反乱なんて生半可なモンじゃねぇ……侵しん略りやくだ！　宝は奪うばう！　神は殺す！　女め神がみは犯おかす！　何故なぜなら──この世界を統すべる王は、俺おれ達たちだからだ!!」

　ベルゼさんが声こわ高だかに唱えるのは、猟りよう奇き的なまでの危険思想。それに同調する野や蛮ばんな男たちの叫さけびが、波となって押おし寄よせてくる。

「おいセイ。こいつらに説得の余地があると思うか？」

「ま、待ってロキ！　ベルゼさんはあんなことを本気で言う人じゃないはずなんだ、もう少しだけ説得させて」

　とは言ったものの……竜殺しの実力があるせいか、それとも無限蘇そ生せい能力があるせいか、今の彼かれは増長しすぎてる。正直、言葉だけで軍を退ひかせるのは無理があるのかもしれない。

　……ならここはやっぱり──拳こぶしで語り合うしかないのか？

「ベルゼさん、聞いて下さい」

「……ふん、聞いてやるぜセーフリームニル。俺おれはオーディンとは違ちがうからよ」

「ありがとうございます。それでは一つお願いがあるのですが……ベルゼさん、ボクと一対一の勝負をしてくれませんか？」

「えっ!?　セ、セイさん突とつ然ぜん何を言って……！」

　ボクの口から飛び出した提案に、ブリュンヒルデさまが真っ先に反応して驚おどろきの声を上げた。

　驚おどろいたのは他のみんなも同じだ。そこに生まれた一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくを突ついて、ボクは更さらに続ける。

「ベルゼさんは、オーディンさまがボクだけを特とく別べつ扱あつかいしているように見えるのが不満なんですよね？　どんどん手て柄がらを立てさせて、どんどん伸のし上あがらせていく、そのやり方が」

「……。与あたえられたチャンスをモノにしていくのはてめぇの勝手だ、伸のし上あがれるなら伸のし上あがっていきゃあいい。が、確かに不満はある。与あたえられるチャンスは平等であるべきだった。俺おれ達たちは、同じエインヘリヤルなんだからよ」

「そこです」

「……あ？」

　惚ほうけた声で聞き返してくるベルゼさん。ここから先を言えば、彼かれの神経を逆さか撫なですることになるのは間ま違ちがいない。それでも……今はあえて言わなきゃいけないと、ボクは思った。

「勘かん違ちがいしないでくれますかベルゼさん。ボクとあなたは同じじゃない。ボクの方が確実に、ダントツで、あなたよりも優すぐれているんですから」

　ボクらしからぬ上から目線な発言に、ロキやブリュンヒルデさまたちでさえ眉まゆをひそめる。

　もちろんこれは本心なんかじゃない。でもこうするしかないんだ。戦いの犠ぎ牲せいを、最小限に食い止めるためには。

「ねぇベルゼさん。もしもボクがこの勝負に勝ったなら……大人しく軍を退ひいてくれますか？」

　ボクがそう言い終えると同時に、ベルゼさんの動きがピタリと止まる。怒いかりで身み震ぶるいしだすかと思いきや、その逆。まるで息をすることさえ忘れたように、ベルゼさんは動かなくなった。

「…………あぁ。乗ったぜ、その勝負」

　押おし殺ころしたような静かな怒いかりが、ベルゼさんの体から吹ふき付つけてくる。あのニーズヘッグからも感じた特大の憎にくしみが、真まっ直すぐボクに向けられたのが分かった。

「殺してやるよイノシシ野や郎ろうッ!!　てめぇを挽ひき肉にくにして『ヘルヘイム』に納品してやる！　そいつが俺おれの最初の武ぶ勲くんだッ!!　手出しすんなよ野や郎ろうどもッ!!」

　背負っていた大たい剣けんを地に打ち付け、野や獣じゆうのように咆ほう哮こうするベルゼさん。

　よし……一いつ騎き打うちの誘さそいに乗ってきたぞ。これで他のエインヘリヤルたちとの戦せん闘とうはナシ、無む闇やみな死と再生を繰くり返かえさせずに済む。

　代わりにベルゼさんのことは、必要以上に怒おこらせちゃった気もするけど……。

「それではブリュンヒルデさま、ミームングをこちらに。そしてここから先は手出し無用でお願いします。扇せん動どう者しやであるベルゼさんの相手は……ボクが一人でします」

「セ、セイさんっ、本当にそれでいいんですか!?　大だい丈じよう夫ぶなんですよね!?」

「そんなにご心配なさらずブリュンヒルデさま。こう見えてボクだってエインヘリヤルです。それに事前に言ってある通り、ボクには勝算がありますから。そう、ヴァイセのお陰かげでね」

「えっ？　わたし？　わたし、セイくんに何かしたかなぁ？」

　急に名指しされて狼狽うろたえるヴァイセ。思い当たらなくても仕方ない、ヴァイセのお陰かげといってもそれは能動的なものじゃなくて、結果としてそうなっただけだから。

「さて、それじゃあ始めましょうベルゼさん！　ギャラルホルンは鳴らないけど、ひょっとしたらこれが──ボクらの『ラグナロク』です!!」

　戦いの嚆こう矢しとなる叫さけびを上げ、ボクは持てる全魔ま力りよくを解放して秘ひ儀ぎの詠えい唱しように入る。

　──ボクの全てを懸かけて、憎にくしみに歪ゆがんだ彼かれの心を受け止める──。

　今の彼かれにボクがしてあげられることは、それしかない。

「《……ユミルの頭ず蓋がいに敬拝を。その軀むくろには接せつ吻ぷんを。我ここに、全知を暴き神かむさびせし事の許きよを請こい願う》」

　目を閉じて、ボクは詠うたう。世界に声を染しみ込こませるように……言葉を刻きざみ込こむように。

「《千せん変ぺん万ばん化かに色を変え、生しよう々じよう流る転てんを世に詠うたい、邂かい逅こう、離り別べつ、調和と孤こ独どくを象かたどりて、母性、成長、誕生と幸運を徴しるして示せ。フサルク第二十並びに十八のルーン、マンナズ、ベルカナ》」

　ボクの魔ま力りよくとロキの文字とが混ざり合い、今……二つのルーン魔ま術じゆつが一つになる。

　ボクがちょっと竜化した程度で、神さまたちは挙こぞって驚おどろいてたっけな。ならこの姿を見たらさ……きっと世界中が腰こしを抜ぬかすに違ちがいない。

「揺ゆるがす者、我わが名は──『魔ま狼ろう』〝フェンリル〟!!」

　神聖なる『アースガルド』の天と地に、ボクは──破は滅めつの遠とお吠ぼえを轟とどろかせた。







「な……何だよそりゃ……冗じよう談だんじゃねぇ……冗じよう談だんじゃねぇぞ……っ!!」

　完全に怖気おじけづき、一歩も動けずにいるベルゼさん。当然だ、もし動けたなら尊敬するよ。むしろ声を発せられた時点で、彼かれは本物の勇者なのかもしれない。

「お、おいセイ……そんなのこっちも聞いてねーぞ。その姿はどういう事だよ？」

『ヴィグリード』の地に集つどう全ての視線が集まる中、震ふるえる声でロキが問う。ロキに言わせれば勝手に息子むすこさんの姿を借りちゃったわけだし、黙だまってるわけにはいかないよね。

「ロキはマンナズのルーン魔ま術じゆつは知ってるよね？　別の生き物に変へん化げする魔ま術じゆつなんだけど」

「あ、あぁ、もちろん知ってるが……」

「これはそのマンナズだよ」

「いやそれ理由になってねーしっ!!」

　若じやつ干かん食い気味に絶ぜつ叫きようツッコミを被かぶせてくるロキ。う、う～ん……やっぱりコレってそういう反応なのか……。

「そう言われても困るよ。だってこれはボクにとっては竜化と同じものだもん。マンナズは変へん化げの魔ま術じゆつである前に調和の魔ま術じゆつ。調和のためには対話が必要。誰だれとでも対話ができるように誰だれにでもなるっていうのが、ボクが思うマンナズなんだよ」

「その理り屈くつは間ま違ちがっちゃいねーが、お前のソレは前提をぶち壊こわしてんだよ！　マンナズで変へん化げできるのは〝無む冠かん〟の生き物に限られる。例えばただの馬にはなれるがスレイプニルやグラーネにはなれねーし、ただのイノシシにはなれるがグリンブルスティにはなれねぇ。それがマンナズの原則だ。架か空くう種しゆもそうだが、神族や巨きよ人じんへの変へん化げなんぞ以もつての外ほかだぜ。それをお前は易やす々やすとフェンリルにまでなりやがって……得手不得手のレベルじゃねーんだよ、ソレは！」

「べ、別になんにでもなれるってわけじゃないよ？　だってボク、ロキが言うようにグラーネくんやグリンブルスティにはなれないもん」

「そうかいそいつぁ何よりだぜ。で？　そんなお前がよりにもよってフェンリルになれちまったってのは一体どんな手品だ？　よろしければ詳くわしくお聞かせ願えませんかねぇ？」

　ロキ……『神界きっての変へん化げの達人』の面めん目ぼくが潰つぶされて、ちょっと怒おこってる？

「いや、実は詳くわしくはボクにも分からないっていうか……一つ言えるとすれば、ボクが〝フェンリルになれる〟ってハッキリ自覚したのはフェンリルとの一件が終わったあとだよ」

「フェンリルとの一件だぁ？」

「ほ、ほら、ちょっと前にさ、彼かれの口の剣けんを外す……じゃなくて！　一いつ緒しよにご飯を食べたことがあったでしょ？　あれあれ」

　あ、あっぶな～……フェンリルの口の剣けんを外したことは、ロキとブリュンヒルデさま以外には内ない緒しよだったっけ。うっかり口を滑すべらせるところだったよ。

「ゴホンッ！　とまぁそんな感じでさ、今回ヴァイセのお陰かげでたまたまフェンリルと知り合う機会があったから、こうして彼かれに変へん化げできるようになったわけだよ」

「あっ、そっか！　それでさっきわたしのお陰かげだって言ってたんだね！」

　ボクの言葉の意味にようやく思い至り、納なつ得とくしたように手を叩たたくヴァイセ。でも納なつ得とくしてくれたのはヴァイセだけで、他のみんなは全然納なつ得とくいかないご様子。

「よぉセイ。その理り屈くつで言うとお前はファフニールとも知り合いだったって事になるんだが？」

「あ……言われてみればそう、なのかな……？」

　でもボクの竜化〝ファフニール〟は、気付いた時にはできるようになってたんだよなぁ。

　……と言うよりは……初めからできたことに後から気付いた、というべきか。

「少なくともボクはニーズヘッグ以外のドラゴンと面識はないよ？　ただ、今の両親に拾われる以前のことなら分からない。ボクにはそれより前の記き憶おくがないからね」

「はぁ!?　お前っ、あのイノシシ夫妻は実の親じゃなかったのかよ!?　それに記き憶おくがねぇとか色々初耳だぜ！　ったく、こんな時だってのに次々謎なぞだらけにしやがって……！」

「あう……その……と、とりあえずゴメン」

　ま、まぁしょうがない。このまま言い合ってても進展はしないだろうし、魔ま力りよくが切れて元の姿に戻もどる前にまずは戦いを終わらせないと。

「えっと……それじゃあ行きますよ、竜殺しのベルゼさん。それと言っておきますけど手加減はできません。この姿でお付き合いできるのは多分……ほんの一いつ瞬しゆんだけですからっ！」

　叫さけび、ボクは傍かたわらに突つき立たてられていた巨きよ大だいな剣けんの柄つかを口で咥くわえると、勢いよく引ひき抜ぬく。

　その剣けんこそ、ロキに仕し込こんでもらった〝成長ベルカナ〟のルーンにより、フェンリルと化したボクに合うサイズまで巨きよ大だい化した慈じ愛あい剣けんミームング。それを水平に構えて身を低くすると同時に、ボクは四し肢しを躍やく動どうさせて『ヴィグリード』の地を疾しつ走そうする！

「ちっ……見み掛かけ倒だおしがぁっ！」

　神さえ震ふるえ上あがらせるはずのフェンリルを前に、大たい剣けんを手にしたベルゼさんは臆おくさず挑いどみかかってくる。それはもはや勇気じゃない、狂きよう気きだ。死んでも構わないという捨て鉢ばちの意志で心を武装した彼かれは、もしかするとかつての大英えい雄ゆうさえも上回る戦士なのかもしれない。

「ぜぇりゃぁっ!!」

「ッ、こ、のぉッ!!」

　首を捻ひねって振ふるったボクの斬ざん撃げき。それを紙かみ一ひと重えで躱かわし、ベルゼさんの鋭するどい反はん撃げきが放たれる。

　ボクは体を丸めての後方宙返りでそれを避よけ、激げき震しんを伴ともなう着地とともに負けじと剣けんを振ふるい返した。

「まだまだぁっ!!」

　しなやかな狼おおかみの体は、ボクの制せい御ぎよを離はなれるようにどこまでも加速していく。強きよう靭じんな四足による踏ふみ込こみは初速から風を追おい越こし、猛もうスピードでベルゼさんへと飛とび掛かかる。

　慣れない体で振ふるう剣けんは巧たくみにいなされてしまうけど、それでもボクはめげたりしない。何故なぜなら剣けんを打ち付け合うたびに、確かな成長を実感しているからだ。

「摑つかんできましたよ！　戦い方のコツをっ！」

　攻こう撃げきを避よけられ流れる体。ボクは地に突つき立たてた爪つめを支点にしてすぐさま反転、長い尻尾しつぽでバランスを取る。爪つめはブレーキ、尻尾しつぽは姿勢制せい御ぎよ。狼おおかみ特有の優すぐれたパーツをフルに活いかし、緩かん急きゆうをつけた連れん撃げきでベルゼさんを攻せめ立たてる。

「ざけんな！　デカイだけのっ……犬コロがぁぁああぁぁッ!!」

　対するベルゼさんの動きも並みじゃない。追えない相手を無理に追わず、経験と直感だけで立ち回るようなこの剣けん捌さばきはまさしく『黒き剣けん聖せい』直伝。文字通り命を犠ぎ牲せいにしながら体得したヴォルスング流の剣けんの冴さえは、このフェンリルを前にしても曇くもることはなかった。

　激げき闘とうは苛か烈れつを極きわめ、繰くり返かえされる剣けん戟げきの音が『ヴィグリード』に鳴なり響ひびく。そこにあるのは力だけじゃない。技術も駆かけ引ひきもある極限のやり取りを剣けん越ごしに感じたボクは、ベルゼさんに敬意を抱いだくと同時にそれを捨てた。

「グルァッ!!」

　その瞬しゆん間かん、ボクは閉とじ込こめていた野性を解き放つ。ここから先は勝つか負けるかじゃない、狩かるか狩かられるかの戦いだ。

　軸じく足あしを置いていた大地が轟ごう音おんを伴ともなって砕くだけ散ちり、爆ばく速そくの踏ふみ込こみが互たがいの距きよ離りを零ゼロにする。

「!?　はや──」

　背後に回りながら、一いつ閃せん。薙なぎ払はらわれたミームングによる腹打ちをベルゼさんはギリギリで受け止めたけど、そこまでだ。

　手にした大たい剣けんは真っ二つに折れ、衝しよう撃げきと風圧によってベルゼさんは木の葉のように宙を舞まう。

「でぇぇやぁぁああッ!!」

　湧わき上あがる力の衝しよう動どうのままに、ボクは追つい撃げきを振ふり下ろす。神しん罰ばつを体現するような強きよう烈れつな一いち撃げきが、『ヴィグリード』の大地に決着という名の破は壊かいをもたらした。

　轟ごう音おんと土つち煙けむりの中でボクの魔ま力りよくは底を突つき、フェンリル化はそこで終しゆう了りよう。

　さすがに疲つかれてもうまともに動けないけど、出すものは全部出せた。戦いの前に大分怒おこらせちゃったけど……ベルゼさんほどの使い手なら、戦いの中でボクの真意にきっと気付いてくれたはずだ。

「ふぃ～……ど、どうですかベルゼさん。この勝負、ボクの勝ちですよね？　これで約束通り、軍を退ひいてくれますよね？」

　破は壊かいの跡あとに仰あお向むけに横たわるベルゼさんを見つけて、ボクは這はいずりながら問とい掛かける。

　ボクの考え通りなら、これでベルゼさんはきちんと約束を守って争いは終息、オーディンさまと仲直りしてめでたしめでたしなんだけど。

「な……んで……ッ……」

「え？」

　地に倒たおれたまま、ベルゼさんは腰こしの短たん剣けんを手にする。それで一体何をするのかと思ったその瞬しゆん間かん──あろうことかベルゼさんは、自らの喉のどを搔かき切った。

「!?」

　普ふ通つうなら気が触ふれたとしか思えないその行こう為い。だけどそれはある意味、最も合理的な手段だった。だって彼かれはエインヘリヤル。日にち没ぼつが来るたびに、何度でも……新しい体で生き返れるんだから。

　分かってる、今は戦せん闘とう中だ。降参する意思がないのなら、動けない体のままでいるのを嫌きらうのは当然のこと。

　だけど……だけどさ……、生き返れるからってソレをするのか、この人は……っ！

「チ……魔ま力りよく消費で疲つかれはするが、まぁ些さ細さいなこった。よぉセーフリームニル、お前さ……それで勝った気でいるんじゃねぇよな？　戦いはよぉ、まだまだこれからなんだ、ぜっ!!」

「がはっ!?」

　新しく生き返ったことで満足に動けるようになったベルゼさんは、疲ひ労ろうで動けないボクを思い切り踏ふみつける。

「確かにさっきは圧あつ倒とうされたぜ。参った参った。だがよ……俺おれ達たちエインヘリヤルは死んでからが本番だ！　そのための連続日にち没ぼつなんだからよぉ！　そらっ！　お前も死ねよ！　死んで仕切り直しといこうぜぇ!?」

　容よう赦しやなく降り注ぐ足が、ボクの全身を踏ふみ砕くだく。

　ダメだ……このままじゃ、ボクは死ぬ。

　だけど仕切り直しはできない。生き返った体はまっさら新しいものだけど、蘇そ生せいに使う魔ま力りよくだけは新しい体から消費されるのが〝グルヴェイグ〟のルールだ。蘇そ生せい直後の消費された魔ま力りよくではフェンリル化の技わざは使えない。

　たとえ何度生き返っても……ボクにはもうベルゼさんは倒たおせない。

「やめてっ！　それ以上やったら許さないよっ！」

　悲痛な叫さけびに目をやると、そこには神しん技ぎを使ってコルンムーメになったヴァイセの姿。隣となりに立つブリュンヒルデさまも鎧よろいを解放して神しん技ぎの発動待機状態。シュヴェルトライテさまもロキも両目に冷たい殺意を宿し、ベルゼさんを見み据すえていた。

「おぉおぉいいぜ？　さっさとやれよ魔ま力りよくの無む駄だ遣づかいを。こっちは何度でも生き返れるんだ、やればやるだけてめぇらの死期が早まるだけよ」

　そう……悔くやしいけどベルゼさんの言う通りだ。今は冷静に、魔ま力りよく消費を控ひかえるスタイルを崩くずしちゃダメだ。トールさまが黄金の林りん檎ごを確保なさるまで……バルドルさまがソールさまを救出なさるまでは、挑ちよう発はつに乗っちゃいけない。

　高まっていた魔ま力りよくを抑おさえ、歯を食いしばって耐たえるみんな。その様子に勝かち誇ほこった笑えみを浮うかべながら、ベルゼさんは両手を上げて空に叫さけぶ。

「クッハハハハッ！　これだぜこれぇ！　やっぱ戦争は蹂じゆう躙りんしてこそ戦争だ!!　無力を知れ！　絶望を知れ！　神の時代はここまでだぜッ!!」

「あら、それはどうでしょう？」

「……あ？」

　その時──赤と黒とを交こう互ごに彩いろどる不気味な空に、一人の戦いくさ乙女おとめが舞まい降おりた。あの翡ひ翠すい色いろの鎧よろい兜かぶとと上品な所作は、ゲルヒさまだ。

「はぁ[image: ～][image: ～]、まぁた増えやがったか。今いま更さら何しに来やがった、あ？」

「つれない事を言いますのね、もっと歓かん迎げいして下さいな。──『ラグナロク』ごっこはもうお仕し舞まい──という事を、わざわざ教えて差し上げに参りましたのよ？」

「……どういう意味だ？」

　尋たずねるベルゼさんに返答代わりの嘲ちよう笑しようを送ると、ゲルヒさまは眼下の全域に向かって一つの伝令を発する。

「エインヘリヤルの皆みな様さま方がた！　命が惜おしければ今すぐ投降して下さいな。アナタ方が無限と思っている〝グルヴェイグ〟とかいう蘇そ生せいの力……どうやら一日一度きりのようでしてよ？」

　届けられた伝令を受け、戦場は水を打ったような静せい寂じやくに包まれる。その静けさの中で言葉の意味を嚙かみ締しめ、やがて理解に至った時……戦場は混乱の坩堝るつぼと化した。

「鎮しずまれ馬ば鹿か野や郎ろうども！　出まかせに耳を貸すんじゃねぇ！」

「あら残念、こちらは親切で申し上げておりますのに。ワタクシの言葉を疑うのは結構ですが、実際に死んでからでは後こう悔かいもできませんわよ？　何でしたらどなたかお試ためしになって？」

　ゲルヒさまの挑ちよう発はつ的な言葉を受け、反乱軍は警けい戒かいを維い持じしつつも互たがいに視線を向け合う。

　その目に色いろ濃こく浮うかぶのは、明らかな戸と惑まどいの色。すっかり膠こう着ちやく状態となった戦場に変化が訪おとずれたのは──その直後だった。

「あぐっ!?　ベルゼ……なに、を……」

　唐とう突とつに、一人のエインヘリヤルが短たん剣けんで胸を貫つらぬかれ、息絶えた。彼かれを死に追いやったのは、彼かれが最さい期ごに口にした通りの人物──ベルゼさんだ。

「……。よし、いつも通り蘇そ生せいしたな。さて……なら問題の二度目といこうじゃねぇか」

「オ、オイ待てッ!!　ほんとに二度目がなかったらどう、ガハッ!?」

　一度死んで生き返った戦士に、振ふるわれた狂きよう刃じんが二度目の死をもたらす。

　な……なんてことを……。目の前で起こったあまりの出来事に、ボクらは止めに入ることさえできなかった。どうして……どうしてそんな簡単に仲間が殺せるんだ、この人は。

「……こねぇ……オイこねぇぞ！　生き返りがっ！　マジでどうなってんだオイッ!!」

　無残に実証された、ゲルヒさまの忠告。その事実が戦場に行ゆき渡わたった時、あちこちで武器を取り落とす音が連れん鎖さし始めた。

　自分の伝令によって一人のエインヘリヤルが犠ぎ牲せいになってしまったことに責任を感じたのか、ゲルヒさまは悲痛な面おも持もちで地に降り立つと、静かに言った。

「理由は不明ですが……フレイ様とテュール様がお相手なさっていた『ヴァルハラ』襲しゆう撃げき班が、気付いた時にはほぼ壊かい滅めつ状態になっておりましたの。それで分かったのですわ、彼かれらはこの戦いで戦死すると確かに蘇そ生せいしましたが……それは一度きり。蘇そ生せいした者が更さらに戦死した場合、その者は蘇そ生せいしておりませんの。つまりこの生き返りに、二度目はないのですわ。たとえ日にち没ぼつが、一日に何度訪おとずれようとも……ね」

「ば……馬ば鹿か、な……」

　青あお褪ざめ、ベルゼさんはガクリと地に膝ひざを突つく。

　無限蘇そ生せいという切り札を失ったエインヘリヤルたちは全員がすぐさま投降し、残されたのはベルゼさんただ一人。この場にいない黄金の林りん檎ご制圧班も、ソールさま脅きよう迫はく班も、事実を知らされれば恐おそらく投降するだろう。

　ここにきて、完全に孤こ立りつ無む援えんとなってしまったベルゼさん。その絶望感からなのか、彼かれは肩かたを震ふるわせクツクツと笑い出す。

「そりゃねぇよ、そりゃねぇだろオイ……確かに一日に二度の死を試ためした事は今までなかったけどよ……俺おれたちゃ毎晩確かに死んできたじゃねぇか。何度も何度も何度も何度も死んで死んで死にまくってっ、生き返り続けてきたんだッ!!　神ともある程度やり合える力を身につけて、オマケにこの蘇そ生せい能力が合わさりゃ無敵だって、そう思って……なのにこの土ど壇たん場ばでコレかよっ！　笑えるぜ、笑え過ぎて笑い死に寸前だっ！　アハッ、ハッ、ハハハハハハッ!!」

「ベ、ベルゼ、さん……」

　壊こわれたような笑い声が、荒あれ果はてた『ヴィグリード』の地に染しみ込こんでいく。そんな彼かれに掛かける言葉なんて、ボクには見つからない。見つけられるわけがなかった。

　でもその直後──その笑いがピタリと止まる。

「っ！　……あぁぁ？　待ったこりゃおかしいぜぇ？　セーフリームニルは連続日にち没ぼつを使ってニーズヘッグと死にながら戦った。なのに何で俺おれ達たちには同じ事ができねぇんだ？　て事は……エインヘリヤルの力だと思っていた蘇そ生せい能力は本来セーフリームニルだけのもの？　元々セーフリームニルだけが持つ力を、一日一回限定でたまたま俺おれ達たちも使えてただけだとしたら……」

「おい、さっきからブツブツ何言ってやがんだ。投降するのか、しねーのか」

「一日一度きりの蘇そ生せい、一日一度きりの繫つながり。コイツと俺おれ達たちとの間にどんな結び付きがあった？　一日に一度、コイツと深く結び付く機会。コイツが『ヴァルハラ』に来てから欠かさず毎日続けてきた事は……！　クヒッ、ヒハハハハッ!!　分かったっ！　分かったぜぇぇ!!」

「!?　ベ、ベルゼさんっ、何を……!?」

　突とつ如じよ狂くるった奇き声せいを上げ、ベルゼさんはボクの体に手を伸のばしてくる。

　ここで捕つかまるわけにはいかない。ボクはみんなの足手まといになりたくない一心で必死に身をよじって抵てい抗こうしたけど、散々踏ふみつけられてボロボロになった体はまともにいうことをきいてくれなかった。

　ベルゼさんは抵てい抗こうするボクを鷲わし摑づかみにして、転げるように走り出す。その足が向かっているのは、すぐ傍そばに見えている遺い跡せきのようだ。

「おいコラッ、待ちやがれ！　チ……ブリュンヒルデは俺おれと来い！　他の奴やつらは投降した連中を頼たのむ！」

　慌あわてたロキの声を聞きながら、ボクは為なす術すべもなく拉ら致ちされていく。

　何もできない自分の無力を呪のろうのは簡単だ。だったらボクは、呪のろう前に信じるよ。ロキたちがきっと助けに来てくれることを。

　そして諦あきらめない。仲間を手に掛かけたベルゼさんには重い罰ばつが待っているのかもしれないけど……それでもまだ、戻もどれる道があるってことを。







　床ゆかも壁かべも天てん井じようも穴だらけの、風化しきって荒あれ放題な遺い跡せきの中をベルゼさんは獣けもののように駆かけ抜ぬける。

　息を荒あらげ、唸うなりを上げ、目を血走らせる姿はまるで本物の獣けもの以上だ。イノシシであるボクにだって、ここまで強きよう烈れつな野性はない。

「ベルゼさん！　止まって下さいベルゼさん！　逃にげる必要なんかありませんよ、もう戦いは終わったんです！」

「黙だまれイノシシ！　逃にげる必要がねぇだと？　笑わせんじゃねぇ！　他の野や郎ろうならともかく、俺おれはこの反乱の首しゆ謀ぼう者しやだ！　オーディンはそれを許すようなヤツじゃねぇ……生き返りが一度きりになっちまった今、一度自害してる俺おれにはもう後がねぇんだよ！」

「許されないかどうかなんてまだ分からないじゃないですか！　それに逃にげたって同じことです！　神さまたちからは絶対に逃にげられない。だったら少しでも忠誠を見せてお許し下さることに賭かけた方がいいに決まってます！」

「黙だまれ黙だまれ黙だまれクソがっ!!　絶対に勝ちがねぇものを賭かけとは言わねぇ！　捕つかまりゃ俺おれは処しよ刑けいされる、なら……ならいっそ、ここで試ためそうじゃねぇか。俺おれ達たち人間のエインヘリヤルに……〝本当に二度目の生き返りがないのか〟をな」

　え……それってどういう……、

「ッ!?　アアァァアァァッ!!」

　打ち捨てられた遺い跡せきの奥おくに、ボクの絶ぜつ叫きようが木こ霊だまする。凄すさまじい激痛を背中に感じたボクは、既すでに砕くだけた手足をもがいて痛みに耐たえる。

　滴したたり落おちる大量の血液が、傷口のヒドさを物語っていた。ボクの背中は……ベルゼさんに食い千切られたんだ。

「ゲハハッ！　生でも意外と悪くねぇ味だ。もう一口と行きてぇところだが……」

　咀そ嚼しやくした肉を飲のみ込こみながら、ベルゼさんは夕日が差す正面の壁かべに目を向ける。そこに現れたのは、血相を変えたブリュンヒルデさまとロキの二人。

「セイさん今の悲鳴は……っ！　酷ひどい……！　あなたは何という事をっ！」

「クハハッ！　酷ひどいぃ？　何が酷ひどいってんだヴァルキューレ、俺おれぁただ肉を食っただけだぜ？　最さい期ごの晩ばん餐さんは豪ごう勢せいにいかねぇとなぁ！」

「セイさんは……お料理になる前のセイさんは食べ物なんかじゃありません！　あなたには良心というものがないんですかっ!?」

「良心だぁ？　ハッ！　ねぇなぁそんなモンは！」

　良心がない……？　いや、それは違ちがう。ベルゼさんにはまだ、その心が残っているはずだ。

「ベルゼ、さん……ヤケになっちゃダメです。あなたにはまだ……善の意思がある。だってあなたは……ヴィズガさんにトドメを、刺ささなかったじゃないですか」

「……はぁ？」

　そうボクが口にした瞬しゆん間かん──ベルゼさんは顔から一いつ切さいの表情を消した。

　え……何だ？　何なんだよその反応。待ってよ……そんな風に真顔で思い返さなくちゃいけないくらい、あれはベルゼさんにとってどうでもいいことだったっていうの？

「？　……あぁ～あぁ、アレな！　いやお前……そりゃ刺ささねぇだろ。だってよ──」

　ベルゼさんはそこで一度言葉を区切ると、首を捻ひねりながらボクを見下ろす。

　その時彼かれが浮うかべた、その表情。それは──、

「殺しちまったらすぐ生き返っちまうじゃねぇか。邪じや魔まだろ？　ソレ」

　それはもう……ニンゲンのものなんかじゃなかった。

「ベルゼ……ッ、お前は……お前はっ……！」

　信じてたのに……まだ引き返せるって……まだやり直せるって！

　なのにこの男はここまで腐くさってたのか!?　この男の心にはもう、光なんて一いつ片ぺんだってありやしないじゃないか!!

「おぉお？　なに、怒おこった？　悪ぃ悪ぃ、ひょっとしてしっかり殺やっといた方がお好みだったか？　安心しろよ、コイツらまとめてぶっ潰つぶしたら爺じいさんにも改めて死んでもらうからよ！」

　世界の全てを冒ぼう瀆とくするその態度。ボクもロキも、怒いかりのあまりに声も出せない。

　そんな中、汚けがれきったベルゼの言動を誰だれより早く咎とがめたのは清せい浄じようなる戦いくさ乙女おとめ、ブリュンヒルデさまだった。

「この狂きよう人じんめ……！　これ以上その言葉で『アースガルド』を汚けがさないでっ！」

　冒ぼう瀆とく者しやを律する剣けんが、夕日を映して闇やみを斬きる。それを受け止めるベルゼの短たん剣けんが火花を散らし、ブリュンヒルデさまを力任せに押おし返かえした。

「いいねぇヴァルキューレ！　てめぇとは一度ヤってみてぇと思ってたんだ！」

　狂くるったような雄叫おたけびを上げて短たん剣けんを振ふり回まわすベルゼ。だけど対するブリュンヒルデさまは冷静だ。殺意の軌き道どうを見切って次々と切っ先を弾はじき、やがてベルゼは大きくバランスを崩くずした。

「そこですっ！」

　一いつ瞬しゆんの隙すきを突つき、ブリュンヒルデさまは剣けんを一いつ閃せん。ボクを抱かかえたベルゼの左ひだり腕うでは体から切きり離はなされ、ボクはその手からようやく逃のがれて地面を転がる。

　次いで振ふるわれた二の太刀たちが、ベルゼの胸を横一線に切きり裂さく。ベルゼは血を吐はきながらよろめき、その場にゆっくりと崩くずれ落おちた。

「グブッ！　へ、なっちゃ、いねぇ……な。殺やる、と、決めたら……殺やれよ、三流、が……」

「！　おいっ……！　あぁこいつ一体何考えてやがる！　またソレかよ！」

　戦意と自由を奪うばうだけだったはずのブリュンヒルデさまの剣けん。なのにベルゼはまたしても短たん剣けんを首に当て、自らの手で命を散らした。

　これで二度目の死……つまりもう、ベルゼはこれ以上生き返らない。

「ふぅ。どこまでも油断ならない男でした……。そうだ、セイさん大だい丈じよう夫ぶでしたか？　お助けするのに少し荒あらっぽい方法をとってしまって……」

「あ、はい、ボクは平気……というか実はもう、感覚があまりなくて」

　鞘さやに剣けんを収めつつ、こちらに歩いてくるブリュンヒルデさまをボクはぼんやりと見上げる。

（あれ……？　待った、なんか変だ。オーディンさまに処しよ刑けいされるかもしれないことをさっきはあんなに怖こわがってたベルゼなのに、何でこんな簡単に自害を……？）

　微び妙みように引っかかるものを胸に感じつつも、ボクの意識は急速に遠のいていく。はぁ、事件の決着を見た途と端たんにこれだよ。我わが意識ながら根こん性じようが足りてない。

　でも仕方ないか……何しろこんなに血を流したんだ、このままだと長くは持たない。まぁどうせまだ連続日にち没ぼつ中だろうし、ボクなら死んでもすぐに生き返れるかな……なんてね。

　そんな風に──自分に迫せまる死の足音を軽く見てしまったその瞬しゆん間かん。手放しかけていた意識の端はしで、ボクはロキの叫さけび声ごえを聞いた。

「ッ！　ブリュンヒルデ!!　後ろだッ!!」




　命の重さを軽かろんじたボクへの──これが罰ばつなのか。




「ブリュン、ヒルデ……さま？」

　必死に手た繰ぐり寄よせた意識の中で、霞かすんだこの目が映したもの。

　それは左胸から短たん剣けんの切っ先を生やした──ブリュンヒルデさまのお姿だった。
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「セ……イ……さん……」

　震ふるえる唇くちびるから鮮せん血けつを噴ふき出だしながら、ボクの名を呼ぶブリュンヒルデさま。薄うす紫むらさきの双そう眸ぼうに溢あふれた涙なみだが落ちるより先に、ブリュンヒルデさまはゆっくりと……地面に倒たおれ伏ふした。

「あ……え……？　待って、そんな……ブリュンヒルデさま……ブリュンヒルデさまっ!!」

　今すぐ駆かけ寄よって抱だきしめたかった。それなのにボクは、その場から動くこともできない。

　どうしてだよ……どうして動けないんだよ！　骨折くらいなんだってんだ、だってブリュンヒルデさまがっ、ブリュンヒルデさまが……っ！

「……ごめ、なさい……。ぁの…………悲しませ……しまい、ます、か……？」

「っ！　か、悲しみませんよ！　だってブリュンヒルデさまは助かりますもん！　ほら、傷は浅いですよ！　絶対大だい丈じよう夫ぶです！　今ボクがお助けしますからっ！」

　必死に這はいずり、ボクは少しでもブリュンヒルデさまのもとへ。急がなきゃ、ブリュンヒルデさまはボクの声がする方にずっと手を伸のばして下さっている。

　よし、あと少しだ。あと少しで、手が……！

「ふふ……最後まで……優し、です……。ありが、とぅ…………さよ……な……──」

　手と手が触ふれ合あう、その直前……。伸のばされていた彼かの女じよの手から力が抜ぬける。

　体中の空気を全て吐はき出だすように大きく息を吐はいたあと──ブリュンヒルデさまは動かなくなった。

　事切れたんだ。ボクとは違ちがう。




　彼かの女じよはもう二度と………………永遠に目覚めない。




「う……そだ……噓うそだ……噓うそだ……う、うぁぁ……ぁぁあぁぁああああッッ!!」

　言葉になんかならない。想おもいにもならない。ボクの中にはただ、ドス黒い何かが澱おりのように降り積もっていく。

　視界が暗い色で染まったのは、その澱おりのせいなのか。それともソールさまが救出されて連続日にち没ぼつが終わったのか……。

　……──バカか？　どうでもいいだろ。そんなこと──。

「っ……く……くははっ、あはははははっ……！」

　心底下らない。今考えなきゃならないのはそんなことか？

　違ちがうだろ。ボクはただ……あいつの死を望むだけで良かったんだ。

　ねぇセーフリームニル。ボクにはずっと聞こえていたよね？　気付かない振ふりはしなくていいよ。ボクにはさ、初めから聞こえていたんだ。

　さぁ耳を澄すませろ。世界の闇やみから滲にじみ出でてくる、呪のろいの言の葉を履り行こうするために。





　　　　《与あたえよ。欲深き全ての者どもに──永遠の不幸を》






「うっし、まず一人。ハッ、こうなると案外脆もろいもんだ、神様ってヤツもよ」

　刃やいばに付いた血を舌で舐なめ取り、鼻歌を歌いながら短たん剣けんを弄もてあそぶベルゼ。それを見たロキが静かな怒いかりとともに一歩詰つめ寄より、問とい掛かける。

「てめぇ……化けて出た訳じゃあなさそうだな。となるとそりゃあ〝グルヴェイグ〟か」

「くっくく、そうだとも。どうやら賭かけには勝ったらしい、なぁセーフリームニル」

　ヒラヒラと手を振ふって質問に答え、ベルゼはまたセーフリームニルを拾い上げる。そして今度はその左後ろ足へと嚙かみ付ついた。

　モモ肉をごっそりと齧かじり取られても、そこに痛みは存在しない。当然だった。何故なぜならこのセーフリームニルには、元々そんな機能は無いのだから。

「ふぅ～美味うめぇ！　……さぁてと。これでまた準備できたな」

「準備だと？　そいつはぜひ聞きてぇな、一体何の準備ができたって？」

「ケッ！　この俺おれ様さまがそんな親切な野や郎ろうだと思うかロキ。なぶり殺しにした後でよけりゃあ、たっぷりと聞かせてやるがな！」

「へぇ、俺おれとやる気かよ。こっちはハラワタ煮にえ繰くり返かえってんだ……千回死ぬぜ？」

「だったら千回生き返るだけだぜ！　このイノシシさえいりゃあ俺おれ様さまは不死身なんだ！　誰だれだろうと俺おれ様さまを殺し切れるヤツはいねぇ！　コイツはもう、俺おれ様さまだけのモンだっ!!」

　今この瞬しゆん間かん、ベルゼによって高らかにセーフリームニルの所有が宣言される。

　そしておめでとうセーフリームニル。その言葉だろ？　……お前が待ち望んでいたものは。

「お前──セーフリームニルを所有したな？」

「はぁ？　だったらどうしたってんだ。てゆーかてめぇよ、いつもの女め々めしい喋しやべりはどうした？　あぁ～、女を殺された怒いかりで気でも触ふれたかぁ？　ヒャッハハハッ!!」

　……下品な嘲ちよう笑しようだ。戯ざれ言ごとに貸す耳は無い。セーフリームニルはマンナズのルーンを発動させ、人間状態に変へん化げする。

　突とつ然ぜんの事に驚おどろいたベルゼは咄とつ嗟さに距きよ離りを取ったが、すぐに邪じや悪あくな笑えみを浮うかべて短たん剣けんを構え直した。

「あぁ？　何だ、やるってのかよ？　ケッ！　全身ズタボロのその体でか？　そんなんじゃ歩けもしねぇ、くせ……に……？」

　言葉を言い切るより先に、ベルゼはその表情を驚きよう愕がくと恐きよう怖ふで歪ゆがませた。

　何をそんなに怯おびえることがあるのだろう。最低限の筋肉と、骨と神経さえ残っていれば体を操作することなんて容易たやすい。生き物ってのは単純な構造で助かるよ。

「なぁ、このセーフリームニルを所有したんだろ？」

「ッ、るせぇんだよ！　したらなんだってんだ、この雑魚ざこがッ!!」

　その刹せつ那な、絶ぜつ叫きようとともに鋭するどい突つきが繰くり出だされる。

　心臓を一ひと突つきにする刺し突とつ。が、それは避よける必要のないものだったので刺さされておいた。

「……おい……何だよ……こいつ何で……止まらねぇんだ……!?」

〝殺せない〟という恐きよう怖ふが、ベルゼの心を蝕むしばんでいく。怯おびえと錯さく乱らんにより突つき出だされる刃やいば。セーフリームニルが滅めつ多た刺ざしになる度たびに、ベルゼの方が壊こわれていった。

「死なねぇ……死なねぇ……！　何でだ……何なんだよ……こいつ！」

　ついには短たん剣けんを投げ捨て、頭を抱かかえて膝ひざを突つくベルゼ。

「コレを所有したのなら、お前は──」

　射程圏けん内ない。セーフリームニルはベルゼの額に右手の人差し指を押おし付つけ……。

　奇くしくも〝生セイ〟と呼ばれるモノが、告げる。




【死ね】




[image: ]

　それは命令ではなく、望みでもない。告げられたそれは、世界によって定められた運命だ。

　セーフリームニルの内側から湧わき出でる黒い澱おりが、新たな所有者へと明あけ渡わたされる。この世界に生きる者である限り、その澱おりから逃のがれることなどできはしない。

　何故なぜならソレは……世界全ての〝破は滅めつ〟と〝悲運〟の塊かたまりなのだから。

「ガッ!?　テメ……ナニ、ヲ……？」

　胸を押おさえてフラつくベルゼ。まずはその肌はだが爛ただれて落ちる。次いでごっそりと髪かみが抜ぬけ、眼球と歯が零こぼれ落おち、体中の穴という穴から血を撒まき散ちらして倒たおれ込こんだ。

「ゲボッ!!　ナン……ッ、イヤダッ、タス、タスケッ……アガアアアア!!」

　骨が溶とけ、全身が腐ふ敗はいし、苦痛によって反り返った体は肉体の可動域を超こえてあらぬ方向へと折れ曲がる。

　そして激しい痙けい攣れんを繰くり返かえした末──ベルゼはようやく絶命した。

「っ……、……なんて……死に様だよ……こいつは流石さすがに、ヤバ過ぎだろ……。セイ……お前一体、どうしちまったんだ……？」

　この世で最も凄せい惨さんであるはずの、純然たる死。それを目の当たりにしたロキは口元を押おさえて顔を背そむけた。

　なぁロキ……ソレから目を逸そらすのは卑ひ怯きようだ。直視しろよ。その惨みじめで哀あわれで残ざん酷こくな姿こそが、この世界の真実なんだから。そしてその真実は、いつでも、どこにでも存在する。

　あぁ──そうだ。世界はこんなにも汚きたなく、理り不ふ尽じんで、腐くさり果てている。

　そのうちに気が付くさ。この世界はとっくの昔に、終わってるって事にな…………。

　……………………。

　…………。







　次にボクが意識を取とり戻もどしたのは、柔やわらかくて温かいベッドの上だった。

　そこが自分の部屋だということは匂においで分かった。全身を包帯でグルグル巻きにされていることも。

　どんなにボロボロになったって、嗅かぎ慣れたこの部屋の空気だけは目を瞑つぶっていても嗅かぎ分わけられる自信がある。でも今はその匂においの中に、普ふ段だんはない匂においが混じっていた。

「誰だれか、いるんですか……？」

　問とい掛かけながら、ボクは閉じていた瞼まぶたをゆっくりと開く。

「ふぇ……？　あっ!!　セイくん気が付いたっ!?　[image: ～][image: ～]っ、良かったぁ、このまま目を覚まさないんじゃないかと思ったよぉ」

　安あん堵どの表情を浮うかべて、ぐでっとベッドに突つっ伏ぷしたのは姉妹しまいの九女・ヴァイセだった。

　どうやらずっとボクの介かい抱ほうをしてくれていたみたいだ。

「ごめんねヴァイセ、迷めい惑わくかけちゃったみたいで……」

「ううん！　こうして起きてくれたんなら全然迷めい惑わくなんかじゃないよっ！」

「ありがとう。でもどうせ死んだって生き返るんだし、そこまで心配しなくても……あっ」

　し、しまった、これはヴァイセには禁句だったんだ。自分の失言に気付いた時にはもう遅おそい、ヴァイセは目にいっぱいの涙なみだを溜ためてボクの背中を引っ叩ぱたいた。

「……あれ？」

　叩たたかれたかと思ったけど、痛くない。その掌てのひらは、ただ優やさしく添そえられただけだった。

「生き返るって分かっててもさ……それでもわたしは心配するよ。誰だれかが死んじゃうのは、やっぱり絶対に嫌いやだもん」

「それはうん、きっと誰だれだってそうだよ。ボクだってそうだし」

　ボクの肯こう定ていに頷うなずきを返すも、ヴァイセは俯うつむいたまま顔を上げようとしない。どうしたのかと思ったその時──ベッドの上に透とう明めいな何かがポタリと落ちた。

「……だからさ……もう生き返らないんだって、思うと……もっと辛つらい」

　小刻みに震ふるえる声が部屋に溶とけていく。瞬しゆん間かん、ボクの胸には激痛が走った。

　イノシシの体じゃ耳を塞ふさげない。そこから先の言葉は……聞きたくなかった。

「お姉ちゃんが……ヒルデ、お姉ちゃんがっ……、……死んじゃった……っ!!」

　あの光景は朦もう朧ろうとした意識が見せた、ただの幻まぼろしだって……そう思いたかった。

　でも、そんな都合のいい悪夢があるわけない。あの時見たあれは、確かに現実だったんだ。

　拭ぬぐい去されない悲しみが、ボクとヴァイセの涙なみだを啜すする。この体のどこにそんな水分があったのかってぐらい、ボクらはずっと泣き続けた。

　そうしてお互たがいに泣くだけ泣いて……喉のどがカラカラに渇かわいた頃ころ。ボクはようやく悲しみ以外のことに目を向けられた。

「あの、ブリュンヒルデさまのご遺体は……？　ちゃんと回収なされたんだよね？」

「……うん。お葬そう式しきはまだだけどね、みんなで運んで今は『ヴァルハラ』の安置室。……セイくんは昨日の戦いの事、どこまで覚えてるの？」

「ブリュンヒルデさまがベルゼに刺さされてしまったところまで……かな。そこから先はもう、ショックと消しよう耗もうで気を失っちゃったみたいで……」

「じゃあ……首しゆ謀ぼう者しやのベルゼがどうなったのかは知らないんだね」

「うん。……そうだ、結局あいつはどうなったの？」

「……知らないならその方がいいかも。ロキ様が仰おつしやるには、充じゆう分ぶんな罰ばつを受けて死んだって」

　充じゆう分ぶんな罰ばつ？　何それ、ブリュンヒルデさまを殺したあいつに、赦ゆるされるような贖しよく罪ざいなんか一つもない。もし生きていたなら誰だれがなんと言おうとこの手で始末したんだけど……生き返らなかったってことは、さすがに三度目の蘇そ生せいはなかったってことなのかな……。彼かれらの生き返りって、結局どういう理り屈くつだったんだろう？

「さてと……それじゃあわたしはそろそろ行くね？　セイくんが目を覚ましたら知らせに来るようにって、オーディン様に言われてるから」

　ヴァイセはすくっと立ち上がると、ボクの頭を一ひと撫なでしてから部屋を出ていった。その表情はギリギリ笑え顔がおだったけど……彼かの女じよの笑え顔がおが持つ本来の明るさは、ひょっとしたらもう戻もどらないのかもしれない。

　それから数時間後。朝日が夕日だったあの時からどんな風に時間が流れたのかは謎なぞだけど、ベッドの上からぼんやり眺ながめていた窓の外は、昼から夕方へと変わろうとしていた。

　そんな時、ボクは再び部屋にやってきたヴァイセに抱だかれて『ヴァルハラ』大演習場へ連れ出された。そこには外界の監かん視し者しやであるヘイムダルさまを除いた全てのアース神族たちが集められ、黒い列を作っている。

　これから執とり行おこなわれようとしているのは、そう──戦いくさ乙女おとめヴァルキューレの長女、『神の戦せん鎧がい』ブリュンヒルデさまの、ご葬そう儀ぎだ。

「お前が目覚めねぇうちには始められねーことだしな」

　というのはロキの談。

　この計らいには心の底から感謝しなくちゃいけない。どんなに悲しくたってさ、ブリュンヒルデさまとの最後のお別れぐらいは、やっぱりきちんとやりたいじゃないか。

　オーディンさまがお悔くやみを述べられ、式は滞とどこおりなく進められる。順に献けん花かが始まって、まずはフレイヤさまを筆頭に、ヴァルキューレ姉妹しまい一人一人がご遺体に花を供そなえていった。

　次いでロキ、トールさま、バルドルさまと続き、いよいよボクの番。

　地平線で踏ふみとどまっていたお日さまが沈しずみ、暗さと悲しさを一段増ました式場。自分では歩けないボクを抱だいた料理長が一歩を踏ふみ出だしたその瞬しゆん間かん……ボクの背中に向かって、控ひかえめな声が投なげ掛かけられた。

「ご愁しゆう傷しよう様です。随ずい分ぶん盛せい大だいな式のようですが、どなたかお亡なくなりに？」

「グスッ……えぇ……とても惜おしい方を亡なくしたんです。今来たところですか？　献けん花かにはまだ間に合います、の……で……？」

　あれ……気のせいかな？　このやり取り、確か前にもそっくり同じのをやった覚えがあるぞ？

　ボクが違い和わ感かんを覚えたその瞬しゆん間かん、大演習場がにわかに色めく。それは驚おどろきの声であり、戸と惑まどいの声であり……そして何より、歓かん喜きの声でもあった。

　ということはまさか……いやでもっ、そんなはずない！　だってブリュンヒルデさまはアース神族だ、人間でもなければイノシシでもない。ボクやエインヘリヤルと違ちがって、死んでしまったら生き返ったりはしないんだ！

「なに意固地になってるのさセイ君。目を開けて、前を見てごらんよ」

　若じやつ干かん震ふるえた声で言う料理長。

　ボクを抱だいた料理長はとっくに振ふり返かえっているから、ボクがそっぽを向くのをやめさえすれば、すぐにも声の主のお顔が見られるはずだ。だけど……。

「セイさん。お顔を見せてくれませんか？」

　実質たった数時間ぶりでしかないはずなのに、ヒドく懐なつかしいと感じる声。

「……どうせ幻げん聴ちようなんでしょう？」

「皆みなさんにも、ちゃんと聞こえているみたいですよ」

「どうせ夢に決まってます」

「夢にまで出られたら光栄ですが、現実です」

「じゃあどうせ……幽ゆう霊れいとかなんですよ」

「なら触さわってみて下さい。ほら」

　全身包帯まみれのボクの前足が、そっとどこかに導かれる。温かくて、柔やわらかい場所。それが何なのかを知りたくて……ボクはついに前を見み据すえた。

「えへへ……ただいまです、セイさん」

「お……おかえりなさい……ブリュンヒルデさま」

　何だこれ……本当に信じられない。こんな奇き跡せきがあるものなのか？

　見み据すえたそこに立っていたのは、自分の頰ほおにボクの前足を触ふれされてはにかむブリュンヒルデさま。

　そしてそのやり取りが合図だったかのように、割れんばかりの歓かん声せいが『ヴァルハラ』の夜空いっぱいに響ひびき渡わたる。ボクと料理長を突つき飛とばし、彼かの女じよの八人の妹たちが我先にとお姉さんの胸に飛とび込こんだ。

「姉ねえ様さまっ!!　ほらっ、やっぱりワタクシが一番乗りでしてよ！　褒ほめて下さいな！」

「ちょっとゲルヒ姉さん邪じや魔まっ！　そんなに幅はば取らないで下さいよ！」

「あらあら～、みんなはしゃいじゃってぇ、まだまだ甘あまえんぼさんねぇ」

「そう言う姉あね様さまも右手を独どく占せんしているではありませんか。では左手は私が」

「なら背中はリンデがもらったのですし」

「うぅぅ、やっぱりワタシの居場所がない……」

「グリムゲルデはほれ、髪かみでも握にぎっておけ。わしは余ったところで良よいぞぃ」

「もぉ～お姉ちゃん達たちっ！　そんなにぎゅうぎゅうやったらヒルデお姉ちゃん困っちゃうよ！　ヒルデお姉ちゃん、どこも痛くない？　ちゃんと生き返ったんだよね？　でもどうして？　日にち没ぼつが来たから？」

「それはその……私にも良く分からないんです。でも一度死んでしまった事は自覚していますし、体の方も何ともありません。これってまるで、セイさんみたいですよね？」

　そう言って、ボクの方に視線を送るブリュンヒルデさま。自然とみんなの視線もこっちに吸い寄せられるけど、どんな目で見られようとボクにだって答えようがないよ。

　だけど──今この状じよう況きようで、あえてコメントすることがあるとしたら、ただ一つだ。

「えっと……良い子は真似まねしないで下さいね？」

　その一言で、演習場にはドッと笑いが巻き起こる。いやいや、ホントに笑いごとじゃないんですよ？　この話。

　これまでの教訓。〝生き返れるからって、軽々しく死んじゃいけない〟。

　百歩譲ゆずってそれが許されるのは……『ヴァルハラの晩ご飯』であるボクだけさ。
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「よ～し、みんな集まってるな？　そんじゃあ僭せん越えつながらこの俺おれが、今回の『エインヘリヤル反乱事件』の総そう括かつ……って程ほどでもねーけど……まぁちょいとばかり、セイやエインヘリヤル共が持つ蘇そ生せい能力〝グルヴェイグ〟について言げん及きゆうしておこうと思う」

　文字通りのお通つ夜やムードから一転、今は祝賀ムード真まっ盛さかりな神さまたちは『ヴァルハラ大食堂』へと移動。ボクを小こ脇わきに抱かかえたロキによる演説が始まろうとしていた。

「〝グルヴェイグ〟ってのは元々、この煤すすけイノシシ・セーフリームニルが持っていた能力だった。けど後になって、エインヘリヤルもそれと全く同じ能力を持っている事が判明した。その上でセイが英えい雄ゆう的偉い業ぎようを成なし遂とげちまったもんだから、セイは改めてエインヘリヤルとして認にん定ていされた訳だ。そしてその事を根こん拠きよにして、俺おれ達たちの間には一つの通説が生まれた。蘇そ生せい能力〝グルヴェイグ〟とは、エインヘリヤルとなる運命を持つ英えい雄ゆうなら誰だれもが宿す共通の特とく殊しゆ技能なんじゃないか、ってな」

　そこまで言うとロキは一いつ旦たん言葉を止め、全員の理解を促うながす。「続けたまえ」というみんなの視線が充じゆう分ぶん集まったところで、ロキは再び話を続けた。

「だが残念ながら、俺おれ達たちの認にん識しきは見けん当とう違ちがいだったのさ。セイの〝グルヴェイグ〟は日にち没ぼつさえ来れば一日に何度でも生き返れたのに対して、エインヘリヤルの〝グルヴェイグ〟は一日一回。発動タイミングが日にち没ぼつってだけで、二つは全く異なる能力だったんだ。寧むしろ俺おれはこう思う。エインヘリヤルには、端はなから蘇そ生せい能力なんてモンは備わっちゃいなかったんだってな」

「それは……つまりエインヘリヤル共は、本来セーフリームニルだけが持つはずの蘇そ生せい能力を偶ぐう然ぜん〝借用〟していただけだという事か？」

「流石さすがは兄貴だな。言っちまえばそういうこった。借りて使っていただけだからこそ、一度使っちまえば効果はそこまで。だからこそ奴やつらに二度目の蘇そ生せいはなかった。だがよ……反乱首しゆ謀ぼう者しやのベルゼだけは違ちがった。奴やつは俺おれの見てる目の前で、確かに二度目の蘇そ生せいをやってのけやがったんだ。仕し掛かけの種は結局吐はかず仕し舞まいだったが、奴やつが死ぬ前に取っていた行動を見てたら何となく分かったぜ。エインヘリヤルがセイの力を借りていた方法はな──食事だよ」

　食事……その単語を聞いた瞬しゆん間かん、ボクも他の神さまたちも頭上の電球をピカッと光らせた。

　エインヘリヤルには一日に一度だけ、晩ばん餐さんとしてボクを食べる機会がある。なるほど、彼かれらはボクを食べることで、ボクの蘇そ生せい能力を一時的に得ていたってことか。

　反乱を起こした彼かれらに二度目の蘇そ生せいがなかったのは、まだその日ボクを食べていないから。一度死んで新たに生まれた体は、改めてボクを食べない限り蘇そ生せい能力がないってことなのか。

「えっと、それってつまり……セイさんを食べさえすれば、誰だれでも一度は蘇そ生せいできるようになるって事ですよね……？」

「いいところに気が付いたなブリュンヒルデ。日々の熱心なつまみ食いは伊達だてじゃねーって事か」

「なっ、ななな何でロキ様までそれを知ってるんです!?　あっ、ラタトスク！　ラタトスクが情報源ですね!?　あの子ってば全くもぉぉ～……ていうかそんな毎日はやってませんし熱心でもありませんからっ！」

「くっくっく！　まぁそうだとしても有意義だったぜ、お前の死は。何しろこの事実は俺おれ達たち神々にとってドデカイ切り札になり得る。つってもまぁ……セイの能力云々うんぬんって話はあくまでも俺おれの仮説だ。かといって試ためしに死んでみるって訳にも行かねーし……何にせよだ、この中でまだセイを食った事がねぇ奴やつは一度食っとくべきだと思うぜ。どうせ減るもんじゃねーしな」

「いや減るからね!?　精神的にガッツリ！　もう慣れっこだろみたいな空気出さないでよ！」

　ボクは思わず抗こう議ぎの声を上げるも、まだボクを食べたことがない神さまたちはすっかりその気になってテーブルに着き始めた。そしてその中には、申し訳なさそうに縮こまるブリュンヒルデさまのお姿も。

　ロキの仮説通りなら彼女は一度〝グルヴェイグ〟を発動させているわけだから、保険としてボクの肉を食べ直すのは当然のことだ。だからそんなに縮こまらなくてもいいんですよ？

　あ……うん。今チラッと見てみたら、ブリュンヒルデさま以外のヴァルキューレさまたちは全員壁かべ際ぎわに整列して、思い思いにしおらしくしている。みんながボクをこっそりつまみ食いしてたって話は、どうやらホントのことだったみたいだね……。

　ってちょっ、えっ、フレイヤさま!?　あなたもそっちの列に加わるんですか!?　あなた一体いつの間につまみ食いしてたんですか！　もっと自分のイメージ大事にして下さいよ！

「アンド料理長。早さつ速そくで悪いが調理を始めてくれ」

「はっ！　オーディン様の仰おおせのままに。みんな聞いた通りだ、キリキリ働けよっ！」

　料理長に調理開始の命が下り、隣となりでちゃっかり待機していたスタッフたちに指示が飛ぶ。ここに来て、『ヴァルハラキッチン』は一いつ瞬しゆんにしてこれまでにないほどの活気に包まれた。

　それもそのはず、だって今回のお客さまは有う象ぞう無む象ぞうのエインヘリヤルたちなんかじゃなくて、アースの神さまがただ。腕うでによりを掛かけて最高の料理を作ろうとするのは、料理人なら誰だれしもが持つ本能だろう。

　って……ちょっと待った、このタイミングで料理なの!?　今さっき夕日が沈しずんだばっかりのこの時間に!?　ボク、今料理されたら明日の日にち没ぼつまでずっと生き返れないんですけど！

「ロ、ロキ、このままだとボク、前に話した〝死の悪あく循じゆん環かん〟に陥おちいっちゃうんだけどどうなの？」

　ちょっと前、小型冷れい凍とう庫こをプレゼントされた時に料理長が言ってた。

　蘇そ生せい（日にち没ぼつ）直後に〝食事にならなければならない事態〟に陥おちいる事があったとしたら──死の悪あく循じゆん環かんは回かい避ひできない。そして今の状じよう況きようが、まさにソレ。

　はぁ。あんな前から変なフラグ立てないで下さいよ料理長ぉ……。

「ん？　あぁ、悪あく循じゆん環かんな。それだったら問題ねーさ。なぁ兄貴よ、エインヘリヤル共に出す料理は、昼間に話した通りでいいんだよな？」

「それで構わん。大人しく投降したとはいえ一度は神に背そむいた連中だ。罰ばつとしてこれからしばらくの間は、〝野菜煮込みラタトウイユ〟でも食わせておけ」

　言って、ニヤリと含ふくみのある笑えみを浮うかべるオーディンさま。

「え、何でそれが罰ばつなの？　ラタトゥイユって普ふ通つうに美味おいしいじゃない」

「額面通りに受け取るなよセイ。ラタトゥイユにゃ〝臭くさい飯〟って意味もあるのさ、コック見習いならその辺りも勉強しとけ」

　へぇ～、早さつ速そくいい勉強になったよ。全国のラタトゥイユさんにはいい迷めい惑わくだろうけど。

「さぁセイ君、そろそろ君の出番だよ」

　大食堂まで食材を取りに来た料理長の手に、どうぞとボクを手て渡わたすロキ。まるでバトンのような扱あつかわれ方だけど、今いま更さら文句を言っても始まらない。

「セ、セイさん……！」

　無む抵てい抗こうに運ばれていくボクの耳に、ブリュンヒルデさまの心配そうな声が届く。実際に一度死を体験なさったことで、彼かの女じよはこれからボクが体験することをこの場の誰だれよりも知っていた。

「大だい丈じよう夫ぶですブリュンヒルデさま、ボクもそろそろベテランですから。ただ、最さい期ごに一つだけお願いがあります」

「！　そっ、それは何ですか？」

　胸の前で手を組み、ウルウルとした瞳ひとみでボクを見つめるブリュンヒルデさま。

　ボクの望みはただ一つ……ボクら食材が求めているのは、常に一つだ。

「〝頂きます〟と〝ご馳ち走そうさま〟は、心を込こめてお願いします」

　食前食後のその一言が、ボクたちへのレクイエム。

　でも……〝おかわり〟の声だけは、実を言うとちょっぴり怖こわい。

　それが、ボクの本音です。





○　　　　○　　　　○　　　　○　　　　○






　──神々の晩ばん餐さん後、『ヴィグリード』の遺い跡せき──。

　〝虹にじの虚うろ〟を使用して再びその地を訪おとずれたロキは、小さな舌打ちと共にそこにいる者を見下ろした。

「チ……ブリュンヒルデが生き返ったのを見てもしやと思ったが、やっぱりお前も生き返ってやがったか……ベルゼ」

　遺い跡せきの奥おく。朽くち果はてた台座と壁かべとの間に隠かくれるようにして蹲うずくまるのは、エインヘリヤル反乱軍の首しゆ謀ぼう者しや・ベルゼ。

　彼かれは三度目の死の直前、セーフリームニルのモモ肉を食べている。彼かれの肉を口にする事が蘇そ生せいの鍵かぎであるならば、こうしてベルゼが蘇そ生せいしていても何ら不思議ではない。

　とはいえ、果たして彼かれは生き返ったと言えるのか。ロキの声には耳を貸さずガタガタと震ふるえているその男には、数刻前までの面おも影かげは微み塵じんもなかった。

「まぁ……この分なら、二度と悪さはできねーだろうがな……」

　視点は定まらず、髪かみは白く染まり、歯の根が合わない様子の彼かれは最も早はや、ただ怯おびえ続けるだけの生き物になり果てた。いや……それはもう生き物ではない。彼かれの心は既すでに、死んでいるのだから。

　ロキは彼かれの死に様を思い返す。それはまるで、世界中の死という死が一度に押おし寄よせてきたような光景だった。

　その現象は……セーフリームニルが発した一言で、引き起こされた。

「『お前は死ね』……か。冗じよう談だんじゃねぇ、死ねと言うだけで他人を殺せるなら、世の死神様は商売上がったりだぜ。……セイの野や郎ろうは一連の事をすっかり忘れちまってるみてーだが……あいつには色んな意味で、これからも仲良くしてもらいたいもんだ」

　謎なぞが深まる親友に若じやつ干かんの畏おそれを抱いだきつつ、ロキはベルゼを捨て置いてその場を後にした。

「さぁて……来てみたはいいが、どうやってこっから帰るかな……」

　遺い跡せきを出て、『ヴァルハラ』へ帰き還かんする方法を思案していたロキ。しかしそんな彼かれの下へ、意外な人物が唐とう突とつに姿を現した。

「ロキの旦だん那な！　お久ひさし振ぶりで御ご座ざいやす！」

　虹にじ色いろの光を纏まとって現れたのは小さな茶リス。神しん出しゆつ鬼き没ぼつの代名詞である彼かれの無事な姿を見て、ロキは安あん堵どの笑えみを零こぼした。

「ラタトスクじゃねーか！　この野や郎ろう生きてやがったのか！」

「当然でやんちゅ！　このあっしがそう簡単にやられるなんて有り得やせん。運悪く反乱軍に捕つかまって脅おどされてからは言う事全部素す直なおに聞いてヤツらの有利になるよう働きかけ、終始いいメッセンジャーに徹てつしておりやしたからね。有能なあっしを傷付けるほどヤツらも馬ば鹿かじゃあ御ご座ざいやせん」

「無事でいてくれて本当に良かったぜ。……なぶり甲斐がいがあってよ」

「いだだだっ!?　突とつ然ぜんどうしたんでやんちゅかロキの旦だん那なっ！　背中の皮がビヨンと伸のびちまいやちゅよぉっ！」

　少しも悪びれずに裏切り行こう為いを誇ほこれるのは、ラタトスクの美点なのか、欠点なのか。

　少なくとも今回に限っては、背中の皮が伸のびるぐらいの事は我が慢まんしなくてはならないだろう。

「ふひぃ～……だ、旦だん那な……実はあっし、さるお方から言こと伝づてを預かっておりやして……」

「あん？　だったらそれを先に言えよ。誰だれが何だって？」

「死者の国『ヘルヘイム』の女王〝ヘル〟様から、今すぐ会いに来てとの言こと伝づてでやんちゅ」

「マジでそれ先に言ってくれよなもぉ～！」

　言こと伝づてを聞いた瞬しゆん間かん、ロキはかつてない程ほどに破顔してラタトスクの全身を撫なで回まわした。

　そう──『ヘイヘイム』の女王ヘルとは、ロキの娘むすめなのである。

　長男フェンリル、次男ヨルムンガンド、そして長女のヘル。予言神ミーミルの予言によって神界から追放された三柱の神は全て、奇くしくもロキの子供達たちだったのだ。

「あいつは特にしっかり者だったからさぁ、あの住みにくい『ヘルヘイム』をあっという間に統治しちまってよ。いやぁ流石さすがは俺おれの可愛かわいい娘むすめ！　誰だれに似たと思う？　なぁなぁ？」

「そ、そいつぁもちもん、ロキの旦だん那なに似たんでありやしょう……」

　普ふ段だんは決して見せないロキの親バカっぷりを受け、ラタトスクは心中で大いに引いた。

「さて。お預かりした言こと伝づては、この通り確かにお伝えいたしやした。しかしながらどうするおつもりで？　あっしに掛かかればどこだろうとひとっ飛びで御ご座ざいやすが、旦だん那なはそうもいきやせんでしょう？」

「お前にくっ付いていけりゃあ楽なんだがな」

「そりゃそうでありやすが、旦だん那なはご存じでおりやしょう？　あっしと一いつ緒しよに飛べるのは、あっしが持ち上げられる重さまでに限られやす」

　ラタトスクが言うように、彼かれの瞬しゆん間かん移動能力は一見便利に見えるが、ある程度の制限がある。

　一つは質量の問題。彼かれが持って動ける重さ以上のものと接している時、瞬しゆん間かん移動能力は発動しない。人間の手てに捕つかまってしまった彼かれが瞬しゆん間かん移動で逃にげられないのはその為ためだ。瞬しゆん間かん移動の際に彼かれが必ずジャンプするのも、地面との接点を無くす為ためである。

　そしてもう一つの問題が、魔ま術じゆつ感知。何らかのルーン魔ま術じゆつが作用している状態のものは、何であっても持ち運べない。たとえロキが魔ま術じゆつで豆などに変化したとしても、それを持っての瞬しゆん間かん移動は不可能なのである。

「まぁその辺は気にしなくていいぜラタトスク。実はこんな事もあるかと思ってな、前にニーズヘッグとやり合うんで『ヘルヘイム』に行った時、世せ界かい樹じゆの根元にこっそり〝移送ラド〟のルーンを刻んでおいたのさ」

「へぇ、流石さすがはロキの旦だん那な！　抜ぬけ目めがないでやんちゅ！　親バカの鑑かがみでやんちゅね！」

「へっ、あんまり褒ほめるなよ照れるじゃねーか。そんじゃあちょっくら行ってきますかねぇ。伝言サンキューなラタトスク、今度何かあったら一度くらいは助けてやるよ」

　ロキはラタトスクを地面に下ろすと、喜び勇んでラドのルーンを発動。愛まな娘むすめの待つ『ヘルヘイム』へと向かうのだった。







「よぉ～っすヘル！　最速で会いに来てやったぜ！　どうしたどうした、パパに会えなくて寂さびしくなったかぁ？」

　転移先の『フヴェルゲルミルの泉』から急行し、ロキがやってきたのは『ヘルヘイム』の女王が住まう屋や敷しき『エーリューズニル』。

　番をしていた下げ僕ぼく達たちを顔パスでスルーしてきたハイテンションな父を見て、女王の間にいたヘルは盛せい大だいな溜ため息いきをついた。

「はぁ……来て早々騒さわがしい男であるな……。人恋こいしさで父親を呼びつけるほど、妾わらわは暇ひまではないのである」

「ほぉ。そりゃつまり、暇ひまなら呼んじゃうほど人恋こいしいって事だよな？」

「そそっ、そんな事は言っておらぬであろう!?　全く下らぬ……妾わらわはそのような世間話をするために父上を呼んだ訳ではない。極きわめて重大なこの案件を、直接耳に入れておきたかったからである」

　そう言って真顔になったヘルが纏まとったのは、気高くも凜り々りしい女王の風格。これから告げられる事の重要性を察したロキは、気を引ひき締しめて神しん妙みような表情を作った。

「うむ。心して聞くが良よい。実はな……ある時期を境にして、我わが『ヘルヘイム』に大量の死者達たちが堕おちてくるようになったのである。それこそ毎日のようにな」

「ほぉ。けどそいつは今いま更さら珍めずらしがる事でもねぇだろーよ。『ミッドガルド』じゃ戦争は日にち常じよう茶さ飯はん事じだ、報むくわれない死人なんざごまんといるぜ」

「それを加味しても多過ぎるから問題視しているのである。以前に世せ界かい樹じゆが倒とう壊かいしかけた事件があったであろう？　あれの少し前辺りから爆ばく発はつ的に急増したのである」

「あの事件の少し前？　何かあったっけな……。見当は付かねーが、そうして増加の時期がはっきり分かれてるってのは確かに妙みようだな」

　長年培つちかってきたノウハウを以もつてしても管理しきれないほどの、死者の急増。それが一体何を意味しているのかは分からないが、不気味な現象には違ちがいない。

　これを偶ぐう然ぜんだと捨て置くべきか、それともしっかりと調査をするべきか。後者を選せん択たくしようにも、今のヘルには圧あつ倒とう的てきにその手が足りていなかった。

「まぁ分かったぜ。結局のところお前が俺おれにして欲ほしいのは、その調査って訳だな？」

「違ちがうのである」

　予想をキッパリと否定され、思わずズッコケそうになるロキ。ヘルはまたもや溜ため息いきをつくと、目を閉じて小さく手招きをしてみせた。

「ほれ、近う寄れ」

「何だよ？　して欲ほしいのはハグか？　キスか？」

「どちらでもないわっ!!　ここから先は極ごく秘ひ事じ項こうゆえ、耳を貸せと言うておるのであるっ！」

　ロキのジョークを真に受けて真っ赤になるヘルだったが、ロキの頰ほおに刻まれた平手打ちの痕あとは更さらにその上を行く赤さだった。さしものロキもこうなっては真面目に耳を貸すしかない。

「死者の増加などこの際どうでも良よいのである。何よりも重大なのは、数刻前に堕おちてきた死者が尋じん常じようではなかったという事だ」

「何だそりゃ。一体誰だれが堕おちてきたんだよ？」

「本来なら堕おちてくる筈はずがない……いや……堕ちてきてはならない、と言うべきか。良く聞け父上。我わが冥めい界かいに堕おち、今なお闇やみの深しん淵えんに服するその者の名は……〝ブリュンヒルデ〟」

「っ！　……おい待てよ……何だよそりゃあ……」

　ブリュンヒルデ。それはこの世にもあの世にも二人といない、麗うるわしき戦いくさ乙女おとめの名。それが今、この世にもあの世にも存在している──。

「な、なぁヘル。だとするとよ……少し前からココに毎晩堕おちて来てねーか？　煤すすけ色の、チビイノシシが」

「勘かんが良よいではないか父上。煤すすけ色のイノシシなら毎晩のように堕おちてきておるぞ。そろそろかなりの数になるのである」

「……噓うそだろ……もしそうならあいつは……いや……今あそこにいるあいつらは…………一体誰だれなんだ？」

　その時ロキに伝えられた、その言葉。

　その言葉がもたらしたのは、真実を解き放つ鍵かぎ。しかしそれは同時に、真相を閉とじ込こめる錠じようでもあった。

「セイの能力は蘇そ生せいじゃない？　いや、あいつは確かに蘇そ生せいしていた筈はずだ。その上でキッチリ死んでいた……？　だとするとあの力は蘇そ生せいなんかじゃなく、複製？　いや違ちがう、肉体どころか魂たましいまで精せい巧こうにコピーするあれは複製なんてレベルのもんじゃねぇ。完全なオリジナルを新たに生み出すあの力は──〝創生〟。この俺おれどころか、兄貴オーデインすらも超こえる力……！」

　それがロキの辿たどり着ついた、〝グルヴェイグ〟の真実。

　とはいえそれを知ったところで今すぐ何かが変わる訳でもない。それなのに、ロキは込こみ上あげてくる笑いを堪こらえきれなかった。

「くっくっく……！　おもしれぇ。おもしれぇじゃねーか！　こいつはますます目が離はなせなくなってきやがった！　お前は本当に俺おれを飽あきさせねー野や郎ろうだぜっ、なぁセイよ!!」

　気まぐれに認めた彼かれの相棒は、知れば知るほどその謎なぞを深めていく。

　ロキは思う。興味が尽つきない相棒は、あらゆる意味で──無限の食材であると。








～　Fin　～












　　　あとがき




　皆様初めましてorお久し振りです。三み鏡かがみ一かず敏としです。

　この度は拙せつ作さくを手に取って頂き、ありがとうございます。それどころかこうして作者のあとがきにまで目を通して頂けるのは、本当に喜ばしい限りです。

　さて。突然ではありますが、まずは作者の近況と申しますか、記念すべき第一巻発売からこのあとがきを書くに至るまでの出来事を、少しばかり綴つづってみたいと思います。

　去る二月十日。シリーズの第一巻が発売され、私はその翌日に書店巡りをしました。残念ながら、目の前でどなたかがお買い上げになるというような夢の事態には遭そう遇ぐうできませんでしたが、自分の書いた本がお店に並ぶ光景はやはり誇らしく、また照れ臭くもありました。

　と同時に、その日の夜には大賞受賞者の松まつ村むら涼りよう哉やさん、同じく金賞の駱らく駝ださんとお会いして、ワッフルとチキンの融ゆう合ごう体たいを食すなど、まるでお祭り気分だったのを覚えています。

　それからはネット上に書き込み頂いた沢山のご感想を見ては感激したり、他の受賞者さん達の作品を読んで互いに感想を言い合ったり。楽しい上に勉強になる事も多く、非常に有意義な毎日を過ごさせて頂いております。

　そしてその日々の中には当然ながら、二巻の執しつ筆ぴつ作業もありました。

　最初と最後だけ考えて他はぼんやり、そんな『なるようになれ戦法』で執筆してきたこれまでの私に、『プロット作成』という名の試練が訪れます。

　プロット自体は割とすんなり産まれ落ちたものの完全体に成長するまでの道程は険しく、最初の打ち合わせの帰りには途中で電車が無くなる事態に。一年半振りにカラオケに行き、徹夜で好きなアニソンを熱唱したのはいい思い出です。

　そして……悲しい事に身内に不幸もありました。

　図らずも、生と死をテーマの一つとしている拙作。その執筆中に命の儚はかなさと尊さを改めて思い知りました。ひょっとしたら、私の感情が作品中にも表れているかもしれません。

　そんなこんなで完成まで漕こぎつけた第二巻、いかがでしたでしょうか？

　これだけは描いておきたいというヤマがあり、そこに至るまでのアレコレは一巻以上に難解さを増している感がありますが、その分見どころは盛り沢山……のはず。

　と、その辺りの仕上がりを意識できるのもひとえに、読書メーターの企画があればこそ。

【愛のムチ】企画では沢山の方々から温かいレビューを頂き、感謝の気持ちで胸が一杯です。

　が、ストーリー進行とページ数との兼ね合い、あとはタイミングの問題などで反映できていない部分も無きにしもあらず。どうか、「コイツ意見聞く気ゼロじゃねーか」と思った方ほど次巻を手に取って頂きたく……と、露ろ骨こつな宣伝をしてみる。

　本来であればこの場を借りて、企画に参加して下さった全員のお名前を隙すき間まなく列挙したいところなのですが……申し訳ありません！　実は今回ページ数がもう無いという事で、大変恐きよう縮しゆくながら割かつ愛あいさせて頂く事となりました。

　頂いたご意見・ご感想は漏もらさず目を通しております。愛を励みに、ムチを力にそれぞれ変えて頑張りますので、今後とも応援よろしくお願いいたします！

　という訳で、以降はその他の謝辞を。

　作家として大事な部分を優しく面倒見て下さる（卑ひ猥わいは一切ない）担当編集者の平ひら井いさん、ありがとうございます。送られてくる書類に度々付いてくる「ラ〇ライブ！」のメモ、非常に和みます。そして同じく担当の土つち屋やさん、打ち合わせでの鋭い突っ込み、いつもありがとうございます。土屋さんのご指摘なくば、二巻のセイ君は今頃ドヤ顔バトルジャンキーでした。

　そしてイラストのファルまろ様、お忙しい中でいつも拙せつ作さくを宣伝して下さり、ありがとうございます。ヘイズたんの書き下ろしを見た日にはもうね……問おう、貴方あなたが私のオーディンか。

　その他、拙作の出版に携わられました全ての皆様に心よりの感謝を。勿もち論ろん、いつも応援してくれる家族・友人にも感謝の正拳突きを一日一万回。

　最後に、拙作を手にして下さった読者の皆様に至上の感謝を。ありがとうございました！
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最近、私は三鏡という私自身に問いたい事がある。

「三鏡さん、あなたの金賞受賞が決まったのはいつだっけ？」「えぇと……去年だね」「それを機に日記を書こうと思ったのは？」「……去年だね」「もひとつ質問いいかな。その時買った日記帳──どこ行った？」
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イラスト／ファルまろ

はじめまして、もしくはいつもお世話になっております。

ファルまろと申します。１９８８年生まれ、

豆腐の美味しい所に住んでおります。

初のパンチラがスパッツ枠の

ロスヴァイセさんということで、

一粒で二度美味しいみたいな感じでしょうか。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「三鏡一敏先生」係

「ファルまろ先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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ヴァルハラの晩ばんご飯はんⅡ




～オオカミとベルセルクの野菜煮込みラタトゥイユ～
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